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本書は、2018（平成 30）年度の文化庁委託事業「被災地における方言の活性化支援事業」のうち、

東北大学方言研究センターが担当した「被災地方言の保存・継承のための方言の記録と公開」の報

告書です。 

当センターでは、震災発生直後から、被災地の方言をめぐるさまざまな問題に取り組んできまし

た。その活動については、すでに次の７つの報告書に述べています。 
『東日本大震災において危機的な状況が危惧される方言の実態に関する予備調査研究』（2011

年度文化庁委託事業報告書） 

『東日本大震災において危機的な状況が危惧される方言の実態に関する調査研究（宮城県）』

（2012 年度文化庁委託事業報告書） 

『被災地方言の保存・継承のための方言会話の記録と公開』（2013 年度文化庁委託事業報告書） 
『被災地方言の保存・継承のための方言会話の記録と公開 ２』（2014 年度文化庁委託事業報告書） 
『被災地方言の保存・継承のための方言会話の記録と公開 ３』（2015 年度文化庁委託事業報告書） 

『被災地方言の保存・継承のための方言会話の記録と公開 ４』（2016 年度文化庁委託事業報告書） 

『被災地方言の保存・継承のための方言の記録と公開』（2017 年度文化庁委託事業報告書） 

今年度も、文化庁の事業方針「被災地域の方言の保存・継承の取組や方言の力を活用した復興の

取組を支援することにより、被災地域の方言の再興及び地域コミュニティーの再生に寄与する」こ

とを受け、気仙沼市における日常会話を踏まえた方言の記述と、名取市における市民団体の協力に

よる方言資料の音声化に取り組みました。 

 今回もまた、現地の方々にはひとかたならぬお世話になりました。特に、話者のみなさまには地

元の方言についていろいろと教えていただいたり、方言集の制作に取り組んだりしていただきまし

た。また、気仙沼市における調査では、このたびも気仙沼市教育委員会生涯学習課の手厚いご支援

をいただくことができました。名取市における方言集の制作では、「方言を語り残そう会」（代表：

金岡律子氏）の全面的なご協力を得るとともに、大阪教育大学の櫛引祐希子先生にすべての面倒を

見ていただくことができました。お世話になったみなさま方に心より感謝申し上げます。 

私たちのこの取り組みが、震災の困難の中にある“ふるさと”の再生に寄与できることを願って

います。また、この報告書が多くの方々の目にとまり、被災地の方言の将来について考えるひとつ

のきっかけとなることを期待します。 

それにしても、こうした文化庁の事業はたいへん貴重です。方言は地域の文化の根底にあるにも

かかわらず、被災地の方言についての取り組みは途に就いたばかりといってよい状態です。いまだ

に多くの地域の方言が、保存・継承の取り組みを必要としています。文化庁には、今後もこうした

活動への支援を期待したいと思います。 
 

2019 年 3 月 11 日 
 

東北大学大学院文学研究科・ 
東北大学方言研究センター教授 

 
小 林  隆 



【事業の概要】 

１．事業の目的 

本書は、2018（平成 30）年度の文化庁委託事業「被災地における方言の活性化支援事業」

のうち、東北大学方言研究センターが担当した「被災地方言の保存・継承のための方言の

記録と公開」の報告書である。 

宮城県沿岸部の住民は東日本大震災を契機に、方言が地域の貴重な文化であり、復興へ

の精神的な支えであることを強く認識し、その保存・継承を望んでいる。しかし、当該地

域の方言は、震災の影響により衰退に向けた速度を速めつつある。地域住民の願いである

方言の保存・継承のためには、その地域の方言の精密な記録や音声での保存が必要である。

そのような趣旨に立ち、被災地の方言を記録し公開する企画を行うことにする。 

 

２．企画の概要 

(1) 気仙沼市における教育委員会との連携による方言の記述 

  ①宮城県内の方言区画を考慮し、北部の気仙沼市と、南部の名取市を具体的な対象地

域とする。伝統方言の記録・継承のために、高年層を話者とする。 

  ②気仙沼市では、教育委員会との連携のもと、日常会話の収録作業を踏まえた臨地面

接型の調査によりさまざまな角度から方言の記述を行う。 

(2)名取市における市民団体の協力による方言資料の音声化 

  ③名取市では、櫛引祐希子氏（大阪教育大学准教授）および市民団体「方言を語り残

そう会」の協力のもとに、これまでこの会が作成してきた方言資料の音声化を行う。 

(3)東日本大震災と方言ネットでの公開 

  ④上記②③の成果を報告書およびＣＤにまとめ、被災地の公共機関をはじめ方言の保

存・継承に取り組む人や団体に配布する。 

  ⑤上記④の内容を東北大学で運営するホームページ「東日本大震災と方言ネット」に

も掲載し、利用の拡大を図る。 

 

３．実施体制 

代表者 小林 隆（東北大学大学院文学研究科教授） 

  幹 事 小原雄次郎（東北大学大学院文学研究科大学院生） 

      大山雄輔（東北大学大学院文学研究科大学院生） 

      八木澤亮（東北大学大学院文学研究科大学院生） 

      八巻千穂（東北大学大学院文学研究科大学院生） 

協力者 櫛引祐希子（大阪教育大学准教授） 

      金岡律子（名取市方言を語り残そう会代表） 

 

４．協力機関 
  気仙沼市教育委員会生涯学習課 
  方言を語り残そう会（名取市） 
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宮城県気仙沼市方言の調査報告 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 



 

 

 

 



調査の概要 

 
                                   小 林    隆 
 
 
1 調査の目的 

 東北大学方言研究センターでは、学生たちが主体となって東日本大震災と方言をめぐる取り組み

を行っている。被災地の方言会話を収録した会話集とＣＤの作成、インターネットを通じての公開

はその成果のひとつである。被災地の方言を会話資料のかたちで残そうという取り組みは、5 年前

から始まった。その成果はこれまで次に上げる会話集としてまとめてきた。 
 『伝える、励ます、学ぶ、被災地方言会話集－宮城県沿岸 15 市町－』（2012 年度） 

※http://www.sinsaihougen.jp/センターの取り組み/伝える-励ます-学ぶ-被災地方言会話集/ 
『生活を伝える被災地方言会話集－宮城県気仙沼市・名取市の 100 場面会話－』（2013 年度） 
『生活を伝える被災地方言会話集－宮城県気仙沼市・名取市の 100 場面会話 2－』（2014 年度） 
『生活を伝える被災地方言会話集－宮城県気仙沼市・名取市の 100 場面会話 3－』（2015 年度） 
『生活を伝える被災地方言会話集－宮城県気仙沼市・名取市の 100 場面会話 4－』（2016 年度） 
  ※http://www.sinsaihougen.jp/センターの取り組み/生活を伝える被災地方言会話集/ 

 これらの取り組みの特徴は、地域の言語生活、すなわち、そこに暮らす人々の、言葉による生活

の様子を、生き生きとしたかたちで後世に伝える記録を作りたいと考えた点にある。 
 そして、昨年度からは、以上のような方言会話資料を分析し、その結果を補完・発展させるため

の臨地面接調査を実施する段階に進んだ。方言の継承に向けた基礎作業としては、地域の実際の会

話を記録することが必要であると同時に、その方言の言語としての特徴を分析的に把握することも

重要である。昨年度は後者の課題の実践に取り組み、その成果を次の報告書にまとめた。 
『被災地方言の保存・継承のための方言の記録と公開』（2017 年度） 
  ※https://www.sinsaihougen.jp/センターの取り組み/被災地方言の保存-継承のための方言の 

記録と公開/ 
 今年度は、こうした昨年度の取り組みを継続することとした。 
 
2 調査地域とテーマ 

 今年度の調査地域は宮城県気仙沼市である。昨年度、同市で行った臨地面接調査の結果を踏まえ

るとともに、これまで作成してきた気仙沼市の方言会話資料の中から具体的なテーマを発掘し、そ

の課題について面接調査を企画した。何をテーマとするかは、担当者それぞれの興味に従うことに

した。 
 今回調査を行った具体的なテーマを紹介しよう。アクセント、文法、語彙、そして、言語行動・



談話といった広い範囲から 16 の課題を選んでいる。担当者も合わせて示すことにする。 
○アクセント 
・名詞のアクセント規則（寺嶋大輔） 
・3・4 拍形容詞のアクセント（大山雄輔） 

○文法 
・テンス・アスペクト（津田智史） 
・副詞「ハ」・終助詞「ワ」の用法（竹田晃子） 
・「モノ」系終助詞の形態と用法（小原雄次郎） 
・行為指示表現の体系（八巻千穂） 

○語彙 
・感動詞「ダレ」の用法（坂喜美佳） 
・方言語彙「トゼン」類の記述（八木澤亮） 

○言語行動・談話 
・あいさつ・待遇表現（中西太郎） 
・評価に関わる言語行動〈ほめる・非難する等〉における表現（椎名渉子） 
・言語行動の特徴：正月の三が日に、道端で出会う（高田大生、尾崎文哉、高橋奨、本間可奈） 
・言語行動の特徴：荷物運びを頼む（小林隆） 
・言語行動の特徴：旅行に誘う（尾形美乃、田形圭悟、羽柴一武希） 
・言語行動の特徴：のど自慢への出演を励ます（鏡耀子、工藤真子、高橋佳弘、湊一輝） 
・言語行動の特徴：のど自慢での優勝を祝う（栗原希、山際佳穂、山本理帆） 
・言語行動の特徴：のど自慢での不合格をなぐさめる（大庭佳乃、小池麟太郎、寺嶋志優、山

本賢） 
 
3 調査の担当者 

上にテーマごとの担当者を示したが、その所属は次のようになっている。 

教員：小林隆、甲田直美（東北大学）、竹田晃子（立命館大学）、椎名渉子（名古屋市立大学）、

中西太郎（目白大学）、津田智史（宮城教育大学）、坂喜美佳（仙台青葉学院短期大学） 
大学院生・研究生：小原雄次郎、寺嶋大輔、大山雄輔、八木澤亮、八巻千穂、鏡耀子、朱臻宇、

曹雁雯、ラハユ・エリンダ、李欣燃、劉海燕、郭莉 
学部生・聴講生：高田大生、大庭佳乃、尾形美乃、尾崎文哉、工藤真子、栗原希、小池麟太郎、

田形圭悟、高橋奨、高橋佳弘、寺嶋志優、羽柴一武希、本間可奈、湊一輝、山際佳穂、

山本賢、山本理帆、楊明憲、クレマン・トリスタン 
 以上のように、東北大学文学研究科国語学研究室の大学院生・学部生を中心に、研究室 OB の研

究者も参加して調査を企画・実施した。特に幹事・副幹事が全体を統括し、調査を導いた。今年度

の幹事・副幹事は次のとおりである。 



  幹事：小原雄次郎 
副幹事：大山雄輔、八木澤亮、八巻千穂 

 
4 調査の方法 

 調査は上にも述べたように臨地面接調査の方式で行った。具体的なことは次のとおりである。 
  調査時期：2017 年 8 月 2 日～8 月 4 日 
  調査場所：気仙沼市民会館 

話者：老年層（60 歳代～70 歳代）約 40 名 
若年層（10 代後半～20 代）数名 

調査協力機関：気仙沼市教育委員会生涯学習課（幡野寛治氏、鈴木志穂氏） 
       気仙沼市民会館（春日敏春館長） 

 調査の実施にあたっては、話者の推薦から日程の調整、調査会場の確保に至るまで、気仙沼市教

育委員会生涯学習課から多大なご支援をいただくことができた。また、気仙沼市民会館には調査会

場の借用等でたいへんお世話になった。さらに、話者の方々にはご多忙の中、会場まで足を運んで

調査に応じていただいた。これらの方々のご協力なくしては、この調査は実現しなかったと言って

よい。ここにあらためてお礼を申し上げ、感謝の意を表する次第である。 
 
5 報告書の作成 

 この報告書は、各テーマの担当者が執筆を行ったものである。ただし、全体をまとめきることは

できなかったので、それについては今後を期すことにした。 
 また、成果報告のための費用は平成 30 年度被災地における方言の活性化支援事業「被災地方言

の保存・継承のための方言の記録と公開」から支援を受けている。 

 なお、気仙沼市方言については、昨年度の成果である『被災地方言の保存・継承のための方言の

記録と公開』のほか、かつて次の調査報告を行っている。 

小林隆編（2012）『宮城県・岩手県三陸地方南部地域方言の研究』東北大学大学院文学研究科

国語学研究室 
 この成果は、次の報告書の中にも収められている。 

東北大学方言研究センター（2012）『東日本大震災において危機的な状況が危惧される方言の

実態に関する予備調査研究（文化庁委託事業報告書）』東北大学大学院文学研究科国語学研究

室 

 今回の調査は、以上の内容を補完する位置付けにあるものと考えることもできる。合わせてご覧

いただくことを期待したい。 

 

 



名詞のアクセント 

 
寺 嶋  大 輔 

 
1 調査の目的 

 アクセントから見た気仙沼方言は、「特殊音調Ⅱ」（平山 1957）、あるいは「南奥特殊アクセント」

（田中 2005）と呼ばれる地域に属しているが、従来の見解では、この地域はアクセントパターンの

単純化が進行していると考えられていた。 
 たとえば、類別語彙に対応させると、2 拍名詞のⅣ・Ⅴ類（例：「猫」）は○●（黒は高音をあら

わす）と発話されるが、これはⅢ類（例：「犬」）の○●と合流しているとみなされており、実際に

両者とも、たとえば助詞モをともなって読み上げると○●△となる。このようなアクセントパター

ンの少なさは、仙台以南に広がる無アクセント地帯との繋がりが深いとも考えられてきた。 
 調査者はこのような定説に疑問を持っており、前年度調査では、1 拍助詞や 2 拍助詞が後続する

文、あるいは助詞がない文などを後続させた場合、それぞれで異なるアクセントが出るのではない

かと考えて調査を行ったが、助詞の拍の多少によるアクセントの変化は特に観測されなかった。 
 ところが、助詞ノを後続させたときのアクセントのふるまいに着目すると、2 拍名詞Ⅲ～Ⅴ類

（○●）は、Ⅲ類にノが後続すると○○△となって高音が消滅する一方、Ⅳ・Ⅴ類は○●△と高音

を維持し、両者の区別が実現される（寺嶋 2018）。こうした尾高語に助詞ノを後続させたときに高

音を維持する語（以下、尾高語 A と呼ぶ）と高音を消滅させる語（尾高語 B と呼ぶ）の区別は、拍

数が少ない語ほど、または戦前生まれなど高齢（本文では 70 歳代以上の話者を「高齢」と定義す

る）の話者ほど区別があらわれやすい傾向があるようだが、年齢の低い話者では、その実態はよく

わかっていない。 
 本調査では、こうした「尾高語 A」「尾高語 B」の区別について、初老の世代（本文では 50～60
歳代を「初老」と定義する）の話者に調査をおこなうことで、その傾向を明らかにすることを試み

た。 
なお、東北方言が音節（シラビーム）言語であるかモーラ言語であるかは議論の分かれるところ

ではあるが、本文ではひとまず、特に断りがない限りモーラ言語とみなし、「拍」という単位をもち

いて分析を行う。 
 
2 総論 

 
2.1 調査方法 

調査方法は、文の読み上げ形式をとった。PC のディスプレイ上にターゲット語、およびターゲッ

ト語に助詞をともなった単純な文を提示し、それを話者に「地元の親しい人との自然な会話をする



とき」を意識してもらいながら読み上げてもらった（図 1 参照）。文のバリエーションは、以下の

通りである。 
 
・「○○」（名詞単体） 

・「○○だ」 

・「○○もいる／○○もある」 

・「○○の話だ」 

 

図 1. 調査文の提示イメージ 
 
また、調査する単語は、以下の 40 語を選んだ。 

 

気 
木 
鼻 
花 
柿 
牡蠣 
鑿 
蚤 
油 
涙 
枕 
刀 
酔い 
飢え 
稼ぎ 
別れ 
傾き 

キ 
キ 
ハナ 
ハナ 
カキ 
カキ 
ノミ 
ノミ 
アブラ 
ナミダ 
マクラ 
カタナ 
ヨイ 
ウエ 
カセギ 
ワカレ 
カタムキ 

小船 
大船 
宝船 
大漁船 

三毛猫注 1 
招き猫 
泥棒猫 
屑餅 

ずんだ餅 
大福餅 
酢漬け 
味噌漬け 
わさび漬け 
白菜漬け 
たこ焼き 
卵焼き 

やきもち焼き 

コブネ 
オオブネ 
タカラブネ 

タイリョウブネ 
ミケネコ 
マネキネコ 
ドロボウネコ 
クズモチ 
ズンダモチ 
ダイフクモチ 

スヅケ 
ミソヅケ 
ワサビヅケ 
ハクサイヅケ 
タコヤキ 
タマゴヤキ 
ヤキモチヤキ 

犬だ 犬もいる 



片づけ 
賄い 
考え 

カタヅケ 
マカナイ 
カンガエ 

馬鹿者 
暴れ者 
幸せ者 

バカモノ 
アバレモノ 
シアワセモノ 

表 1. 調査語一覧（右は共通語での読み方） 
 

選定語彙については、気仙沼市に隣接する気仙地方方言（ケセン語）（山浦 2000）や、調査者が

大島出身の 1927 年生まれの女性話者から行った調査（寺嶋 2018）で確認したものを基準にした。

「気」「木」は 1 拍名詞で、アクセントの有無のみが異なるミニマルペアである。「鼻」「花」、「柿」

「牡蠣」、「鑿」「蚤」はいずれも 2 拍名詞のミニマルペアで、それぞれ「平板語」「尾高語 B」、「平

板語」「尾高語 A」、「尾高語 A」「尾高語 B」の対立があらわれることが期待される。「油」「涙」「枕」

「刀」はいずれも 3 拍名詞尾高語だが、前者 2 語（第Ⅴ類）は尾高語 A、後者 2 語（第Ⅳ類）は尾

高語 B 的なふるまいが生じると考えられる。「酔い」から「考え」は 2 拍から 4 拍までの有アクセ

ント動詞の名詞転用語で、いずれも尾高語 B のふるまいをすることが予測される。それ以降は複合

語で、「～船」「～猫」「～餅」は尾高語 A、「～漬け」「～焼き」「～者」は尾高語 B 的なふるまいが

期待される。 
調査協力者は、1949 年生まれの女性話者（以下、話者①と呼ぶ）と 1955 年生まれの男性話者（以

下、話者②と呼ぶ）の 2 名だった。 
 
2.2 調査結果 

調査結果を話者①、話者②ごとにまとめると、表 2 のようになった。 
なお、尾高語が尾高語 A 的にふるまったか B 的にふるまったかについては、助詞ノを後続したと

きに最終拍の高音を維持したもの（尾高語 A 的）は「●」と表記し、高音を消滅させたもの（尾高

語 B 的）は「◎」と表記することで区別している。また、高音位置なしで表記している語は、助詞

ノの後続による高音の消滅とは関係のない平板的な読み方が実現した（＝はじめから平板語として

発話されたと推測される）ことを意味する。アクセントにゆれがみられた場合は、観測された実現

アクセントパターンをすべて記載した。 
 

 話者① 話者② 

気 ○ ○ 

木 ● ● 

鼻 ○○ ○○ 

花 ○◎ ○◎ 

柿 ○○ ○○ 



 話者① 話者② 

牡蠣 ○● ○● 

鑿 ○● ○● 

蚤 ○● ○◎ 

油 ○○● ○○◎ 

涙 ○○● ○●○ ○○◎ 

枕 ○○● ○○◎ 

刀 ○○● ○○◎ 

酔い ○◎ ○● ○◎ 

飢え ○◎ ○● ○◎ 

稼ぎ ○○● ○○◎ 

別れ ○○● ○○◎ 

傾き ○○○● ○○○◎ 

片づけ ○○○● ○○○◎ 

賄い ○○○● ○○●○ ○○○○ ○○○◎ 

考え ○○○● ○○●○ ○○○○ ○○○◎ 

小船 ○○○ ○○○ 

大船 ○○○○ ○○○○ 

宝船 ○○○○● ○○○○● 

大漁船 ○○○○○● ○○○○○● 

三毛猫 ○○○○ ○○○◎ 

招き猫 ○○○●○ ○○○○● 

泥棒猫 ○○○○●○ ○○○○○● 

屑餅 ○○○● ○●○○ ○○○● ○○●○ 

ずんだ餅 ○○○○● ○○●○○ ○○○○● 

大福餅 ○○○○○● ○○○●○○ ○○○○○● 

酢漬け ○○● ○○◎ 



 話者① 話者② 

味噌漬け ○○○● ○○○◎ 

わさび漬け ○○○○● ○○○○● 

白菜漬け ○○○○○● ○○○○○● 

たこ焼き ○○○● ○○○○ ○○○● 

卵焼き ○○○○● ○○○○● 

やきもち焼き ○○○○○● ○○○○○● 

馬鹿者 ○○○● ○○○● 

暴れ者 ○○○○○ ○○○○○ 

幸せ者 ○○○○○○ ○○○○○○ 

表 2. 話者①、話者②のアクセント実現パターン 
 
その他、各調査協力者について簡単なまとめと補足を付け加えると、以下のようになる。 

 
話者①（1949 年生まれ、幸町出身、女性） 

・「蚤」「鑿」のアクセントが同じだったことについては、話者によると「蚤」という語を

日常生活であまり使うことはないとのことで、突然出題されて困惑していた様子だった

ので、本来の「蚤」のアクセントを思い出せなかった可能性も考えられる（一方、「鑿」

は義父が大工であったため、日常生活でもよく用いる語彙だったという） 
・有アクセント動詞の名詞転用語については、「2 拍語＋ノ」のときは「○●△」「○○△」

の両方が観測されたが、3 拍語や 4 拍語「片づけ」「傾き」のときは、助詞ノを後続させ

ても高音を維持するパターンのみが観測された（尾高語 A 的）。4 拍語の「賄い」「考え」

は、「○○●○」「○○○●」「○○○○」と 3 種類のアクセントパターンがみられた。

ただし、助詞ノが後続したときは「○○○●△」と尾高語 A 的な発話のみが観測された 
・「～猫」については、「三毛猫」は共通語と同じく平板語的だったほか、「招き猫」「泥棒

猫」では「猫」の「ネ」に高音を置いており、共通語に類似したふるまいを見せていた 
・「～餅」については、「餅」の最終音節に高音を置くパターンと、「餅」の直前の拍に高

音を置くパターンというゆれがみられた。後者の場合の聴覚印象は、共通語にかなり近

かった 
 
話者②（1955 年生まれ、松崎出身、男性） 

・3 拍名詞尾高語は、類にかかわらずすべて助詞ノを後続させたとき高音を消滅させた 



・有アクセント動詞の名詞転用語も、すべて助詞ノを後続させたとき高音を消滅させた 
・「屑餅」は「○○●○」「○○○●」のゆれが観測された 
・概して複合語が尾高語 A 的ふるまいになるか尾高語 B 的ふるまいになるかは一貫した規

則が不明だが、拍の長さがひとつの目安になっているようだった 
 
3 考察 

 
ここでは、調査結果について簡単に考察を試みる。 
まず、全体的な傾向として、話者①、②ともに尾高語 A／B の区別がはっきりと見られたのは 2

拍名詞のみで、それ以外の語は話者①、②とで差異がみられた。話者①は 3 拍以上になると、助詞

ノを後続させても尾高語アクセントを残すか、あるいは共通語の影響が強いと思われるアクセント

パターンで発話していた。一方、話者②は全体的な傾向として、3～4 拍と少ない拍数の尾高語では、

助詞ノを後続させたときに語末高音を消滅させる一方、それより大きな拍数の尾高語になると、助

詞ノを後続させても語末高音を維持する傾向がみられた。つまり、話者②が「尾高語+ノ」におい

て語末高音を維持させるか消滅させるかは、単語の拍数によって左右されやすい傾向があることが

うかがえる。 
ところで、寺嶋（2018）は 1927 年生まれの大島出身の女性話者から調査を行ったが、この話者

は単語の拍数が増えても尾高語 A／B の区別があらわれたことを観測した（表 3 参照）。 
 

尾高語 A 尾高語 B 

2 拍名詞第Ⅳ・Ⅴ類 
3 拍名詞第Ⅴ類 

後部要素が 2 拍名詞第Ⅳ・Ⅴ類の複合語 

2 拍名詞第Ⅲ類 
3 拍名詞第Ⅳ類 

後部要素が「漬け」「焼き」などの複合語 

表 3.1927 年生まれ女性話者の尾高語 A／B の弁別 
 
 調査自体の絶対数が少ないのですぐに結論は出せないが、上述の調査結果（2018）と今回の調査

結果を組み合わせると、以下の 3 点を推測することができる。 
 

・気仙沼方言は、かつては尾高語 A／B のアクセント弁別を持っていたが、時代の変遷に

より両者の弁別パターンが統合しつつある 
・初老の話者において 3 拍以上の尾高語に助詞ノをともなったとき、語末高音を維持する

か消滅させるかは、個々によりなんらかの規則がある 
・使用頻度の高い 2 拍語については、初老話者においても尾高語 A／B のアクセント弁別

は健在である 
 



 まず、戦前生まれの話者と戦後直後生まれの話者との間では、アクセントの変化が大きいことが

わかる。このアクセントの差は、今回の調査でも話者①、話者②ともに話していたが、やはりテレ

ビの普及により共通語が日常生活に浸透したことが大きいと考えられる。伝統的なアクセントの実

態を明らかにするには、高齢の話者が元気なうちにアクセントの情報を聞き出す必要がある。 
 また、話者①と話者②とでアクセントが多少異なった理由については、性差、出身地注 2、年齢、

あるいはたんなるゆれの範囲内など、様々な要因が考えられ、今回の調査だけでは判断が難しい（な

お、インタビュー中の実感としては、市中心部出身で女性の話者②のほうが、共通語的な影響が強

い印象を受けた）。もっと質・量ともに増やして調査を行えば、「尾高語」のアクセントパターン変

化の規則性が明らかになるかもしれない。 
 なお、今回の 2 拍名詞においてのみ「尾高語」のアクセントパターンに違いが見られた結果は、

大西（1990）の報告と類似している。大西（1990）では助詞ノについては言及していないが、第Ⅲ

類は○●△～○○▲、第Ⅳ・Ⅴ類は○●△というアクセントの区別があらわれたことを述べており、

一方、3 音節以上の名詞では同様の現象は見られなかったと報告している。今回の調査結果は、大

西（1990）の報告を補強する形になったと解釈することもできる。 
最後に、本調査では、気仙沼方言はモーラ的であるという想定のもとで調査を行ったが、話者①

の「考え」や「賄い」や話者②の「葛餅」など、音節的であるという前提に立ったほうが解釈しや

すい例も散見された（前者は二重母音によるもの、後者は最終拍の無声音化によるもの）。気仙沼市

と隣接する志津川町（現・南三陸町志津川）方言について報告した大西（1986）も同方言が音節方

言的であることを述べており、気仙沼方言のモーラ性・音節性についても、その判断はもう少し慎

重に見極める必要があるかもしれない。 
 

注 

1 調査後に判明したことだが、伝統的な気仙沼方言では、「三毛猫」のことを「サンゲネゴ」と言う。

ただし、今回の調査では、漢字で「三毛猫」を提示しても、調査参加者は両者とも「ミゲネゴ」と読

み、特にそれ以上の指摘も受けなかった。このことから、初老の年齢層は、アクセントだけでなく語

彙的な側面でも共通語の影響が大きくなっていることがうかがえる。 

2 話者①の出身地である幸町は気仙沼市の中心部である一方、話者②の出身地である松崎は旧気

仙沼市の街はずれだった 
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３・４拍形容詞のアクセント 

 
                                  大 山  雄 輔   
 
＊本報告ではアクセントにおける相対的に低い拍を○、高い拍を●で表示した。 

 
1 調査の目的 
  

 伝統的な東京方言 (以下、伝統的な東京方言のアクセントを「東京アクセント」と表記する)では、

3 拍以上の形容詞アクセントに平板型と起伏型の対立があったと考えられているが、その対立に変

化が生じてきていることが報告されている。特に終止形に関しては、図 1 に示したようにそれまで

平板型であったものが起伏型に統合する方向で変化してきているが、完全に統合が完了したわけで

はなく統合の過程にあることが報告されている(三樹 2014)。 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1  現代東京方言における 3・4拍形容詞終止形のアクセント変化 

 

また、清水(1970)によると 3 拍平板型形容詞を起伏型に発音する傾向は 1950 年代の東京都内でも

生じており、東京方言における形容詞アクセントは古くから変化を起こしていることがうかがえる。 

 本調査では、気仙沼市方言における 3・4 拍形容詞の終止形アクセントに焦点を当て、その発音

の基本的傾向を観察した上で、現代東京方言アクセントで進行している変化と照らし合わせた検討

と、気仙沼市方言のアクセントが有していると考えられる「個人差の大きさ」を中心に検討を行う。

なお、以下では伝統的な東京方言のアクセントと区別し、現在観察されている東京方言のアクセン

トを現代東京アクセントと呼ぶことにする。 

 

 



2 調査の方法  

 

2.1  調査項目 

 調査対象とした 3・4 拍形容詞は以下のとおりである。 
 

・3拍形容詞 全 30語 

 平板型 15 語 

 赤い 浅い 甘い 厚い 荒い 薄い 遅い 重い 固い 軽い  

 きつい 暗い 遠い 眠い 丸い  

 起伏型 15 語 

 青い 暑い 辛い 臭い 黒い 寒い 白い 狭い 高い 強い  

 長い 早い 広い 安い 悪い   

 

・4拍形容詞 全 20語 

 平板型 10 語 

 明るい 危ない 怪しい 重たい 悲しい 黄色い 冷たい 平たい 眠たい 優しい  

 起伏型 10 語 

 幼い かわいい 汚い 詳しい 少ない 素早い 鋭い 切ない 激しい まぶしい  

 

なお、上記の平板型・起伏型の分類は平山(1960)に準拠した。 

 

2.2  調査方法 

 

 調査対象語が印刷された冊子を渡し、自然な状態での読み上げをお願いした。その後、項目によ

って適宜調査者がいくつかのアクセント型を発音し、適していると思われるアクセント型の選択を

お願いした。場合によっては何度か発音を行った上で、最も納得の行くアクセント型の内省もお願

いした。調査に協力していただいた話者の概要は以下のとおりである。 

 

話者 A 女性 77 歳 気仙沼市出身 
話者 B 男性 70 歳 気仙沼市出身 
話者 C 男性 33 歳 気仙沼市出身 

 

 

 

 



3  調査結果と考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1  調査結果：3拍形容詞 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2  調査結果：4拍形容詞 

3.1  3 拍形容詞 

 

3.1.1  3 拍形容詞(東京アクセントで平板型) 

 表 1 上部に示した「赤い・浅い・甘い…」などの東京アクセントで平板型とされる形容詞は、話

者 A・Ｂ・C 全員がおおむね安定して平板型に発音した。高年層(話者 A・B) 、若年層(話者 C)間に

目立った差異は見られず、現代東京アクセントで生じているような起伏型へ統合する傾向は見られ

ない。しかし、話者Ｂにおいて「厚い・荒い・薄い・丸い」の 3 語で平板型と起伏型の両方の発音

が観察された。 
 

3.1.2  3 拍形容詞(東京アクセントで起伏型) 

 表 2 下部に示した「青い・暑い・辛い…」などの東京アクセントで起伏型とされる形容詞は、話

者 A・Ｂ・C 全員が安定して起伏型に発音しており、ごく少数の語を除いて平板型と起伏型の両方

が観察されることはなかった。 
 
3.1.3  3 拍形容詞の総括 

 平板型と起伏型の両者は区別されており、全体的に見ると現代東京アクセントで生じているよう

な起伏型への統合現象は観察されない。 



3.2  4 拍形容詞 

 

3.2.1  4 拍形容詞(東京アクセントで平板型) 

 表 2 上部に示した「明るい・危ない・怪しい…」などの東京アクセントで平板型とされる形容詞

は、話者によって平板型と起伏型の出入りがある。話者 A・C は調査語 10 語のうち約半数で平板

型と並行して起伏型の発音が観察されており、3.1.1 で考察した東京アクセントで平板型を取る 3
拍形容詞に比べて不安定であることが分かる。話者 B は「黄色い」以外の調査語は全て起伏型に発

音しており、平板型の発音がほぼ消失していた。4 拍形容詞の終止形が起伏型へ統合する変化は三

樹(2014)によると現代東京アクセントで進行中の変化であるが、若年層の話者 C の方に平板型の発

音が多く観察されていることを考えると、若年層ほど現代東京アクセントに接近しているわけでは

ないようである。また、高齢層の話者 A・B を比べても個人差が大きい。これは佐藤(2013)に述べ

られている気仙沼市方言の名詞アクセントに見られる「かなりの個人差が認められる (高齢層)」と

いう特徴が形容詞アクセントにも及んでいると仮定すると、気仙沼方言のアクセントが有している

個人差の大きさの現れである可能性も高い。この点については後に述べる。 
 
3.2.2  4 拍形容詞(東京アクセントで起伏型) 

 表 2 下部に示した「幼い・かわいい・汚い…」などの東京アクセントで起伏型とされる形容詞は 

話者 A・Ｂ・C 全員が安定して起伏型に発音している。起伏型が安定であるという点では 3.1 で扱

った 3 拍形容詞と共通した傾向である。 

 

3.2.3 4 拍形容詞の総括 
3 拍形容詞に比べて東京アクセントで平板型を取る形容詞のアクセントがあいまいになっており、

話者によってはほぼ起伏型に統合していた。また、平板型と起伏型の区別が存在している話者にお

いても平板型と並行して起伏型の発音が観察されている。逆に東京アクセントで起伏型を取る形容

詞のアクセントはきわめて安定している。 

 

3.3  3・4拍形容詞を通した考察 

 

 3・4 拍形容詞を通して、東京アクセントに存在している平板型と起伏型の 2 つの対立はある程度

存在している。3 拍形容詞は概して平板型と起伏型の対立の程度が強い。4 拍形容詞に関しても、

東京アクセントで起伏型に属するものは極めて安定性が高く、東京アクセントと同様の○●●○と

いう発音が観察された。一方で東京アクセントで平板型に属する 4 拍形容詞はアクセントにはユレ

が認められ、ほぼ起伏型に発音している話者も見受けられた。形容詞の平板型と起伏型の対立が失

われて起伏型に統合する傾向は現代東京アクセントでも指摘されているが(三樹 2014)、本調査で 4
拍形容詞がほぼ起伏型に統合していたのは高齢層の話者 B(70 歳)であり、若年層の話者 C(33 歳)は



ユレが認められるものの起伏型への統合傾向がそれほど強くなかった。本調査の結果から、東京ア

クセントで平板型に属する 4 拍形容詞の発音には並行して起伏型の発音が観察される傾向が強いこ

とが言える。 

 次に、本調査で観察された 3・4 拍形容詞のアクセントについて、改めて 2 つの観点から考察す

る。 
 
1)  現代東京アクセントに生じている変化を追随している可能性 

  

 東京アクセントで平板型に属する 4 拍形容詞のアクセントに起伏型とのユレ・起伏型への統合の

傾向が見られることを述べたが、これが現代東京アクセントに生じている変化を追随している可能

性について考える。図 1 に示した現代東京アクセントに生じている変化と、本調査で観察された 4
拍形容詞アクセント(特に東京アクセントで平板型に属するもの)には起伏型の発音が平行して観察

される・起伏型に統合するという共通の傾向が見て取れたが、これを気仙沼市方言の形容詞アクセ

ントが現代東京アクセントに生じている形容詞アクセントの変化を追随している過程の反映と見な

すことは可能だろうか。確かに表面上の傾向は類似しているが、現代東京アクセントで変化中の特

徴を機敏にとらえて追随し始めると考えることには疑問がある。さらにアクセントは語彙や文法に

比べ影響を受けにくいことも考慮すると、現代東京アクセントに生じている変化を追随していると

考えることには慎重になる必要があると思われる。また、これは次の 2)で述べる内容とも共通する

が、気仙沼市方言における伝統的な 3・4 拍形容詞アクセントの実態が正確に把握できていない以

上、本調査の結果が現代東京アクセントの変化を追随したものかどうか考えることは難しい。 
 
2)  個人差の大きさが強く反映された可能性 

 

 これは十分に考えられる。3.2.1 で述べたように、佐藤(2013)の気仙沼市方言における名詞アクセ

ントの調査によると「かなりの個人差が認められる (高齢層)」ようである。同(2013)は名詞アクセ

ントの調査だが、個人差が認められるという傾向が形容詞のアクセントにも認められる可能性は考

えられる。実際に本調査でも高齢層話者 A・B の 4 拍形容詞アクセント(特に東京アクセントで平板

型に属するもの)には強い個人差が認められた。本調査の結果は何らかのアクセント変化の傾向をと

らえたものではなく、気仙沼市方言の形容詞アクセントが有しているかもしれない「個人差の大き

さ」が前面に出てきた可能性も高い。個人差の大きさの影響をある程度除去した気仙沼市方言の形

容詞アクセントの全貌を明らかにするためには、調査人数の拡大が必要と言える。 
 
 

 

 



4  まとめ 

 

 本調査では、2 名の高齢層話者と 1 名の若年層話者を対象に、気仙沼市方言の 3・4 拍形容詞の終

止形のアクセントを扱った。その結果は、 
 
1)  3 拍形容詞は、東京アクセントにおける平板型と起伏型の対立を反映させており、全体として 
  アクセントのユレは少なく安定している。 
2)  4 拍形容詞は、東京アクセントで起伏型に属するものは極めて安定性が高い。一方、東京アク 

  セントで平板型に属するものはユレが大きく不安定であり、平板型の発音と並行して起伏型の 

  発音が観察され、話者によってはほぼ起伏型に統合しており、年齢差に加え個人差が強い。 

3)  全体を通して若年層話者ほど現代東京アクセントに接近しているという傾向はなく、現代東京 
  アクセントで生じている変化を追随している可能性についてはさらなる検討が必要である。 
4)  先行研究に報告されている気仙沼市方言の名詞アクセントの個人差の大きさ(特に高齢層)は、 
  形容詞アクセントにも認められる可能性がある。 
 

と総括できる。 
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テンス・アスペクト 

 

                                  津 田  智 史 

 

 
1 はじめに 

本稿は、2017 年および 2018 年におこなった宮城県気仙沼市方言調査において、高年層を対象と

した当該方言のテンス・アスペクトなど、時間表現に関する内容について報告するものである。い

わゆるテンス・アスペクトの中心的な形式についてだけでなく、アスペクトの周辺的な形式に関す

る用法についても確認する。 
東北方言における時間表現については、各地で記述的におこなわれている。宮城県方言について

は、登米郡中田町を対象とした工藤ほか（2005）および八亀ほか（2005）や、仙台市の竹田・吉田

（2000）、石巻市の竹田（2003）、また山形県最上地方と宮城県北部を結ぶ陸羽東線沿線地域を対象

とした竹田（2011）および津田（2011）などがある。本稿で対象とする宮城県気仙沼市方言に関す

るものとしては、2005 年～2007 年におこなわれた東北大学国語学研究室の気仙沼市・南三陸地方

での方言調査の報告がある（竹田 2012 など）。竹田（2012）では、気仙沼市方言のテンス・アスペ

クトについて、記述調査（2005 年）、多人数調査（2006 年）、分布調査（2007 年）の結果を示して

いる。本稿の内容は、「テ＋存在動詞」形の用法に関する竹田（2012）との比較検討をおこなうも

のである。言い換えれば、この約 10 年の間に地方都市で文法表現の変化が起こっているのかを確

認するものである。加えて、従来あまり大きく取り上げられてこなかった、アスペクトの周辺的意

味を表す用法の確認についてもおこなっていく。 
なお、本稿における用例の表記については、該当箇所をカタカナ（下線付き）で示し、その共通

語訳を文の後に（ ）書きで示すことにする。 
 

2 調査の概要 

 

2.1 インフォーマントについて 

 2017 年、2018 年の調査では、気仙沼市の伝統的方言におけるテンス・アスペクトなど時間表現

に関する形式や用法を明らかにする調査をおこなった。共通語を当該方言に翻訳し、実際に発音し

てもらう形でおこない、先行研究などを参照し、類似語形などの使用の有無やその差異についても

確認をおこなった。 
 インフォーマントは、次のとおりである（データは調査時）。本稿では、以下の高年層 4 名を対

象として、当該方言における時間表現の諸相について述べる。竹田（2012）のインフォーマントが

1931（昭和 6）年、1933（昭和 8）年の生年であったので、本調査のインフォーマントとは生年で
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5年～20年の開きがある。その点も考慮に入れつつ、形式や用法の違いについて比較検討していく。 
 なお、4 名の回答については、ほぼ同様の形式や用法が確認できたため、特に言及しない限り、

分けてあつかわないこととする。 
 

ID 生年 性別 年齢 外住歴 調査年 

1 1944（昭和 19）年 女 73 15 歳～17 歳：宮城県仙台市 2017年 

2 1936（昭和 11）年 男 80 

福岡県門司出身。 

13 歳～15 歳および 21 歳以降

宮城県気仙沼市在住注 1。 

2017年 

3 1940（昭和 15）年 男 78 18 歳～19 歳：静岡県 2018年 

4 1949（昭和 24）年 男 69 18 歳～22 歳：東京都 2018年 

 

2.2 タ形とタッタ形について 

 東北方言においては、テンス過去に 2 つの形式があることが多くの方言で確認できる。いわゆる

タ形とタッタ形である。前者は共通語のテンス過去のものと同様の形式であり、後者は「動詞テ形

＋アッタ」を語構成とする形式である。宮城県については、登米郡中田町方言（工藤ほか 2005、八

亀ほか 2005）、陸羽東線沿地域方言（竹田 2011）、気仙沼市方言（竹田 2012）、石巻市方言（竹田

2003）、仙台市方言（竹田・吉田 2000）のいずれの報告でも両語形が確認できる。その使い分けに

ついては、少なくとも次の 2 つの観点から言及されている。 
 

① 第一過去形「ノンデダ」は、動詞がさしだす動作を発話主体が知覚しているかどうかには

関知しない。それに対して、第二過去形「ノンデダッタ」は、当該動作を知覚・体験していな

い場面では使用できない。     （登米郡中田町方言：工藤ほか 2005） 
 

② タッタ形は、タ形と比べて過去の出来事が発話時に存在する場合には使われにくく、過去

の出来事が発話時には存在しない場合にはタッタ形が使われやすいという特徴がある。 
（陸羽東線沿線地域方言：竹田 2011） 

 
いずれもムード的な意味の差異が述べられているが、①はエビデンシャリティー（証拠性）に関わ

るものであり、②は出来事と現在の断絶性という点に焦点がある。しかし、なんらかの事態の把握

のためには、直接的なり間接的なり、その事態を知覚・体験することが求められる。その点で、出

来事と現在との断絶性というのは、自身（話し手）の知覚・体験した事態が現在とは関与しないこ

とを明示するものであると言い換えられる。断絶的な出来事であることを述べるためには、その事

態の知覚・体験は当然必要であるが、ここで顕在化するのは、現在と事態の結びつき方である。つ

まり、より重要となるのは、タッタ形が証拠性を帯びているということではなく、その出来事が現

在と断絶していることである。本稿では、タ形とタッタ形の用法の差異を、②の観点から確認して

いくことにする。 
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2.3 アスペクトの周辺的な形式について 

 従来のアスペクト研究においては、共通語シテイル相当の形式があつかわれ、それがどのような

意味用法であるのかが主な議論の的であった。また、複数形式が確認できる場合には、それらの関

係性や用法の差異が、テンス・アスペクトだけでなく、ムード的な差異として示されてきた。だが、

各地方言を眺めてみると、シテイル相当ではない形式も、アスペクト形式として使用されているよ

うである。 
 例えば、国立国語研究所編『方言文法全国地図』（以下、GAJ と略記）所収の「＜もう少しで＞

落ちるところだった（将然相・回想）」の一葉をみると、オズッカッタ注 2 のような形式が山形県を

中心に複数地点で回答が確認できる。また、これらは「もう少しで」のような状況を説明する副詞

を伴っている。落ちそうにはなったが実際は落ちなかった、そのような場面を言い表すために、東

北地方では「（危なく）シタ」形式が使用されているということである。この形式は気仙沼市でも確

認できるものである（津田 2018）。 
 ほかにも、GAJ 所収「散っている（進行態）」の一葉からは、形式のバリエーションが確認でき

る。東日本のチッテルだけでなく、東北地方のチッテダ、西日本に広く分布するチリヨル、チット

ルなどである。これらはいわゆる共通語のシテイルに対応するとされる形式であるが注 3、それだけ

でなく、南九州地方ではチリカタ（chiikatazja）、琉球地方ではチッテアルク（ʔutitiʔaicjuɴ）など

の形式もみられる。後者二形式は、東北方言ではみられないが、隣接の意味において確認できるこ

とが述べられている（津田 2016）。 
 以上のように、東北方言に限らず全国的にアスペクトの周辺的な形式は確認できる。その内、本

稿では気仙沼方言における「（危なく）シタ」形式と、「－カタ」形式について簡単に用法を確認す

ることにする。 
 

3 調査結果①―タ形とタッタ形を中心に 

 

3.1 存在動詞の用法 

3.1.1 テンス現在 

 存在動詞のテンス現在については、共通語ではイルが用いられるが、当該方言においてはイルと

同時にイダが用いられる。 
（１）［友人の家を訪ねて、入り口で］〇〇さん、イル／イダか。（いる） 

 金水（2006：258）は、東北方言のイダがその由来である「たり」の状態の意味を残すことを指

摘している。また、このようなテンス現在でイダが使用されるのは、広く東北地方でみられるが、

それはほぼイダに語彙的に残るだけとも述べている。気仙沼市方言においてもその例に漏れず、使

用されていることがわかる。イダは単なる存在だけでなく、過去から現在にその存在が続いている

ことを表す形式であるととらえられよう。 
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3.1.2 恒常的事実 

 存在動詞のテンス現在において、どのようなアスペクト的意味を表す場合にもイルとイダが使用

できるかというと、そうとは限らない。例えば次のような例がある。 
（２）［孫に「サメはどこにいるの」と聞かれて］ 
サメは、海に イル／*イダよ。（いる） 

 この場合、イダは使用不可である。（２）は、たしかに存在に触れるが、それは一般的な知識とし

てや、恒常的な事実としての話である。実際に目の前にサメがいる必要はない。先述の金水（2006）
の指摘を踏まえると、イダを使用するには、現在までの存在の幅を想定できる必要があると考えら

れる。 
 

3.2 運動動詞の用法 

3.2.1 完成相過去 

運動動詞の完成相過去においては、タ形とタッタ形が用いられる。ただし、そこには意味の違い、

使い分けがありそうである。 
（３）［隣からもらった水蜜を手に持って］ 
隣から、きれいな水蜜を モラッタ／*モラッタッタよ。（もらった） 

（３）の例では、タ形のみが使用される。先述②のような差異があるとすると、タッタ形は現在と

出来事の断絶性を表すために使用不可となる。ただし、仮に「［もらった水蜜を食べた後に報告して］

隣から、きれいな水蜜をもらった。」という場合について聞くと、状況を説明するような「もらった

けど、食べてしまった」のような表現が使用されやすいようである。4 名中 3 名はこのように、状

況を分析的に説明する表現を答えた。唯一、ID.4 のインフォーマントから、「（もらったけれど）

すでにない場合」について、モラッタッタゾという回答を得た。また、ID.3 についても別の動詞に

ついてではあるが同様の内省を得た注 4。ほかのインフォーマントにタ形とタッタ形の差異を問うた

ところ、タッタ形が表す事態は、「ずっと前・時間が経っている」など、時間的な幅の大きさを答え

た。これは、現在とは離れているという点で、断絶性に関わるものととらえられる。 
 

3.2.2 継続相現在 

 続いて、継続相現在についてみていくことにする。運動動詞の継続相現在においては、テル形や

テダ形が使用される。 
（４）［今、何をしているのか尋ねられ］ 
お世話になっている人へ、手紙を カイテル／カイテダ／カイッダよ。（書いている） 

ここに表れるカイッダは、カイテダの音訛形である。そのため、基本的に意味の違いはみられない。

テダ形は後述の継続相過去でも使用される点で特徴的である。ただし、過去でも用いられることか

ら、テンス現在では「今・今まさに・今も」といった副詞や文脈が必要となる。 
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 また、テル形とテダ形の違いは、日常の会話では意識されづらいようであり、あまり意味に違い

はないという内省があった。一方で、東北方言を広くあつかう津田（2018）では、テダ形を「動詞

の表す事態が生起し、なおかつその事態が何かしらの形で現在まで存在している」ことを表すもの

だとしている。テル形もテダ形も現在も継続している点で、違いは見出しづらいものである。しか

し、今後、調査によってその両者の違いを明示することが求められる。今後の大きな課題である。 
 

3.2.3 継続相過去 

 完成相においては動詞のタ形とタッタ形が用いられるが、継続相では共通語と同様に「動詞テ形

＋存在動詞」の形式が用いられる。ただし、その場合においても、テダ形とテダッタ形は意味用法

において対立を示す。竹田（2012）では、「動詞＋テタは現在の出来事に用いられることもあるた

め、動詞＋テタッタのほうが出来事としてより過去らしい表現である」とする。 
（５）［昨日の夕方何をしていたのか尋ねられ］ 
お世話になった人への手紙を カイテダ／カイッダ／カイデダッタよ。（書いていた） 

本調査ではみられなかったが、カイッタッタ（＜カイテダッタ）のような語形もみられる場合もあ

るようである。ただしその場合も、両者に意味の違いはみられない。 
 （５）の継続相過去においてはテダ形もテダッタ形も使用できるが、カイデダッタの場合、思い

出したというような意味合いが付加されるようである。ここでも、出来事と現在の断絶性につなが

るような内省が得られた。 
 

3.3 形容詞の用法 

 形容詞のテンス過去においては、形容詞のタ形およびタッタ形が用いられるようである。 
（６）［昔の相撲大会のことを思い出しながら］ 
あいつはずいぶん ツヨガッタ／ツヨガッタッタなあ。（強かった） 

 ツヨガッタッタを用いる場合、「かなり昔・もう死んでしまったけど」のような意味を含意するよ

うである。つまり、時間的にも、事実的にも現在と大きな隔たりがあるということである。その点

は、運動動詞のタ形とタッタ形の差異と共通する点であろう。 
 

3.4 竹田（2012）との比較 

 以上、2017 年、2018 年におこなった気仙沼市方言調査からその結果をみてきたが、竹田（2012）
の結果と比べても、存在動詞や運動動詞ではほぼ用法の違いはみられなかった。一方で、形容詞の

テンス過去については、竹田（2012）ではタ形のみの指摘にとどまるが、本調査ではタッタ形が確

認できた。その使用は、動詞の場合と同様、出来事と現在の断絶性という観点②の差異を表すもの

としてとらえられよう。 
 竹田（2012）と本調査のインフォーマントの生年等を考慮しても、昭和前半の生年のインフォー

マントにおいて、テンス・アスペクトに関する顕著な形式や用法の変化はみられない。仮に当該地
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域の形式等の変遷を追っていくためには、さらに古い資料との比較、もしくは若い世代への調査結

果との比較が求められよう。古い資料については、GAJ についても 1970 年代に調査されているこ

とから比較の候補にはなるが、本調査結果や竹田（2012）の調査報告をみても、同列で比較できる

内容であるのかには疑問が残る。GAJ のデータも参照しつつ、談話などほかのデータにもあたって

いく必要があろう。若い世代への調査については、竹田（2012）にデータがあるが、それと併せて

さらに若年層、少年層などと対象を広げ、データを比較することが必要になる。 
 

4 調査結果②―アスペクトの周辺的形式 

4.1 「（危なく）シタ」形式 

 ここからは、共通語のシテイル相当の形式ではなく、周辺的な形式へと目を向けたい。まずは、

「（危なく）シタ」形式である。同形式は、東北方言研究センター編（2016）にみられた形式であ

り、その用法の確認のため調査項目として採用したものである。過去における実際には実現しなか

った事態について述べるものである。本調査において、ID.1 および ID.3 は同形式を使用しないと

いうことであったため、ほか 2 名のデータをここでは示す。 
（７）［倉庫で作業していると、外から鍵を閉められそうになり］ 
アブナグ 鍵を カケライタなあ。（もう少しで閉められるところだった） 

このように、過去の非実現の事態を表す際には、「（危なく）シタ」形式が使用される。「危なく」

は必須であるが、それには「危なく・もう少しで」のようにバリエーションがみられる。なお、共

通語的な（危なく）シメラレットコダッタナーも併用されるようである。 
 なお、本調査における同形式の詳細な考察については、追加調査の結果も含んで検討した津田

（2019 刊行予定）を参照いただきたい。 
 
4.2 「－カタ」形式 

 次に、「－カタ」形式についてみていく。この形式は、先述のように南九州地方では動作の継続を

表す場合に使用される。しかし、そのような用法は東北方言や当該地域の方言にはみられない。そ

れでは、どのような用法を持っているのか。小野寺（2010）は、東北方言における「－カタ」につ

いて、「行為」を表すものとして生産的に用いられるとする。 
（８）年賀状 書き方して 肩凝った 
  （年賀状を（たくさん）書いたので肩が凝った）   （小野寺 2010：下線は筆者） 

ただし、南九州方言のそれとは異なり、「－カタ」形式単独で述語となることはできず、必ず動詞を

必要とする。 
（９）孫が母親の真似をして、お皿を フキカタスル。（拭く行為をする） 

 インフォーマントの内省によると、「行為」を明示的に表す際に用いるようである。また、（９）

では「－カタ」形式が使用可能であるが、例えば「お皿を一枚」のように指定すると、使用不可と

なる。同形式が使用されるには、複数（回）の作業、繰り返しといった要素が必要となる。 
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 「－カタ」が接続する動詞などについては、小野寺（2010）に言及があるが、各地方言の詳細な

記述については、気仙沼市も含め今後の課題である。 
 

5 おわりに 

 以上、本稿では、2017 年および 2018 年におこなった気仙沼市における時間表現の調査結果につ

いて、簡単に報告した。本稿では特に、気仙沼市方言および東北方言においてテンス・アスペクト

の中心を担うタ形とタッタ形の違いに注目し、その違いについて確認した。また、従来あまりあつ

かわれてこなかった、アスペクトの周辺的な形式についてもその用法を確認した。具体的には、過

去の非実現形式として「（危なく）シタ」形式を、繰り返しや反復的・多回的行為を表す「－カタ」

形式を取り上げて、その用法を示した。 
 本稿の内容は、すでに先行研究に示される気仙沼市方言の実態の確認にとどまるものがほとんど

であるが、それは言い換えれば、先行研究の記述の証明・補強をおこなうものであると考える。一

部、先行研究では触れられていない形式（「（危なく）シタ」形式）についても調査、報告をおこな

ったが、その内容については本文中に触れたように別稿を用意しているので、そちらを参照された

い。いずれの内容についても、記述という面で課題を多く残している。今後も気仙沼市方言におけ

る時間表現について調査をおこない、考察を深めていきたい。 
 

注 

1 外住歴が長く、言語形成期もほぼ気仙沼市以外で生活されているが、調査ではほかのインフォ

ーマントとほぼ同様の結果を回答していた。そのため、本稿では ID.2 の話者についても考察の

対象とした。 
2 山形県を中心に、テンス過去を表す「動詞＋カッタ」という形式が使用される（津田 2011 など）。

これは、形容詞の活用語尾が接辞化したもので、動詞のル形やタ形に接続することでテンス過去

の意味を表すものである。宮城県ではみられないものの、山形県内陸では広く確認できるようで

ある。 
3 厳密に述べれば、チッテルは動詞テ形＋「いる」、チッテダは動詞テ形＋「いる」タ形、チット

ルは動詞テ形＋「おる」である。チリヨルは動詞連用形＋「おる」という語構成であり、それ以

外と大きく構成が異なるものである。ただし、共通語の対訳としては、すべて「している」が当

てられる。 
4 ID.3 が自身で作った釜飯の話をする際、近い過去ではツクッタで表し、ずっと前の出来事であ

ればツクッタッタを用いるという。また同時に、自身が作り、釜飯がまだ残っている場合にはツ

クッタを使用し、もうなくなってしまった場合にはツクッタッタを使用するとの内省を得た。 
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終助詞「ワ」の用法 

 

                                 竹 田  晃 子  

 

 
1 調査の目的と方法 

 副詞ハ／ハー／ヘー／ハヤ／モハヤ類は全国方言に見られるが、南東北ではこれが終助詞化した

とみられるワや（宮城県など）、ハ（山形県山形市や福島県など）がある。調査を行った 2018 年 8

月時点で先行する資料には、東北大学方言研究センター編『生活を伝える被災地方言会話集』があ

る。これによると文末詞ワの例は、名取市に多く、気仙沼市に少ない。一方で副詞ハの例は、名取

市にやや少ないが、気仙沼市に多く、相補分布の可能性がある。また、気仙沼市の状況は、副詞ハ

が多く用いられる岩手県に連続すると考えられる。おそらく、地域ごとに形式や用法の濃淡を持ち

ながら分布していると考えられる。 

 この調査では、気仙沼市方言のワの用法を解明する糸口をつかむことを目的に、東北大学方言研

究センター編『生活を伝える被災地方言会話集』1～4（以下、本文では「会話集」と表記する）と

『方言文法全国地図』（以下、本文では GAJ と表記する）における気仙沼市方言での用例や回答と、

山形市方言のハを記述した渋谷勝己(1999)の用例を例文として、高年層話者にワの使用を確認する

方法をとった。なお、特に断らない限り、〔昭和 26女〕から 2018 年 8月 4日に教えていただいた情

報の概略をまとめた。 

 なお、気仙沼市方言ではワはあまり盛んではなく、ワの用法解明を目的とした調査地点としては

不向きであると考える向きもあるかもしれない。しかし、本報告は、使用があまり盛んではない、

沿岸部北限の使用地域でどのように用いられるかを把握することを目的として調査を行った、その

報告として位置づけられると考える。 

 

2 調査結果 

 GAJ から 1例文、「会話集」から 9例文、渋谷(1999)から 70例文を取り出し、合計約 80例文を提

示して確認してもらった結果、次の 7例文でワが回答された（山形市方言の例文の意味は渋谷(1999)

を参照されたい）。なお、ワと同様の位置に出てくる他の終助詞には、ネ／ナ／サ／ノ／チャがあり、

ワが回答されなかった例文にはこれらが回答された。また、チャの後ろにワが付くことがあり、ネ

はワの後に付くことがある。 

(1)（その本なら）モー ヨンジャッタワ。（もう読んでしまった。）［GAJ205］ 

(2)イヤ モスコス ヤットオモッタゲッド モー ヤメルワ。［会話集］ 

 （いや もう少し やろうと思ったけれど もう やめるわ。）（動詞＋タ［過去］を改変） 

(3)（あら、いつの間にか桜が）チッテシマッタンダッチャワネー。 



  （あら、いつの間にか桜散ッタハー。）［山形 24］ 

(4)（あら、今日は）三日ダッタンチャワネー。 

  （あら、今日はもう 3日ダハー）［山形 25］ 

(5)（バス停で待ち合わせた友達がなかなか来ないのを待っていて） 

  （あっ、バスが）キテシマッタッチャワネー。（あっ、バス来タハー。）［山形 27］ 

(6)A：あのお菓子、もうない？ 

B：ごめん、全部 タベテシマッタワー／タベタワ。（食べてしまったよ）［山形 59］ 

(7)禁酒をしていたのに、いつのまにか酒 ノンデシマッタワー。（自発文）［山形 61］ 

 「会話集」からは気仙沼市方言の使用例を抜き出したが、(2)以外は使用しないという回答であっ

た。「会話集」の話者は 1937～1947（昭和 12～22）年生まれで、本稿の話者は 1951（昭和 26）年生

まれとやや若い。ワの使用には年代差がある可能性が考えられる。渋谷(1999)からの例文は、基本

的な用法とされる(3)(4)(5)と、聞き手への配慮が現れている(6)(7)のみに回答された。 

 ワの意味について、話者の内省によると、思いがけないことや意外な出来事にその場で思い至っ

たことを表現する場合や（例文(1)～(5)）、失敗や手違いが露見した時にそれが故意ではないことを

表現する場合（例文(6)(7)）に使うという。これらのことから考えると、ワは、副詞モー（もう）

や、テシマッタ／ンジャッタ（てしまった）などの自発表現、他の終助詞チャなどで表された出来

事（時間経過による変化や終了など）について、「いま気づいた」というような意味を表していると

みられる。 

 山形市方言のハの使用について、渋谷(1999;8)は「話し手が事前に予測や期待を抱いており、そ

の後経験や推論を通して得た命題内容がそれに反している」という条件があるとしている。気仙沼

市方言のワは、これと同系のものと考えられるが、山形市方言のハの用法と比較するとごく一部で、

基本的な用法にとどまっていることが明らかになった。 

 宮城県内や周辺地域でのワ／ハについて、半沢康(2018)には宮城県では内陸部のワの調査結果が

示されており、気仙沼市方言に比べると内陸部の方が盛んである様子がわかる。また、岩手県内陸

では文末にハが回答されていることも示されており、気仙沼市方言はワとハの境界にあたる地域で

あることがわかる。 

 

3．今後の課題 

 以上、気仙沼市方言における終助詞ワの用法について、高年層話者を対象にした面接調査によっ

て、山形市方言のハと同系であり、山形市方言と比較するとごく基本的な用法で用いられることが

明らかになった。また、宮城県内陸と比べると盛んではないことがわかった。 

 副詞ハーについては未調査である。岩手県など北奥方言との連続性も視野に入れ、今後の課題と

したい。 
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終助詞「モノ類」 

 

                                   小 原 雄 次 郎 

 

 
1 はじめに：調査概要 

2018 年度の気仙沼市方言調査では、高年齢層を対象に終助詞「モノ類」の調査を行った。終助

詞「モノ類」とは、共通語において「もの」もしくは「もん」という形で現れる終助詞であり、例

えば「だって女の子だもん」の「もん」に相当するものである。この「モノ類」は、話し手がなん

らかの理由や根拠を、個人的な判断に基づいて強く主張する際に用いられ、話し手の不満が含意さ

れていることも多い。また、「モノ類」を用いることで甘えや子どもっぽさを示すこともあり、小

説などでは成人女性に「もの」が用いられ、「もん」は若年層の男女に用いられる傾向がある。 

東北方言では、共通語にも見られる「モノ（mono）」や「モン（mon）」だけでなく、「オノ（ono）、

オン（on）、オ（o）、モ（mo）、ン（n）」などの形態も確認される。一か所の調査地点で、これら全

ての形態が見られるわけではないが、多くの地点で複数の形態が併用されており、形態の違いによ

る意味用法の違いも指摘されている。（藤原 1986、小原 2016a,2017a,2017b）。 

今回の 2018 年度調査では、「モノ類」の形態に関して主に「モノ」に絞って調査を行っている。

場面設定会話式の調査によって、「モノ類」がどのような場面に現れるかを調べ、その意味（用

法）に迫ろうという試みである。 

以下では、まず 2 節で今回の調査の動機を述べ、3 節で調査の方法について説明する。4 節で調

査の結果を示し、5節でまとめを述べる。 

 

2 調査の動機 

2.1 「理由を述べる形式」：『方言文法全国地図』（第 1集）の 33図と 37図から 

今回の調査の動機をたどると、『方言文法全国地図』（以下 GAJ と略記）の「第 1 集」（1989）に

収められた 2 枚の地図に行き着く。GAJ「第 1 集」33 図「雨が降っているから（行くのはやめ

ろ）」と同 37 図「子どもなので（わからなかった）」は、共に「理由を述べる形式」を地図に描い

たものである。これらの地図が作成された意図は、GAJ「第 1 集」付属の『方言文法地図解説 1』

に述べられている。33図は共通語の「から」、37図は共通語の「ので」に対応する方言形を調査し

たものであり、特に 37 図については、名詞に接続する形式を調査する意図があったと述べられて

いる。つまり、共通語で「ので」に接続する場合に「子どもなので」となるように、名詞「子ど

も」に接続した場合、方言形ではどのような形式が現れるかを調査したようである。 

しかし、37 図が名詞接続の接続助詞を調査するために作成されたのだとすると、37 図で用いら

れた調査文「子どもなので（わからなかった）」は、はたして適切だったのだろうか、という疑問



が生じてくる。というのも、名詞接続について調査するためなら、37 図の調査文を「子どもなの

で」のようにする必要はなく、33 図に対応させて「雨なので（行くのはやめろ）」のような文にす

ればよかったのではないだろうか。私がここで指摘しているのは、37 図の調査文を「子どもなの

で」にすることで、33 図と 37 図の関係が、形式的な対立だけでなく、意味的な対立も含んでいる

可能性がある、ということである。 

 

2.2 37 図で現れる「モノ類」 

33 図と 37 図の間に、意味的な対立も含まれているのではないかという点に関して、傍証となり

そうなのが、接続助詞「モノ類」の分布である。 

33 図「雨が降っているから（行くのはやめろ）」の「から」にあたる部分に「モノ類」が現れる

のは、全国でたった 2 地点（長崎県玉之浦町と沖縄県北中城村）のみである。それが、37 図「子

どもなので（わからなかった）」になると、全国で 19地点に増え、東北地方でも 6地点（青森県六

ケ所村、岩手県種市町・釜石市・大船渡市、秋田県東由利町、山形県寒河江市）で確認できる。興

味深いのは、東北地方で「モノ類」が現れている 6地点の全てで 2つの形式が併用されていること

である（表１を参照）。例えば、岩手県大船渡市（表１d）では、33 図で「カラ」が用いられ、37

図では「ガラ」と「モノ」が用いられている。「カラ」が「ガラ」になっているのは音韻上の問題

であるため、大船渡市では 33図と 37図で「カラ／ガラ」という同一の形式が用いられており、37

図ではさらに「モノ」も併用されていることがわかる。 

 

表１ GAJ（第 1集）の 33図と 37図にみられる「モノ類」（東北地方） 

地点 33 図 37 図 

a. 青森県六ケ所村 「ステ」 「ステ」 「モ」 

b. 岩手県種市町 「ガラ」 「ヘーデ」 「モノ」 

c. 岩手県釜石市 「カラ」 「ガラ」 「モノ」 

d. 岩手県大船渡市 「カラ」 「ガラ」 「モノ」 

e. 秋田県東由利町 「ヒェンデ」 「ヒェンデ」 「モノ」 

f. 山形県寒河江市 「ガラ」「サゲ」 「ガラ」 「モノ」 

 

表１の 6地点の状況が示唆するのは、「カラ」や「ステ」「ヒェンデ」が理由を表す汎用的な形式

であるのに対して、「モノ類」が 37図においてのみ現れる限定的な用法であるということである。

そして、汎用的な「カラ」「ステ」「ヒェンデ」と、「モノ類」との間には何らかの使い分けが存在

するということである。37 図において、「モノ類」が使い分けられているとすると、そこにはどの

ような規則があるのだろうか。調査を通じて、その一端を明らかにし、「モノ類」の意味（用法）

に迫りたいと思う。 

 



3 調査の方法 

3.1 調査票の特徴 

GAJ では共通語翻訳式の調査票が用いられているが、本調査では主に場面設定会話式の調査票を

用いている。本調査の主眼となっているのは、理由を述べる形式（とりわけ終助詞「カラ」と「モ

ノ類」）の使い分けと、終助詞「モノ類」の意味（用法）を明らかにすることであるため、場面設

定会話式の調査票を用いることで、形式を選ぶ際の文脈や話し手の意図（「反論する」など）をよ

り詳しく指定している。 

場面を設定するにあたっては、『生活を伝える被災地方言会話集』（東北大学方言研究センター 

2014, 2015, 2016, 2017）と「話し方の全国調査」（東北大学方言研究センター、2015）を参考に

して、終助詞「モノ類」が現れる場面を多めに選んでいる。「モノ類」を優先しているのは、「モノ

類」が「カラ」などと異なり、理由を述べる際の汎用的な終助詞ではなく、意味（用法）的に使用

が限定されているためである。 

 

3.2 調査の概要と話者（インフォーマント） 

本調査は、2018 年 8 月 2 日から 4 日にかけて気仙沼市市民会館で行われた東北大学国語学研究

室気仙沼市方言調査の中で実施した。話者（インフォーマント）は以下の３名である。Ａ、Ｂ、Ｃ

の話者はいずれも気仙沼市生え抜きの話者であるが、話者Ｃは回答に際して少し身構えた様子で共

通語に近い表現を選んでいることがうかがえた。 

 

話者Ａ：1942 年生まれ（調査時 76歳）、女性 

話者Ｂ：1941 年生まれ（調査時 77歳）、女性 

話者Ｃ：1942 年生まれ（調査時 76歳）、女性 

 

4. 調査結果 

4.1 GAJ の追跡調査 

まず、気仙沼市について GAJ を確認すると、33 図「雨が降っているから」には「フッテルガラ

（ɸɯtterɯgara）」が現れており、37 図「子どもなので」では「コドモダガラ（kodomodagara）」

と「コドモナノデ（kodomonanode）」の二つの形式が現れている。GAJ の 33 図については「全国方

言分布調査（FPJD）」（国立国語研究所、2010-2015）でも追跡調査が行われており、気仙沼市では

「フッテッカラ」が現れている。先行研究をみる限りでは、気仙沼市では接続助詞的な用法に

「モノ類」は現れない。 

今回の気仙沼市方言調査でも、33 図と 37 図の追跡調査を行っており、その結果は以下の（１）

と（２）のようになる。（２）の話者Ｂに「モノ類」が出現している。GAJ、FPJD、および今回の調

査結果を併せて表２に載せる。 

 



（１）GAJ 第 1集 33 図の追跡調査①：「雨が降っているから（行くのはやめろ）」【ただし、本

調査では「降っている」の部分が「降る」になっている。】 

Ａ：アメ フッカラ、イグノ ヤメタホー イーゴッテ。 

Ｂ：キョーワ アメ フッカラー、ムリシテ イガナクタッテ イーンデネースカー。 

Ｃ：アメ フッカラ、ヤメダラ イーッチャ。 

 

（２）GAJ 第 1集 36 図の追跡調査②：「子どもなので（わからなかった）」 

Ａ：ワラスダガラ、マダ ワガンネーヨネ。 

Ｂ：コドモダモノ、ワカンナインデナイノー。 

Ｃ：マダ ガキダカラ。 

 

表２ GAJ（第 1集）の 33図と 37図の追跡調査 

地点 33 図 37 図 

『方言文法全国地図』（GAJ） 「ガラ」 「ガラ」 「ノデ」 

『全国方言分布調査』（FPJD） 「カラ」 ― 

      話者Ａ 「カラ」 「ガラ」  

2018 年度調査   話者Ｂ 「カラー」  「モノ」 

      話者Ｃ 「カラ」 「カラ」  

 

 

GAJ の 33 図と 37図の調査のように、接続助詞の位置に現れる形式を尋ねた場合、「モノ類」が

出現する頻度は高くないが、終助詞の位置に現れるものを尋ねれば、37図に関しては、東北地方

の多くの地点で「モノ類」が出現した可能性がある。以下の調査では、「モノ類」が出現しやすい

よう、終助詞の位置の形式を尋ねている。 

 

4.2 理由を表す形式の調査 

4.2.1 実質的質問への返答として、理由を述べる場合 

ここでは、「どうして？」のように直接的な質問に対して答える際の形式についてみていきたい。

（３）の場面会話調査①と（４）の場面調査会話②はいずれも直接「どうして？」と尋ねられた場

面である。場面会話調査①は、話し手のみが知っている個別的で一回的な理由を聞き手に伝える

場合である 

 

（３）場面会話調査①：聞き手の知らない理由を述べる 

状況：玄関の近くで荷物を整理している夫に、荷物を片づけるように言うと、夫が

「どうして（ナシテ）」と聞き返してきたため、来客があると説明する。 



Ａ：イマ オキャクサンガ クッカラ。 

Ｂ：キョーネー トモダチ クルノッサー。 

Ｃ：サッサト カタヅケライン、オキャクサン クルンダカラ。 

 

（４）の場面会話調査②は、聞き手に注意する場面であり、そのためそこで提示される理由は聞

き手も「知っている（理解している）」べき一般的な理由であることが多い。 

 

（４）場面会話調査②：聞き手も知っているべき理由を述べる 

状況：居間で夫が座卓の端に湯呑を置いているので、そこに置かないように言うと、

夫が「どうして（ナシテ）」と聞き返してきたため、危ないからと説明する。 

Ａ：ダレ ハジニ オイデ アブネーモノ。（「ガラ」も使用） 

Ｂ：イッツモ コボシテッカラサー。 

Ｃ：プリントニ シミ ツグカラ。 

 

この２つの調査は情報の個別性と一般性について考察しようとしたものである。調査①は話し手

のみ知っている個別的で一回的な理由（「今日はたまたま来客がある」）を提示する場面で、調査②

は聞き手も知りうる一般的な理由（「湯呑を端に置くのは危ない」）を話し手が提示する場面である。 

「モノ類」は形式名詞「もの」に由来するため、助詞化した「モノ類」においても情報の一般性

が関わると考えられており（坪井 1996,小原 2016b）、この点から、調査②では「モノ類」が出現し

やすいと推測される。（４）の結果をみると、話者Ａに関しては、予想通り「モノ類」が現れてい

るが、話者ＢとＣでは「カラ」が選ばれている。話者ＢとＣは、調査者の意図に反して、「危な

い」という表現を用いなかったため、十分な一般性を持ちえなかった可能性がある。話者Ｂに関し

ては「イッツモ」と述べているため、ある程度の一般化がみられるものの、「イッツモ コボシ

テ」いるという事実が夫にのみ限定されるため、だれにでも当てはまるような普遍性をもちえなか

ったのかもしれない。今後詳しく調査すべき課題である。 

この調査②では、一般性とは別の要因が働いている可能性もあるため、それも指摘しておかなけ

ればならない。この調査のように「危ない」と言って注意する場合、聞き手の行為に強く反発する

という意図が話し手にあり、それが「モノ類」の出現と関連している可能性がある。仮にそうであ

れば、以下の（６）の調査④や、（７）の調査⑤の結果と併せて考える必要があるだろう。 

 

4.2.2 形式的質問への返答として、理由を述べる場合 

（５）の場面会話調査③と（６）の場面会話調査④も、調査①と②と同様に質問に対して返答を

する場面の調査である。ただし、これらの調査③と④では、質問の形式をとりながら、言外に別の

意図を伝えることが多いため、先の調査とは分けて考察している。 

（５）の調査③では、話し手がカラオケで歌わなかった理由を、聞き手が純粋に知りたいと思っ



ている場合もあるが、「歌えばよかったのに」と惜しんだり、からかったりする気持ちを言外に伝

えることも多い。 

 

（５）場面会話調査③：相手の質問に個別的な事情を説明する 

状況：町内会の宴会でカラオケのマイクが回ってきたが、あなたは歌うのを断った。

後で友人から、どうして歌わなかったのかと尋ねられたので、その理由を答える。 

Ａ：ナンダカ トシトッタッケ、コエ デナクナッタカラ。 

Ｂ：ダーレ アダシ ウダッタコトナイシー。 

Ｃ：ヒトガ イッパイダモン。アガッテシマウヨ。 

 

調査③の結果では、話者Ｃが「モン」を用いているが、それぞれの話者がどのような理由で形式

の選択したかについては、残念ながらこの調査だけではわからない。この状況に対する話し手の個

別的な事情に依存すると考えられるため、話し手の事情を場面設定の段階で明確に指定する必要が

あるだろう。 

（６）の場面会話調査④も質問に対する応答であるが、これまでにみた調査①②③と異なり、聞

き手からの質問は、疑問を尋ねるという目的よりも、話し手を責めるという目的の方が強いと言え

そうである。このような場面では、話し手の返答が反論という形になりやすい。 

 

（６）場面会話調査④：相手の質問に反論しながら理由を述べる 

状況：あなたは炎天下の中、徒歩で用事を済ませて帰ってきた。部屋の中も暑かった

ので、強めに冷房をつけた。車で帰ってきた夫が、どうしてこんなに冷房を強くして

いるのかと、尋ねてきたので反論する。 

Ａ：ダレ コノ アズサノ ナガ アルッテキタンダモノー。 

Ｂ：ダーレ アツイ｛デバー／モノー｝。 

Ｃ：ダッテ アツクテ シニソーダモン。 

 

この調査④では、全ての話者の回答に「モノ類」が現れている。反論する際には「モノ類」が高

い確率で用いられるようである。以下では、この「反論」という行為の内実を詳しくみていきたい。 

 

4.2.3 聞き手の発言に直接反論する場合 

ここで扱うの（７）の場面会話調査⑤は、先の調査④と同様に聞き手に反論する場面である。た

だし、調査④と異なり、調査⑤の場面では、話し手が理由を述べず、ただ事実だけを述べている。 

 

（７）場面会話調査⑤：相手の発言に直接反論する 

状況：あなたはテーブルに置いたカギを探している。夫に「カギをテーブルに置いた



はずなんだが知らないか」と尋ねると、夫は「テーブルに置いたならテーブルにある

だろう」と言い返してきたので、「あるって言われてもない」と反論する。 

Ａ：ンダッテ、アルッテ イワレデモ ネーモノー。 

Ｂ：ナンダベ、ナイガラ キーテンノニー。ナインダデバ。 

Ｃ：ナンボ サガシテモ ネーモノ。 

 

この調査⑤では、話者ＡとＣが「モノ類」を用いている。この場面で話し手は理由を述べていな

いため、調査④のように「ダレ／ダーレ」や「ダッテ」は用いられていない。この種の「モノ類」

の用法は共通語にもみられるが、その発生は詳らかではない。「ないよ。だってないもの。」のよう

な、判断と根拠の内容が同一であるトートロジー的な表現に起因すると考えれば、調査⑤の「モノ

類」に現れる用法も、理由の用法の延長線上に捉えることが可能である。 

 

4.2.4 相手の発言と対立的な理由を述べる 

（８）から（10）の場面会話調査⑥⑦⑧で扱うのは、話し手が聞き手の発話を否定し、そのうえ

で否定した理由を述べる場面である。この調査⑥⑦⑧は、先の調査④⑤と同様に、話し手と聞き手

の認識が対立している。 

（８）の調査⑥では、相手の確認要求（「あなたのでしょ？」）に、「ちがう」と否定で答えたう

えで、その理由を述べる場面である。 

 

（８）場面会話調査⑥：忘れ傘が自分の傘でないことを述べる 

状況：町内会の集まりが終わって帰ろうとすると、友人が傘を振りながら「（あなた）

さんのでしょ」と呼び掛けてくる。あなたはそれがあなたの傘でないことを述べる。 

Ａ：オレンナ コレ モッテダガラ。 

Ｂ：ワタシワ コレ ジブンノ モッテッカラー。 

Ｃ：ワタシ モッテッカラ。 

 

調査⑥の結果は、すべて「カラ」になった。全員が「カラ」を選んだ理由は、この場面での友人

の確認要求発話がほぼそのまま質問になっていることが原因と考えられそうである。場面設定を変

えて、聞き手が断定的に述べるような状況に設定すれば、話し手が強く否定することになり、理由

を提示する際に「モノ類」が出現する可能性がある。 

次の（９）の調査⑦は、話し手が友人の誘いを断ったうえで、その理由を述べる場面である。 

 

（９）場面会話調査⑦：誘いを断る 

状況：近所の友人から町内会の温泉旅行に一緒に行こうと誘われるが、甥の結婚式が

あるため断る。 



Ａ：オズガイ（招待） モラッテッカラ。 

Ｂ：ダレー イガレネー。ダメダー。オイッコノ コンレイサ ブツカッタモノー。 

Ｃ：ソノヒワ トックニ ヨテー ハイッテッカラ。 

 

調査結果では話者Ｂのみが「モノ類」を用い、話者ＡとＣは「カラ」を用いている。「モノ類」

を用いている話者Ｂに特徴的なのは、「ダレー」で始まり、「ダメダー」と嘆息している点である。

話者Ｂと比べると、話者ＡとＣは淡泊に断っている。このことから、誘いが断りにくい際に、「モ

ノ類」が用いられていると考えられるかもしれない。 

（10）の場面会話調査⑧は、聞き手が「たまたまだ」のように謙遜したので、話し手はそれを否

定してから、聞き手を褒める場面である。 

 

（10）場面会話調査⑧：相手を褒める（相手が謙遜した場合） 

状況：友人がＮＨＫの「のど自慢大会」に出て優勝した。その友人にたまたま道端で

会ったので褒める。その友人謙遜した場合はどのように言うか。 

Ａ：マダ ソンナコトバリ ユッテー。ジョーズダッタッチャー。 

Ｂ：ナニー アンダ イッツモ ウタッテ ウマイモノー。ミンナオ ヨロコバセル

モノ。タイシタ モンデガスー。 

 

この調査⑧は当初、「相手を褒める場面」として設定しており、相手が謙遜することは盛り込ん

でいなかったが、どの話者の回答にも「カラ」や「モノ類」が出現しなかった。そのため、急遽、

ＡとＢの話者に対しては「相手が謙遜した場合」という条件も加えて追加調査したのが（10）の結

果である。相手（聞き手）をいったん否定するため、理由が強い主張を伴うことになり「モノ類」

が選ばれると考えられそうである。 

 

5. 調査結果のまとめ 

今回の調査では終助詞の位置に出現する「モノ類」（終助詞「モノ類」）について、「カラ／ガ

ラ」などの他の形式との対比で調査した。その結果、「モノ類」は「カラ／ガラ」のような汎用的

な形式ではなく、話し手が聞き手の発言と対立するような理由や情報を述べる際に好んで用いられ

る形式だということが分かった。これは、小原（2016a,2017a）が談話資料を用いて述べてきた

「モノ類」の特徴とも対応している。 

また、話し手がどのような場面で、対立する理由や情報を「モノ類」によって提示するのか、と

いう点についても、具体的に明らかになった。これまでに指摘してきた「反論」の場面以外にも、

「誘いの断り」や「相手の謙遜の否定」などの下位場面があることが分かった。今後は、これらの

場面の構造について詳しく考察しながら、「モノ類」が高い確率で出るような条件を探っていく必

要があるだろう。 
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行為指示表現の体系 

八巻千穂 

 

1 はじめに 

 宮城県方言には、敬語表現として文末形式「(ラ)イン」が挙げられる。この表現は加藤・小林・

佐藤(1982)において「書かイン」や「見ライン」のように、動詞の未然形に接続し、共通語では「書

きなさい」、「見なさい」といった意味に該当する、丁寧な勧誘・命令表現とされている。つまり、

相手に何らかの行為を勧めたり、指示したりする表現、「行為指示表現」である。「(ラ)イン」は代

表的なものとしてよく取り上げられるが、他にも行為指示表現のバリエーションが存在することは

明白であることから、全容を明らかにする必要がある。また先行研究においては命令表現のみ、依

頼表現のみ等、別個に研究されているが、まとめて研究することでそれぞれの形式についてもさら

に詳細な記述ができるのではないだろうか。 

 本稿では気仙沼市において、①気仙沼方言において、行為指示表現の体系がどのようになってい

るのか、②伝統的な方言形式の使用に性差や、使用相手の差は見られるか、という 2点について調

査を行ったものである。 

 なお、本報告は特に断らない限り、高年層の話者 3 名の面接調査の結果によったものである。3

名の話者については、昭和 13年生まれの女性〔昭 13女〕、昭和 31年生まれの女性〔昭 31女〕、昭

和 32年生まれの男性〔昭 32男〕である。 

 

2 調査項目とその意図 

 (1)行為指示表現の分類 

今回、調査票の場面を設定する上で用いた分類は、森(2016)において挙げられている「行為指示

表現の分類」である。行為指示表現とは、聞き手に何らかの命令、依頼といった行為の指示をする

ことである。 

この行為指示表現には話し手に利益があるのか、聞き手に利益があるのかという軸(受益者)と、

話し手がどれだけその行為を遂行したく、どれだけ強制力があるのかという軸(選択性)で、「依頼」、

「命令指示」、「勧め」、「聞き手利益命令」の 4つに分類している。 

図 1 行為指示表現の分類 森(2016) 

選択性：高(聞き手上位) 

選択性：低(話し手上位) 
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(2)対話相手の設定 

行為の指示をする上で、話し手と聞き手の関係性というものは非常に重要である。森(2016)にお

いても、「恒常的であれ、臨時的であれ、話し手と聞き手の上下関係は選択性を考慮する上で重要で

ある」とある。ただし、上下関係の中にも親しいのか・親しくないのかによって接し方は変わるも

のだと考えられるため、ここでは親疎関係を「親しい相手」、「疎遠な関係」に二分し、その中で上

下関係を取り扱うこととする。実際に調査した対話相手は以下に挙げたものである。 

 

【親しい相手】 

①家族 年上／同年代／年下 

②友人 年上の親しい人／同年代の親しい人／年下の親しい人 

【疎遠な相手】 

③知人 年上の親しくない知人／同年代の親しくない知人／年下の親しくない知人 

④初対面 年上の初対面の人／同年代の初対面の人／年下の初対面の人 

 

以上の(1)、(2)を組み合わせ、質問を作成した。例えば「勧め」の場面の場合、年上の家族から

順に対話相手を挙げ、その相手に対してどのよう言うかを回答してもらい、さらにその場面で「(ラ)

イン」や「テケライン」が用いられることが想定されるが回答されない場合は、用いるか否かを確

認することとした。「(ラ)イン」は先行研究の中でも取り上げられることが多く、宮城県方言の行為

指示表現の中でも特徴的な形式であるものの、使用場面や使用相手など不明確な点が多いことから、

特に注目すべきと考えたためである。 

 

3 調査結果 

本稿では調査結果の動詞部分について、どのような付属形式が用いられているかを考察対象とし、

配慮表現として用いられた「よかったら～」や、「すみませんが～」といったものは考慮しないもの

とする。先に動詞部分まで含めた形式を列挙する。 

【回答された形式】 

タベテ／タベテミテ／タベテミナ／アガッテッテクダサイ／ヤスンデイガナイスカ／ヤスンデイ

キマセンカ／ニゲナクチャ／ニゲッペシ／カシテケンネスカ／カシテ／カシテクレナイスカ／カシ

テクレナイ／カシテモラエマスカ／オシエテイタダケマセンカ／オシエテモラエナイデスカ／オシ

エテイタダケナイデスカ／イカイン／オアガリクダサイ／アガッテッテ／アガライ／ノンデガナイ

／イソイダホーガイイデスヨ／ニゲヨー／ニゲンダヨ／ニゲマショー／ニゲッペネー／カシテケラ

イン／オシテホシインダケド／オシエテイタダキタインデスケド／イガネノスカヤ／イガネーノ／

アガラハレセ／イップグシテゲ／カシテケンネベガネス／カシテケロ／カシテケンネガ／ヤメネー

ノ 

 まず、話者ごとの回答結果を表 1から表 3にまとめる。なお、表を作成する際に、「勧め」、「聞き
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手利益命令」、「依頼」、「命令指示」を、丁寧に言わなければならないであろう順に並び替え、左か

ら「依頼」、「勧め」、「聞き手利益命令」、「命令指示」に並び替え、さらに動詞の付属形式部分のみ

を取り出し、表を作成した。こうすることで用いられた形式の丁寧さや、話者の共通語・方言の使

い分け方に注目していきたい。また、回答を求めた動詞を用いるのではなく、「時間ですよ」といっ

た表現のみが回答された場合、「婉曲表現」と表記した。 

 

表 1 〔昭 13女〕の回答結果 

相手＼場面 依頼 勧め 聞き手利益命令 命令指示 

年上 

家族 

～テケン

ネスカ 
～テ ～テ 

～テ

ミテ 

～ナク

チャ 
～ベシ ～テ 

 

婉曲表現 

同年代 

家族 
～テ 

～テミテ 

命令形 
年下 

家族 
～テミナ 

～ナク

チャ 

年上 

親しい友人 
～テクレナイスカ 婉曲表現 

～ナクチャ ～テ 
同年代 

親しい友人 
～テクレナイ 

～テ 
年下 

親しい友人 
～テモラエマスカ 

年上 

知人 

～テイタダケマセン

カ 
～テクダサイ 

～ナクチャ ～テ 
同年代 

知人 

～テモラエナイデス

カ 

～テイガナイスカ 

～テ 

年下 

知人 

～テイタダケナイデ

スカ 
～テイキマセンカ 

年上 

初対面 

～テイタダケマセン

カ 
婉曲表現 ～ナクチャ ～テクダサイ 

同年代 

初対面 

年下 

初対面 
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表 2 〔昭 31女〕の回答結果 

相手＼場面 依頼 勧め 聞き手利益命令 命令指示 

年上 

家族 

～テクダサイ 

～テケライン 

婉曲表

現 

(ラ)イ

ン (ラ)イン 

 

(ラ)イン 

同年代 

家族 
～テ 婉曲表現 

 ～テ 

年下 

家族 

～テ 

命令形 
命令形 

年上 

親しい友人 

～テホシインダケ

ド 

～テ 

～クダサイ 

～ベシ 
(ラ)イ

ン 
(ラ)イン 同年代 

親しい友人 ～テク

ダサイ 

～テケ

ライン 
(ラ)イン 

年下 

親しい友人 
～テ ～テ  ～ベシ 

年上 

知人 

～テクダサイ 

(ラ)イン 
(ラ)イン 

～ダヨ 
～テ 

同年代 

知人 
 

～テ 

～ベシ 

～ダヨ 
(ラ)イン 

年下 

知人 
～ナイ ～ベ ～テ 

年上 

初対面 

～テイタダキタイ

ンデスケド 

～ホーガイーデス

ヨ 

～マショ

ー 
～テ 

 
(ラ)イ

ン 

同年代 

初対面 
～テクダサイ ～テ 

 

～テクダサイ 
年下 

初対面 
～ベ 
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表 3 〔昭 32男〕の回答結果 

相手＼場面 依頼 勧め 聞き手利益命令 命令指示 

年上 

家族 

～テケンネスカ 

～テケンネベガネス 
～ネノスカヤ 

命令形 

～(ラ)イン 

 
～(ラ)

イン 

命令形 

同年代 

家族 
命令形 

～(ラ)

イン 
～ネーノ 

 

年下 

家族 
～テケロ 婉曲表現 

年上 

親しい友人 

～テケンネスカ 

～テケンネベカ 
～ハレセ  

命令形 

～(ラ)イン 

 
～(ラ)

イン 
命令形 

同年代 

親しい友人 

命令形 

～(ラ)イン 
～(ラ)イン 婉曲表現 

年下 

親しい友人 

～テケロ 

～テケライン 
命令形 命令形 

年上 

知人 
～テケンネスカ 

～テガハレ

セ ～(ラ)

イン 命令形 

～(ラ)イン 

命令形 

同年代 

知人 
～テケンネガ ～テゲ ～ネーノ 

年下 

知人 
命令形 

年上 

初対面 

～テイタダケマセン

カ 

～(ラ)イン 

～テクダサイ 

命令形 

～(ラ)イン 
NR 

同年代 

初対面 

年下 

初対面 
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 表 1より、〔昭 13女〕は方言形式の使用自体が少なく、用いているのは依頼の場面で年上の家族

と年上の親しい友人に対して、「～て＋け(動詞「ける」の未然形)＋ない(ね)＋待遇表現「ス」＋か」

の「～テケンネスカ」、「～テクレナイスカ」、聞き手利益命令の場面で家族に対して「ベシ」くらい

である。 

表 2より、〔昭 31女〕は、依頼では親しい相手、疎遠な相手の両方ともに共通語と同様の形式を

用いていることがうかがえる。方言形式は年上の家族、同年代の親しい友人に限られており、共通

語を用いることが丁寧とされているのであろう。勧めでは方言を使うかどうかは対話相手を知って

いるかどうかにかかっているようである。また、聞き手利益命令では「ベ・ベシ」が初対面の相手

にも用いられており、「(ラ)イン」よりも丁寧な表現の可能性が高い。命令指示では聞き手利益命令

と同じような対話相手に「(ラ)イン」が用いられており、命令的な表現であることがうかがえる。 

表 3より、〔昭 32男〕は女性に比べ、圧倒的に命令形の使用が多いことに注目したい。動詞の命

令形のほかにも動詞「ける」の命令形が付属形式となった「～テケロ」、「食べて行け」などの「て

行け」のイが欠落した「～テゲ」も用いられており、男性であるとはいえ、共通語よりも荒く聞こ

える一因ではないだろうか。また、共通語形式が出てくるのは依頼・勧めの初対面の人のみであり、

知り合いか否かが共通語と方言形式の使い分けの基準となっているようである。 

 

3.1．各形式の考察 

 続いて本節では各方言形、そして共通語と同様の形式ではあるが用い方が異なると考えられる形

式を考察していくこととする。調査票作成の際、森(2016)の行為指示表現の分類の枠組みを用いて

場面設定を行ったが、本節では各形式がどの意味で用いられているかに注目し、気仙沼方言の行為

指示表現の特徴を明らかにしていきたい。 

 以降の図に用いた記号について説明を行う。「○」は女性、男性ともに使用が見られる場合、「●」

は女性 2 名の使用の場合、「△」は 1 名のみの使用の場合、「×」は使用なしの場合である。また、

使用できる対話相手の表については、使用できる場合は「〇」、できない場合は「×」で表記した。 

 

3.1.1.(ラ)イン 

 家族、親しい友人といった親しい人が対話相手の場合の結果を図 2、表 4にまとめる。 

男女ともに「勧め」の場面において「(ラ)イン」の使用が見られた。ただし〔昭 13女〕が用いて

いない点から、世代差があることがうかがえる。詳しく見ていくと、使用できる対話相手は親しい

友人が主である。 

 「聞き手利益命令」では〔昭 31女〕、〔昭 32男〕が使用すると回答しているが、〔昭 31女〕は家

族に対して、〔昭 32男〕は家族・親しい友人の区別なしに用いている点、差異が見られる。女性は

「(ラ)イン」が用いられていない部分に次節で取り上げる「ベシ」が用いられており、「(ラ)イン」

と「ベシ」に補完関係が見られるのではないだろうか。 

 また、「依頼」については使用が見られなかった。 
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 「命令指示」では〔昭 31女〕が家族、親しい友人に関係なく用いており、〔昭 32男〕は主に家族

に対して用いている。設定した質問文では対話相手に強く伝えると注意している上に、特に高年層

においては友人にも用いていることから、比較的丁寧ではあるものの、命令的な表現であることが

うかがえる。 

 

 

表 4 親しい対話相手の場合の「(ラ)イン」の使用の有無 

 勧め 聞き手利益命令 命令指示 

対話相手＼話者 13 女 31 女 32 男 13 女 31 女 32 男 13 女 31 女 32 男 

年上・家族 × 〇 × × 〇 〇 × 〇 〇 

同年代・家族 × × × × 〇 〇 × 〇 〇 

年下・家族 × × × × × 〇 × × × 

年上・親しい友人 × × 〇 × × 〇 × 〇 〇 

同年代・親しい友人 × 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 × 

年下・親しい友人 × 〇 × × × 〇 × 〇 × 

 

 疎遠な対話相手の場合の結果を図 3、表 5 にまとめる。「勧め」では親しくない知人では〔昭 31

女〕、〔昭 32男〕の 2名に使用が見られるが、初対面の人に対しては〔昭 32男〕のみが使用できる

としている。〔昭 32男〕は全くの初対面にも用いており、「(ラ)イン」を丁寧な表現としてとらえて

いることがうかがえる。 

 「聞き手利益命令」では〔昭 31女〕は親しくない知人には使用できるとしているが、〔昭 32男〕

は知人・初対面の区別なく使用可能としている。「勧め」の場合と似ており、〔昭 32 男〕は「(ラ)

イン」を丁寧な表現として用いている可能性が高い。 

 「命令指示」では〔昭 31女〕のみが同年代の親しくない知人と年上の初対面の人が相手の場合に

使用できるとしており、丁寧な表現であると同時に命令的な表現であることがうかがえる。 

選択性：高(聞き手上位) 

選択性：低(話し手上位) 

聞
き
手
利
益 

話
し
手
利
益 

(

非
聞
き
手
利
益) 

依頼 

× 
勧め 

〇 

命令指示 

〇 

聞き手利益命令 

〇 

図 2 親しい対話相手の場合の「(ラ)イン」 
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表 5 疎遠な対話相手の場合の「(ラ)イン」使用の有無 

 勧め 聞き手利益命令 命令指示 

対話相手＼話者 13 女 31 女 32 男 13 女 31 女 32 男 13 女 31 女 32 男 

年上・知人 × 〇 〇 × 〇 〇 × × × 

同年代・知人 × 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 × 

年下・知人 × × × × 〇 〇 × × × 

年上・初対面 × × 〇 × × 〇 × 〇 × 

同年代・初対面 × × 〇 × × 〇 × × × 

年下・初対面 × × 〇 × × 〇 × × × 

 

 これらのことから「(ラ)イン」は、主に聞き手に利益がある場合に用いられる行為指示表現であ

り、疎遠な相手の場合にも使用できるとしていることから、元来丁寧な表現であるといえるのでは

ないだろうか。ただ、〔昭 13女〕の使用が見られないことから、世代差が見られる表現であること

が分かった。 

 

3.1.2.テケライン 

 「テケライン」は親しい人が対話相手の場合以外は使用が見られなかったため、図は図 4のみで

ある。この形式は〔昭 31女〕が年上の家族、年上・同年代の親しい友人に使用でき、〔昭 32男〕は

年下の親しい友人にのみ使用可能である。依頼という相手に負担がかかる場面であることからより

丁寧に話さなければならないという意識があり、方言形式はかなり限定された使用になっていると

考えられる。 

選択性：高(聞き手上位) 

選択性：低(話し手上位) 

聞
き
手
利
益 

話
し
手
利
益 

(

非
聞
き
手
利
益) 

依頼 

× 
勧め 

〇 

命令指示 

△ 

聞き手利益命令 

〇 

図 3 疎遠な対話相手の場合の「(ラ)イン」 
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表 6 親しい対話相手の場合の「テケライン」使用の有無 

 依頼 

対話相手＼話者 13 女 31 女 32 男 

年上・家族 × 〇 × 

同年代・家族 × × × 

年下・家族 × × × 

年上・親しい友人 × 〇 × 

同年代・親しい友人 × 〇 × 

年下・親しい友人 × × 〇 

 

3.1.3.べ・ベシ 

 「べ(ペ)」は推量・意志・確認・勧誘で用いられる助動詞であり、「ベシ(ペシ)」については東北

大学方言研究センター(2014)において「強く勧める用法」を持つとして「べ(ペ)」と同じ項の中で

取り上げられているため、本稿でも同じ節の中で取り上げることとする。 

 「聞き手利益命令」では〔昭 13女〕と〔昭 31女〕が使用しているが、ここで考慮しなければな

らないのはこの「ベ・ベシ」が自分も一緒に行動する勧誘の意味として用いられている可能性があ

る点である。もちろん、調査の際には「相手のみがその行為をするように伝える」ように注意をし

ており、その注意を踏まえた上で回答をしてもらっているが、この可能性も捨てきれない。しかし

ながら玉懸(1999)において、仙台市方言の「ベー」には「ある現実化していない事態の現実化を自

らの行為でもって図るように聞き手に勧める」という場合に用いる「勧誘(exclusive)用法」がある

とされており、気仙沼方言でも用いられる「ベ(ベシ)」も同様の用法を持つと考えられる。 

 また、対話相手について〔昭 13女〕は家族にのみの使用であるのに対し、〔昭 31女〕は家族以外

へ使用できるという点が非常に興味深い点である。方言形式をあまり用いない〔昭 13女〕が用いて

選択性：高(聞き手上位) 

選択性：低(話し手上位) 

聞
き
手
利
益 

話
し
手
利
益 

(

非
聞
き
手
利
益) 

依頼 

△ 
勧め 

× 

命令指示 

× 

聞き手利益命令 

× 

図 4 親しい対話相手の場合の「テケライン」 
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いる点で比較的丁寧な表現であることも考えうるが、〔昭 31女〕が疎遠な対話相手にも用いている

ことから、丁寧かつ命令的な表現であるのだろう。加えて〔昭 32男〕が用いていないことから、女

性の使用が主であることも考えられる。 

 

 

表 7 「ベ・ベシ」の使用の有無 

 聞き手利益命令  聞き手利益命令 

対話相手＼話者 13 女 31 女 32 男 対話相手＼話者 13 女 31 女 32 男 

年上・家族 〇 × × 年上・知人 × × × 

同年代・家族 〇 × × 同年代・知人 × 〇 × 

年下・家族 × × × 年下・知人 × 〇 × 

年上・親しい友人 × 〇 × 年上・初対面 × × × 

同年代・親しい友人 × 〇 × 同年代・初対面 × 〇 × 

年下・親しい友人 × 〇 × 年下・初対面 × 〇 × 

 

選択性：高(聞き手上位) 

選択性：低(話し手上位) 

聞
き
手
利
益 

話
し
手
利
益 

(

非
聞
き
手
利
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× 
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命令指示 
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聞き手利益命令 

● 

選択性：高(聞き手上位) 

選択性：低(話し手上位) 

聞
き
手
利
益 

話
し
手
利
益 

(

非
聞
き
手
利
益) 

依頼 

× 

勧め 

× 

命令指示 

× 

聞き手利益命令 

△ 

図 5 親しい対話相手の場合の「ベ・ベシ」 

図 6 疎遠な対話相手の場合の「ベ・ベシ」 
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3.1.4.命令形 

 動詞の命令形の使用について、親しい対話相手の場合の結果を図 7、表 8 にまとめ、疎遠な対話

相手の場合の結果を表 9にまとめる。なお、疎遠な対話相手の場合については使用するとの回答が

〔昭 32男〕のみだったため、図は作成しなかった。 

 

 

表 8 親しい対話相手の場合の命令形の使用の有無 

 勧め 聞き手利益命令 

対話相手＼話者 13 女 31 女 32 男 13 女 31 女 32 男 

年上・家族 × × × × × 〇 

同年代・家族 × × × × × 〇 

年下・家族 × × 〇 × 〇 〇 

年上・親しい友人 × × × × × 〇 

同年代・親しい友人 × × × × × 〇 

年下・親しい友人 × × × × × 〇 

 依頼 命令指示 

対話相手＼話者 13 女 31 女 32 男 13 女 31 女 32 男 

年上・家族 × × × × × 〇 

同年代・家族 × × 〇 × × × 

年下・家族 × × × × 〇 × 

年上・親しい友人 × × × × × 〇 

同年代・親しい友人 × × 〇 × × × 

年下・親しい友人 × × × × × 〇 

 

選択性：高(聞き手上位) 

選択性：低(話し手上位) 

聞
き
手
利
益 

話
し
手
利
益 

(

非
聞
き
手
利
益) 

依頼 

△ 
勧め 

△ 

命令指示 

〇 

聞き手利益命令 

○ 

図 7 親しい対話相手の場合の命令形 
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表 9 疎遠な対話相手の場合の命令形の使用の有無 

 勧め 聞き手利益命令 命令指示 

対話相手＼話者 13 女 31 女 32 男 13 女 31 女 32 男 13 女 31 女 32 男 

年上・知人 × × × × × 〇 × × × 

同年代・知人 × × × × × 〇 × × × 

年下・知人 × × 〇 × × 〇 × × × 

年上・初対面 × × × × × 〇 × × 〇 

同年代・初対面 × × × × × 〇 × × × 

年下・初対面 × × × × × 〇 × × × 

 

日本語記述文法研究会(2013)では命令の機能を持つ基本的な形式である動詞の命令形について、

「女性が「しろ」を用いることはほとんどない」としているが、今回の調査結果では女性が用いる

結果となっている。聞き手利益命令、命令指示の場面であり、年下の家族に限られてはいるものの、

気仙沼方言では女性が命令形を日常的に使用していることから、共通語ほど命令形が強いニュアン

スを持った表現ではないことが考えられる。 

 〔昭 32男〕については依頼にも用いている点、興味深い。男性という点を考慮しても、依頼とい

う場面上配慮する必要性は高いはずが、動詞の命令形のみならず「～テケロ」という命令形の付属

形式も用いていることから、気仙沼方言においては男性であればこういった、共通語の感覚からす

ると一見ぞんざいな表現を用いることも可能なのであろう。 

 

3.2.気仙沼方言における行為指示表現の体系 

 
図 8 気仙沼方言における行為指示表現の体系案 

 

以上、今回取り上げた方言形式をまとめると、図 8のようにまとめることができるのではないだ
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ろうか。 

ただし、「ベ・ベシ」については女性の使用が主である点、動詞の命令形の使用は男女に見られる

ものの男性の方が使用可能な範囲が広い点、「テケライン」については依頼で用いる形式ではあるも

のの、依頼は相手への配慮が求められる場面であることから方言形式の使用が躊躇われ、共通語形

式の使用が優勢である点を考慮に入れなければならない。また、今回取り上げた形式は調査結果の

中の一部であることや、共通語形式の使用も多く見られたことから、さらにほかの形式も含めて研

究を進めていく必要があるだろう。 
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「トゼン類」の形態と意味 

 

                                   八木澤  亮 

 

 
1 はじめに 

2017 年度に筆者が行った気仙沼市方言調査では、高年層の話者（生え抜きの話者）を対象として、

漢語「徒然」に由来する方言形式（以下、トゼン類とする）に関する記述調査を行った。2018 年度

の調査においても、昨年度に引き続き、調査対象をトゼン類に設定した。 
ここで、当該の方言形式について概説しておきたい。トゼン類は、「トゼンダ」「トゼネー」「トゼ

ンナカ」などの形態をもち、主に「たいくつだ」「さびしい」といった意味を有する方言形式である。

東北地方と九州地方に分布する全国型の周圏分布の典型例であり、その語源が漢語ということもあ

って、学界では長く注目されてきた。遠藤好英（2006）、福島邦道（1988）などは、その先鞭をつ

けた論考と言える。そして、八木澤亮（2018b）によれば、中国から日本に取り込まれた漢語「徒

然」は、当初、記録体など貴族の文章語として使用されていたが、中世中期に至ると口語資料に出

現する。この頃から「徒然」は口頭語的な性格を帯びるようになり、使用者の階層も庶民へと広ま

り出したという。そして、その頃成立した口語性の強い「トゼンナ」という形式が方言に伝播した

ことによって、現在の多様なトゼン類の分布が発達したと考えられている。 

 ところで、本調査を実施した宮城県気仙沼市においても、トゼン類の使用が確認されている。菅

原孝雄（2006）、山浦玄嗣（2000）注１などに言及があるほか、八木澤亮（2018a）では気仙沼市に

おけるトゼン類の語形・意味について考察されている。本報告では、これらを踏まえて、トゼン類

の使用の条件についてより考察を深めるとともに、トゼン類の周辺、すなわち類義語の意味領域や

他の語との棲み分けについても報告したい。ただし、あくまでも調査対象はトゼン類であり、類義

語の意味領域の問題は派生的な課題であって、それを把握することは本研究の主たる目的として設

定したわけではない。類義語についての論述は試論や推論の域にとどまらざるを得ないが、あらか

じめ断っておく。 

 本研究の目的を大きく整理すれば次のようになる。すなわち、第一に語形・意味の確認、第二に

使用状況および使用条件の詳細な確認、第三にトゼン類の類義語の確認である。 

 

2 調査の概要 

 

2.1 話者 

 調査は 2018 年 8月、3名のインフォーマントに対して実施した。いずれも気仙沼市生え抜き話者

である。 



2 
 

  m1：1956 年生まれ（調査時 61歳）、男性、出身：気仙沼市要害 

  m2：1955 年生まれ（調査時 62歳）、男性、出身：気仙沼市幸町 

  f1：1934 年生まれ（調査時 84歳）、女性、出身：気仙沼市唐桑町 

 

2.2 調査票の構成 

 主に 3 種類の調査からなっている。第一に《語形・意味の確認》であり、昨年度と同様、トゼン

類の語形と意味、使用する世代を尋ねた。第二に《使用状況および使用条件の詳細な確認》であり、

トゼン類を使用する可能性のある状況をさまざまに設定し、実際に使えるのかどうか、使えない場

合はどのような語彙を代わりに使うのかを尋ねた。第三に《トゼン類の類義語の確認》であり、ト

ゼン類と意味的な類義関係にある語と思われる語の意味を確認し、その語を含む例文を作成してい

ただいた。なお、類義語と思われる語は、気仙沼近辺・東北地方の方言集などから収集した。 

 

3 調査結果 

 

3.1. トゼン類の語形・意味 

 トゼン類の使用の可否、使用する世代、語形、意味について、表 1に示す。 

 

表 1 気仙沼市におけるトゼン類 

 m1 m2 f1 
使用の可否 使う 使う 使う 
使用する世代 70 代より上の世代 40 代でも使う 昭和 1 桁生まれの世代 
語形 トーゼン（トゼン）ダ

ナー、 
トーゼンダカラ、 
トーゼンダヤー 

トーゼンダ トーゼンダ 

意味 ひま、たいくつだ、な

んとなくさびしい 
 

たいくつ、ひま さびしい、たいくつ 

 
今回の調査において、基本的には 2017 年度の方言調査と類似した傾向が観察された。語形は「ト

ーゼンダ」という長音化した形の形容動詞がほとんどで、意味は「たいくつだ」、「ひまだ」と「さ

びしい」にまたがっているものと思われる。ただし、m2 が「40 代でも（トゼン類を）使う」と回

答しており、昨年度の調査においては高年層のみの使用が推測されたが、少し下の世代も使える場

合があることが今回の調査では明らかになった。なお、若年層および世代差については調査が及ん

でいないので、今後の課題としたい。 
 実際にどのような文において使うのか、それぞれの話者の回答を順に述べる。m1 は、「トーゼン

ダカラ、縫い物をしよう」、「（誰かが）来るまでトーゼンダ」、「漁に出られなくてトーゼンダ」な
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どのようにトゼン類を使うという。m2 は、「今日は何もすることがなくてトーゼンダ」というよう

に使うという。f1 は、「しばらくだな、トーゼンでなかったか」というように使うという。m1 と

m2 に共通することとして、トゼン類は時間をもて余している状況において使われる表現であると

言えそうである。f1 の回答において特筆すべきこととして、挨拶の場面で使うことが多いと述べて

おられた点が挙げられる。「しばらくだな、トーゼンでなかったか」という言い方は、知り合いに久

しぶりに会ったときに、相手を思いやったり労ったりするために言うものであって、m1 や m2 の

ように状況そのものを記述したり描写したりする用法よりも、挨拶という慣用的な使い方のほうに

シフトしたものであると言える。このことは世代差として捉えるべきか、地域差として捉えるべき

だろうか。現時点ではその疑問に答える用意がないが、m1・m2 と f1 とは 20 歳以上離れているこ

と、3 名の出身地がそれぞれ別であることから、世代差のあらわれという可能性を示唆するにとど

めたい。 
 
3.2. トゼン類の使用状況および使用条件について 

 
3.2.1. 人数・場所・状況による使用の制限 

 トゼン類を使用できるかどうかを、人数・場所・状況の 3 つの要素をさまざまに組み換えて確認

した。まずは、調査票で提示した状況を順に述べる。 
 

①【1人・家・することがない】 

あなたは今、家に 1 人で居て、することが特にない状況だとします。そのとき、「トゼンダ」と言

いますか？ 
②【1人・家・テレビがつまらない】 

あなたは今、家に 1 人で居て、テレビをみています。ですが、みている番組は面白くありません。

そのとき、（その番組を）「トゼンダ」と言いますか？ 
③【1人・市役所・時間をつぶす】 

あなたは今、用事があって 1 人で気仙沼市役所に来ました。しかし、混んでいるので「あと 1 時間

お待ちください」と職員に言われたとします。市役所のロビーの椅子にすわってじっと待つことに

しました。そのとき、「トゼンダ」と言いますか？ 
④【2人・家（同室）・することがない】 

あなたは今、家に妻ないしは夫と 2 人で同じ部屋に居て、することが特にない状況だとします。そ

のとき、「トゼンダ」と言いますか？ 
⑤【2人・家（同室）・テレビがつまらない】 

あなたは今、家に妻ないしは夫と 2 人で同じ部屋に居て、テレビをみています。ですが、みている

番組は面白くありません。そのとき、（その番組を）「トゼンダ」と言いますか？ 
⑥【2人・市役所・時間をつぶす】 
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あなたは今、用事があって妻ないしは夫と 2 人で気仙沼市役所に来ました。しかし、混んでいるの

で「あと 1 時間お待ちください」と職員に言われたとします。市役所のロビーの椅子にすわってじ

っと待つことにしました。そのとき、「トゼンダ」と言いますか？ 
⑦【3人・家・友達とお茶を飲む】 

今、あなたの家に近所のお友達 2 人がお茶を飲みに来ているとします。そのとき、「トゼンダ」と

言いますか？ 
 
 このような状況の設定に対して、3 名の話者の回答をまとめたものが表 2 である。使用の可否は

基本的に○、△、×の記号で示し、話者のコメントも必要に応じて掲げた。 
 

表 2 トゼン類の使用条件（人数・場所・状況） 

 m1 m2 f1 
①1 人・家・すること

がない 

○ 
誰もいないことによる 

○ 
今トーゼンダから、飲

みに来ないか？ 

△ 

②1 人・家・テレビが

つまらない 

× × 
「オモシロクナイ」を

使う 

× 

③1 人・市役所・時間

をつぶす 

× 
「ヒマダヤー」なら○ 

× 
相手がいないと使えな

い 

× 
使いにくい 

④2人・家（同室）・す

ることがない 

○ 
同郷の人だから使える 

○ × 

⑤2人・家（同室）・テ

レビがつまらない 

× 
「ツマラナイ」を使う 

× × 

⑥2 人・市役所・時間

をつぶす 

△ 
「トーゼンダ」よりも

「ヒマダナ」のほうが

使いやすい 

× 
目的がある場合には使

わない 

× 

⑦3 人・家・友達とお

茶を飲む 

○ ○ 
使える人にだけ使う 

○ 
トゼンでなかったか。 

 
この表 2 をもとに、次のようなことが指摘できるかと思う。 
 まず、人数が 1 人である場合について、インフォーマント 3 名とも、①は可能であって②は使え

ないということから、トゼン類は何かの対象に対して使う表現ではなく、自分が今現にそうなって

いる状況を表現するために使われることがわかる。また、同じ 1 人の場合でも③のように「市役所

で（窓口に呼ばれるまで）時間をつぶす」ことにはトゼン類は使えないようである。目的があって

（例えば「時間をつぶす」など）そのために過ごされる時間では、トゼン類が使えないということ

は、裏を返せば、目的のない時間を過ごすときにトゼン類が使用されうるということだと考えられ

る。加えて、この「時間の経過」「ひま」といったニュアンスのトゼン類と、「さびしい」というニ
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ュアンスのトゼン類とは意味的に区別されるもので、それぞれ別のレヴェルの出来事や状況を説明

する意味・用法であると思われる。つまり、根本的には同じような概念を共有しているとしても、

それが発話される段階では、異なった意味が産出されてくるように感じられるのである。 
 次に、人数が 2 人である場合について、人数が 1 人の場合と同様、家にいてすることがない④の

ような状況ではトゼン類が使用される傾向にある。この項目において f1 の回答は「×」となってい

るが、m1 と m2 は「○」である。このことから、この「×」は個人差によるものと現段階では考

えているが、詳細は今後の課題としたい。加えて、⑤の場合も②の場合と同様、トゼン類は使えな

い。その場の人数とは関わりなく、何かの対象についてトゼン類を使うことは基本的にはないとい

うことがうかがえる。⑥の場合、m1 に限って使用可能ということであるが、類似した表現として

「ヒマダナ」もあり、これは「トーゼンダ」に比べて、よりこの状況に適しているとの教示を得た。

したがって、一般的には⑥の場合にはトゼン類は使われにくいと思われる。 
 最後に人数が 3 人である場合について、トゼン類はよく使われると考えてよい。m2 の「使える

人にだけ使う」というのは、同じ方言の話者に対しては使う、というほどの意味である。m1 は「今

日トーゼンかー？／トーゼンダから来たのか？」、f1 は「トーゼンでなかったか？」というように

使うとのことであった。とくに f1 は「お互いに言い合う」ように使うとのことで、相手の近況をた

ずねる糸口の表現となっている可能性がある。この場合、コミュニケーションにおける定型句とし

てトゼン類が使われていると推測されるが、この点について十分に述べる用意がないので、詳しい

ところは今後の課題としたい。 
 
3.2.2. 「人の不在」の時間の長さによる使い分け 
 トゼン類の使用に関して、八木澤亮（2018a）では「あるべきものの不在」という要素が大きく

関わっていることが示唆された。それは、「人の不在」という形をとって現れることが多い。そのた

め、今回の調査では、「人の不在」に関してさまざまな設定を設けて、それぞれにおいてトゼン類が

使えるかどうかを調査した。 
 「人の不在」を今回の調査では以下のように 6 種類に分けた。まずはそれをみていこう。 
 

①【一時的な不在】 

近所のお友達が、家にお茶に来ていましたが、つい先ほど、帰ってしまったとします。そのとき、

「トゼンダ」と言いますか？ 
②【半永久的な不在①】 

孫が家に遊びに来ていましたが、つい先ほど、帰ってしまったとします。そのとき、「トゼンダ」と

言いますか？ 
③【半永久的な不在②】 

娘が嫁に行くことになり、今まで一緒に住んでいた娘が家を離れてから 1 週間ほど経ったとします。

そのとき、「トゼンダ」と言いますか？ 
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④【半永久的な不在③】 

娘が嫁に行くことになり、今まで一緒に住んでいた娘が家を離れてから半年ほど経ったとします。

そのとき、「トゼンダ」と言いますか？ 
⑤【永久的な不在①】 

親しい友人が亡くなってすぐ（葬儀から 1 週間程度）だとします。そのとき、「トゼンダ」と言い

ますか？ 
⑥【永久的な不在②】 

親しい友人が亡くなってから半年ほど経ったとします。そのとき、「トゼンダ」と言いますか？ 
 
このような状況の設定に対して、3 名の話者の回答をまとめたものが表 3 である。使用の可否は基

本的に○、△、×の記号で示し、話者のコメントも必要に応じて掲げた。 
 

表 3 「人の不在」とトゼン類の使用 

 m1 m2 f1 
①一時的な不在 △ 

「帰ったからヒマだ」

という意味での「トー

ゼンダ」 

○ △ 
（昔は使っていた） 
「トーゼンデダベカ

ラ」 
②半永久的な不在① ○（m1 の祖母） 

「トーゼンになったな

ー」がっかりして、「心

に穴」のニュアンス 

× 
「さみしい」を使う 

○ 
「孫行ってしまってト

ーゼンになったなー」 
「じーちゃんトーゼン

になったねー」 
③半永久的な不在② ○ 

「トーゼンになった」 
「さびしい」という意

味合いが強い 

× 
「さみしい」を使う 

○ 
「トーゼンになってた

んでねーのか」 

④半永久的な不在③ △ × × 
⑤永久的な不在① × × 

「さみしさ」は四十九

日まで 

× 

⑥永久的な不在② ○ 
回想して使う 

○ 
「いなくなってトーゼ

ンダ（たいくつだ）」 

× 
（トーゼンダは）人が

亡くなったときには使

えない 
 
この表 3 をもとに、次のようなことが推測される。 
 まず、①のような「一時的な不在」では、やや使用可能であると言えそうである。ただ、その使

用の程度については 3 名の話者の間で揺れがあり、特に f1 などにおいては、現在あまり使わない用

法だと考えられる。 
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 「半永久的な不在」としては②から④まで 3 つの状況を想定した。m2 は「さみしい」という表

現を使うため一時的に除いて、m1 と f1 について考えてみたい。②と③の場合では使われるが、④

の場合では使われにくいことがわかる。前者では「人の不在」が数時間から 1 週間程度の期間の出

来事であり、後者ではその期間が半年という長期間になっている。つまり、短い時間ではトゼン類

が使われやすく、長い時間ではトゼン類が使われにくいと言えるかもしれない。このことについて、

時間の経過につれて徐々に「さびしさ」の程度が薄まっていくことと関連がある可能性がある。 
 「永久的な不在」としては⑤と⑥を想定し、⑤には親しい者の死後すぐ、⑥にはそれから半年ほ

ど経過した時間を設定してある。m1 と m2 は⑤ではトゼン類が使えないが、⑥では使えると回答

した。⑤の場合はショックの特に強い時で、その衝撃の強さと深い悲しみをトゼン類は持ち合わせ

ていない、ということであるかもしれない。⑥では m1 が「回想して使う」と述べるが、m2 は「い

なくなってトーゼンダ（たいくつだ）」という意味合いで使うようである。これは、「不在の空虚感」

というべきものを指してトゼン類を使っているものと思われる。ただし、f1 の場合は「（トゼン類

を）人が亡くなったときに使うことばではない」としており、人の死後の年数に関わりなく、この

意味用法ではトゼン類は使われにくい表現であると思われる。 
 以上のように、「人の不在」と一口に言っても、それがどの程度の期間なのか、それがどの程度の

「空虚感やさびしさ」を伴うものなのか、それらによって使用に差が出るものと思われる。概して

言えば、短い時間軸の中ではトゼン類は使用されやすく、長い時間軸では使用されにくい。また、

「あまりにも強いさびしさ」や「時間が経過しすぎて薄れたさびしさ」などの場合では使用されに

くい傾向があると言える。 
 
3.2.3. その場の情景による使用の可否 
 トゼン類が、ある場や情景そのものについて使用できるかどうかについても、あわせて調査した。

それは、次の 2 つの場合である。 
 

①【いつも静かな場所が静かな場合】 

いつも静かで閑散とした場所に通りかかったとします。そのとき、「トゼンダ」と言いますか？ 
②【普段はにぎやかな場所が静かな場合】 

いつもはにぎやかな商店街が、今日はやけに人が少なく、静かであったとします。そのとき、「トゼ

ンダ」と言いますか？ 
 
このような状況の設定に対して、3 名の話者の回答をまとめたものが表 4 である。使用の可否は基

本的に○、△、×の記号で示し、話者のコメントも必要に応じて掲げた。 
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表 4 その場の情景による使用の可否 

 m1 m2 f1 
①いつも静かな場所が

静かな場合 

× × 
「さみしいな」「静か

だな」 

× 

②普段はにぎやかな場

所が静かな場合 

△ 
自分がヒマかどうかに

よる 

× × 

 
表 4 によれば、その場の情景を指して「トーゼンダ」と言うことは基本的にはないと考えてよいで

あろう。m1 は、トゼン類の使用の基準をあくまでも「自分がヒマかどうか」に置いているのであ

る。 
 ところで、この調査項目に直接的に関連するわけではないが、m2 の回答の中に興味深い内容が

あったので述べておきたい。筆者とのやりとりの中で、「新幹線に乗って目的地に移動しているとき

にトゼン類を使えるかどうか」という話題に及んだ。そのときには基本的には使わないとのことで

あった。ただし、「1 時間程度の乗車時間なら使えないが、2 時間以上の時間になってくると使える

かもしれない」というコメントをいただいた。1 時間という時間には、ある種の「待てば済む」と

いう側面があるのに対して、それ以上の時間はどうにも持て余してしまう、ということらしい。「待

ってもなかなか済まない」時間になってくると、話者の中にトゼン類を使っても違和感のない状態

が醸成されてくるのかもしれない。 
 
3.3. トゼン類の類義語 

 トゼン類の類義語として、「たいくつだ」「ひまだ」「さびしい」などにあたることばの使用を調査

した。これは、あらかじめ気仙沼地方、あるいは近隣の地方の方言集などで、使用が期待される語

形を提示して、それが使えるかどうかを尋ねたものである。本節では、話者ごとに、どのようなこ

とばがトゼン類の類義語として使用されうるのか、個別に見ていきたい。ただし、紙面の都合上、

積極的に取り上げるのは共通語形ではなく方言が出現した語彙である。 
 まずは m1 の回答であるが、「ヒマダレ」が観察された。言い方としては「ヒマダレだけんとも」、

「今日は半日ヒマッタレしたな」のように使うことから、名詞の用法と動詞の用法とが考えられる。 
これは「無駄に時間を過ごしている」あるいは「何かやっていてもそれに意味がない」ということ

を表すようである。トゼン類の語義とは「時間の長さ」という点で共通するものがあるように思わ

れるが、それが「無駄」であったり「無意味」であったりするところに差異が見られる。 
 次に m2 の回答では、m1 と同様に「ヒマダレ」が観察されたほか、「コッツァビシー」が見られ

た。これは「さびしさ」を強調していう言い方であるとのことであった。また、「トーゼンダ」に関

して、「たいくつ」と「ひま」を合わせてまとめたような語感であるとの教示を得た。 
 最後に f1 である。「シマブリ（ヒマブリ）」は、「一日何もしないで過ごす」ことを指すようであ
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る。「シマダレ（ヒマダレ）」は、「ひまつぶし」の意で用いるようである。この点は m1 の回答と若

干異なっている。「スゲネェ」は「さびしい」あるいは「具合が悪そうである」ことを指すようであ

る。f1 は m1 と m2 に比べて、20 歳以上年上ということもあるためか、多くの方言形が観察された

点が印象的であった。 
 
4 おわりに 
 以上、本稿ではトゼン類の意味・用法、詳細な使用の条件、類義語の意味領域などについて記述

し、気仙沼市におけるその実態により深く迫ることができたと思われる。ただ、考察が不十分であ

る点も多く、それらは今後の課題としたい。 
 
注 

1 山浦玄嗣（2000）は、いわゆる「ケセン語」のトゼン類について記述している。ここでいう「ケ

セン語」とは、主に大船渡方言のことを指していると思われる。そのため、筆者は傍証として引

いたことを記しておく。 
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あいさつ表現定型化の実態 

                                   

中 西  太 郎 

 

 
1 先行研究及び目的 

 本稿では、気仙沼市のあいさつ表現の場面別の定型化の実態について、2017、2018 年度に行った

調査の結果をもとに報告する。 

 あいさつ表現の使用実態の特徴を明らかにするときに重要になる視点として「定型化」がある。

あいさつ表現は、あいさつらしくなるほど、「定型化」の特徴が顕著になることが指摘されている（中

西 2008 他）。日本語あいさつ表現の「定型化」の過程について、言語地理学的な観点から明らかに

したものには、三井（2006）がある。三井（2006）は、方言文法全国地図第 349 図（朝）、350 図（晩）

の出会いのあいさつ表現の分布を分析し、地理的周縁部に非定型表現が存し、中央部に定型的表現

が分布することから周圏分布を推定し、日本語の出会いのあいさつ表現に非定型から定型へと変わ

っていく定型化の流れがあることを指摘した。 

さらに本稿で対象とする気仙沼市のあいさつ表現の近年の使用実態を報告したものには、中西

（2012）がある。中西（2012）では、気仙沼市を含む南三陸地方の朝の出会いのあいさつ表現につ

いて、待遇的場面別に使用実態を明らかにした。その結果、朝の出会いの場面においては、心理的

に親しい相手に対しての表現になるほど、「ドゴサイク」のような行先尋ねなどの非定型表現を併用

しているということが分かった。これは三井（2006）では明らかにしえなかった待遇的場面別の観

点で分析することによって、あいさつ表現の定型性に関する知見を深化させる方向性を見出したと

いうことになる。 

 そこで、本稿では、気仙沼市に焦点を当て、朝の出会いの場面をも含むより多様な場面について、

複数名への調査の結果をもとにその使用実態を明らかにし、気仙沼市における定型化がどのように

進んでいるかを明らかにする試みを行う。 

 

2 調査の概要と定型化判断の手法 

 本稿では2017年、2018年度の東北大学国語学研究室で行った気仙沼市方言調査の結果を用いる。

あいさつ表現の調査項目の話者は、70 代男性 1 名、60 代男性 2 名、60 代女性 3 名の計 6 名である。

あいさつ表現に関する調査項目は、次の通りである。調査項目は質問番号順に示しており、調査場

面（【 】）と合わせて、その場面で現れ得る典型的な定型的表現注 1（「 」）も合わせて記した。本

稿では、それぞれの場面で回答された表現に、典型的な定型的表現が含まれているかどうかで定型

性を判断する。 

 



A.《代表的あいさつ場面の定型性》 

(1)【外出するとき】：「イッテキマス」 

(2)【労をねぎらうとき】：「ゴクローサマ」 

(3)【食事を頂いたお礼を言うとき】：「ゴチソーサマ」 

(4)【断りのとき】：「スマン」「ゴメン」「ワルイ」 

(5)【別れるとき】：「デワ（ジャー）マタ」「サヨナラ」 

(6)【買い物に店に入るとき】：「ドーモ」 

(7)【少額の買い物に大きなお金で支払うとき】（2018 のみ）：調査結果なし 

(8)【買い物が終わって店を出るとき】：「アリガトー」 

(9)【ゴミ出し違反を注意するとき】（2018 のみ）：調査結果なし 

(10)【知人の家の前を通り過ぎるとき】（2017 のみ）：「コンニチワ」「ゴメンクダサイ」 

(11)【訪問時】：「コンニチワ」「ゴメンクダサイ」 

(12)【食事の前後に人を訪ねるとき】：「ゴメン」 

(13)【贈り物を渡すとき】：「ツマラナイモノデスガ」 

(14)【辞去のとき】：「シツレイ」 

(15)【祝いを述べるとき】（2017 のみ）：「オメデトー」 

(16)【外出から帰ったとき】：「タダイマ」 

(17)【就寝時】：「オヤスミ」 

(18)【家族を送り出すとき】：「イッテラッシャイ」 

(19)【人の訪問を受けたとき】：「イラッシャイ」 

(20)【相手の装いを褒めるとき】（2018 のみ）：調査結果なし 

(21)【贈り物を受けたお礼を言うとき】：「アリガトー」 

(22)【謝罪のとき】：「スミマセン」「モーシワケナイ」「ゴメンナサイ」 

(23)【食事を勧めるとき】：「ドーゾ」 

(24)【客を送り出すとき】：「キオツケテ」 

(25)【相手の遅刻を責めるとき】（2018 のみ）：調査結果なし 

(26)【家族を迎えるとき】：「オカエリ」 

(27)【（地域特有表現）オミョーニチなど】の使用場面／使用例（2017 のみ）：調査結果なし 

 

B.《出会いのあいさつ表現の待遇的場面差》（以下、場面の説明は、会う場所と相手） 

朝、居間で (28)両親に：「オハヨーゴザイマス」 (29) 兄弟に：「オハヨー」  

(30)子供に：「オハヨー」注２ 

朝、道端で、(31)最も目上の人に ：「オハヨーゴザイマス」 (32)同じ相手に昼：「コンニチワ」 

(33)対等よりやや目上の人に：「オハヨーゴザイマス」  

(34)同じ相手に昼：「コンニチワ」 (35)同じ相手に夜：「コンバンワ」 



(36)同年代の親しい人に：「オハヨー」 (37)同じ相手に昼：非定型注３ 

(38)同じ相手に夜：非定型 

(39)顔見知り程度の同年代の知人に：「オハヨー」  

(40)同じ相手に昼：「コンニチワ」 

(41)目下のものに：非定型  (42)同じ相手に昼：非定型 

(43)見知らぬ人に：「オハヨーゴザイマス」 (44)同じ相手に昼：「コンニチワ」 

 

 なお、定型化の度合いを測るにあたって、定型化については、それを測る基準に、Ⅰ．実質的意

味の有無、Ⅱ．形式の固定度、Ⅲ．場面とことばの結びつきの強さの 3 つの観点がある（中西 2008）。

ただし、今回の調査では、回答として得られた個別の表現ごとに、意味の希薄性を確認するまでに

は至っていない。そこで本稿では、まずⅡの形式の固定度の観点に注目し、話者の回答に形式が固

定化している共通語の表現が含まれているかを見定める。さらに、Ⅲの場面とことばの結びつきの

強さの観点では、その定型的表現が現れる割合が高いほど場面との結びつきが強く、定型度が高い

ということになるが、6 名中何名に定型的表現が現れるか着目することによって「定型化」の進度

を判断し、場面ごとの比較を行うということである。これは、定型化が進んだ共通語の定型的あい

さつ表現の形式の浸透をもって、確実とみなせる
．．．．．．．

定型化の度合いを測り、場面ごとの比較の基準と

するということである。そのため、共通語形とは異なる地域独特の形式が、その地域で定型化を起

こしていた場合（後述の夜のあいさつ「オバンデス」など）、その意味での定型化の進度を測ること

はできないということになる。そのように不十分な点を差し引いても、多様な場面についての使用

実態をもとに、場面別の定型化の進度の実態を明らかにする本稿の試みは、今後、あいさつ表現の

定型化がどのような条件で進んでいくかを探る手法を確立していくという面において、一定の意義

があるものと考えられる。さらに、判断基準について細かく述べると、定型化を判断する際、表現

形式の一部が俚言形、ないし常体・敬体の区別が判断基準語形異なっても、内容的に共通語の定型

的表現と一致すれば定型的表現使用と見なすこととする。例えば、朝の出会いの表現として、「オハ

ヨーゴザリス」（下線は俚言）と回答されたときも、「定型」とするということである。 

 なお、2017 年、2018 年のうち、単年度分しかない場面（7、9、10、15、20、25、27）は、デー

タが不十分なため、分析の対象から外すことにする。 

 

3 気仙沼市の定型的あいさつ表現の使用実態 

 以上のような分析の観点で、それぞれの話者ごとに、場面ごとの定型的表現の使用実態を示した

ものが、次の表１である。表中、横軸には、左から定型的表現が多く見られる話者順に、各話者を

並べている。話者の表示の M は男性、F は女性を表し、その後に続く数字は調査当時の話者の年齢

である。縦軸には、調査場面を、定型的表現の見られる数が多い順に並べて示した。質問番号は、

先に示した調査項目の質問番号に対応している。定型的表現が回答された枠には「●」を付けてい

る。最下段に、各話者の「●」の数の総計と、場面ごとの定型的表現頻度の平均値を示した。 



表１．気仙沼市高年層における定型的表現の使用実態 

話者情報

調査場面

質問
番号

F68 F67 M76 M62 M64 F69
定型的

表現
頻度

訪問 (11) ● ● ● ● ● ● 6
謝罪 (22) ● ● ● ● ● ● 6
朝子ども (30) ● ● ● ● ● ● 6
朝最上 (31) ● ● ● ● ● ● 6
朝目下 (41) ● ● ● ● ● ● 6
朝未知 (43) ● ● ● ● ● ● 6
断り (4) ● ● ● ● ● 5
帰宅 (16) ● ● ● ● ● 5
朝両親 (28) ● ● ● ● ● 5
朝やや上 (33) ● ● ● ● ● 5
食事の礼 (3) ● ● ● ● 4
朝兄弟 (29) ● ● ● ● 4
昼最上 (32) ● ● ● ● 4
朝同知人 (39) ● ● ● ● 4
昼目下 (42) ● ● ● ● 4
昼未知 (44) ● ● ● ● 4
別れる (5) ● ● ● 3
入店 (6) ● ● ● 3
退店 (8) ● ● ● 3
家族見送り (18) ● ● ● 3
家族迎え (26) ● ● ● 3
昼やや上 (34) ● ● ● 3
夜やや上 (35) ● ● ● 3
朝同親 (36) ● ● ● 3
昼同知人 (40) ● ● ● 3
就寝 (17) ● ● 2
贈り物の礼 (21) ● ● 2
昼同親 (37) ● ● 2
外出 (1) ● 1
労をねぎらう (2) ● 1
訪問歓迎 (19) ● 1
食事を勧める (23) ● 1
客送り (24) ● 1
夜同親 (38) ● 1
訪問（食事前後） (12) 0
贈答 (13) 0
辞去 (14) 0

25 24 20 18 18 18 3.21
（平均）

話者ごとの総計
 

 

 表１を見ると、気仙沼市における各場面の定型化の状況がよく分かる。以降、適宜関連する場面

の特徴について触れながら、主に表１の定型的表現が多く観察された場面順に各場面の特徴を見て

いく。 



まず、定型的表現頻度 6 の訪問、謝罪の場面や、朝、子どもに会う場面、最も目上、目下、未知

の相手に会うときの表現には、定型的表現がよく浸透していると言える。なお、定型的表現の頻度

については、例えば、定型的表現が 1 人の話者に 2 種類用いられたとしても、異なりで 1／6 とい

う計算で示していく。そのため、以降、紹介する場面ごとの定型的表現の合計が 6 を超えるという

こともあるが、それはいくつかの定型的表現を併用している話者がいるためである。 

訪問の場面では、伝統的方言として「イダカ／イルカ」などの声かけを予測していたが、「ゴメン

クダサイ」（4／6）、コンニチワ（3／6）と、定型的表現が目立ち、「イダカ／イルカ」という表現

は 2 例に留まった。 

お茶をこぼした相手への謝罪の場面では、「ゴメン ゴメン ナレネーゴド ヤッカラナー」「ア

ラララ ゴメンネ トシ トッタガラ アシ モログナッタカモー フグカラー」「ゴメンナ」「エ

ー イヤ ワリゴトシタヤー ゴメンナサイ ゴメンナサイ」など、「ゴメン」という表現をすべて

の話者が使っており、「ゴメン」という表現と、謝罪場面のことばの結びつきの強さを感じさせる。 

朝、子どもに会う場面、最も目上、目下、未知の相手に会うときの表現は、「オハヨー」類が浸透

しているが、特徴的なのは、最も目上などに対して想定していた「オハヨーゴザリス」のような伝

統的な敬語俚言形式が全く回答されなかったことで、共通語定型的表現「オハヨーゴザイマス」へ

の一本化が進んでいることがわかる。 

なお、関連して、昼、夜の出会いについて言えば、昼の場面では、「コンニチワ」が浸透してきて

いる（最上：4／6、やや上：3／6、同親：2／6、同知：3／6、未知：4／6）。一方、F67、F68、F69

の話者は、それぞれ使用場面こそ違うものの、「オヒル タベタノー」のように食事尋ねの表現が見

られる点も興味深い（F68：同年代知人・目下、F67：最も目上、F69：同年代知人）。食事尋ねの表

現は、東北大学方言研究センター（2013）においても、気仙沼市や多賀城市に見られる表現で、昼

の出会い時の表現として、宮城県の地域的特徴と言える可能性がある表現である。筆者の調査でも、

塩釜市、名取市で確認できた。今後、その地理的広がりを把握する必要がある。 

夜の出会いの場面について述べると、「コンバンワ」が見られるが（やや上：3／6、同親：1／6）、

それ以上に地域特有の表現である「オバンデス」が用いられている（やや上：6／6、同親：1／6）。

このことから、「オバンデス」という表現は、地域特有の定型的表現として考えられる。今後、共通

語定型的表現の「コンバンワ」との張り合い関係がどうなるかが注目される。 

また、これらの朝、昼、夜の他者との出会いの場面の定型化の様相を見ると、定型的表現が多い

順に、最上＝目下＝未知＞やや上≧同知人＞同親となっており、心理的に遠く感じる相手に対する

場面ほど、定型的表現の使用が多いということが言える。一方、家族では、子ども＞両親＞兄弟と

なっている。配慮を示す順としては、両親＞兄弟＞子どもとなってよさそうに思えるが、子どもに

定型的表現を最もよく使う理由として、話者の多くがあいさつを覚えさせる「教育」のためと語っ

ており、心理的距離以外の要因が加わった結果と解せる。それを踏まえて、他者の結果を考えると、

定型的表現の進度から見た「目下」の位置づけについても、「年下には目上の私たちが、あいさつの

やり方のお手本となって見せるべきだ」という「教育」の観点が、定型的表現の使用に影響した可



能性もある。このようにして捉えられた、心理的な距離が遠い相手ほど定型的な表現がよく使われ

ている（＝心理的に親しい相手に対しての表現になるほど非定型表現を用いる）という実態は、先

行研究に示した中西（2012）の南三陸地方の特徴を裏付けるような結果と言える。また、筆者らが、

これまでに捉えた他地域の傾向（中西・田附・内間 2009 など）とも一致する。つまり、言語地図

の分布上で捉えたあいさつ表現の待遇的場面差の傾向が、今回のように地点を絞り、より多様な場

面を扱った結果からも検証できたと言えよう。 

次に、断りの場面では、「ゴメン」（3／6）、「ワルイ」（3／6）と、先ほど謝罪に使われていた「ゴ

メン」以外に「ワルイ」といった表現も目立つ。その他に、親しい相手には「キョーミナイシ ヤ

ンダー アンタダケ ダイン（興味ないし 嫌だ あなただけ 行きなさい）」といった直接的な表

現をするという回答もあった。 

 帰宅の場面も、ほぼ「タダイマ」（5／6）で統一されている。しかし、そのうち一人は、帰って

きたとき家に家族がいない場合は「タダイマ」と言い、いる場合は「イマ カエッテキタヨー」と

言うと、相手の有無によって実質的な意味を持つ非定型表現と定型的表現の使い分けをしている。 

 朝、両親に会った時の場面では、「オハヨー」類が浸透しているが、「何も言わない」（2／6）が

回答されているところも注目すべき点である。江端（1999、2001）では、家族に対して「何も言わ

ない」ことが、家族へのあいさつ儀礼の古いあり方であることを示唆しており、これもその名残と

して捉えることができる。 

 食事の礼を言う場面では、「ゴッツォサン」という定型的表現とともに「ユーベワ ドーモ ゴッ

ツォーサンネー オイシガッタヨー」と、ごちそうになった食事が「美味しい」と褒める表現が、

3 例見られる点も興味深い。今後、言語行動上の特徴として考えられるのか、検証する価値がある。 

 別れの場面は「ンジャ マタ」のように「デワ（ジャー）マタ」のような表現が浸透しており（3

／6）、「ホンデ マズ」のような俚言の表現は 1 例に留まった。 

 入店の場面では「コンニチワ」が多く（3／6）、昔使っていた表現として「カイスー」「モーシ」

という表現が回答された。対して、退店の場面は「アリガトー」（3／6）、「ドーモ」（3／6）が浸透

している。 

 家族を見送る場面では「イッテラッシャイ」が多いが（3／6）、それ以外に、特に「キオツケテ」

という表現が多いことが分かる（5／6）。この場面では、「イッテラッシャイ、キオツケテ」のよう

な併用をすると答えた話者が複数いたが、このような「キオツケテ」のような気づかいを示す表現

の添加の多寡も、地域差を見る観点となるだろう。対して、家族を迎える場面では、「オカエリ」が

多いものの（3／6）、「ナント オソガッタゴド」「ナンダ キョーワ ハヤカッダナヤ」「キョー 

〇〇（訪問者の名前） キタヨー」「ア カエッテキタノー」「オカエリー ドーダッタ」など、出

かけにまつわる一言、二言のやりとりが加わることが多いと言える。 

 就寝の場面では「チョット ツカレダカラ ネルー」のように直接的な表現をすることが多く（4

／6）、「オヤスミ」は 2 例に留まる。 

 贈り物の礼を言う場面でも定型的表現「アリガトー」は少なく（2／6）、「ナーニ コンナニ キ



ーツカッテ モラワナクテ」や「ウワー ドーモアリガトー コレナンダネ セッカクダカラ イ

ッショニ タベヨー」というその場での気持ちに即した表現や、「ソノホカニ アンノカ」という冗

談めかした表現まで、多様な表現でお礼を述べている。 

 外出時も「イッテキマス」という定型的表現は少なく（1／6）、「チョット イッテクッカラ」の

ような非定型の形式が多く見られる（5／6）。 

 その他にも、訪問客を迎えるときは「ハイレ・ハイライン（入りなさい）」のような表現、食事進

めのときは「タベロ・タベテミライン（食べてみなさい）」のような表現、客送りでは「ンジャ マ

タネー マタ キテネー コンド イツゴロ アイテルヨー」のような表現、贈答では「イツモノ

ヤツ コイズ オレノ イジオシダゲンドサー ウンメーンダゾ」のような表現、辞去の時には「〇

〇ジニ ナッタガラ カエッガラネ」のような表現が見て取れ、これらの場面では、定型的な表現

よりも実質的な内容でことばを交わし、直接的に自分の気持ちを伝える表現が多く見られるのが特

徴と言える。 

最後に、話者別に特徴を見たときに、特筆すべき傾向を指摘する。M64 の話者における「ドーモ」

の多用である。M64 の話者は、(2)【労をねぎらうとき】、(3)【食事を頂いたお礼を言うとき】、(6)

【買い物に店に入るとき】、(8)【買い物が終わって店を出るとき】、(19)【人の訪問を受けたとき】、

(31)【朝、最も目上】、(32)【昼、最も目上】、(33)【朝、やや目上】、(34)【昼、やや目上】、(35)【夜、

やや目上】、(39)【朝、同年代知人】、(40)【昼、同年代知人】という 11 もの場面で、「ドーモ」の表

現を用いている。このような「ドーモ」の使用傾向は、小林・澤村（2014）において、細かく言い

分けるかどうかという分析性の地域差について述べる中で東北地方の特徴として指摘されており、

今回、小林・澤村が指摘する以上に、細かい場面の枠組みで「ドーモ」の非分析的な（細かく言い

分けない）使用実態をつかむことができたものと言える。なお、本稿では扱っていないが、同調査

で調べた「家族に醤油差しを取ってもらって礼を言う」場面においても、M64 の話者は、すべての

場面で「ドーモ」のバリエーションで回答している。 

 

4 まとめ 

 以上、本稿では、気仙沼市のあいさつ表現の場面別の定型化の実態について、2017、2018 年度に

行った調査の結果をもとに、その特徴を指摘した。 

その結果、気仙沼市高年層のあいさつ表現の定型化に関する状況は、定型的表現と非定型表現が

混在する定型・非定型中間地域としての様相を持つことが分かった。 

また、待遇的場面別の実態では、心理的な距離が遠い相手ほど定型的な表現がよく使われている

（＝心理的に親しい相手に対しての表現になるほど非定型表現を用いる）というこれまでの研究成

果を裏付けるような結果が得られた。 

さらに、各場面の非定型表現の特徴をつぶさに見ると、断りや就寝、訪問客を迎える場面などの

直接的な表現の使用や、贈り物の礼を言う場面で配慮を示す表現の少なさ、「ドーモ」を広く使う非

分析的な表現の傾向などを考え合わせると、今回の調査の結果には、小林・澤村（2014）の指摘す



る「言語的発想法の地域差」における東北地方の特徴、すなわち、言語的発想法における未発達地

域としての特徴が各所に見られる。 

そして今回、多様なあいさつ場面を扱うことで、より精密に定型化の実態とあいさつの地域的特

徴を洗い出す手法を示すことができた注４。 

被調査者の人数を増やし得られた結果の確度を高めること、年代差などを射程に入れて分析を行

い、あいさつ表現変化の方向性を見出すことが今後の課題となる。 

 

注 

1 筆者が 2015 年に関東地方で行った若年層（首都圏出身、20～22 歳、7 名）への記述調査の結

果をもとに、使用の多い形式を定型的表現として採用した。代表語形の提示にあたって、敬体、

常体の区別は示していない。 
2 若年層への回答をもとにしているため、その多くは「子どもがいると想定した時」の回答をも

とにしている。 
3 その場面において、使用頻度が顕著な定型的表現が特にないことを意味している。 

4  本稿は、JSPS 科研費若手研究（B）課題番号 26770165 の研究成果の一部である。 
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評価に関わる言語行動の表現 

 

                                   椎 名 渉 子 

 
1 調査の目的と本報告のねらい 

本報告では，2018 年度気仙沼市方言調査における「評価に関わる言語行動（ほめる・非難する等）

における表現」の調査報告を行う。この調査は，『伝える、励ます、学ぶ、被災地会話集』（以下，

会話集 0），『生活を伝える被災地方言会話集１～４』（以下，会話集１～４）において，目的別言語

行動の設定場面のうち感情表明系に含まれる〈ほめる〉〈非難する〉を中心とした評価に関わる場面

を調べるものである。会話集では，場面設定会話として 2人によるやりとりがなされるが，本報告

では会話集と同一または類似する場面において回答される表現を取り上げる。そのような比較的少

ない言語量で表された回答は，談話を凝縮した言語表現といえる側面も持ち合わせていることが考

えられる。そして，その地域の特徴が反映され，地域差が見出されやすい適材となる可能性もある。 

具体的な調査の目的は（１）のとおりである。 

（１）ある事態・人物の属性や行為に対する肯定的・否定的評価場面での表現のバリエーション

を収集する 

本報告で対象とした肯定的評価に関わる場面は，ほめる・祝うなどの言語行動自体が目的となっ

ているため，ほめることによって相手を操作する，話者が利益を獲得するものではない。一方，否

定的評価に関わる場面は，評価自体が目的ではなく，相手の行為・事態改善（相手の行動の統制）・

話者の不利益の改善が目的となった場合もある。その場合，評価語だけでなく行為・事態改善を要

求するような働きかけの表現も出現し得る。それを踏まえ,こうした否定的評価に関わる場面にお

けるストラテジーを含めた「言い方」を詳細に観察するために，「直接的に（きびしく）」言う，「間

接的に（やさしく）」言う場合を回答してもらい，表現の違いに着目する。得られた結果ついて，

本稿では（２）（３）の観点を設けて検討していきたい。 

 （２）東北と近畿の談話展開と表現法の地域差に関するこれまでの指摘（小林 2018，椎名・小林

2017，椎名 2018）を踏まえ，当該地域における表現の特徴を整理する。 

（３）全国的な規模での観察を視野に入れ，関東・近畿といった他地域との差異が存在する可能

性のある点について検討する。 

なお，本報告は，特に断らない限り，高年層話者Ａ〔昭 22男〕，Ｂ〔昭 19男〕，Ｃ〔昭 7女〕の

面接調査の結果によっている。 

 

2 調査概要 

2.1 調査場面 

 本報告において取り上げた調査場面と場面番号は次のとおりである。会話集のほかに，東北大学



方言研究センターによる自由記述式アンケート全国調査「話し方の全国調査」（2014 年度実施，質

問紙による全国通信調査データ，調査地点は約 800 地点）第一調査票の設定場面も参考にしている

（以下，アンケート調査）。尚，会話集と同一場面の場合は【会】，アンケート調査と同一場面の場

合は【ア】と示す。また，それぞれに類似する場面は【類】とした。 

このうち，肯定的な評価に関わる表現が出現する可能性の高い場面は(1)(3)(5)(9)(10)(11)場面

で，これらを肯定的評価場面と呼ぶ。また，否定的な評価・非難・不満・注意に関わる場面は

(2)(4)(6)(7)(8)(12)(13)(14)(15)場面で，これらを否定的評価場面と呼ぶ。 

（1）子どもに対してほめるとき 

   ―バスの車内で出くわした赤ん坊に（ほ-１）／公園で写生をする子どもの絵に（ほ-２） 

（2）子どもに対して叱る・促すとき 

   ―遅い時間まで外で遊ぶ近所の子どもに（叱-１）／外で大声で遊ぶ近所の子どもに（叱-２） 

（3）友人がかぶってきた新しいおしゃれな帽子をほめるとき【会 1-64】【ア】 

（4）その帽子が正直あまり友人に似合っていないと思ったことを本人に伝えるとき【類：ア】 

―直接的に（帽-１）／間接的に（帽-２） 

（5）友人の作った料理が口に合ったことを伝えるとき【ア】 

（6）友人の作った料理が口に合わないことを伝えるとき【類：ア】 

―直接的に（料-１）／間接的に（料-２） 

（7）ゴミの日をまちがった近所のひとに対して【会 1-35】【ア】 

―きびしく・きつく（ゴ-１）／やさしく（ゴ-２） 

（8）遅刻してきた友人に対して納得できないとき【会 1-25】【ア】 

―きびしく・きつく（遅-１）／やさしく（遅-２）／反省する友人への許し（遅-３） 

（9） 友人の子どもが大学に合格したと聞いたとき【類：会 1-26】 

（10）友人の子どもの結婚が決まったと聞いたとき【会 1-28】 

（11）友人の新築の家をほめるとき【ア】  

（12）友人の新築の家があまり良い家に見えなかったとき【ア】 

―直接的に(家-１)／間接的に（家-２） 

（13）配偶者の飲酒後の帰宅時間が遅い日が続き，配偶者に改善をのぞむとき【会 2-9】 

   ―直接的に（帰-１）／間接的に（帰-２） 

(14) 近所の人に貸したスコップが壊されたとき【会 0】  

―きびしく・きつく（ス-１）／やさしく（ス-２）／弁償を要求するとき（ス-３） 

（15）インスタント食品などの献立が続き，食事担当の配偶者に改善をのぞむとき【会 3-11】 

   ―直接的に（食-１）／間接的に（食-２） 

 

2.2  調査方法 

 前節の(1)～(15)各場面について，下の〈調査文の一例〉に示すように，詳細な設定場面の説明を



する。そのあと，この場合に相手への指摘や要求を話題に上げるかどうかという言語行動の選択と，

その際の自然な言い方を回答してもらうかたちで進めた。言語行動を選択しない場合でも，思いつ

くならば，その場に適する表現を回答してもらった。 

否定的評価場面においては次のような順序で質問をした。以下は，(8)場面の調査文である１。ま

ず，非難や評価などを話題にする（ことばをかける）か否かという［言語行動の選択］を問い，話

題にする場合は［第一回答］を得る。次に，［直接的に／きびしく／きつく］について尋ねる。話者

の認識として［第一回答］と同様であれば，［第一回答］＝［直接的に／きびしく／きつく］と判断

した。それ以外にもきびしい言い方があれば答えてもらった。［間接的に／やさしく］のみ使用し，

きびしい言い方をしない（思い浮かばない）という場合は，［第一回答］＝［間接的／やさしく］と

いうように記述する。 

 

〈調査文の一例：(8)場面の場合〉----------------------------------------------------------- 

[設定場面の説明と質問文] 

○○さんのご友人と共通のご友人が市内の病院に入院しました。待ち合わせて一緒に面会に行

こうと思いましたが，時間になってもご友人が現れません。ようやくやってきた友人の遅刻し

た理由が「約束を忘れていた」というものでしたが，それに納得できません。どうしますか。 

 ［言語行動の選択］ 

納得できないことを話題にしますか。それとも話題にしませんか。 

［第一回答］ 

 納得できないことを話題にする場合，どのように言いますか。 

［直接的に／きびしく／きつく］ 

そのとき，相手を非難するとしたら，どのように言いますか。ちょっときつい言い方で言って

みてください。 

［間接的に／やさしく］ 

非難したい気持ちはあるのですが，それを抑え，ちょっとやさしい言い方で言うとしたら，ど

んなふうに言いますか。 

---------------------------------------------------------------------------------------- 

 

3 表現の要素の観点から―評価対象を明示する「オメー（お前）」 

 話者の気持ちを露わにする言語要素には，文レベルでは感嘆文，語レベルでは感動詞や終助詞が

あるが，ここでは語レベルに着目する。狭義の感動詞のほか，疑問詞や副詞などであっても感動詞

的用法を持つ，感情的な性質を帯びている形式を広く対象とし，それらの出現様相について観察す

る。これまで，東北地方においては，椎名・小林（2017），椎名（2018）などにおいて談話場面にお

ける感情的言語要素の出現が目立つことが指摘されるが，本報告書では，評価に関わる場面におけ

る感情的言語要素の出現様相の特徴について整理していく２。 



出現した感情的言語要素の系統には，「オー」などの狭義の感動詞系，「ナント」「ナニ」などの疑

問詞系，「チョット」などの副詞系，「オメ」といった人称代名詞系，「コノ」「コレ」などの指示詞

系が見られた。整理すると表１のように

なる。 

表１を全体的に見渡すと，肯定的評価

場面における感情的言語要素は話者 Aの

回答のみであるのに対し，否定的評価場

面では話者 B・Cの回答も出現した。また，

男女差という観点でみると，話者 Cの回

答は 4回答と比較的少なく，性差の存在

が窺える。さらに，否定的評価場面では

「直接的に／きびしく／きつく」の場面

における回答が比較的多い結果となった。 

さて，出現した言語要素のうち，感動

詞的用法で出現する「オメー／オメ（お

前）」についてみていきたい。これらは話

者 Aの回答では肯定・否定両場面に見ら

れた。(3)場面の［4］［5］，(11)場面の［13］

［14］，(8)場面の［27］［28］［29］であ

る。これらは，相手の帽子に対するほめ，

友人の新築の家に対するほめ，遅刻に対

する非難場面である。(3)(8)場面は相手

の眼前の状態・行為に対して評価し，(11)

は眼前の家自体への評価ではなく，立派

な家を建てた相手（の功績・努力等）を

評価する場面で出現したと考える。話者

Bにおいても，(8)場面[29]にあるように

きびしく非難する際に出現している。 

このような「オメー（お前）」の機能に

は，単語自体の持つ意味から，相手をマ

ークし評価対象を明示化することによる

強調・強意の表出が少なからずあるだろ

う。相手を評価対象として強調する場面

として，否定的評価場面（本調査のうち，

とくに(8)場面）に現れやすいことは共通

表１ 感情的言語要素の出現

場面の種類
場面
番号

話者
用例
番号

表現

(1)ほ-1 Ａ ［1］
ナント メンコイコト
なんと かわいいこと

(1)ほ-1 Ａ ［2］
ナント カワイーゴド
なんと かわいいこと

(1)ほ-2 Ａ ［3］
ジョッタ ジョッタ オ スゲーナー
上手だ 上手だ おお すごいな

（3） Ａ ［4］
オメ カッコイーノ ヤッテンナ
お前 かっこいいの 被っているな

（3） Ａ ［5］
オメー イーノ カッタナー
お前 いいの 買ったな

(5) Ａ ［6］
ワレ ハツモノダナー
おお 初物だ

(5) Ａ ［7］
オ スゲー
おお すごい

(5) Ａ ［8］
オ スゲー スゲー！
おお すごい すごい

(5) Ａ ［9］
オ スキナモノ アルナ！
おお すきなものが あるな

(9) Ａ ［10］
オー ヤッタナー
おお やったね

(9) Ａ ［11］
オー ヤリマシタネー
おお やりましたね

(10) Ａ ［12］
ハー イカ°ッタネ
ああ よかったね

(11) Ａ ［13］
オメー ヨク ヤッタナー
お前 よく やったな

(11) Ａ ［14］
オメー ケッパッタナー
お前 頑張ったな

(2)叱-1 Ｂ ［15］
コレ アンモ クーカラ ハヤーク ケーレ
こら お化け  くるから 早く 帰れ

(2)叱-1 Ｃ ［16］
ナント ウルサイコト シズカニ シライン モー カエッタラ
なんと うるさいこと。 しずかに しなさい。もう 帰ったら

(2)叱-2 Ａ ［17］
ヤカマスネー コノ（ヤカマス コノ）
うるさいね この

(2)叱-2 Ａ ［18］
チョットナー セツネードー
ちょっと うるさいぞ

(2)叱-2 Ｂ ［19］
コノ  ガキノ ウルセーゴド
この 餓鬼の うるさいこと

(4)帽-1 Ａ ［20］
ナンダ オメ アワネーナー
なんだ お前 似合わないな

(4)帽-1 Ａ ［21］
ナニモ ソンナ カッテキテカラニ
なにも そんな 買って来て

(4)帽-1 Ｂ ［22］
ヤッパリ ヤメタホーガ イーンジャナイカナー
やはり やめたほうが いいんじゃないかな

(4)帽-1 Ｃ ［23］
ヤッパ オカシーヨ
やはり おかしいよ

(6)料-1 Ａ ［24］
ナーンカ チョット チガウ アジダナ オレ アワネーナ
なんか 少し 違う 味だな 俺 合わないな

(6)料-1 Ｃ ［25］
チョット コレ ヘンダヨ
少し これ 変だよ

(7)ゴ-2 Ａ ［26］
ア キョー ゴミノヒ ジャナイヨ。アレ スイヨービダヨー ゴミノ ヒワ。
あ 今日 ゴミの日 ではないよ。あれ 水曜日だよ ゴミの日は。

(8)遅-1 Ａ ［27］
オメー ナニヤッテンダ
お前 なにやっているんだ。

(8)遅-1 Ａ ［28］
オメー アイヅサ キモチ ネンダベ
お前 あいつに 気持ちが ないのだろう

(8)遅-1 Ｂ ［29］
オメー ニンチショー ナッタノカヤ オダズナヨ コノー
お前 認知症に なったのか いい加減にしろ この

(8)遅-2 Ａ ［30］
アー ソースカー ジカン ネーカラ イク°スペ
ああ そうですか 時間 ないから 行きましょう

(8)遅-3 Ｂ ［31］
ナーンモ ソンナ シンコクニ ナンナヤ
なにも そんなに 深刻に なるなよ

(13)帰-1 Ａ ［32］
チョット テーゲーニ シロヤ
ちょっと 大概に しろ

(13)帰-1 A ［33］
チョット イーカゲンニ シロヤ
ちょっと いい加減に しろ

(14)ス-2 Ｂ ［34］
ナーニ ソンナコト キニ シナクテ イー フルク ナッテルカラ
なに そんなこと 気に しなくて いい 古く なっているから

(14)ス-2 Ｃ [35]
チョット ツカイカタカ° ランボーダッタンデナイ？
ちょっと 使い方が 乱暴だったんじゃない

(14)ス-3 Ａ [36]

ナンダッケー アノナー オラサ コイツ イッポンシカ ネンダヨナー デキタラ
ベンショー シテモラエネーカナ？（遠慮しながら）
なんだっけ あのね わたし これ 一本しか ないんだよ できたら 弁償
してもらえないかな

(15)食-1 Ａ [37]
ナンダ イツモ コンナ モノカヤ ナンカ カワッタ モノ ネーノカヤ
なんだ いつも こんな ものか なにか 変わった もの ないのか

肯定的評価
場面

否定的評価
場面



語的感覚と同様である。実際，(8)場面のアンケート調査では，少数ではあるが感動詞的用法の「オ

メー（お前）」が全国的に散見される。 

しかし，同アンケート調査での肯定的評価場面での出現は東北地方に 2回答あるのみで他地域に

は見当たらない。次の 2例は，本調査(4)場面に相当する，友人がおしゃれな帽子をかぶってきたこ

とに対する言い方についてのアンケート調査の回答である。 

・おめ、今日いい帽子がぶってきたごと。（秋田県にかほ市象潟町字一丁目塩越） 

・おめぇ、しゃっぽ 似合うごど、どっから買ったなや（山形県東置賜郡川西町大字大塚） 

どちらの回答も表現冒頭に「おめ／おめぇ（お前）」が登場する。このような，東北に見られる「オ

メー（お前）」が，本調査においても把握されたといえよう。 

これらのことから，「オメー（お前）」は否定的評価場面では望ましくない事態を生起させた相手

を評価対象として明示する一方で，ほめる場面では相手の服装・外見といった些細な指摘にも使用

され，汎用性のある使い勝手の良い言語要素であることが窺える。ところが，同じく肯定的評価場

面である(11)場面のアンケート調査回答からは，東北だけでなく全国的に「オメー（お前）」の使用

は見られなかった。本調査の面接調査法によって，状況を具体的に説明し，より自然な言い方で言

ってもらったことにより，アンケート調査では得られなかった使用例を把握できたのかもしれない。 

 

4 話題・構成の観点から 

4.1 心情の提示によるほめ・祝福 

小林（2018）では，東北方言話者の特徴として，相手への感謝を表明する場面において感謝の表

現が明示的でないことを次のように指摘する。 

 相手に向けた感謝の言葉の代わりに，「助かった」「よかった」という表現を使うことで，困難

な状況からの解放を，自分に視点を置いて表明する傾向がある。（小林 2018,p.1） 

このことについて，小林（2018）では、お金を借りる場面（「表現法・言語行動の全国調査」2009）

や、沖（1993）に指摘された用例を挙げ，東北方言話者の自分の感情を全面に出す表出のありかた

について指摘している。 

本調査においては，話者 Bからは，帽子をほめる場面において［38］「ケナリナー」「ソーユー ボ

ーシ ホシーナー」という感想が出現する（表２）。また，祝う場面においては［39］「イカ°ッタ 

イカ°ッタ」と自分の感

情を提示する。［40］～

［43］では，「ヨカッタ

ネ」と相手の心情に言及

する。このように相手の

功績や幸福を祝う場面に

おいて「すごい」「おめで

とう」といった評価語や

表２ ほめ・祝福場面における心情提示
場面
番号

話者 用例番号 表現

(3) B ［38］
イー ボーシ カブッテンナー ケナリナー オレモ ソーユー ボーシ ホシー
ナー
いい 帽子 かぶってるな 羨ましいな わたしも そういう 帽子 欲しいな

(9) B ［39］
オメーノ ムスコ ユーシュー ナンダナー イカ°ッタ イカ°ッタ
お前の 息子 優秀 なんだな よかった よかった

(9) C ［40］
スゴイネー ヨカッタネー
すごいね 良かったね

(10) A ［41］
ハー イカ°ッタネ
ああ 良かったね

(10) B ［42］
ヨカッタナ ヨカッタナ ジーサンニ ナンダナ
良かったな 良かったな 祖父さんに なるんだな

(11) C ［43］
オメデトー ヨカッタネ
おめでとう 良かったね



祝福の定型的な表現のほかに，「よかった」という心情に言及する回答が，これまでの談話調査・談

話資料からの指摘だけではなく，本調査においても把握できた。 

 

4.2 判断・意見を前面に押し出す直接性・簡潔性重視の非難 

否定的評価場面における「直接的に／きびしく／きつく」（以下，「直接」）と「間接的に／やさし

く」（以下，「間接」）の言い方の違いについて，表３に整理する。表内の★印は，第一回答を示す。

また，※印は話者の内省を簡潔にまとめたものである。 

 

表３ 「直接的に／きびしく／きつく」と「間接的に／やさしく」の言い分け

話者
場面
番号

用例番号 表現
場面
番号

用例番号 表現

[20]
★ナンダ オメ アワネーナー
なんだ お前 似合わないな

[46]
ソーユーノ スキカ
そういうの 好きか

[44]
アワネーダロ ソイツ
似合わないだろ それ

[47]
ソーユーノ コノミカ
そういうの 好みか

[21]
ナニモ ソンナ カッテキテカラニ（家族に）
なにも そんな（もの） 買って来て

[45]
ハデナノ カッテカラニ（家族に）
派手なの 買って来て

B (4)帽-1 [22]
ヤッパリ ヤメタホーカ° イーンジャナイカナー
やはり やめたほうが いいんじゃないかな

(4)帽-2

C (4)帽-1 [23]
ヤッパ オカシーヨ（家族に）
やはり おかしいよ

(4)帽-2

A (6)料-1 [24]
ナーンカ チョット チガウ アジダナ オレ アワネーナ
なんか 少し 違う 味だな 俺 合わないな

(6)料-2

B (6)料-1 (6)料-2

C (6)料-1 [25]
★チョット コレ ヘンダヨ（家族に）
ちょっと これ 変だよ

(6)料-2

A (7)ゴ-1 [26]
★ア キョー ゴミノ ヒ ジャナイヨ。アレ スイヨービダヨー ゴミノヒワ。
あ 今日 ゴミの 日 ではないよ。あれ 水曜日だよ ゴミの日は。

(7)ゴ-2 [49]
アノ キョー ナゲル ヒデ ナインダケンドモ ワカッテッペカ？
あの 今日 捨てる 日では ないんだけれども 分かっている

(7)ゴ-1 [48]
★ダメダ キョー ナゲルヒデネード モッテケ！
だめだ 今日 捨てる日ではないぞ 持っていけ

B (7)ゴ-1 (7)ゴ-2 [50]
シャカイセーカツワ ジブンノ ツゴー ダケジャナイ
社会生活は 自分の 都合 だけではない

C (7)ゴ-1 ［51］
★キョーワ ゴミノ ヒデ ナイヨ モチカエルンダッタラ モッテアゲルヨ
今日は ゴミの日 では ないよ 持ち帰るのなら 持っていってあげるよ

(7)ゴ-2 ［52］
ブンベツ タイヘンダモンネー マチカ°エルヨネー
（ゴミの）分別 大変だもんね 間違えるよね

[27]
★オメー ナニ ヤッテンダ
お前 なに やっているんだ

(8)遅刻-2 [30]
アー ソースカー ジカン ネーカラ イク°スペ
ああ そうですか 時間 ないから 行きましょう

[53]
オメー アイヅサ キモチ ネンダベ イーヤ オメー サソッタノ マチガッタ
お前 あいつに 気持ちが ないのだろう いや お前 誘ったの 間違った

B (8)遅-1 [29]
★オメー ニンチショー ナッタノカヤ オダズナヨ コノー
お前 認知症に なったのか いい加減にしろ この

(8)遅刻-2 [54]
オーレダッテ イソガシンダカラ サイショカラ ヤクソクナンテ スンナヤ
わたしだって 忙しいのだから 最初から 約束なんて するなよ

C (8)遅-1 [55]
★ドーシタノー？ムカエニ イケバ ヨカッタカナ
どうしたの 迎えに 行けば 良かったかな

(8)遅刻-2

A (12)家-1 [56]
★コンナ デケーノ ヒツヨー ダッタカ
こんな 大きいの 必要 だったか

(12)家-2

B (12)家-1 [57]
★リッパナ イエ ダケッドモ ダイクサンカ°ザツニ ツクッタ トコモ アルヤナー
立派な 家 だけれども 大工さんが 雑に 作ったところも あるよね

(12)家-2 [58]
ドコノ ダイクサン ツクッタノ？
どこの 大工さんが 作ったの

C (12)家-1 (12)家-2

[59]
★イツマデ ナーニ ヤッテンダ
いつまで なに やっているんだ

(13)帰-2 [60]
ホドホドニ シロヤ
ほどほどに しろ

[32]
★チョット テーゲーニ シロヤ
ちょっと 大概に しろ

[33]
★チョット イーカゲンニ シロヤ
ちょっと いい加減に しろ

[61]
★イーカゲンニ シロ
いい加減に しろ

(13)帰-2 [63]
ナナジュー スギテ イーカゲンニ シタホーカ° イーンデ ネーカ
七十（歳）を 過ぎてるから いい加減に したほうが いいんじゃないか

[62]
ゴジニ ナッタラ カエッテ コイ
5時に なったら 帰って こい

[64]
★チャント タクシーデ カエッテ キテヨ
ちゃんと タクシーで 帰って 来てよ

[66]
チャント タクシーデ カエッテ キタノ？
ちゃんと タクシーで 帰って 来たの

[65]
ハイカイダト オモワレルヨ
徘徊だと 思われるよ

A (14)ス-1 (14)ス-2 [67]
★イーカ°ラ イーカ°ラ
いいから いいから

B (14)ス-1 [68]
★ソイツァー カッテ ハレー
それは 買って 払え

(14)ス-2 [34]
ナーニ ソンナコト キニ シナクテ イー フルク ナッテルカラ
なに そんなこと 気に しなくて いい 古く なってるから

C (14)ス-1 (14)ス-2 [35]
★チョット ツカイカタカ° ランボーダッタンデナイ？
ちょっと 使い方が 乱暴 だったのではないか

(15)食-1 [37]
★ナンダ イツモ コンナ モノカヤ ナンカ カワッタモノネーノカヤ
なんだ いつも こんな ものか なにか 変わった もの ないのか

[69]
コンドワ アレダナ ホヤ カッテ コイヤ。
今度は あれだ ホヤ 買って 来い

[70]
ホヤ クイタク°ナッタヤ。
ホヤ 食べたくなったな

B (15)食-1 [71]
★フタリ ダカラ ツクッタ ホーカ° イーヨネ
二人 だから （料理を）作った ほうが いいよね

(15)食-2

C (15)食-1 [72]
★コーヤルト オイシンダッテヨ
こうやると おいしいんだってよ

(15)食-2 ※それ以外の表現は思いつかない。

※納得できない気持ちがあっても言わない。表現が思いつかない。

※納得できない気持ちがあっても言わない。表現が思いつかない。

※それ以外の表現は思いつかない。

※それ以外の表現は思いつかない。

※それ以外の表現は思いつかない。

※評価しない ※評価しない

(15)食-2

直接的に／きびしく／きつく 間接的に／やさしく

A (8)遅-1

(4)帽-1

(4)帽-2

A

※それ以外の表現は思いつかない。

※それ以外の表現は思いつかない。

※それ以外の表現は思いつかない。

※料理に対しては何も言わない。

※それ以外の表現は思いつかない。

※料理に対しては何も言わない。表現が思いつかない。

※文書などで通知する。口頭で言わない。

A

A

B

(13)帰-1 (13)帰-2C

(13)帰-1

(13)帰-1



全体的に, 第一回答よりも間接的な言い方は思い浮かばない，あるいは調査の意図は理解しつつ

もとくにそういったやさしい言い方は思い浮かばないという話者の内省も多かった。たとえば，［20］

［23］［24］［25］のように「合わない」「おかしい」「変」「違う」といった直接的な評価語も見られ

た。こうした言い方から，話者の判断・意見を前面に押し出すかたちで評価しているといえよう。 

表現形式の違いとしては，「直接」には禁止・命令形が，「間接」には疑問形が見られる。話者 A

の回答では［26］［32］［33］のように命令文形式が「直接」に出現する一方，「間接」では［46］［47］

［49］にあるように，疑問文形式が見られた。話者 Bの場合も，話者 Aと同様，「直接」には［29］

［61］［62］にあるように禁止・命令文形式が見られた。話者 Cの場合は，女性ということもあり，

第一回答には他の話者に見られた直接性はなく，婉曲的な言い方が目立った。それでも，話者 Cか

らは，質問文では「友人」の想定だが，家族・兄弟など身内であればあるほど，直接的な言い方に

なるという認識があるようだ。 

さて，このような表現形式の異なりのほか，談話の構成の観点からも違いが見られた。「直接」よ

り「間接」のほうが文タイプや話題に幅が見られた。まず，話者の評価（主張）の正当性を示すた

めの事情・理由説明として，［54］「オレダッテ イソガシンダカラ」，［35］「ツカイカタカ° ラ

ンボー」，［63］「ナナジュー スギテ」などが見られた。また，［52］のようにゴミ分別の大変さへ

の理解を示し「マチカ°エルヨネー」と相手へ歩み寄る，［30］のように「イク°スペ」と次の行

動へ話題転換する，［69］のように「ホヤ カッテコイヤ」と評価を避け望ましい行動を要求する，

［67］［34］のように許しを示すといったように，さまざまな方向性が見られた。 

 

5 まとめと課題 

これらの結果から，次のような地域差のありかが窺えた。今後の課題としたい。 

・東北における心情の提示などの，いわば「外に向かわない評価」はどのように実現されるのか，

場面を広げて調査することによって，東北の持つ心情提示自体の汎用性や定型性の特徴が見出せる

のではないか。 

・そのような心情の提示は，感情的言語要素の出現とも大いに関連がある。評価の場面でどのよう

な感情的言語要素が出現するのか，それらがどのような機能を有するのか，他地域とどのように異

なるのか。 

・「直接」「間接」の表現の幅について，地域差が見られる可能性もある。表現を婉曲化したり，一

段階和らげたりするといった言い方の切り替えは近畿ではどのように行われるのか，東北や他地域

とどのように異なるのか。 

・本報告では評価する相手（聞き手）は一定させ，「直接」「間接」の言い分けを見たが，これらと

評価する相手との関連性についても調べる必要があろう。直接的な言い方が必ずしも身内に対する

とは限らない。反対に，話者 Cの内省にあるように，身内であればあるほど直接的になる場合があ

る。そうした言語意識の違いや出現する表現にも地域差が見られる可能性がある。 

 



注 

1 設定場面の説明と質問文，「きびしく」「やさしく」における各質問文の文言は調査票と同一で

あるが，調査票のレイアウト等は本報告に掲げたものとは異なっている。 
2  今回は終助詞については取り上げない。 
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依頼の言語行動 

 

                                   小 林  隆 

 

 
1 調査の内容 

 ここでは依頼の言語行動について報告する。言語行動については、昨年度の調査において、「疑似

会話型面接調査」の方法を試みた。この調査法は、会話の展開を想定し、その進行に沿って、各発

話（ターン）をどう行うかを質問によって明らかにする方式である。1 人のインフォーマントに、2
人の話者を演じ分けてもらい、あたかも会話をしているかのように調査を進める。面接による質問

式の調査でありながらも、場面設定会話を収録するような趣をもった調査方式とも言え、より自然

な回答を引き出そうというねらいがあった。詳細は小林隆（2018）をご覧いただきたい。 

 昨年度はこの方式で 7 つの場面について 2 名の話者を対象に調査を行ったが、今年度は「荷物運

びを頼む」という〈依頼‐受託〉の言語行動に焦点を絞り、14 名の話者を対象とした。14 名の話

者は、昨年同様、全員高年層（60～70 歳代）である。調査内容は、言語行動関係で構成した合同調

査票 1 冊の中に組み込み、学生と筆者が調査を担当した。 

 調査文を次に掲げる。 

 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

●ＡさんとＢさんは、近所の知り合い同士だとします。このＡさんとＢさんになったつもりで、

会話をしてみてください。次のような場面です＜絵カード提示＞。 

 

Ａさんは、親戚からサンマをもらって帰ってきました。ところが、たくさんもらいすぎて 

重かったため、家までもう少しのところまで来て疲れてしまい休んでいました。ちょうど 

そこにＢさんが通りかかったので、家まで一緒に運んでもらおうと思います。 

 

1.1.このとき、あなたがＡさんなら、Ｂさんにどんなふうに言いますか。（予想：依頼） 

1.2.それでは、あなたがＢさんなら、Ａさんにそんなふうに言われたとして、どのように言葉を

返しますか。（予想：承諾） 

1.3.それでは、あなたがＡさんなら、Ｂさんにそんなふうに言われたとして、何か言葉を返しま

すか。（予想：感謝） 

1.4.それでは、あなたがＢさんなら、Ａさんにそんなふうに言われたとして、何か言葉を返しま

すか。（予想：配慮） 

1.5.【1.1で「恐縮表明」が現れなかった場合】前に戻りますが、1.1の場面では、「申し訳ない



けど」とか「悪いけど」などといった言葉を添えたりしませんか。 

ア．添えない 

イ．添える →どう言いますか。 

1.6.【1.3で「感謝表明」が現れなかった場合】1.3の場面では、「ありがとう」とか「助かるよ」

などといった言葉を添えたりしませんか。 

ア．添えない 

イ．添える →どう言いますか。 

 

●次の会話をご覧ください＜会話カード提示＞。気仙沼市ご出身の方に、この場面の会話を実演

してもらったものです。Ａさんは女性、Ｂさんは男性です。※会話カードは、調査員が読み上

げてみせる。 

 

001Ａ：Ｂさーん 私 これ サンマ もらって、いっぱい もらいすぎたやー。 

002Ｂ：なーんと どっさりでー。 

003Ａ：んだからー。 あの 持ちきれねもんだから 持ってすけてもらって 

いーべがねー。 

004Ｂ：あんたのこっだから 欲たけたんだべよ。 

005Ａ：んだからー。 なーに いっぱい 持ってけ持ってけって 言うからね 

誰かさ あげてもいーかと 思って もらったのっさ。 

006Ｂ：あーあー。いーがすよ 持ってすけっから。 

 

1.7.004Ｂのところで、ＢさんはＡさんを非難するようなことを言っています。このような言い

方は、気仙沼の会話の仕方としては普通でしょうか。それとも、気仙沼らしくなくない不自然

な言い方でしょうか。もし気仙沼らしくないとすれば、なぜでしょうか。 

---------------------------------------------------------------------------------------- 

 

 上の質問の 1.1～1.6 で使用した「絵カード」とは、

右の写真のようなものである。誰の発話であるかを

明確にするために、B5 判の用紙に描かれた人物Ａ

とＢを、会話の進行に合わせて調査員が指さしなが

ら調査を進めた。 

 

 

2 調査の結果 

 全体の整理はまだ終了していないので、ここでは最初の質問である、「1.1.このとき、あなたがＡ



さんなら、Ｂさんにどんなふうに言いますか。（予想：依頼）」の回答のみ以下に掲げる（1～14 は

インフォーマントの番号）。 

1（男）①オーイ テツダッデケ。 

②テツダワネガ。（②の方が言いそうだった） 

2（男）イマ アノ ソコデ サンマ モラッテキタンダケド オモタクナッテ ヒトヤスミ

シテタン。アンタ スコシ タベネスカ。イッパイデ モッテイケナイカラ モーシ

ワケネケド モッテスケラインヤ。 

3（男）アンダ チョード イートコサ キタ。チョット モッテスケネガヤ。 

4（男）①オモテンデ モッテスケロ。 

②オモデガラ モッテスケロ。 

5（男）①オイ コイズ モッテスケネガ。〈目上に対して〉 

②オイ コイズ モッテスケロヤ。〈親しい人、目下に対して〉 

6（男）モッテケロ。 

7（男）イマ  イッパイ  サンマ  モラッチッタンダケント  オモクテ  ワカンネーカラ 

タガデケンネスカ。 

8（女）①コンニチワ Ｂサン サンマ モラッタンダケド イリマセンカ〈自分の家に運ん

でほしいとは言いにくいので、Ｂさんにもらってほしいと言う。〉  

②モッテケンネベカ〈古、おばあさんたちが言う風〉 

③イッペー モラッタンデ オモクテ ワカンナイカラ モッテスケネベカ〈古、お

ばあさんたちが言う風〉 

9（女）①チョット ニモツ オモイカラ モッテスケネスカ。 

②チョット ニモツ オモイカラ モッテスケライン。 

③チョット ニモツ オモイカラ モッテケンネスカ。 

10（女）アラ Ｂサン モーシワケネーケド コノ ニモツ ハコンデクレネベガ。 

11（女）〈用事が無かったら〉ワタシノ ウチマデ ハコンデ クレナイ。 

12（女）ヤーヤ Ｂサン。イッペー サンマ モラッテキタヤー。ココマデ キタッケ オモ

ダクデ ツカレテシマッタヤー。モッテスケネベカネー。 

13（女）タクサン イタダイタノデ モッテイタダキタイトユーコトデ オネガイスルンデス

ケレドモ ウチ二 ツイタラ イクラカアゲルカラ オスソワケスルノデ イッショ

ニ モッテイッテイタダケマセンカ。 

14（女）チョット モラッタンダケド オモイカラ モッテスケテ。〈「スケテ」以外の部分は

共通語と同じ。〉 

 

3 結果から見えてくること 

 以上の結果から見えてくることを、いくつか指摘する。全体として、さまざまな言い方が回答さ



れたが、共通する特徴を見出すこともできる。 

①直接的な要求提示 

 依頼発話の中核をなす要求提示の形式に、共通語の感覚に照らして、一見、配慮性の弱い直接的

な表現が観察される。「テツダッデケ」（1）のような敬語要素を伴わない命令形式が典型だが、「持

ってくれ」に当たる「モッテケロ」（6）や「持って助けろ」に当たる「モッテスケロ」（4）、「モッ

テスケロヤ」（5）などもそうである。こうした点は、小林隆（2014）で報告した「お金を借りる」

場面を全国調査した際の東北地方の特徴と一致する。 

また、否定疑問形式をとりながらも補助動詞「くれる」を用いない「テツダワネガ」（1）といっ

た表現も直接的な印象が否めない。「モッテスケネガヤ」（3）、「モッテスケネガ」（5）なども、「ス

ケル（助ける）」が「くれる」相当の役割を果たしている可能性はあるものの、やはり気になる表現

である。 

 これらの直接的な表現は、使用者の性別で見た場合、男性に多く現れている点も注目される。 

②恐縮表明の少なさ 

上の回答の中には、恐縮表明がほとんど出現しないことも注意される。該当するのは、「モーシワ

ケネケド」（2）、「モーシワケネーケド」（10）の 2 件のみである。この点も、配慮性の強弱と関わ

る部分である。他者に負担を強いることに対して恐縮を表明しない傾向は、小林隆（2014）でも東

北地方などに観察されたが、今回の結果はそうした傾向に沿ったものかもしれない。 

③自己に視点を置いた状況説明 

今回の回答では、状況説明、すなわち、荷物を持ってもらいたい理由が述べられない場合が見受

けられる。これは調査員の具体的な質問のしかたの違いにもよるのかと思うが、注意しておきたい

点である。 

また、状況説明の中心は「荷物が重い」という内容であり、これは多くの発話に現れている。た

だし、詳細に観察すると、荷物が重いからどうなのかという一歩踏み込んだ言い方をする場合が見

られる。「オモクテ  ワカンネーカラ」（7）、「オモクテ ワカンナイカラ」（8）、「オモダクデ ツ

カレテシマッタヤー」（12）などがそうである（ワカンナイは「だめだ」の意）。これらは、そのこ

とがら（この場合には荷物が重いという事態）が自分にとってどうであるかを表明するものであり、

自分の立場からことがらを評価して述べる表現態度と言える。 
こうした表現はもちろん共通語にも見られるものである。だが、この「荷物運び」と類似の場面

をアンケートにより全国調査した結果として、こうした「重いので」＋「無理だ、たいへんだ、だ

めだ、ひどい、困った」といったタイプの状況説明は、東北地方において近畿地方の 2 倍の頻度で

出現している（これについては機会をあらためて報告する）。単に事態を描写するのではなく、自己

に視点を置いて評価を加える表現態度は、東北地方に特徴的なものである可能性が考えられる。こ

の点は、小林隆・澤村美幸（2014）で提示した「自己と話し手の分化」の問題とも関わるものであ

ろう。 

 



4 昨年度の結果、および、会話との比較 

 まず、昨年度、2 名の話者に対して行った調査結果を提示しよう。いずれも高年層男性である。 

▼インフォーマント 1 
 ①コノサンマー モラッテキタンダケントモ、アノー ハコンデスケネスカ。 

②イマ サカナ モラッテキタンダケントモ、チョット オモタクテー イエマデ ヒトリデ 

ハコベネンデ、ハコンデスケネスカー。 
▼インフォーマント 2 

①コレー イッパイ サカナッコ モラッテ ココマデ キタンダケントモ、ツカレテシマッタ

カラ、スコス モッテスケロヤ。 
②（コレー イッパイ サカナッコ モラッテ ココマデ キタンダケントモ、ツカレテシマッ

タカラ）、チョット ウチマデ モッテスケロヤー。 
 3 節で述べた特徴は、これらの回答にも現れている。インフォーマント 2 には「モッテスケロヤ

（ー）」という命令形式が見られ、恐縮表明は両者ともに出現していない。インフォーマント 1 の

「イエマデ ヒトリデ ハコベネンデ」やインフォーマント 2 の「ツカレテシマッタカラ」は自己

に視点を置いた状況説明と言える。全体に今年度の結果の方が回答が短い傾向があるが、昨年度の

結果の特徴は今年度の多人数調査によってもある程度確認できたと考えられる。 
 次に、会話について見てみよう。ここで「会話」というのは、これと同じ場面を実際の会話によ

って実演したもので、『生活を伝える被災地方言会話集 1』に収録したものである。具体的には、

「1-1．荷物運びを頼む－①受け入れる」の場面が該当する。今、依頼発話に関わる会話の冒頭部の

みを引用すると、次のようである。話者はＡが女性、Ｂが男性であり、ともに高年層である。 

 

001Ａ：Ｂサーン アダシ コレ サンマ モラッテ、イッパイ モライスギダヤー。 

Ｂさん  私   これ さんま もらって、いっぱい もらいすぎたよ。 

 

002Ｂ：ナーント ドッサリデー 。 

なんと  どっさりで。 

 

003Ａ：ンダカラー。 アノ モジキレネモンダガラ  モッテスケテモラッテイーベガネー。 

そうなんだよ。あの 持ちきれないもんだから 持って[助けて]もらっていいだろうかね。 

（『生活を伝える被災地方言会話集 1』45 頁） 

 

 003Ａに見られる「モッテスケテモラッテイーベガネー」のような許可要求形式は、面接調査では

見られなかったものである。そうした違いはあるが、上で指摘したいくつかの特徴はここでも観察

することができる。 

 今年度の調査結果と比較した場合、この会話に近いパターンが、インフォーマント 12 の回答に

現れているのが注目される。あらためて引用してみよう。 



12（女）ヤーヤ Ｂサン。イッペー サンマ モラッテキタヤー。ココマデキタッケ オモダ

クデ ツカレテシマッタヤー。モッテスケネベカネー。 

両者を比べると、全体として「呼びかけ」－「状況説明」－「要求提示」という構成が共通して

いることがわかる。また、「イッパイ モライスギダヤー」（会話）、「イッペー サンマ モラッテ

キタヤー」（インフォーマント 12）のように、開口一番、その場の事態を感嘆的に相手に訴えかけ

る表現も類似している。こうした感嘆的な発話は小林隆（2018）でも言及したように、面接調査で

はとらえにくかったものの、気仙沼市方言のひとつの特徴である可能性が考えられる。 
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は
じ
め
に 

  

『
声
で
残
す
名
取
の
な
つ
か
す
ぃ
方
言
集
』
を
作
成
し
た
意
図
を
説
明
す
る

に
は
、
東
日
本
大
震
災
の
あ
っ
た
平
成
二
三
年
十
一
月
に
宮
城
県
の
名
取
市
観

光
協
会
が
発
刊
し
た
方
言
語
彙
集
『
お
は
よ
う
ご
ざ
り
す
』
に
つ
い
て
先
に
触

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。『
お
は
よ
う
ご
ざ
り
す
』
の
冒
頭
に
は
、
名
取
市
観

光
協
会
が
こ
の
方
言
集
に
込
め
た
思
い
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

  
 

現
代
の
若
者
は
、
幼
少
期
か
ら
の
語
学
教
育
や
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
等
の
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
に
よ
り
、
皆
標
準
語
を
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。 

 
 

し
か
し
、
地
方
に
は
ま
だ
ま
だ
多
く
の
方
言
が
存
在
し
て
お
り
、
あ
る
意

味
で
は
祖
先
が
残
し
た
貴
重
な
文
化
遺
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

こ
れ
ら
の
方
言
を
伝
承
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
現
代
社
会
に
お
い
て
失

わ
れ
つ
つ
あ
る
人
間
の
心
の
豊
か
さ
や
温
も
り
、
そ
の
地
域
の
良
さ
を
再

発
見
で
き
れ
ば
と
て
も
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

  

『
お
は
よ
う
ご
ざ
り
す
』
は
、「
な
と
り
の
方
言
」
と
「
地
名
の
由
来
」
の

二
部
構
成
で
あ
る
。
全
四
十
一
頁
の
な
か
で
「
な
と
り
の
方
言
」
は
二
十
五
頁

を
占
め
、
七
九
四
語
の
語
彙
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
あ
が
あ
げ
ず
…

あ
か
と
ん
ぼ
」「
ま
や
う
…
弁
償
す
る
」「
も
う
す
…
買
い
物
で
店
の
人
を
呼
ぶ

言
葉
」
と
い
う
よ
う
に
、「
方
言
の
語
彙
…
共
通
語
の
語
彙
な
い
し
共
通
語
に

よ
る
説
明
」
と
い
う
形
式
で
五
十
音
順
に
並
べ
ら
れ
て
お
り
、
一
般
的
な
方
言

語
彙
集
の
体
裁
を
成
し
て
い
る
。 

こ
の
『
お
は
よ
う
ご
ざ
り
す
』
を
さ
ら
に
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
の
が
、
地
元
で
方
言
の
継
承
活
動
を
し
て
い
る
「
方

言
を
語
り
残
そ
う
会
」（
現
在
、
平
均
年
齢
七
五
歳
。
代
表
金
岡
律
子
氏
）
で

あ
る
。「
方
言
を
語
り
残
そ
う
会
」
は
、
平
成
二
一
年
に
地
元
で
活
動
し
て
い

た
民
話
の
語
り
部
養
成
の
会
か
ら
派
生
し
て
本
格
的
に
活
動
を
始
め
た
。
名
取

方
言
の
カ
ル
タ
の
作
成
や
小
学
校
で
の
方
言
に
よ
る
民
話
の
語
り
教
育
な
ど

を
実
践
し
て
き
た
が
、
平
成
二
三
年
に
東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
て
か
ら
は
、

仮
設
住
宅
で
の
方
言
に
よ
る
慰
問
活
動
や
震
災
を
方
言
で
詠
ん
だ
句
集
『
負
げ

ね
っ
ち
ゃ
』、
詩
集
『
生
ぎ
る
っ
ち
ゃ
』
を
制
作
す
る
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て

活
動
を
展
開
し
て
い
る
。 

だ
が
、
一
貫
し
て
い
る
の
は
地
元
の
方
言
を
次
世
代
に
継
い
で
い
き
た
い

と
い
う
思
い
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
は
自
分
た
ち
の
「
声
」
が
欠
か

せ
な
い
と
考
え
て
い
る
。
会
の
発
足
以
来
、
発
刊
を
続
け
て
い
る
地
元
の
民
話

と
創
作
民
話
を
集
め
た
『
方
言
む
か
し
ば
な
し 

名
取
ざ
っ
と
昔
』
の
一
巻
と
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二
巻
に
お
い
て
も
、
会
員
た
ち
は
必
ず
自
ら
の
声
で
昔
話
を
朗
読
し
た
CD
を

作
成
し
て
い
る
。
方
言
の
繊
細
で
微
妙
な
発
音
や
ア
ク
セ
ン
ト
を
文
字
に
押
し

込
め
て
し
ま
う
こ
と
へ
の
違
和
感
が
そ
の
理
由
だ
が
、
そ
れ
以
上
に
「
方
言
を

語
り
残
そ
う
会
」
が
声
に
こ
だ
わ
る
の
は
、
生
身
の
声
の
温
か
さ
が
方
言
の
温

も
り
な
の
だ
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

昨
年
実
施
し
た
被
災
地
に
お
け
る
方
言
の
活
性
化
支
援
事
業
「
被
災
地
方

言
の
保
存
・
継
承
の
た
め
の
方
言
の
記
録
と
公
開
―
名
取
市
に
お
け
る
市
民
団

体
の
協
力
に
よ
る
方
言
資
料
の
音
声
化
―
」
で
「
方
言
を
語
り
残
そ
う
会
」
は

方
言
詩
集
『
生
ぎ
る
っ
ち
ゃ
』（
平
成
二
五
年
刊
行
）
の
朗
読
に
参
加
し
た
。

こ
の
時
の
朗
読
は
「
声
で
残
す
方
言
詩
集
『
生
ぎ
る
っ
ち
ゃ
―
大
震
災
を
乗
り

越
え
て
―
』」
の
CD
と
し
て
世
に
出
た
。
そ
し
て
今
回
は
第
二
弾
と
し
て
、『
声

で
残
す
名
取
の
な
つ
か
す
ぃ
方
言
集
』
を
作
成
し
た
わ
け
だ
が
、
こ
れ
は
平
成

二
七
年
か
ら
「
方
言
を
語
り
残
そ
う
会
」
が
取
り
組
ん
で
き
た
方
言
集
『
お
は

よ
う
ご
ざ
り
す
』
の
検
討
作
業
の
集
大
成
で
も
あ
る
。 

「
方
言
を
語
り
残
そ
う
会
」
は
、
方
言
集
『
お
は
よ
う
ご
ざ
り
す
』
に
収
載

さ
れ
た
語
彙
を
検
討
す
る
過
程
で
、
共
通
語
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
語
彙
（
た
と

え
ば
「
た
ら
ふ
く
」「
ひ
ょ
ろ
な
が
い
」）
や
会
員
が
知
ら
な
い
語
彙
（
た
と
え

ば
「
ち
ち
ゃ
こ
い
」「
に
わ
よ
せ
い
っ
ぱ
」）
を
外
す
一
方
で
、
収
載
さ
れ
て
い

な
い
語
彙
（
た
と
え
ば
「
い
ぎ
な
り
（
非
常
に
）」「
し
づ
ね
」）
を
新
た
に
加

え
た
。
そ
の
結
果
、
計
五
八
六
語
の
語
彙
が
『
声
で
残
す
名
取
の
な
つ
か
す
ぃ

方
言
集
』
の
収
載
語
彙
と
し
て
選
ば
れ
た
。
さ
ら
に
、
方
言
集
『
お
は
よ
う
ご

ざ
り
す
』
の
精
神
―
―
伝
統
的
な
方
言
の
継
承
と
地
域
の
文
化
の
再
発
見
―
―

を
引
き
継
ぎ
、
二
つ
の
方
針
を
立
て
た
。 

 

一
、
体
裁
は
「
方
言
…
共
通
語
」
で
は
な
く
「
共
通
語
…
方
言
」
と
す
る
。 

二
、
使
用
例
を
必
ず
用
意
す
る
。 

  

「
方
言
を
語
り
残
そ
う
会
」
が
一
つ
目
の
方
針
を
立
て
た
理
由
は
、
次
世
代

に
方
言
を
継
ぐ
た
め
で
あ
る
。
方
言
を
知
ら
な
い
世
代
に
方
言
を
伝
え
る
に
は
、

共
通
語
が
先
に
あ
る
方
が
理
解
し
や
す
い
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
二

つ
目
の
方
針
も
、
方
言
を
知
ら
な
い
世
代
に
方
言
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
伝
え

る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
共
通
語
訳
で
は
伝
え
き
れ
な
い
意
味
を
使
用
例
で
補

う
と
い
う
目
的
も
あ
る
。 

た
と
え
ば
【
鳥
肌
】
と
い
う
意
味
の
「
さ
ら
さ
ら
い
ぼ
」
は
、
そ
の
使
用
例

に
よ
っ
て
恐
怖
を
感
じ
て
も
寒
さ
を
感
じ
て
も
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

●
う
ぅ
、
お
っ
か
ね
ぐ
で
、
さ
ら
さ
ら
い
ぼ
出
だ
。 

●
あ
ぁ
、
寒
ぐ
で
寒
ぐ
で
、
さ
ら
さ
ら
い
ぼ
だ
。 
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ま
た
、【
傷
を
つ
け
る
・
切
り
目
を
つ
け
る
】
と
い
う
意
味
の
「
き
っ
ぱ
つ

け
る
」
の
使
用
例
も
興
味
深
い
。 

 

●
あ
い
や
、
そ
の
手
、
何
し
た
の
、
き
っ
ぱ
つ
け
で
わ
。 

●
こ
の
袋
、
き
っ
ぱ
つ
け
て
お
く
ど
、
あ
と
楽
だ
ど
。 

 

こ
の
二
つ
の
使
用
例
か
ら
、「
き
っ
ぱ
つ
け
る
」
が
身
体
の
表
面
の
一
部
を

切
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
物
の
一
部
を
切
る
こ
と
に
も
使
え
る
の
が
わ
か
る
。 

 

だ
が
、
使
用
例
は
方
言
の
意
味
や
使
用
場
面
に
応
じ
て
作
成
し
や
す
い
も
の

と
し
に
く
い
も
の
が
あ
る
。
検
討
作
業
の
結
果
、
日
常
生
活
の
会
話
の
一
部
を

切
り
取
っ
た
か
の
よ
う
な
使
用
例
も
作
成
さ
れ
た
が
、
一
方
で
説
明
文
的
な
も

の
や
、
意
味
の
説
明
の
補
足
と
し
て
十
分
と
は
言
い
難
い
使
用
例
が
生
ま
れ
た

の
は
否
め
な
い
。 

ま
た
、『
声
で
残
す
名
取
の
な
つ
か
す
ぃ
方
言
集
』
で
は
「
共
通
語
…
方
言
」

と
い
う
体
裁
の
意
図
を
効
果
的
に
示
す
た
め
に
、
意
味
分
類
を
し
た
う
え
で
五

十
音
順
で
「
共
通
語
…
方
言
」
を
並
べ
る
形
式
を
と
っ
た
。
設
定
し
た
分
類
項

目
は
、
三
三
項
目
で
あ
る
。 

 

１
．
獣
・
鳥
・
両
生
類
・
爬
虫
類
・
虫
（
一
五
語
） 

２
．
草
・
木
・
野
菜
（
一
〇
語
） 

３
．
自
然
現
象
・
自
然
物
・
天
候
・
地
形
（
一
四
語
） 

４
．
身
体
部
位
（
一
九
語
） 

５
．
体
調
・
病
気
・
疾
患
・
怪
我
（
四
〇
語
） 

６
．
衣
類
・
装
身
具
・
履
物
（
一
五
語
） 

７
．
飲
食
物
・
食
材
・
食
生
活
（
二
七
語
） 

８
．
住
居
・
建
築
・
土
地
利
用
（
二
三
語
） 

９
．
日
用
品
・
金
銭
・
祭
事
品
（
二
七
語
） 

10
．
位
置
・
方
向
・
部
分
（
九
語
） 

11
．
時
間
・
時
期
・
季
節
・
行
事
（
一
七
語
） 

12
．
程
度
・
数
量
・
回
数
（
一
一
語
） 

13
．
人
物
・
親
戚
関
係
・
人
間
関
係
（
二
六
語
） 

14
．
人
物
の
性
格
・
態
度
・
身
体
的
特
徴
・
職
業
・
特
性
（
五
二
語
） 

15
．
形
状
・
サ
イ
ズ
（
九
語
） 

16
．
様
態
・
態
度
（
三
九
語
） 

17
．
味
覚
・
嗅
覚
・
触
感
（
一
二
語
） 

18
．
感
情
・
評
価
（
二
七
語
） 

19
．
発
言
・
発
話
に
関
わ
る
行
為
・
活
動
（
一
四
語
） 
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20
．
飲
食
に
関
わ
る
行
為
・
活
動
（
五
語
） 

21
．
移
動
に
関
わ
る
行
為
・
活
動
（
一
〇
語
） 

22
．
心
情
・
思
考
に
関
わ
る
行
為
・
活
動
（
一
七
語
） 

23
．
労
働
（
家
事
・
農
作
業
・
就
業
）
に
関
わ
る
行
為
・
活
動
（
一
三
語
） 

24
．
睡
眠
・
休
息
に
関
わ
る
行
為
・
活
動
（
七
語
） 

25
．
汚
損
・
破
壊
・
切
断
に
関
わ
る
行
為
・
活
動
（
一
〇
語
） 

26
．
剥
奪
・
剥
落
・
落
下
に
関
わ
る
行
為
・
活
動
（
六
語
） 

27
．
育
成
・
成
長
に
関
わ
る
行
為
・
活
動
（
八
語
） 

28
．
対
象
に
働
き
か
け
る
行
為
・
活
動
（
三
五
語
） 

29
．
人
間
関
係
・
社
会
生
活
に
関
わ
る
行
為
・
活
動
（
二
四
語
） 

30
．
身
体
の
動
き
・
状
態
・
変
化
（
二
一
語
） 

31
．
遊
び
・
運
動
（
一
一
語
） 

32
．
相
槌
・
疑
問
・
呼
び
か
け
・
ま
じ
な
い
な
ど
の
表
現
（
一
〇
語
） 

33
．
挨
拶
（
三
語
） 

  

意
味
で
語
彙
を
分
類
し
て
か
ら
、分
類
ご
と
に
共
通
語
訳
を
五
十
音
順
で
並

べ
た
こ
と
で
、
た
と
え
ば
共
通
語
訳
で
は
【「
け
ち
な
人
】
と
説
明
さ
れ
る
「
い

す
ぴ
り
」「
す
ぴ
た
れ
」「
す
わ
っ
ぴ
り
」「
ま
で
か
す
」
の
違
い
（「
あ
の
人
、

ほ
ん
と
に
い
す
び
り
だ
っ
ち
ゃ
ね
。
が
め
つ
い
ご
だ
」
「
あ
の
人
、
す
ぴ
た
れ

だ
か
ら
募
金
に
一
円
だ
っ
て
出
さ
ね
ぇ
よ
」
「
あ
の
人
、
す
わ
っ
ぴ
り
で
や
ん

だ
な
や
。
一
緒
に
食
い
さ
行
が
ん
ね
」
「
あ
の
人
ま
で
か
す
だ
お
ん
ね
。
す
ん

し
ょ
残
す
べ
お
ん
」
）
や
、
【
た
く
さ
ん
】
と
訳
さ
れ
る
「
う
ん
と
」
「
こ
で

っ
ち
り
」
「
ふ
だ
」
の
違
い
（
「
い
や
ぁ
、
こ
の
お
土
産
、
こ
だ
に
う
ん
と
も

ら
っ
て
い
い
の
す
か
」
「
腹
減
ん
ね
よ
う
に
や
、
こ
で
っ
ち
り
ご
飯
分
け
で
や

っ
か
ら
な
」
「
あ
そ
こ
の
家
は
何
で
も
ふ
だ
ふ
だ
あ
る
ん
だ
な
や
」
）
に
つ
い

て
考
え
る
手
が
か
り
が
読
み
手
や
聞
き
手
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

だ
が
、
細
か
く
見
て
い
く
と
、
意
味
分
類
の
項
目
の
設
定
や
分
類
基
準
に
い

く
つ
か
問
題
が
あ
る
。「
感
情
・
評
価
」
と
「
心
情
・
思
考
に
関
わ
る
行
為
・

活
動
」
の
差
異
化
を
は
じ
め
、「
対
象
に
働
き
か
け
る
行
為
・
活
動
」「
身
体
の

動
き
・
変
化
」
に
他
の
語
彙
と
の
共
通
項
が
見
出
し
に
く
い
語
彙
が
集
中
し
て

分
類
さ
れ
る
な
ど
改
善
す
べ
き
点
は
多
い
。
こ
れ
は
、
研
究
者
で
あ
る
筆
者
の

責
任
に
帰
す
も
の
で
あ
り
、
今
回
の
課
題
で
あ
る
。 

と
は
い
え
、
こ
う
し
た
問
題
を
は
る
か
に
上
回
る
く
ら
い
「
方
言
を
語
り
残

そ
う
会
」
が
作
成
し
た
使
用
例
と
そ
の
声
に
は
、
読
み
手
と
聞
き
手
を
引
き
付

け
る
力
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
方
言
が
生
活
に
裏
う
ち
さ
れ
た
言
葉
で
あ
り
、
地

域
の
歴
史
を
物
語
る
生
き
証
人
で
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、【
漬
物
】

を
意
味
す
る
「
お
ご
ご
」
や
【
大
根
漬
け
】
を
意
味
す
る
「
で
ぇ
ご
ん
づ
け
」

の
使
用
例
に
は
、
ど
ち
ら
も
「
お
茶
を
飲
む
」
と
い
う
行
為
が
出
て
く
る
。 
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●
お
茶
飲
み
は
、
お
ご
ご
さ
限
る
な
。 

 

●
さ
あ
、
で
ぇ
ご
ん
づ
け
で
お
茶
っ
こ
飲
ま
い
ん
。 

  

こ
れ
は
、
漬
物
を
お
茶
請
け
に
す
る
東
北
の
生
活
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
限
ら
ず
、
誰
か
と
「
お
茶
を
飲
む
」、
つ
ま
り
「
お
茶
を
飲
み
な
が
ら

語
ら
い
合
う
」
と
い
う
場
面
を
切
り
取
っ
た
使
用
例
は
実
に
多
い
。
気
心
の
知

れ
た
者
同
士
の
さ
さ
や
か
な
日
常
の
風
景
が
垣
間
見
え
る
よ
う
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
使
用
例
を
通
し
て
見
え
て
く
る
風
景
の
中
に
は
、
か
つ
て
の
懐
か
し

い
生
活
も
あ
る
。【
木
片
】
を
意
味
す
る
「
き
っ
こ
ば
ず
」（
き
っ
こ
ぱ
ず
集
め

て
こ
い
。
風
呂
焚
き
に
使
う
が
ら
）
や
【
藁
で
作
っ
た
た
わ
し
】
を
意
味
す
る

「
も
だ
ら
」（
鍋
釜
洗
う
と
き
、
も
だ
ら
で
ご
す
ご
す
洗
っ
た
も
ん
だ
）
は
、

現
代
の
生
活
で
は
縁
遠
く
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

生
活
の
風
景
か
ら
失
わ
れ
た
の
は
、
こ
う
し
た
日
用
品
だ
け
で
は
な
い
。
た

と
え
ば
、「
忙
す
ぃ
か
ら
、
赤
ん
坊
を
柱
さ
ゆ
つ
け
て
お
け
」
の
「
ゆ
つ
け
る
」

は
、【
結
い
つ
け
る
】
と
い
う
意
味
だ
が
、
赤
ん
坊
に
対
し
て
こ
の
よ
う
な
行

動
を
と
る
の
は
現
代
で
は
あ
り
え
な
い
。
ま
た
、【
下
座
】
を
意
味
す
る
「
き

ず
り
」
の
使
用
例
は
「
き
ず
り
さ
座
ん
の
は
、
嫁
ご
の
あ
ん
だ
だ
」「
母
ち
ゃ

ん
の
席
、
き
ず
り
だ
っ
て
昔
教
え
て
も
ら
っ
た
っ
け
な
」
の
二
例
だ
が
、
こ
う

し
た
生
活
の
文
化
は
現
代
の
生
活
か
ら
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。 

 

そ
し
て
、
現
代
の
生
活
で
は
使
わ
な
く
な
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
差
別
語
に
あ
た

る
言
葉
も
方
言
に
は
少
な
く
な
い
。こ
こ
に
掲
載
す
る
か
ど
う
か
迷
っ
た
の
は

事
実
で
あ
る
が
、
方
言
が
か
つ
て
あ
っ
た
生
活
の
記
憶
を
語
り
継
ぐ
言
葉
で
あ

る
以
上
、
掲
載
す
る
こ
と
に
は
意
味
が
あ
る
と
最
終
的
に
判
断
し
た
。 

 

さ
て
、
『
声
で
残
す
名
取
の
な
つ
か
す
ぃ
方
言
集
』
の
使
用
例
に
生
身
の

声
を
吹
き
込
ん
だ
の
は
、
「
方
言
を
語
り
残
そ
う
会
」
の
中
の
八
名
の
会
員

（
女
性
六
名
、
男
性
二
名
。
六
〇
代
か
ら
九
〇
代
）
で
あ
る
。
宮
城
県
出
身

者
六
名
、
岩
手
県
出
身
者
一
名
、
奈
良
県
出
身
者
一
名
だ
が
、
宮
城
県
外
出

身
者
も
名
取
市
で
の
在
住
歴
は
四
十
年
以
上
で
あ
る
。
こ
う
し
た
地
域
差
と

年
齢
差
が
あ
る
た
め
か
、
あ
る
い
は
録
音
と
い
う
緊
張
を
強
い
る
状
況
で
あ

っ
た
た
め
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
音
に
は
微
妙
な
違
い
が
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
東

北
方
言
の
伝
統
的
な
発
音
で
あ
る
語
中
語
尾
の
カ
・
タ
行
音
の
有
声
化
、
キ

の
口
蓋
化
、
連
母
音
の
融
合
、
そ
し
て
中
舌
母
音
な
ど
に
差
異
が
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
、
方
言
語
彙
お
よ
び
使
用
例
の
表
記
は
個
々
の
発
音
に
近
い
文
字

を
当
て
る
こ
と
に
し
、
統
一
し
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
、
共
通
語
の
「
し
」

に
あ
た
る
発
音
と
し
て
「
す
」
と
「
す
ぃ
」
が
あ
る
の
は
こ
れ
が
理
由
で
あ

る
。
表
題
の
「
な
つ
か
す
ぃ
」
も
、
会
員
た
ち
の
発
音
に
「
な
づ
が
す
い
」
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や
「
な
つ
か
し
い
」
な
ど
ば
ら
つ
き
が
あ
っ
た
た
め
、
会
員
た
ち
と
相
談
し

中
間
的
な
発
音
を
表
記
と
し
て
選
ん
だ
。 

 

ま
た
、
使
用
例
に
は
そ
れ
ぞ
れ
簡
単
な
共
通
語
の
説
明
を
付
し
て
い
る
。

共
通
語
に
置
き
換
え
ら
れ
な
い
語
彙
や
文
末
表
現
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
う
ま
く

表
せ
な
い
も
の
が
複
数
あ
る
た
め
、
逐
語
的
な
共
通
語
の
訳
に
な
っ
て
い
な

い
。
特
に
文
末
表
現
は
、
読
み
手
や
聞
き
手
の
判
断
を
仰
ぎ
た
い
。 

 

使
用
例
の
録
音
は
、
平
成
三
一
年
の
一
月
一
三
、
一
四
日
と
二
月
一
五
、
一

六
日
に
名
取
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
会
議
室
で
お
こ
な
っ
た
。セ
ン
タ

ー
の
職
員
を
は
じ
め
利
用
者
の
方
々
も
可
能
な
限
り
無
音
の
状
態
を
作
る
こ

と
に
協
力
く
だ
さ
っ
た
が
、
多
少
の
ノ
イ
ズ
が
朗
読
の
声
と
重
な
っ
て
し
ま
っ

た
使
用
例
が
い
く
つ
か
あ
る
。
こ
の
点
も
、
今
後
機
会
が
あ
れ
ば
改
善
し
た
い
。 

 

以
上
で
述
べ
た
よ
う
に
、『
声
で
残
す
名
取
の
な
つ
か
す
ぃ
方
言
集
』
で
は

録
音
、
使
用
例
、
意
味
分
類
な
ど
様
々
な
課
題
を
残
す
こ
と
と
な
っ
た
が
、
計

五
八
六
語
の
方
言
語
彙
と
そ
の
使
用
例
は
十
分
に
聞
き
ご
た
え
が
あ
る
。
東
日

本
大
震
災
の
あ
っ
た
年
に
発
行
さ
れ
た
方
言
集
『
お
は
よ
う
ご
ざ
り
す
』
の
さ

ら
な
る
活
用
を
目
指
し
て
検
討
作
業
を
続
け
た
「
方
言
を
語
り
残
そ
う
会
」
の

活
動
と
会
員
た
ち
の
「
声
」
は
、
被
災
地
の
方
言
の
活
性
化
に
確
か
な
足
跡
を

残
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
今
後
は
、『
声
で
残
す
名
取
の
な
つ
か
す
ぃ
方
言

集
』
が
新
た
な
き
っ
か
け
と
な
り
、
被
災
地
の
方
言
が
さ
ら
に
活
性
化
さ
れ
る

こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。 

 

な
お
、
CD
に
は
使
用
例
の
後
に
年
末
と
年
始
の
行
事
で
あ
る
「
お
っ
つ
め
」

と
「
ち
ゃ
せ
ご
」
に
つ
い
て
男
性
が
説
明
す
る
談
話
が
入
っ
て
い
る
。
活
き
活

き
と
し
た
語
り
口
で
、
年
中
行
事
を
語
る
声
に
も
耳
を
傾
け
て
も
ら
い
た
い
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

録
音
・
編
集
担
当 

 

櫛
引
祐
希
子 
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名
取
の
な
つ
か
す
ぃ
方
言 

  

１
．
獣
・
鳥
・
両
生
類
・
爬
虫
類
・
虫 

▼
【
赤
と
ん
ぼ
】
あ
け
あ
け
ず 

 

●
あ
け
あ
げ
ず
い
た
が
ら
、
と
っ
て
け
ろ
。
静
か
に
行
っ
て
羽
っ
こ
つ
か
め
。

（
赤
と
ん
ぼ
い
た
か
ら
、
と
っ
て
く
れ
。
静
か
に
行
っ
て
羽
を
つ
か
め
） 

 

▼
【
牛
】
べ
ご 

 

●
あ
そ
こ
の
べ
ご
、
仔
っ
こ
な
す
た
ん
だ
っ
て
な
や
。
（
あ
そ
こ
の
牛
、
仔

牛
を
産
ん
だ
ん
だ
っ
て
） 

 

▼
【
鱗
】
こ
げ
ら 

 

●
ち
ゃ
ん
と
こ
げ
ら
落
と
し
て
か
ら
切
る
ん
だ
ぞ
。
（
ち
ゃ
ん
と
鱗
を
落
と

し
て
か
ら
切
る
ん
だ
ぞ
） 

 

▼
【
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
】
げ
え
ろ
ご 

 

●
げ
え
ろ
ご
は
蛙
の
子
だ
っ
ち
ゃ
。（
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
は
、蛙
の
子
だ
よ
） 

 

▼
【
蚕
】
お
ご
さ
ま 

 

●
お
ご
さ
ま
が
桑
の
葉
食
っ
て
る
音
は
、
雨
ふ
っ
て
る
み
で
な
音
だ
な
や
。

（
蚕
が
桑
の
葉
を
食
べ
て
い
る
音
は
、
雨
が
降
っ
て
い
る
み
た
い
な
音

だ
な
） 

 

▼
【
蛙
】
び
っ
ち 

※
「
び
っ
き
」
と
も
言
う
。 

●
び
っ
ち
の
声
、
う
る
せ
ご
だ
。
（
蛙
の
声
、
う
る
さ
い
こ
と
だ
） 

 

▼
【
蛙
（
ひ
き
蛙
）】
ふ
ぐ
だ
び
っ
ち 

 

●
ふ
ぐ
だ
び
っ
ち
、
お
っ
き
ぃ
が
ら
お
っ
か
ね
ど
。
（
ひ
き
蛙
は
大
き
い
か

ら
、
怖
い
） 

 

▼
【
シ
マ
ヘ
ビ
】
す
ず
な
め 

 

●
す
ず
な
め
だ
、
危
ね
ぇ
が
ら
、
逃
げ
ろ
。
（
し
ま
へ
び
だ
、
危
な
い
か

ら
逃
げ
ろ
） 

●
そ
い
づ
、
す
ず
な
め
だ
か
ら
、
大
丈
夫
だ
べ
。
（
そ
れ
、
し
ま
へ
び
だ
か 

ら
、
大
丈
夫
だ
ろ
う
） 
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▼
【
タ
ニ
シ
】
つ
ぶ 

●
田
ん
ぼ
の
中
さ
つ
ぶ
、
い
っ
ぺ
ぇ
だ
。
（
田
ん
ぼ
の
中
に
た
に
し
が
い 

っ
ぱ
い
だ
） 

●
つ
ぶ
、
そ
ん
な
に
と
っ
て
、
な
に
す
ん
の
。
（
た
に
し
、
そ
ん
な
に
獲
っ 

て
、
ど
う
す
る
の
） 

 

▼
【
ト
カ
ゲ
】
か
な
げ
っ
ち
ょ 

 

●
庭
さ
か
な
げ
っ
ち
ょ
い
っ
ぺ
い
る
ん
だ
よ
。
（
庭
に
ト
カ
ゲ
が
た
く
さ
ん

い
る
よ
） 

 

▼
【
鳥
の
フ
ン
】
け
し 

※
「
け
す
」
と
も
言
う
。 

 

●
洗
濯
物
さ
、
け
し
、
か
が
ん
ね
ぇ
よ
う
に
気
を
つ
け
さ
い
ん
。（
洗
濯
物 

に
鳥
の
フ
ン
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
な
さ
い
） 

 

▼
【
ト
ン
ビ
】
と
お
ひ 

 

●
と
お
ひ
が
輪
を
か
い
で
飛
ん
で
い
だ
っ
け
よ
。
（
ト
ン
ビ
が
輪
を
描
い
て

飛
ん
で
行
っ
た
よ
） 

 

▼
【
野
良
犬
】
の
っ
つ
ぉ
い
ぬ 

 

●
の
っ
つ
ぉ
い
ぬ
だ
か
ら
、
ぼ
っ
て
や
れ
。
（
野
良
犬
だ
か
ら
、
追
い
払 

っ
て
や
れ
） 

 

▼
【
蜂
】
す
が
り 

 

●
す
が
り
い
っ
か
ら
、気
を
つ
け
ろ
よ
。（
蜂
が
い
る
か
ら
気
を
つ
け
ろ
よ
） 

 

▼
【
ま
む
し
】
く
っ
さ
び 

 

●
く
っ
さ
び
、
毒
も
っ
て
か
ら
か
ま
れ
ね
ぇ
よ
に
気
を
つ
け
ろ
よ
。
（
マ
ム

シ
は
毒
を
持
っ
て
る
か
ら
噛
ま
れ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ろ
） 
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２
．
草
・
木
・
野
菜 

▼
【
オ
オ
バ
コ
】
げ
ろ
っ
ぱ 

 

●
昔
な
ぁ
、
げ
ろ
っ
ぱ
も
食
っ
た
も
ん
だ
。
（
昔
は
な
、
オ
オ
バ
コ
も
食
べ

た
も
ん
だ
） 

 

▼
【
ゴ
ボ
ウ
】
ご
ん
ぼ 

 

●
ご
ん
ぼ
煎
り
、
作
っ
た
が
ら
。（
ゴ
ボ
ウ
の
煎
り
も
の
、
作
っ
た
か
ら
） 

 

▼
【
笹
竹
の
切
り
株
】
か
っ
ぱ 

 

●
藪
越
え
へ
出
っ
と
、か
っ
ぱ
さ
す
が
ら
気
つ
け
ろ
。（
藪
越
え
に
出
る
と
、 

笹
竹
の
切
り
株
が
刺
す
か
ら
気
を
つ
け
ろ
） 

 

▼
【
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
】
に
ど
ま
め 

 

●
そ
ろ
そ
ろ
、
に
ど
ま
め
撒
く
時
期
だ
ぞ
。（
そ
ろ
そ
ろ
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
を

撒
く
時
期
だ
ぞ
） 

 

▼
【
サ
ル
ス
ベ
リ
（
百
日
紅
）
】
さ
ぐ
ず
こ 

 

●
今
年
も
さ
ぐ
ず
こ
、
い
っ
ぺ
咲
い
だ
ね
。
美
す
ぃ
ご
だ
。
（
今
年
も
サ
ル

ス
ベ
リ
、
い
っ
ぱ
い
咲
い
た
ね
。
美
し
い
こ
と
だ
） 

 

▼
【
じ
ゃ
が
芋
】
に
ど
い
も 

 

●
そ
ろ
そ
ろ
、
に
ど
い
も
植
え
っ
か
ら
用
意
す
ろ
わ
。
（
そ
ろ
そ
ろ
じ
ゃ
が 

芋
を
植
え
る
か
ら
用
意
し
ろ
） 

 

▼
【
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
】
と
う
み
ぎ 

 

●
と
う
み
ぎ
茹
で
だ
か
ら
、
食
べ
さ
い
ん
。
（
と
う
も
ろ
こ
し
を
茹
で
た
か

ら
、
食
べ
な
さ
い
） 

 

▼
【
葱
】
ね
ぷ
か 

※
「
ね
ぶ
か
」
と
も
言
う
。 

 

●
ね
ぷ
か
の
根
っ
こ
の
泥
、
落
ど
し
て
か
ら
持
っ
て
こ
い
。
（
葱
の
根
元

に
あ
る
泥
を
落
と
し
て
か
ら
持
っ
て
来
い
） 

●
ま
だ
、
ね
ぶ
か
汁
が
。
他
に
ね
ぇ
の
が
や
。
（
ま
た
葱
の
味
噌
汁
か
、 

他
に
な
い
の
か
ね
） 

 

▼
【
山
芋
・
長
芋
の
一
種
】
ら
ぐ
だ
い
も 

 

●
ら
ぐ
だ
い
も
、
す
り
お
ろ
し
て
ご
飯
食
う
ど
、
ん
め
ぇ
ん
だ
。
（
山
芋

を
擦
り
お
ろ
し
て
ご
飯
を
食
べ
る
と
、
お
い
し
い
ぞ
） 
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▼
【
ヨ
モ
ギ
】
も
づ
く
さ 

 
●
草
餅
作
っ
か
ら
、
も
づ
く
さ
摘
ん
で
こ
う
。
（
草
餅
を
作
る
か
ら
、
ヨ
モ 

ギ
を
摘
ん
で
来
い
） 

                

３
．
自
然
現
象
・
自
然
物
・
天
候
・
地
形 

▼
【
雨
】
お
し
め
り 

●
天
気
が
続
い
で
野
菜
だ
め
に
な
る
。
少
し
お
し
め
り
あ
っ
と
い
い
ん
だ

が
な
や
。
（
天
気
が
続
い
て
野
菜
が
だ
め
に
な
る
。
少
し
雨
が
降
る
と
い

い
ん
だ
が
） 

 
 
 
 
 
 
 

 

●
日
照
り
続
い
だ
が
ら
、
良
い
お
し
め
り
だ
。
（
左
が
続
い
た
か
ら
、
良
い

雨
だ
） 

 

▼
【
稲
妻
】
お
ひ
か
り 

 

●
お
ひ
か
り
鳴
っ
た
が
ら
、
臍
か
く
せ
。
（
稲
妻
が
鳴
っ
た
か
ら
、
臍 

を
隠
せ
） 

 ▼
【
雷
】
お
れ
さ
ま 

※
「
お
れ
ぇ
さ
ん
」
と
も
言
う
。 

 

●
お
れ
さ
ま
鳴
っ
た
が
ら
、
雨
降
る
ぞ
。
（
雷
が
鳴
っ
た
か
ら
、
雨
が
降
る

よ
） 

●
お
れ
さ
ま
鳴
っ
た
ら
、
へ
そ
と
ら
れ
っ
か
ら
、
早
ぐ
隠
せ
。
（
雷
が
鳴
っ

た
ら
、
雷
様
に
臍
を
取
ら
れ
る
か
ら
早
く
隠
せ
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

▼
【
崖
】
が
ん
け 
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●
が
ん
け
か
ら
転
げ
で
怪
我
し
た
ん
だ
ど
。
（
崖
か
ら
転
げ
て
怪
我
を
し
た 

の
だ
と
） 

 

▼
【
凍
る
】
す
ぃ
み
る 

 

●
い
や
ぁ
、
夕
べ
の
寒
さ
で
、
よ
う
大
根
よ
ぐ
す
み
だ
な
ん
や
。
（
夕
べ
の 

寒
さ
で
大
根
が
よ
く
凍
っ
た
） 

 

●
今
朝
、
寒
い
が
ら
洗
濯
物
干
し
た
っ
け
ば
、
い
や
ぁ
先
か
ら
す
み
で
ん
の

わ
。
（
今
朝
は
寒
い
か
ら
洗
濯
物
を
干
し
た
ら
、
先
か
ら
凍
っ
て
い
る
ん

だ
） 

 
 

 

▼
【
地
面
の
凍
結
】
た
っ
ぺ 

 

●
そ
ご
ら
た
っ
ぺ
に
な
っ
て
っ
か
ら
、
気
つ
け
て
帰
ら
い
ん
よ
。
（
そ
の
あ

た
り
の
地
面
が
凍
結
し
て
る
か
ら
、
気
を
つ
け
て
帰
り
な
さ
い
よ
） 

 

▼
【
水
面
に
立
つ
波
】
な
ぐ
ら 

 

●
大
ぎ
い
船
来
た
が
ら
、
な
ぐ
ら
立
っ
た
。
（
大
き
い
船
が
来
た
か
ら
水
面 

に
波
が
立
っ
た
） 

 

▼
【
太
陽
】
お
で
ん
と
さ
ん 

 
 

●
お
で
ん
と
さ
ん
出
て
来
た
か
ら
洗
濯
物
ほ
し
て
て
け
ろ
。
（
太
陽
が
出

て
来
た
か
ら
洗
濯
物
ほ
し
て
く
れ
） 

 

▼
【
氷
柱
】
た
ろ
ひ 

 

●
「
今
年
の
た
ろ
ひ
、
ち
ゃ
っ
こ
い
な
」
「
あ
っ
た
け
が
ら
だ
っ
ち
ゃ
」 

（
「
今
年
の
氷
柱
、
小
さ
い
な
」
「
温
か
い
か
ら
だ
よ
ね
」
） 

 
 ▼

【
泥
】
で
ろ 

 

●
あ
ら
、
顔
さ
で
ろ
付
い
で
す
と
。
（
あ
ら
、
顔
に
泥
が
つ
い
て
る
よ
） 

●
で
ろ
落
ど
し
て
が
ら
、
家
さ
あ
が
れ
よ
。
（
泥
を
落
と
し
て
か
ら
家
に
入 

あ
が
れ
） 

 

▼
【
泥
（
裾
に
は
ね
た
も
の
）
】
す
っ
ぱ
ね 

 

●
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て
走
っ
て
来
た
車
に
、
す
っ
ぱ
ね
か
け
ら
っ
た
ん
だ
。

（
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て
走
っ
て
来
た
車
に
泥
を
裾
に
は
ね
ら
れ
た
） 

 
▼
【
ぬ
か
る
み
】
げ
い
ご 

 

●
ま
に
わ
さ
撒
い
た
水
で
わ
ら
す
だ
づ
遊
ん
だ
が
ら
、
げ
い
ご
に
な
っ
た
わ
。 
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（
前
庭
に
撒
い
た
水
で
子
ど
も
た
ち
が
遊
ん
だ
か
ら
、
ぬ
か
る
み
に
な
っ 

た
よ
） 

 

▼
【
灰
】
あ
ぐ 

●
お
線
香
の
あ
ぐ
、
落
ど
す
な
よ
。
（
お
線
香
の
灰
、
落
と
す
な
よ
） 

 

 

▼
【
山
の
ふ
も
と
】
や
ま
ね 

 

●
お
ら
い
の
家
、や
ま
ね
な
ん
だ
。（
私
の
家
は
山
の
ふ
も
と
に
あ
る
ん
だ
） 

 

        

  

４
．
身
体
部
位 

▼
【
顎
】
お
ど
げ 

 

●
お
ど
げ
ぶ
っ
つ
け
だ
。
（
顎
を
ぶ
つ
け
た
） 

●
お
ど
け
さ
ご
飯
、
つ
い
て
っ
と
。
（
顎
に
ご
飯
粒
つ
い
て
る
よ
） 

 

▼
【
腕
】
け
え
な 

●
あ
ん
だ
の
け
え
な
、
ふ
っ
と
い
ご
だ
。
（
あ
な
た
の
腕
は
、
太
い
こ
と

だ
） 

 

●
や
ぁ
、
久
し
ぶ
り
の
畑
仕
事
で
け
え
な
痛
く
な
っ
た
。
（
や
ぁ
、
久
し 

ぶ
り
の
畑
仕
事
で
腕
が
痛
く
な
っ
た
） 

 

 

●
五
十
肩
で
け
え
な
痛
く
て
寝
て
も
い
ら
ん
ね
ぇ
。
（
五
十
肩
で
腕
が
痛
く

て
寝
て
い
ら
れ
な
い
） 

 

▼
【
お
か
っ
ぱ
】
ざ
ん
ぎ
り 

 

●
ざ
ん
ぎ
り
頭
よ
く
似
合
っ
て
っ
ご
だ
。
（
お
か
っ
ぱ
、
よ
く
似
合
っ
て
る

こ
と
だ
） 

 
▼
【
踵
】
あ
ぐ
ど 

 

●
あ
そ
ご
の
わ
ら
す
こ
、
遊
ん
で
い
で
あ
く
ど
怪
我
す
た
ん
だ
ど
や
。
気
つ
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け
ろ
よ
。
（
あ
そ
こ
の
子
ど
も
、
遊
ん
で
い
て
踵
を
怪
我
し
た
ん
だ
そ
う

だ
。
気
を
つ
け
ろ
よ
） 

 

▼
【
首
】
く
ぴ
た 

●
寝
違
て
、
く
ぴ
た
痛
ぇ
ご
だ
な
。
（
寝
違
え
て
首
が
痛
い
な
） 

●
寒
い
が
ら
、
く
ぴ
た
襟
巻
す
た
ら
温
け
ぇ
な
。
（
寒
い
か
ら
首
に
マ
フ
ラ

ー
を
巻
く
と
温
か
い
な
） 

 

▼
【
声
】
つ
ぼ
っ
け 

 

●
な
ん
だ
や
、
も
う
少
し
、
静
か
に
や
。
つ
ぼ
っ
け
、
高
い
ご
だ
。
（
も
う

少
し
静
か
に
。
声
が
高
い
な
） 

 

▼
【
乳
】
つ
こ 

 

●
お
ぼ
こ
さ
つ
こ
飲
ま
し
ぇ
っ
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
ろ
や
。
（
赤
ん
坊

に
乳
を
の
ま
せ
る
か
ら
、
ち
ょ
っ
ろ
待
っ
て
て
） 

 

▼
【
唾
】
た
ん
ぺ 

 

●
そ
ん
な
所
さ
た
ん
ぱ
す
て
だ
め
だ
ど
。
（
そ
ん
な
所
に
唾
を
履
い
た
ら
だ

め
だ
） 

 

▼
【
つ
む
じ
】
ま
ぐ
め 

●
珍
す
ぃ
ご
だ
。
ま
ぐ
め
二
つ
あ
る
ん
だ
ど
。
（
珍
し
い
な
。
つ
む
じ
が
二 

つ
あ
る
ん
だ
そ
う
だ
） 

●
ま
ぐ
め
、
ふ
た
っ
つ
も
あ
る
人
は
気
ぃ
強
い
人
だ
ど
や
。
（
つ
む
じ
が
二 

つ
あ
る
人
は
、
気
が
強
い
人
だ
そ
う
だ
） 

 

●
あ
の
人
の
ま
ぐ
め
、
反
対
だ
な
。
（
あ
の
人
の
つ
む
じ
は
、
反
対
巻

だ
） 

 

▼
【
喉
元
】
の
ど
べ 

 

●
の
ど
べ
さ
、
餅
ひ
っ
か
け
す
な
よ
。
（
喉
に
餅
を
ひ
っ
か
け
る
な
よ
） 

 

▼
【
禿
】
す
ら
っ
ぱ
げ 

 

●
ず
ら
っ
ぱ
げ
だ
が
ら
、か
づ
ら
か
ぶ
っ
て
る
っ
て
。（
禿
げ
て
い
る
か
ら
、

か
つ
ら
を
か
ぶ
っ
て
い
る
っ
て
） 

 

▼
【
額
】
な
ず
じ 

 
●
熱
っ
こ
あ
っ
て
ぇ
。
な
ず
じ
ば
氷
で
冷
や
さ
い
ん
。
（
熱
が
あ
っ
て
。
額

を
氷
で
冷
や
し
な
さ
い
） 
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▼
【
額
】
ひ
て
こ
び 

 

●
い
や
ぁ
、
あ
ん
た
の
ひ
て
こ
び
広
い
ね
。
（
あ
ん
た
の
額
、
広
い
ね
） 

 

▼
【
太
も
も
】
も
も
た 

 

●
や
ぁ
、
歩
き
す
ぎ
て
も
も
た
痛
ぇ
わ
な
。
（
歩
き
す
ぎ
て
太
も
も
が
痛 

い
な
） 

 

 

●
い
や
ぁ
、
も
も
た
は
っ
て
痛
ぇ
ご
だ
な
。
（
太
も
も
が
は
っ
て
痛
い
な
） 

 

▼
【
頬
】
ほ
っ
た
ぶ 

 

●
あ
い
や
、
あ
の
わ
ら
す
こ
、
ほ
っ
た
ぶ
赤
い
ご
だ
、
寒
い
の
が
や
。

（
あ
の
子
ど
も
、
頬
が
赤
い
な
、
寒
い
の
か
な
） 

●
ほ
っ
た
ぶ
さ
霜
焼
け
で
ぎ
で
、
か
ゆ
い
っ
ち
ゃ
な
や
。
（
頬
に
霜
焼
け
が

で
き
て
、
か
ゆ
い
な
） 

 

▼
【
ぼ
ん
の
く
ぼ
】
ぶ
ん
の
ぐ
ど 

 

●
ず
っ
と
下
向
い
で
仕
事
す
っ
た
か
ら
、
ぶ
ん
の
ぐ
ど
、
痛
ぇ
ご
だ
。
（
ず

っ
と
下
向
い
て
仕
事
し
た
か
ら
、
ぼ
ん
の
く
ぼ
が
痛
い
） 

 

▼
【
眉
毛
】
こ
の
げ 

 

●
焚
火
し
っ
た
ら
や
、
こ
の
げ
燃
え
て
し
ま
っ
た
や
。
（
焚
火
し
た
ら
、
眉

毛
が
燃
え
て
し
ま
っ
た
） 

 

▼
【
胸
】
む
な
め 

 

●
め
ぐ
せ
が
ら
、
む
な
め
は
だ
け
で
歩
ぐ
な
よ
。
（
見
苦
し
い
か
ら
、
胸
を

は
だ
け
て
歩
く
な
よ
） 

 

▼
【
眼
】
ま
な
ぐ 

 

●
あ
い
や
、
ま
な
ぐ
さ
ゴ
ミ
が
入
っ
て
痛
ぇ
ご
だ
な
や
。
（
目
に
ゴ
ミ
が
入

っ
て
痛
い
な
） 
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５
．
体
調
・
病
気
・
疾
患
・
怪
我 

▼
【
痣
に
な
る
】
く
ろ
つ
よ
る 

 

●
膝
ぶ
つ
け
て
く
ろ
つ
よ
っ
た
ぁ
。
（
膝
を
ぶ
つ
け
て
痣
に
な
っ
た
） 

 

▼
【
い
が
ら
っ
ぽ
い
】
え
ご
い 

 

●
喉
、
え
ご
い
。
あ
ぐ
が
強
く
て
喉
え
ご
い
ご
だ
。（
喉
が
い
が
ら
っ
ぽ
い
、

あ
く
が
強
く
て
、
の
ど
が
い
が
ら
っ
ぽ
い
な
） 

 

▼
【
息
苦
し
い
こ
と
】
い
ぎ
っ
ぽ
（
で
） 

 

●
満
員
電
車
に
乗
っ
た
っ
け
、
い
ぎ
っ
ぽ
く
で
困
っ
て
し
ま
っ
た
。
（
満
員

電
車
に
乗
っ
た
ら
、
息
苦
し
く
て
困
っ
て
し
ま
っ
た
） 

 

▼
【
い
び
き
】
は
な
ぐ
ら 

 

●
は
な
ぐ
ら
か
い
で
寝
で
だ
。
（
い
び
き
を
か
い
て
寝
て
い
た
） 

 

▼
【
う
お
の
め
】
い
よ
の
め 

●
何
す
た
ん
だ
が
、
足
さ
い
よ
の
め
出
だ
ん
だ
や
。
（
何
し
た
ん
だ
か
、
足

に
う
お
の
め
が
で
き
た
） 

 

▼
【
音
の
な
い
屁
】
す
か
す
っ
ぺ 

 

●
誰
だ
、
す
か
す
っ
ぺ
し
た
の
。
臭
ぇ
ご
だ
。
（
誰
だ
、
音
の
な
い
屁
を
し

た
の
。
臭
い
な
） 

 

▼
【
か
じ
か
む
こ
と
】
か
ん
ず 

 

●
手
袋
し
ね
が
っ
た
か
ら
、
手
の
指
、
か
ん
ず
に
な
っ
た
わ
。
（
手
袋
を
し

な
が
っ
た
ら
、
手
の
指
が
か
じ
か
ん
だ
） 

 

▼
【
肩
が
張
る
】
け
ん
び
き
は
る 

 

●
右
肩
、
け
ん
び
き
は
っ
て
苦
す
ぃ
の
っ
し
ゃ
。
（
右
の
肩
が
張
っ
て
苦
し

い
） 

 

▼
【
吃
音
に
な
る
】
ま
ま
ず
ぐ 

●
緊
張
す
っ
と
、
ま
ま
ず
ぐ
ん
だ
よ
。
（
緊
張
す
る
と
、
吃
音
に
な
る
ん

だ
よ
） 

 

▼
【
ぎ
っ
く
り
腰
】
ぎ
っ
く
ら
こ
し 

 
●
い
や
ぁ
、
昨
日
重
て
物
た
ん
が
い
て
、
ぎ
っ
く
ら
ご
し
す
て
し
ま
っ
た
な

や
ぁ
。（
昨
日
重
た
い
物
を
運
ん
で
、
ぎ
っ
く
り
腰
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
） 
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▼
【
く
し
ゃ
み
】
あ
く
し
ょ
ん 

●
あ
ぁ
、
風
邪
ひ
い
で
す
ま
っ
た
。
あ
っ
く
し
ょ
ん
っ
て
鼻
水
た
れ
る
や
。 

（
風
邪
ひ
い
て
し
ま
っ
た
。
く
し
ゃ
み
し
て
鼻
水
が
た
れ
る
） 

●
な
ん
だ
べ
ぇ
、
こ
っ
つ
向
い
て
あ
く
し
ょ
ん
す
ん
な
よ
、
汚
た
ね
ご
だ
。

あ
っ
つ
向
い
て
す
ろ
。（
な
ん
だ
、
こ
っ
ち
向
い
て
く
し
ゃ
み
を
す
る
な
。

汚
い
な
。
あ
っ
ち
向
い
て
し
ろ
） 

 

▼
【
具
合
が
悪
い
】
あ
ん
べ
わ
れ
ぇ 

 

●
あ
ん
だ
、
そ
ん
な
に
あ
ん
べ
わ
れ
ぇ
ん
な
ら
、
医
者
さ
行
げ
。
（
そ
ん
な

に
具
合
が
悪
い
の
な
ら
、
医
者
に
行
け
） 

 

▼
【
下
痢
】
ざ
っ
ぴ
り 

●
食
あ
た
り
す
た
の
が
な
、
ざ
っ
ぴ
り
に
な
っ
た
。
（
食
あ
た
り
し
た
の
か

な
、
下
痢
に
な
っ
た
） 

 

▼
【
下
痢
】
は
ら
ぴ
り 

 

●
何
食
っ
た
ん
だ
や
、
お
ら
腹
痛
ぇ
ご
ど
。
は
ら
ぴ
り
に
な
っ
た
や
。
（
何

を
食
べ
た
ん
だ
か
、
腹
が
痛
い
。
下
痢
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
） 

 

▼
【
衰
弱
す
る
・
生
気
が
な
く
な
る
】
が
お
る 

 

●
水
や
ん
ね
が
ら
、
花
が
お
っ
て
す
ぃ
ま
っ
た
。
（
水
を
や
ら
な
い
か
ら
花

が
萎
れ
て
し
ま
っ
た
） 

●
身
体
弱
っ
て
す
ぃ
ま
っ
て
、
が
お
っ
た
や
。
（
体
力
が
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
て
、
肉
体
的
に
衰
弱
し
た
） 

 
 ▼

【
筋
を
違
え
る
】
ひ
っ
つ
げ
る 

 

●
夕
べ
ね
、
寝
で
て
、
首
っ
こ
ひ
っ
つ
げ
て
し
ま
っ
て
痛
ぇ
ご
だ
ね
。
（
夕 

べ
寝
て
い
て
、
首
の
筋
を
違
え
て
し
ま
っ
て
痛
い
こ
と
だ
） 

 

▼
【
卒
倒
す
る
】
ぶ
っ
け
る 

 

●
い
や
、お
ら
び
っ
く
り
す
た
や
。父
ち
ゃ
ん
、急
に
ぶ
っ
け
た
ん
だ
お
ん
。 

（
驚
い
た
よ
。
父
親
が
急
に
卒
倒
し
た
ん
だ
） 

 

▼
【
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
】
す
げ
ね
ぇ 

 

●
あ
ん
だ
、
す
げ
ね
ぇ
顔
し
て
何
す
た
の
。
風
邪
で
も
ひ
い
た
ん
で
ね
す
か
。

（
あ
な
た
、
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
顔
し
て
ど
う
し
た
の
。
風
邪
で
も
ひ
い

た
の
で
は
な
い
で
す
か
） 
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▼
【
大
便
】
え
ん
こ 

 

●
え
ん
こ
た
っ
て
来
っ
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
ろ
な
。（
大
便
を
し
て
（
垂

れ
て
）
く
る
か
ら
、
待
っ
て
て
） 

 

▼
【
体
力
が
な
い
】
が
せ
ね
ぇ 

 

●
い
や
ぁ
、
風
邪
ば
り
ひ
い
て
て
や
ぁ
、
が
せ
ね
ぇ
な
。
（
風
ば
か
り
ひ
い 

て
い
て
体
力
が
な
い
な
） 

 

▼
【
痰
】
た
ん
こ 

 

●
風
邪
ひ
い
て
、
た
ん
こ
出
て
止
ま
ん
ね
ぇ
や
。
（
風
邪
ひ
い
て
、
痰
が

止
ま
ら
な
い
） 

●
た
ん
こ
詰
ま
っ
と
苦
す
ぃ
ん
が
ら
、
す
っ
か
り
と
れ
よ
。
（
痰
が
詰
ま
る

と
苦
し
い
か
ら
、
し
っ
か
り
取
れ
よ
） 

 

▼
【
疲
れ
た
】
こ
え
ぇ 

 

●
働
き
す
ぎ
で
、
こ
ぇ
ご
だ
な
。
（
働
き
す
ぎ
て
疲
れ
た
） 

 

▼
【
鳥
肌
】
さ
ら
さ
ら
い
ぼ 

 

●
う
ぅ
、
お
っ
か
ね
ぐ
で
、
さ
ら
さ
ら
い
ぼ
出
だ
。
（
怖
く
て
鳥
肌
が
出

た
） 

●
あ
ぁ
、
寒
ぐ
で
寒
ぐ
で
、
さ
ら
さ
ら
い
ぼ
だ
。（
寒
く
て
寒
く
て
鳥
肌
だ
） 

 

▼
【
難
儀
す
る
】
う
ざ
ね
は
く 

●
こ
こ
ま
で
う
ざ
ね
は
い
で
登
っ
て
き
た
。（
こ
こ
ま
で
難
儀
し
て
登
っ
て 

き
た
） 

●
こ
の
仕
事
面
倒
く
さ
く
て
、
う
ざ
ね
は
く
な
や
。
（
こ
の
仕
事
は
面
倒
で

難
儀
し
た
） 

 

▼
【
寝
小
便
】
よ
ず
ば
り 

※
「
よ
ず
は
れ
」
と
も
言
う
。 

 

●
雨
だ
で
ば
、
よ
ず
ば
り
た
れ
で
、
布
団
、
干
せ
ね
べ
っ
ち
ゃ
。
（
雨
が
降 

っ
て
い
て
、
寝
小
便
で
濡
れ
た
布
団
が
干
せ
な
い
） 

 

▼
【
喉
に
食
べ
物
が
つ
か
え
る
こ
と
】
の
ど
っ
ぱ
み 

 

●
危
ね
ぇ
が
ら
、
の
ど
っ
ぱ
み
す
ね
ぇ
よ
う
に
食
え
よ
。
（
危
な
い
か
ら
、 

喉
に
つ
か
え
な
い
よ
う
に
食
べ
ろ
よ
） 

 

▼
【
喉
に
ひ
っ
か
け
る
】
の
ざ
く 
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●
餅
食
う
時
、
の
ざ
く
な
よ
。
気
つ
け
て
食
え
よ
。
（
餅
を
食
べ
る
時
は
喉

に
ひ
っ
か
け
る
な
よ
。
気
を
つ
け
て
食
べ
ろ
よ
） 

 

▼
【
（
ど
ろ
っ
と
し
た
）
鼻
水
・
青
っ
鼻
】
ね
ぎ
り
っ
ぱ
な 

 

●
い
や
、
め
ず
ら
す
ぃ
こ
だ
。
見
ろ
ず
、
あ
の
や
ろ
こ
、
ね
ぎ
り
っ
ぱ
な
、

垂
ら
し
て
っ
ち
ゃ
。
（
珍
し
い
な
。
あ
の
男
の
子
、
青
っ
鼻
を
垂
ら
し
て

る
ぞ
） 

 

▼
【
（
大
量
の
）
鼻
水
】
ぼ
っ
ぱ
な 

 

●
風
邪
ひ
い
だ
の
が
や
、
ぼ
っ
ぱ
な
流
す
て
。
（
風
邪
を
引
い
た
の
か
、
大

量
の
鼻
水
を
流
し
て
） 

 

▼
【
歯
の
一
部
が
な
い
こ
と
】
は
っ
か
げ 

 

●
お
ら
い
の
ず
い
さ
ん
、
は
っ
か
げ
な
の
に
何
で
も
食
う
ん
だ
よ
。
（
私
の

家
の
祖
父
は
、
歯
の
一
部
が
な
い
の
に
何
で
も
食
べ
る
ん
だ
よ
） 

 

▼
【
骨
身
に
こ
た
え
る
こ
と
】
ぎ
ぐ
ず
ぐ 

 

●
少
し
動
い
た
ば
り
で
も
、
体
の
あ
ち
こ
ち
ぎ
ぐ
ず
ぐ
す
る
。
（
少
し
動
い

た
だ
け
で
も
、
体
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
骨
身
に
こ
た
え
る
よ
） 

 

▼
【
満
腹
】
く
っ
つ
ぃ 

 

●
い
っ
ぺ
食
っ
て
、
腹
く
っ
つ
ぐ
な
っ
た
。
（
た
く
さ
ん
食
べ
て
、
満
腹
に

な
っ
た
） 

 

▼
【
む
か
む
か
し
て
気
持
ち
が
悪
い
】
む
す
ず
は
し
る 

 

●
食
い
過
ぎ
だ
か
し
て
、
む
す
ず
は
し
る
。
（
食
べ
過
ぎ
た
の
か
、
む
か
む

か
し
て
気
持
ち
が
悪
い
） 

 

▼
【
目
の
病
気
】
め
っ
ち
ゃ 

 

●
何
す
て
ほ
だ
に
め
っ
ち
ゃ
悪
く
な
っ
た
の
。
（
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
目

が
悪
く
な
っ
た
の
） 

 

●
め
っ
ち
ゃ
で
テ
レ
ビ
見
ら
ん
ね
ぇ
な
や
。（
目
の
病
気
で
テ
レ
ビ
を
見
る

こ
と
が
で
き
な
い
） 

 

▼
【
目
や
に
】
め
ほ 

※
「
め
っ
ち
ゃ
」
と
も
言
う
。 

●
顔
洗
っ
た
の
が
、
め
ほ
付
け
で
よ
。
（
顔
を
洗
っ
た
の
か
。
目
や
に
を
付

け
て
） 
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●
い
や
ぁ
、
目
、
悪
い
の
が
。
め
ほ
出
し
て
。
（
ど
う
し
た
、
目
が
悪
い

の
か
。
目
や
を
出
し
て
） 

 

▼
【
麦
粒
腫
（
も
の
も
ら
い
）
】
ば
か 

 

●
な
ん
だ
か
い
ず
い
と
思
っ
た
け
ば
や
、
目
さ
ば
か
出
て
た
ん
だ
っ
ち
ゃ
。 

 

（
な
ん
だ
か
違
和
感
が
あ
る
と
思
っ
た
ら
、
目
に
物
も
ら
い
が
出
て
た
ん 

だ
） 

 

▼
【
や
け
ど
】
や
げ
ぽ
っ
ぽ 

 

●
天
ぷ
ら
揚
げ
で
で
、
や
げ
ぽ
っ
ぽ
な
っ
た
。
（
天
ぷ
ら
を
揚
げ
て
い

て
、
や
け
ど
し
て
し
ま
っ
た
） 

 

 
 

▼
【
用
便
を
漏
ら
す
】
む
ぐ
す 

 

●
む
ぐ
す
て
洗
う
の
、
大
変
だ
で
ば
。
（
用
便
を
漏
ら
し
た
も
の
を
洗
う
の 

は
、
大
変
だ
） 

 

▼
【
指
の
さ
さ
く
れ
】
さ
が
さ
づ
め 

 

●
ま
だ
引
っ
か
か
っ
た
わ
よ
、
こ
こ
や
。
さ
か
さ
づ
め
痛
ぇ
ご
だ
。
（
ま

た
引
っ
か
か
っ
た
よ
、
こ
こ
。
指
の
さ
さ
く
れ
は
、
痛
い
こ
と
だ
） 

 

▼
【
リ
ン
パ
腺
の
腫
れ
】
い
の
こ 

 

●
股
さ
い
の
こ
出
て
、
い
ず
い
な
や
。
（
股
の
部
分
に
リ
ン
パ
腺
の
腫
れ
も

の
が
で
き
て
違
和
感
が
あ
る
な
） 
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６
．
衣
類
・
装
身
具
・
履
物 

▼
【
着
る
も
の
】
い
し
ょ 

 

●
早
ぐ
い
し
ょ
着
ろ
。
（
早
く
着
な
さ
い
） 

 

▼
【
子
ど
も
用
の
草
履
】
じ
ょ
じ
ょ 

 

●
じ
ょ
じ
ょ
履
い
で
庭
に
出
て
遊
ぶ
か
ら
。
（
草
履
を
履
い
て
庭
に
出
て
遊

ぶ
か
ら
） 

 

▼
【
子
ど
も
を
背
負
う
時
に
着
る
着
物
】
ね
ん
ね
こ 

 

●
寒
い
が
ら
、
ね
ん
ね
こ
着
て
お
べ
。
（
寒
い
か
ら
ね
ん
ね
こ
を
着
て
背
負

え
） 

 

▼
【
地
下
足
袋
】
は
だ
し
た
び 

 

●
魚
の
行
商
の
と
き
は
、
は
だ
し
た
び
、
楽
だ
な
。
（
魚
の
行
商
を
す
る

時
は
、
地
下
足
袋
が
楽
だ
な
） 

 

▼
【
女
性
用
の
防
寒
具
・
角
巻
】
か
ぐ
ま
ぎ 

 

●
今
か
く
ま
ぎ
持
っ
て
い
る
人
、
い
ね
べ
お
ん
な
。
風
ふ
く
時
、
か
ぐ
ま
き

着
っ
と
あ
っ
た
げ
ぇ
ん
だ
よ
。
（
今
、
角
巻
持
っ
て
い
る
人
、
い
な
い
だ

ろ
う
ね
。
風
が
吹
く
時
、
角
巻
を
身
に
着
け
る
と
温
か
い
ん
だ
よ
） 

 

▼
【
袖
な
し
の
上
着
（
成
人
用
に
も
使
用
）
】
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ 

 

●
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
着
っ
と
、
温
げ
ど
仕
事
も
し
や
す
い
ん
だ
っ
ち
ゃ
。 

 
 

（
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
を
着
る
と
、
温
か
い
し
仕
事
も
し
や
す
い
ん
だ
） 

 

▼
【
筒
袖
の
着
物
】
む
ず
り 

 

●
寒
い
っ
て
言
う
が
ら
、
ば
ん
ち
ゃ
ん
さ
む
ず
り
持
っ
て
こ
う
。
（
寒
い
っ

て
言
う
か
ら
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
む
ず
り
を
持
っ
て
こ
い
） 

 

▼
【
寝
間
着
】
ね
い
し
ょ 

 

●
新
す
い
ね
い
し
ょ
で
着
る
の
は
、
気
持
ち
良
い
な
や
。
（
新
し
い
寝
間
着

を
身
に
着
け
る
の
は
気
持
ち
が
良
い
な
） 

 

▼
【
歯
の
高
い
下
駄
】
た
が
っ
ぱ 

 

●
た
が
っ
ぱ
履
い
て
応
援
の
練
習
を
し
て
い
る
人
い
る
よ
。
（
歯
の
高
い
下 

駄
を
履
い
て
応
援
の
練
習
を
し
て
い
る
人
が
い
る
よ
） 

 

▼
【
帽
子
】
ち
ゃ
っ
ぷ 
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●
外
暑
い
ん
だ
が
ら
、
ち
ゃ
っ
ぷ
か
ぶ
っ
て
げ
。
（
外
は
暑
い
ん
だ
か
ら
、 

帽
子
を
か
ぶ
っ
て
行
け
） 

 

▼
【
帽
子
の
つ
ば
】
べ
ろ 

 

●
暑
い
最
中
出
か
け
っ
時
は
、べ
ろ
の
お
っ
き
い
帽
子
か
ぶ
っ
て
げ
よ
。（
暑

い
最
中
に
出
か
け
る
時
は
、
つ
ば
の
大
き
い
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
行
け
） 

 

▼
【
ぼ
ろ
】
わ
ん
ぱ
れ 

 

●
そ
だ
な
わ
ん
ぱ
れ
着
て
恥
ず
か
し
い
ご
だ
。
（
そ
ん
な
ぼ
ろ
を
着
て
、
恥 

ず
か
し
い
こ
と
だ
） 

 

▼
【
麦
わ
ら
帽
子
】
む
ん
か
ら 

 

●
今
日
暑
い
が
ら
、
む
ん
か
ら
帽
子
か
ぶ
っ
て
仕
事
す
ろ
よ
。
（
今
日
は
暑

い
か
ら
、
麦
わ
ら
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
仕
事
を
し
ろ
よ
） 

 

▼
【
浴
衣
・
湯
上
り
に
着
る
着
物
】
ゆ
ど
り 

 

●
し
っ
し
ょ
が
ら
あ
が
っ
た
ら
、
ゆ
ど
り
着
ろ
よ
。
（
風
呂
か
ら
あ
が
っ
た 

ら
、
湯
上
り
の
着
物
を
着
ろ
よ
） 

 

▼
【
綿
入
り
の
半
纏

は
ん
て
ん

】
ど
ん
ぶ
く 

 

●
冬
寒
い
時
、
ど
ん
ぶ
く
着
っ
と
温
ぇ
け
ん
だ
よ
な
。
（
冬
の
寒
い
時
は
、

ど
ん
ぶ
く
を
着
る
と
温
か
い
ん
だ
よ
な
） 

                



22 
 

７
．
飲
食
物
・
食
材
・
食
生
活 

▼
【
イ
カ
の
塩
辛
】
き
り
こ
み 

 

●
イ
ガ
買
っ
て
こ
、
き
り
ご
み
作
っ
か
ら
。
（
イ
カ
、
買
っ
て
こ
い
。
イ
カ

の
塩
辛
を
作
る
か
ら
） 

 

▼
【
一
食
分
】
ひ
と
が
だ
け 

 

●
ひ
と
が
だ
け
だ
け
ん
ど
も
、
持
っ
て
け
。
（
一
食
分
だ
け
だ
け
れ
ど
、
持

っ
て
行
け
） 

 

▼
【
お
か
ら
】
き
し
ゃ
ず 

 

●
き
し
ゃ
ず
、
ん
め
ぇ
ご
だ
。
（
お
か
ら
は
美
味
し
い
） 

 

●
き
し
ゃ
ず
煎
り
作
っ
た
ぞ
。
け
え
。（
お
か
ら
の
煎
り
も
の
を
作
っ
た
ぞ
。 

食
べ
ろ
） 

 

▼
【
貝
】
け
ん
こ 

 

●
閖
上
の
け
ん
こ
は
日
本
一
。
（
閖
上
地
区
で
獲
れ
た
貝
は
、
日
本
一
だ
） 

●
今
朝
の
み
そ
汁
、
け
ん
こ
汁
だ
。（
今
朝
の
み
そ
汁
は
、
貝
の
み
そ
汁
だ
） 

●
け
ん
こ
と
り
さ
み
ん
な
で
行
ぐ
べ
。（
貝
を
と
り
に
、
み
ん
な
で
行
こ
う
） 

 

▼
【
き
な
粉
】
ま
め
ご 

 

●
ま
め
ご
引
い
た
が
ら
、
き
な
こ
餅
で
も
作
っ
た
ら
。
（
き
な
粉
を
引
い

た
か
ら
、
き
な
粉
の
餅
で
も
作
っ
た
ら
） 

●
ま
め
ご
餅
作
っ
た
が
ら
、
食
べ
さ
い
ん
。（
き
な
粉
の
餅
を
作
っ
た
か
ら
、 

食
べ
な
さ
い
） 

 

▼
【
果
物
や
野
菜
の
へ
た
】
す
ぴ
た 

※
「
し
ぴ
た
」
と
も
言
う
。 

 

●
お
れ
ん
と
こ
さ
す
ぴ
た
ば
り
寄
こ
し
て
。（
私
の
所
に
、
へ
た
の
付
い
た

部
分
ば
か
り
を
寄
こ
し
て
） 

 ▼
【
口
の
ま
わ
り
の
汚
れ
】
か
ん
ぱ
ん 

 

●
か
ん
ぱ
ん
見
っ
と
、
何
食
っ
た
か
わ
か
っ
と
。
（
口
の
ま
わ
り
の
汚
れ 

を
見
る
と
、
何
を
食
べ
た
か
わ
か
る
ぞ
） 

●
鏡
見
て
、
か
ん
ぱ
ん
、
よ
ぐ
落
ど
せ
。
（
鏡
を
見
て
、
口
の
ま
わ
り
の
汚

れ
を
よ
く
落
と
せ
） 

 

▼
【
コ
ッ
プ
酒
】
も
っ
き
り 

 
●
お
ん
つ
ぁ
ん
は
、
も
っ
き
り
飲
む
の
が
好
ぎ
だ
。（
お
じ
さ
ん
は
、
コ
ッ

プ
酒
を
飲
む
の
が
好
き
だ
） 
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▼
【
ご
飯
・
食
事
】
お
ま
ま 

●
早
ぐ
お
ま
ま
食
え
。
学
校
、
遅
れ
っ
と
。（
早
く
ご
飯
を
食
べ
ろ
。
学
校

に
遅
れ
る
ぞ
） 

●
み
ん
な
集
ま
っ
た
ら
、
お
ま
ま
に
す
っ
か
ら
。
（
み
ん
な
集
ま
っ
た
ら
、 

ご
飯
に
す
る
か
ら
ね
） 

 

●
お
ま
ま
こ
ぼ
す
と
、
ば
ち
あ
た
っ
ど
。（
ご
飯
を
こ
ぼ
す
と
、
罰
が
当
た 

る
ぞ
） 

 

▼
【（
芯
の
あ
る
固
い
）
ご
飯
】
め
っ
こ
め
し 

 

●
ち
ょ
っ
と
水
足
ん
ね
ぐ
て
、
晩
げ
の
お
ま
ま
、
め
っ
こ
め
し
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。（
ち
ょ
っ
と
水
が
足
ら
な
く
て
、
夕
食
が
芯
の
あ
る
ご
飯
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
） 

 

▼
【
魚
】
ど
っ
と 

 

●
お
ら
い
の
わ
ら
す
こ
、
ど
っ
と
っ
て
言
っ
て
好
き
で
食
べ
ん
で
が
す
。 

 
 

（
私
の
子
ど
も
、
魚
と
言
っ
て
、
好
き
で
食
べ
る
ん
で
す
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▼
【
魚
の
は
ら
わ
た
】
ご
ん
ど
わ
だ 

＊
使
用
例
の
み
音
声
あ
り 

 

●
ご
ん
ど
わ
だ
、
そ
こ
ら
さ
置
い
て
お
ぐ
と
、
虫
湧
ぐ
が
ら
な
げ
ろ
よ
。（
魚

の
は
ら
わ
た
を
そ
こ
ら
に
置
い
て
お
く
と
虫
が
湧
く
か
ら
捨
て
ろ
） 

 

▼
【
サ
ケ
】
さ
げ
の
う 

 

●
さ
げ
の
う
と
れ
た
が
ら
、
は
ら
こ
飯
、
作
っ
か
ら
ね
。
（
鮭
が
獲
れ
た
か

ら
、
は
ら
こ
飯
を
作
る
か
ら
ね
） 

 

▼
【
里
芋
の
茎
】
か
ら
ど
り 

 

●
か
ら
ど
り
の
和
え
物
、
ん
め
ぇ
も
ん
だ
。
（
里
芋
の
茎
の
和
え
物
は
、 

美
味
し
い
も
の
だ
） 

●
雑
煮
さ
か
ら
ど
り
入
れ
っ
と
味
違
う
ん
だ
よ
。
（
雑
煮
に
里
芋
の
茎
を 

入
れ
る
と
味
が
違
う
ん
だ
よ
） 

 

▼
【
し
ゃ
こ
え
び
】
こ
っ
ぱ
は
じ
き 

 

●
皮
む
く
の
面
倒
く
せ
ぇ
け
ん
ど
、
こ
っ
ぱ
は
じ
き
は
、
ん
め
ぇ
ん
だ
。（
皮

を
む
く
の
は
面
倒
く
さ
い
け
れ
ど
、
し
ゃ
こ
え
び
は
美
味
し
い
） 

 
▼
【
旬
を
過
ぎ
て
珍
し
く
な
っ
た
食
べ
物
】
お
わ
り
は
づ
も
の 

 

●
こ
の
ト
マ
ト
、
お
ら
い
の
お
わ
り
は
づ
も
の
だ
げ
ん
ど
、
食
べ
て
み
ら
い
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ん
。
（
こ
の
ト
マ
ト
、
私
の
家
で
作
っ
た
旬
を
過
ぎ
た
も
の
だ
け
れ
ど
、

食
べ
て
み
な
さ
い
） 

 

▼
【
赤
飯
】
お
ご
わ 

 

●
神
社
の
お
祭
り
だ
が
ら
、
お
ご
わ
蒸
す
か
。（
神
社
の
お
祭
り
だ
か
ら
、 

赤
飯
を
焚
く
か
） 

●
孫
振
る
舞
い
や
っ
か
ら
、
明
日
お
ご
わ
に
す
っ
ぺ
。（
孫
振
る
舞
い
を
や

る
か
ら
、
明
日
は
赤
飯
に
し
よ
う
） 

 

▼
【
大
根
漬
け
・
沢
庵
】
で
ぇ
ご
ん
づ
け 

 

●
さ
あ
、
で
ぇ
ご
ん
づ
け
で
お
茶
っ
こ
飲
ま
い
ん
。
（
大
根
漬
け
で
お
茶
で

も
飲
み
な
さ
い
） 

 

▼
【
大
根
の
千
切
り
】
ひ
ぎ
な 

 

●
ひ
ぎ
な
炒
め
だ
の
、
ん
ま
が
っ
た
な
。（
大
根
の
千
切
り
を
炒
め
た
も
の
、 

美
味
し
か
っ
た
な
） 

 

▼
【
昼
食
】
し
ん
ま 

 

●
し
ん
ま
だ
が
ら
、
呼
ん
で
来
い
。（
昼
食
だ
か
ら
呼
ん
で
来
い
） 

 

▼
【
漬
け
物
】
お
ご
ご 

●
お
ご
ご
、
ん
ま
が
っ
た
。
（
漬
け
物
美
味
し
か
っ
た
） 

●
お
茶
飲
み
は
、
お
ご
ご
さ
限
る
な
。
（
お
茶
を
飲
む
時
は
、
漬
け
物
に
限 

る
な
） 

 

▼
【
と
こ
ろ
て
ん
】
て
ん
よ 

 

●
今
日
は
暑
い
っ
か
ら
、
て
ん
よ
食
う
べ
。（
今
日
は
暑
い
か
ら
、
と
こ
ろ

て
ん
を
食
べ
よ
う
） 

 

▼
【
煮
小
豆
】
に
ず
ぶ
す
ぃ 

 

●
今
日
寒
い
が
ら
、
に
ず
ぶ
す
ぃ
作
っ
か
。（
今
日
は
寒
い
か
ら
、
煮
小
豆

を
作
ろ
う
か
） 

 

▼
【
ニ
シ
ン
】
か
ど 

 

●
晩
げ
の
お
か
ず
、
今
日
は
か
ど
に
す
っ
ぺ
。
（
夕
飯
の
お
か
ず
は
、
今
日

は
ニ
シ
ン
に
し
よ
う
） 

●
か
ど
は
煮
る
よ
り
、
焼
い
た
方
が
ん
め
え
ん
だ
。
（
ニ
シ
ン
は
煮
る
よ
り

も
焼
い
た
方
が
美
味
し
い
ん
だ
） 
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 ▼

【
糠
】
さ
ぐ
ず 

 

●
こ
の
さ
ぐ
ず
で
大
根
漬
け
っ
と
味
い
ぐ
な
っ
と
。（
こ
の
糠
で
大
根
漬
け

を
す
る
と
、
味
が
良
く
な
る
よ
） 

 

▼
【
ハ
ゼ
】
か
つ
か 

 

●
お
正
月
の
雑
煮
の
だ
し
に
す
っ
か
ら
、
か
つ
か
と
っ
て
き
て
け
ろ
。
（
お

正
月
の
雑
煮
の
だ
し
に
す
る
か
ら
、
ハ
ゼ
を
と
っ
て
き
て
く
れ
） 

 

▼
【
焼
き
お
に
ぎ
り
】
や
ぎ
め
す
ぃ 

 

●
や
ぎ
め
す
ぃ
、
忘
れ
ん
な
よ
。
（
焼
き
お
に
ぎ
り
、
忘
れ
ん
な
よ
） 

 
 

       

８
．
住
居
・
建
築
・
土
地
利
用 

▼
よ
せ
【
畦あ

ぜ

】 

 

●
田
ん
ぼ
の
よ
せ
刈
り
で
疲
れ
だ
や
。
（
田
ん
ぼ
の
畦
の
草
刈
り
し
て
疲 

れ
た
） 

 

●
蛍
見
ん
の
に
、
た
ん
ぽ
の
よ
せ
歩
い
た
ら
田
ん
ぼ
に
は
ま
っ
た
。
（
蛍
を

見
る
の
に
田
ん
ぼ
の
畦
を
歩
い
た
ら
、
田
ん
ぼ
の
中
に
は
ま
っ
た
） 

 

▼
【（
あ
な
た
の
）
家
】
あ
ん
だ
い 

 

●
あ
ん
だ
い
は
、
ど
こ
に
あ
ん
の
。（
あ
な
た
の
家
は
ど
こ
に
あ
る
の
） 

●
あ
ん
だ
い
さ
歩
い
で
行
ぐ
が
ら
。
（
あ
な
た
の
家
に
歩
い
て
行
く
か
ら
） 

 

▼
【
（
私
の
）
家
】
お
ら
い 

 

●
お
ら
い
さ
遊
び
さ
ご
ざ
い
ん
。
お
茶
っ
こ
飲
む
が
ら
。
（
私
の
家
に
遊
び

に
来
な
さ
い
。
お
茶
を
飲
む
か
ら
） 

 

▼
【
一
戸
建
て
】
こ
ろ
ど
や 

●
息
子
働
く
よ
う
に
な
っ
た
お
か
げ
で
、
こ
ろ
ど
や
で
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
た
の
っ
し
ゃ
。
（
息
子
が
働
く
よ
う
に
な
っ
た
お
か
げ
で
、
一
戸
建
て



26 
 

で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
た
の
） 

 
▼
【
田
舎
】
ぜ
い
ご 

 

●
今
年
こ
そ
お
盆
は
、
ぜ
い
ご
さ
帰
っ
か
ら
な
。
（
今
年
の
お
盆
休
み 

は
、
舎
に
帰
る
か
ら
な
） 

 

●
お
れ
、
ぜ
い
ご
育
ち
だ
が
ら
よ
く
わ
が
ん
ね
。
（
私
は
、
田
舎
の
育
ち
だ 

か
ら
よ
く
わ
か
ら
な
い
） 

 

▼
【
入
口
の
戸
】
と
ぶ
ぐ
づ 

 

●
ど
ぶ
ぐ
づ
、
閉
め
で
き
た
か
。
（
入
口
の
戸
を
閉
め
て
き
た
か
） 

▼
【
囲
炉
裏

い

ろ

り

】
ろ
ば
た 

 

●
ろ
ば
た
で
餅
を
焼
い
た
っ
ち
ゃ
。
（
囲
炉
裏
で
餅
を
焼
い
た
ね
） 

 

▼
【
表
通
り
】
け
い
ど 

 

●
け
い
ど
の
お
ば
さ
ん
さ
用
足
し
に
行
っ
て
こ
。
（
表
通
り
の
お
ば
さ
ん
の 

所
に
用
足
し
に
行
っ
て
こ
い
） 

 

▼
【
玄
関
】
と
の
ぐ
づ 

 

●
と
の
ぐ
づ
さ
つ
っ
立
て
ね
ぇ
で
、
中
さ
入
っ
せ
。
（
玄
関
に
立
っ
て
な
い

で
中
に
入
り
な
さ
い
） 

 

▼
【
下
座
】
き
ず
り 

 

●
き
ず
り
さ
座
ん
の
は
、
嫁
ご
の
あ
ん
だ
だ
。（
下
座
に
座
る
の
は
、
嫁
の

あ
な
た
だ
） 

●
母
ち
ゃ
ん
の
席
、
き
ず
り
だ
っ
て
昔
教
え
て
も
ら
っ
た
っ
け
な
。（
お
母

さ
ん
の
席
は
下
座
だ
っ
て
昔
教
え
て
も
ら
っ
た
） 

 

▼
【
神
社
や
寺
】
に
ょ
ん
に
ょ
さ
ん 

 

●
一
日
だ
が
ら
、
に
ょ
ん
に
ょ
さ
ん
に
行
っ
て
く
る
。
（
一
日
だ
か
ら
、
神

社
や
寺
に
行
っ
て
神
仏
に
祈
っ
て
く
る
） 

 

▼
【
流
し
】
は
す
り 

※
「
は
し
り
」
と
も
言
う
。 

 

●
食
っ
た
茶
碗
は
、
は
す
り
さ
持
っ
て
行
げ
。
（
食
べ
終
わ
っ
た
茶
碗
は
台 

所
の
流
し
に
持
っ
て
行
け
） 

 

●
昔
の
は
す
り
だ
か
ら
、
暗
く
て
な
ぁ
。（
昔
の
流
し
だ
か
ら
、
暗
く
て
な
） 

 

▼
【
庭
】
ろ
う
ず 
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●
ろ
う
ず
の
花
、
早
ぐ
咲
く
ど
い
い
ね
。（
庭
の
花
、
早
く
咲
く
と
い
い
ね
） 

 
▼
【
（
家
の
前
の
）
庭
】
ま
に
わ 

 

●
あ
ん
だ
い
の
ま
に
わ
、
い
っ
ぺ
ぇ
花
咲
い
で
で
美
す
ぃ
い
ね
。（
あ
な
た

の
家
の
前
の
庭
に
花
が
い
っ
ぱ
い
咲
い
て
い
て
美
し
い
ね
） 

 

▼
【
墓
】
ら
ん
ば 

 

●
そ
ろ
そ
ろ
お
盆
に
な
っ
か
ら
、ら
ん
ば
掃
除
に
行
が
ん
と
い
が
ん
な
。（
そ

ろ
そ
ろ
お
盆
だ
か
ら
、
お
墓
を
掃
除
し
に
行
か
な
い
と
い
け
な
い
） 

 

▼
【
畑
の
土
寄
せ
】
さ
ぐ
り
き
り 

 

●
そ
ろ
そ
ろ
さ
ぐ
り
き
り
し
ね
ぇ
ど
、
だ
め
で
ね
ぇ
が
。
（
そ
ろ
そ
ろ
畑
の

土
寄
せ
を
し
な
い
と
だ
め
で
は
な
い
か
） 

 

▼
【
風
呂
】
し
っ
し
ょ 

※
「
す
っ
し
ょ
」
と
も
言
う
。 

 

●
し
っ
し
ょ
さ
行
く
ぞ
。
ち
ょ
ん
て
ぬ
ぐ
い
、
持
っ
て
こ
い
。
（
風
呂
に
行

く
ぞ
。
風
呂
用
の
手
拭
を
持
っ
て
来
い
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▼
【
風
呂
の
育
児
語
】
じ
ゃ
っ
ぽ 

 

●
じ
ゃ
っ
ぽ
さ
入
ぇ
っ
ぺ
。
（
お
風
呂
に
入
ろ
う
） 

 

▼
【
塀
】
へ
い
が
さ 

 

●
あ
そ
こ
の
家
の
へ
い
が
さ
、
い
づ
も
美
す
ぃ
い
花
、
咲
い
て
る
ね
。
（
あ

そ
こ
の
家
の
塀
、
い
つ
も
美
し
い
花
が
咲
い
て
い
る
ね
） 

 

▼
【
便
所
】
か
ん
じ
ょ 

●
か
ん
じ
ょ
、
掃
除
す
っ
と
美
す
ぃ
ぐ
な
る
ん
だ
ど
。
（
便
所
を
掃
除
す
る

と
、
美
し
く
な
る
ん
だ
そ
う
だ
） 

 

▼
【
棟
】
ぐ
す 

 

●
地
震
で
、ぐ
す
壊
れ
て
す
ぃ
ま
っ
た
。（
地
震
で
棟
が
壊
れ
て
し
ま
っ
た
） 

 

▼
【
屋
敷
周
り
に
巡
ら
せ
た
林
】
え
ぐ
ね 

 

●
え
ぐ
ね
あ
っ
か
ら
、
風
あ
た
ん
ね
ぇ
ん
だ
な
や
。
（
屋
敷
の
ま
わ
り
に
え

ぐ
ね
が
あ
る
か
ら
、
風
よ
け
に
な
っ
て
風
が
あ
た
ら
な
い
ん
だ
な
） 

 
▼
【
床
板
】
い
だ
め 

 

●
い
だ
め
美
す
ぃ
ぐ
拭
げ
よ
。
（
床
板
は
美
し
く
拭
け
よ
） 
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９
．
日
用
品
・
金
銭
・
祭
事
品 

▼
【
赤
ん
坊
を
入
れ
る
藁
の
籠
】
え
ん
つ
こ 

※
「
え
ん
づ
こ
」
と
も
言
う
。 

 

●
仕
事
す
っ
か
ら
太
郎
ば
え
ん
つ
こ
さ
入
れ
で
お
け
。（
仕
事
を
す
る
か
ら
、

太
郎
を
赤
ん
坊
を
入
れ
る
藁
の
籠
に
入
れ
て
お
け
） 

 

▼
【
薄
い
畳
】
う
す
べ
り 

 

●
こ
の
畳
切
れ
て
す
ぃ
ま
っ
た
が
ら
、
と
り
あ
え
ず
う
す
べ
り
敷
い
て
お
く

っ
ち
ゃ
。
（
こ
の
畳
、
切
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
、
と
り
あ
え
ず
薄
い
畳
を

敷
い
て
お
こ
う
） 

 

▼
【
お
が
く
ず
】
き
っ
く
ず 

 

●
き
っ
く
ず
払
っ
て
か
ら
へ
れ
。
（
お
が
く
ず
を
は
払
っ
て
か
ら
入
れ
） 

 

▼
【
金
槌
】
せ
え
づ
づ 

 

●
釘
出
で
っ
か
ら
、
せ
え
づ
づ
持
っ
て
き
て
け
ろ
。
（
釘
が
出
て
る
か 

ら
、
金
槌
持
っ
て
き
て
く
れ
） 

 

●
釘
出
て
あ
ぶ
ね
ぇ
が
ら
、
せ
え
づ
づ
で
ぶ
つ
け
て
け
ろ
。
（
釘
が
出
て
危 

な
い
か
ら
、
金
槌
で
打
っ
て
く
れ
） 

 

▼
【
ガ
ラ
ス
の
破
片
】
び
ん
ど
ろ
か
け 

 

●
び
ん
ど
ろ
か
け
拾
っ
て
お
け
。
危
ね
ぇ
が
ら
。
（
ガ
ラ
ス
の
破
片
、
拾
っ

て
お
け
。
危
な
い
か
ら
） 

 

 

▼
【
急
須
】
き
ぴ
ち
ょ 

※
「
き
び
ち
ょ
」
と
も
言
う
。 

 

●
き
ぴ
ち
ょ
も
っ
て
こ
ぉ
。
お
茶
っ
こ
の
む
が
ら
。
（
急
須
を
持
っ
て
来

い
。
お
茶
を
飲
む
か
ら
） 

 

▼
【
こ
け
し
】
き
ぼ
っ
こ 

 

●
い
ろ
ん
な
形
の
き
ぼ
っ
こ
あ
る
の
ね
。
め
ん
こ
い
ご
ど
。
（
色
々
な
形
の

こ
け
し
が
あ
る
の
ね
。
可
愛
い
こ
と
だ
） 

 

▼
【
ゴ
ミ
】
ご
ん
ど 

 

●
ご
ん
ど
、
ど
ん
ど
ん
燃
や
せ
。
（
ゴ
ミ
、
ど
ん
ど
ん
燃
や
せ
） 

 

●
ご
ん
ど
集
め
で
お
げ
。
た
い
肥
に
す
っ
か
ら
。
（
ゴ
ミ
を
集
め
て
お
け
。 

た
い
肥
に
す
る
か
ら
） 

 
▼
【
獅
子
舞
】
す
す
ぱ
っ
く 

 

●
す
す
ぱ
っ
く
、
お
っ
き
な
口
開
け
っ
と
お
っ
か
ね
ぇ
な
ぁ
。
（
獅
子
舞
が
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大
き
な
口
を
開
け
る
と
怖
い
な
） 

 
▼
【
注
連
縄
】
お
ど
す
な
わ 

 

●
正
月
来
っ
か
ら
、
お
ど
す
な
わ
、
用
意
す
ね
ば
ね
ぇ
な
。
（
正
月
が
来
る

か
ら
、
注
連
縄
を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
） 

 

▼
【
し
ゃ
も
じ
】
へ
ら 

●
へ
ら
で
お
ま
ん
ま
よ
そ
っ
て
け
さ
い
ん
。（
し
ゃ
も
じ
で
ご
飯
を
よ
そ
っ

て
く
だ
さ
い
） 

 

▼
【
植
物
を
移
植
す
る
た
め
に
使
う
ヘ
ラ
】
し
ゃ
も
ろ 

 

●
畑
さ
行
っ
か
ら
、
し
ゃ
も
ろ
持
っ
て
こ
い
。
（
畑
に
行
く
か
ら
、
植
物

の
植
え
替
え
用
の
ヘ
ラ
を
持
っ
て
来
い
） 

 

 

▼
【
人
肥
】
だ
ら 

 

●
昔
は
畑
さ
だ
ら
か
け
た
も
ん
だ
。
（
昔
は
畑
に
人
肥
を
か
け
た
も
ん
だ
） 

 

▼
【
石
油
缶
・
灯
油
缶
】
ら
ん
ぷ
か
ん 

 

●
ら
ん
ぷ
か
ん
、
か
ら
っ
ぽ
だ
か
ら
配
達
し
て
も
ら
え
。
（
石
油
缶
が
空
っ

ぽ
だ
か
ら
配
達
し
て
も
ら
え
） 

 

▼
【
洗
濯
用
の
盥

た
ら
い

】
せ
ん
た
く
ば
つ 

 

●
靴
下
洗
う
か
ら
、
せ
ん
た
ぐ
ば
つ
持
っ
て
こ
い
。
（
靴
下
を
洗
う
か
ら
、

洗
濯
用
の
盥
を
持
っ
て
来
い
） 

 

▼
【
つ
り
銭
】
け
え
す
で 

 

●
お
菓
子
買
っ
た
ら
、
け
え
す
で
忘
ね
で
も
ら
っ
て
が
い
な
。
（
お
菓
子
買

っ
た
ら
、
釣
銭
を
忘
れ
な
い
で
も
ら
っ
て
ち
ょ
う
だ
い
な
） 

 

▼
【
紐
】
ひ
ぼ 

 

●
古
新
聞
、
ひ
ぼ
で
結
ん
で
ま
ど
め
で
お
げ
。
（
古
新
聞
、
紐
で
結
ん
で

ま
と
め
て
お
け
） 

 

●
着
物
着
せ
っ
か
ら
、
ひ
ぼ
持
っ
て
こ
い
。
（
着
物
を
着
せ
る
か
ら
、
紐

を
持
っ
て
来
い
） 

 

▼
【
紐
の
固
い
結
び
目
】
い
ぼ
こ 

 
●
何
だ
。
い
ぼ
こ
に
結
ん
で
す
ま
っ
た
の
か
。
も
う
一
回
ち
ゃ
ん
と
結
び
直

せ
。（
紐
を
固
く
結
ん
で
し
ま
っ
た
な
。
も
う
一
回
ち
ゃ
ん
と
結
び
直
せ
） 
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注
「
で
き
も
の
」
の
意
味
で
も
使
う
。 

 
●
額
の
上
さ
い
ぼ
こ
で
き
た
ど
。
（
額
の
上
に
で
き
も
の
が
出
来
た
と
） 

 

▼
【
風
呂
用
の
手
拭
】
ち
ょ
ん
て
ぬ
げ 

●
ち
ょ
ん
て
ぬ
げ
、
汚
ね
ぐ
な
っ
た
が
ら
、
新
す
ぃ
の
け
さ
い
ん
。
（
風

呂
用
の
手
拭
が
汚
く
な
っ
た
か
ら
、
新
し
い
の
く
だ
さ
い
） 

 

▼
【
へ
そ
く
り
】
ほ
ま
つ 

 

●
ほ
ま
つ
貯
め
ん
の
も
、
容
易
な
こ
っ
て
ね
ぇ
な
。
（
へ
そ
く
り
を
貯
め
る

の
も
、
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
な
） 

 

▼
【
包
丁
】
ほ
い
ぢ
ょ 

 

●
リ
ン
ゴ
む
っ
か
ら
、
ほ
い
じ
ょ
持
っ
て
こ
い
。（
リ
ン
ゴ
を
剝
く
か
ら
、

包
丁
を
持
っ
て
来
い
） 

 

▼
【
ま
な
板
】
き
り
ば
ん 

 

●
き
り
ば
ん
ね
ぇ
ど
、
野
菜
切
ら
ん
ね
ぇ
な
。
（
ま
な
板
が
な
い
と
、
野

菜
を
切
る
こ
と
が
で
き
な
い
） 

 

▼
【
丸
太
棒
】
ど
ん
こ
ろ 

 

●
ど
ん
こ
ろ
危
ね
ぇ
が
ら
、
ど
げ
で
お
け
。
（
丸
太
棒
は
危
な
い
か
ら
、
ど

け
て
お
け
） 

 

●
ど
ん
こ
ろ
く
べ
だ
か
ら
、
い
つ
ま
で
も
火
が
つ
か
ね
ぇ
。
（
丸
太
棒
を
く

べ
た
か
ら
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
火
が
つ
か
な
い
） 

 

▼
【
木
片
】
き
っ
こ
ば
ず 

●
き
っ
こ
ぱ
ず
集
め
て
こ
い
。
風
呂
焚
き
に
使
う
が
ら
。
（
木
片
を
集
め 

て
こ
い
。
風
呂
を
焚
く
の
に
使
う
か
ら
） 

 

 

▼
【
焼
き
網
】
わ
だ
す
が
ね 

 

●
魚
焼
く
が
ら
、
わ
だ
す
が
ね
持
っ
て
こ
う
。
（
魚
を
焼
く
か
ら
、
焼
き
網

を
持
っ
て
来
い
） 

 

▼
【
藁
で
作
っ
た
た
わ
し
】
も
だ
ら 

 

●
鍋
釜
洗
う
と
き
、
も
だ
ら
で
ご
す
ご
す
洗
っ
た
も
ん
だ
。
（
鍋
や
鎌
を
洗 

う
時
、
藁
で
作
っ
た
た
わ
し
で
ご
し
ご
し
洗
っ
た
も
の
だ
） 

 

▼
【
藁
を
打
つ
木
槌
】
つ
ず
ぼ 
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●
藁
打
づ
す
っ
か
ら
、
つ
ず
ぽ
用
意
し
ろ
。
（
藁
打
ち
を
す
る
か
ら
、
木
槌 

を
用
意
し
ろ
） 

                 

10
．
位
置
・
方
向
・
部
分 

▼
【
裏
返
し
】
け
っ
ち
ゃ 

 

●
服
ば
け
っ
ち
ゃ
に
着
て
る
。や
ん
だ
ご
だ
。（
服
を
裏
返
し
に
着
て
い
る
。 

嫌
な
こ
と
だ
） 

 

●
あ
ん
だ
だ
け
、
け
っ
ち
ゃ
に
な
っ
て
っ
と
。
（
あ
な
た
だ
け
、
裏
返
し
に

な
っ
て
る
よ
） 

 

▼
【
片
方
】
か
だ
ひ
だ 

 

●
お
れ
の
足
袋
の
か
だ
ひ
だ
、
ど
こ
さ
や
っ
た
。
（
私
の
足
袋
の
片
方
、
ど

こ
に
や
っ
た
） 

 

▼
【
片
方
】
か
で
っ
ぽ 

 

●
か
で
っ
ぽ
し
か
ね
え
ぞ
、
も
う
か
で
っ
ぽ
ど
こ
か
探
せ
。
（
片
方
し
か
な

い
ぞ
。
も
う
片
方
が
ど
こ
か
探
せ
） 

 

●
か
で
っ
ぽ
の
手
袋
、
ど
こ
さ
が
い
が
っ
た
。
（
片
方
の
手
袋
、
ど
こ
に
か

行
っ
た
） 

 
▼
【
最
後
・
び
り
】
け
っ
つ 

注
「
臀
部
」
の
意
味
で
も
使
う
。 

 

●
あ
ぁ
、
お
ら
徒
競
走
で
け
っ
つ
に
な
っ
て
す
ぃ
ま
っ
た
わ
。
（
私
は
徒
競
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走
で
ビ
リ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
） 

 
▼
【
最
後
・
ビ
リ
】
ど
っ
ぺ 

 

●
お
ら
運
動
会
で
ど
っ
ぺ
に
な
っ
た
わ
や
。
（
運
動
会
で
ビ
リ
に
な
っ
た
） 

 

▼
【
先
端
】
さ
き
ぺ 

 

●
棹
の
さ
き
ぺ
さ
蜻
蛉
止
ま
っ
た
よ
。（
棹
の
先
端
に
蜻
蛉
が
止
ま
っ
た
よ
） 

 

●
親
指
の
さ
き
ぺ
傷
つ
い
て
痛
ぇ
ご
だ
。（
親
指
の
先
端
が
傷
つ
い
て
痛
い
） 

 

▼
【
隅
】
す
ま
こ 

※
「
す
ま
っ
こ
」
と
も
言
う
。 

 

●
あ
そ
こ
の
す
ま
っ
こ
さ
財
布
置
い
ど
い
だ
が
ら
。
（
あ
そ
こ
の
隅
に
財
布

を
置
い
て
お
い
た
か
ら
） 

 

▼
【
端
】
は
す
ぺ 

 

●
そ
っ
ち
の
は
す
ぺ
、
持
っ
て
こ
。
（
そ
っ
ち
の
端
を
持
っ
て
来
い
） 

 

▼
【
横
向
き
】
よ
ご
っ
ち
ょ 

 

●
写
真
、
よ
ご
っ
ち
ょ
向
い
で
写
っ
て
す
ま
っ
た
わ
。
（
写
真
に
横
向
き
で

移
っ
て
し
ま
っ
た
） 

11
．
時
間
・
時
期
・
季
節
・
行
事 

▼
【
明
後
日
】
や
な
あ
さ
っ
て 

 

●
や
な
あ
さ
っ
て
行
く
が
ら
ね
。
（
明
後
日
に
行
く
か
ら
ね
） 

 

▼
【
明
後
日
の
翌
日
】
や
な
や
な
あ
さ
っ
て 

 

●
や
な
や
な
あ
さ
っ
て
手
術
な
ん
だ
ど
っ
し
ゃ
。
（
明
後
日
の
翌
日
に
手 

術
な
ん
だ
そ
う
だ
） 

●
や
な
や
な
あ
さ
っ
て
だ
が
、
わ
す
れ
ん
な
。
（
明
後
日
の
翌
日
だ
が
、 

忘
れ
る
な
よ
） 

 

▼
【
朝
の
間
】
あ
さ
ま 

 

●
そ
の
仕
事
、
あ
さ
ま
の
う
ぢ
に
終
わ
ら
せ
て
お
げ
。
（
そ
の
仕
事
は
朝
の

間
に
終
わ
ら
せ
て
お
け
） 

 

▼
【
一
日
・
一
日
中
】
ひ
し
て 

 

●
お
茶
飲
み
に
ひ
し
て
過
ぎ
だ
。
（
一
日
中
、
お
茶
を
飲
ん
で
過
ぎ
た
） 

●
あ
の
人
来
る
と
、
ひ
し
て
お
茶
飲
み
だ
。（
あ
の
人
が
来
る
と
、
一
日
中
、 

お
茶
飲
み
だ
） 
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▼
【
い
つ
で
も
（
時
間
を
定
め
な
い
）
】
い
っ
た
り
か
っ
た
り 

 

 
●
い
っ
た
り
か
っ
た
り
食
っ
て
だ
め
だ
。
（
い
つ
で
も
食
べ
て
ば
か
り
い
る

の
は
だ
め
だ
） 

 

▼
【
い
つ
も
（
間
を
あ
け
ず
に
）
】
し
っ
ち
り 

 

●
あ
そ
こ
の
家
さ
何
が
い
い
の
が
、
し
っ
ち
り
来
て
ん
だ
ね
。
（
何
が
良
い

の
か
、
あ
そ
こ
の
家
に
い
つ
も
来
て
る
ん
だ
ね
） 

 
 ▼

【
い
つ
も
（
頻
繁
に
）
】
と
ろ
ぺ
づ 

 

●
銭
貸
せ
、
銭
貸
せ
と
、
と
ろ
ぺ
づ
来
る
ん
だ
。
（
金
を
貸
せ
、
金
を
貸
せ

と
い
つ
も
来
る
ん
だ
） 

 

▼
【
い
つ
も
（
そ
の
都
度
）
】
ば
ん
き
り 

●
ば
ん
き
り
お
か
ず
も
ら
っ
て
、
申
す
訳
わ
け
ね
ぇ
ご
だ
。
（
い
つ
も
お
か

ず
を
も
ら
っ
て
、
申
し
訳
な
い
こ
と
だ
） 

 

▼
【
い
つ
の
間
に
】
い
づ
の
こ
ま
に 

 

●
い
づ
の
こ
ま
に
日
が
く
れ
て
し
ま
っ
た
。
（
い
つ
の
間
に
か
日
が
暮
れ
て

し
ま
っ
た
） 

 

▼
【
一
昨
日
】
お
ど
で
な 

 

●
お
ど
で
な
の
話
、
な
じ
ょ
に
な
っ
た
。
（
一
昨
日
の
話
、
ど
う
な
っ
た
） 

 

▼
【
昨
日
】
き
の
な 

 

●
き
の
な
の
雪
、
す
ご
が
っ
た
ね
。
（
昨
日
の
雪
、
す
ご
か
っ
た
ね
） 

 

▼
【
歳
末
・
年
の
瀬
】
お
っ
つ
め
→
「
『
お
っ
つ
め
』
に
つ
い
て
」
を
参
照 

 

●
今
年
も
、
お
っ
つ
め
に
な
っ
た
な
。
（
今
年
も
年
の
瀬
に
な
っ
た
な
） 

 

▼
【
昨
夜
】
ゆ
ん
べ 

●
ゆ
ん
べ
は
、
な
ん
だ
が
眠
れ
な
が
っ
た
。
（
昨
夕
は
な
ん
だ
か
眠
れ
な 

か
っ
た
） 

 

▼
【
正
月
一
四
日
ま
た
は
一
五
日
の
左
義
長
】
ち
ゃ
せ
ご
→
「
『
ち
ゃ
せ
ご
』

に
つ
い
て
」
を
参
照 

 

●
わ
ら
す
こ
た
つ
、
ち
ゃ
せ
ご
に
来
っ
か
ら
お
菓
子
準
備
し
て
お
け
。
（
子

ど
も
た
ち
が
ち
ゃ
せ
ご
に
く
る
か
ら
、
お
菓
子
を
準
備
し
て
お
け
） 
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▼
【
初
秋
】
あ
き
さ
か 

 
●
あ
き
さ
か
だ
な
ぁ
。
あ
け
ず
い
る
っ
ち
ゃ
。（
初
秋
だ
な
。
蜻
蛉
が
い
る
） 

 ▼
【
そ
の
う
ち
に
】
い
ま
ず
に 

 

●
い
ま
ず
に
お
や
つ
食
う
べ
が
ら
。
（
そ
の
う
ち
に
お
や
つ
を
食
べ
る
だ
ろ

う
か
ら
） 

 

▼
【
毎
回
毎
回
】
ま
い
た
り
ま
い
た
り 

 

●
ま
い
た
り
ま
い
た
り
、
旅
行
に
行
が
ね
く
と
も
い
い
ん
で
ね
ぇ
が
。
（
毎

回
毎
回
、
旅
行
に
行
か
な
く
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▼
【
夕
方
・
今
晩
】
ば
ん
げ 

 

●
ば
ん
げ
集
ま
っ
か
ら
来
て
け
さ
い
ん
。
（
今
晩
、
集
ま
る
か
ら
来
て
下

さ
い
） 

●
ば
ん
げ
の
お
か
ず
何
に
す
っ
ぺ
。
（
今
晩
の
お
か
ず
、
何
に
し
よ
う
） 

 

▼
【
来
年
の
春
】
れ
い
は
る 

 

●
れ
い
は
る
、
嫁
に
行
く
ん
だ
ど
っ
し
ゃ
。
（
来
年
の
春
に
嫁
に
行
く
ん
だ 

そ
う
だ
） 

12
．
程
度
・
数
量
・
回
数 

▼
【
一
度
に
背
負
え
る
分
】
ひ
と
し
ょ
い 

 

●
ひ
と
し
ょ
い
背
負
っ
て
ど
こ
さ
行
ぐ
の
っ
し
ゃ
。
（
一
度
に
背
負
え
る 

分
で
、
ど
こ
に
行
く
の
） 

 

●
こ
れ
く
れ
ぇ
で
ひ
と
し
ょ
い
に
な
っ
ぺ
。
（
こ
れ
く
ら
い
で
一
度
に
背

負
え
る
だ
ろ
う
） 

 

●
手
に
持
て
ね
ぇ
荷
物
は
、
ひ
と
し
ょ
い
分
だ
け
だ
。
（
手
に
持
て
な
い
荷 

物
は
、
一
度
に
背
負
え
る
分
だ
け
だ
） 

 

▼
【
全
部
】
そ
ぐ
っ
と 

※
「
そ
く
っ
と
」
と
も
言
う 

 

●
あ
い
や
、
少
す
ぃ
も
残
さ
ね
ぇ
で
、
そ
ぐ
っ
と
持
っ
て
た
ん
だ
っ
ち
ゃ
。

（
少
し
も
残
さ
な
い
で
、
全
部
持
っ
て
い
っ
た
ん
だ
よ
） 

 

▼
【
た
く
さ
ん
】
う
ん
と 

 

●
い
や
ぁ
、
こ
の
お
土
産
、
こ
だ
に
う
ん
と
も
ら
っ
て
い
い
の
す
か
。
（
こ

の
お
み
や
げ
を
、
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
も
ら
っ
て
良
い
の
で
す
か
） 

 
▼
【
た
く
さ
ん
】
こ
で
っ
ち
り 

●
腹
減
ん
ね
よ
う
に
や
、
こ
で
っ
ち
り
ご
飯
分
け
で
や
っ
か
ら
な
。
（
お
腹
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が
空
か
な
い
よ
う
に
、
た
く
さ
ん
ご
飯
を
分
け
て
や
る
か
ら
な
） 

 ▼
【
た
く
さ
ん
】
ふ
だ 

 

●
あ
そ
こ
の
家
は
何
で
も
ふ
だ
ふ
だ
あ
る
ん
だ
な
や
。
（
あ
そ
こ
の
家
は
何

で
も
た
く
さ
ん
あ
る
ん
だ
な
） 

 

▼
【
た
く
さ
ん
・
と
て
も
】
で
ほ
で 

 

●
い
や
ぁ
、
で
ほ
で
頭
の
良
い
人
だ
ご
だ
。
（
と
て
も
頭
の
良
い
人
だ
） 

 
 ▼

【
と
て
も
・
非
常
に
】
い
ぎ
な
り 

 

●
お
れ
さ
ま
、
い
ぎ
な
り
お
っ
か
ね
か
っ
た
。
（
雷
が
と
て
も
怖
か
っ
た
） 

 

▼
【
と
て
も
・
非
常
に
】
ば
か
す
か 

 

●
い
や
ぁ
、
今
日
は
仕
事
、
ば
か
す
か
は
か
ど
っ
た
な
や
。
（
仕
事
が
非
常

に
は
か
ど
っ
た
な
） 

 

▼
【
何
回
も
・
何
度
も
】
な
ん
け
り 

 

●
な
ん
け
り
も
お
参
り
す
る
。
（
何
回
も
お
墓
参
り
を
す
る
） 

 

▼
【
ほ
ん
の
少
し
】
ち
ょ
ぺ
っ
と 

 

●
そ
ご
の
お
ご
ご
、
ち
ょ
ぺ
っ
と
取
っ
て
け
さ
い
ん
。
（
そ
こ
の
漬
け
物
を

ほ
ん
の
少
し
取
っ
て
く
だ
さ
い
） 

 

▼
【
も
っ
と
】
い
ま
っ
と 

 

●
こ
の
お
菓
子
、
あ
ん
ま
り
ん
め
ぇ
が
ら
、
い
ま
っ
と
け
ろ
や
。
（
こ
の
お

菓
子
、
と
て
も
美
味
し
い
か
ら
、
も
っ
と
ち
ょ
う
だ
い
） 

 

●
銭
、
い
ま
っ
と
欲
し
い
な
ぁ
。
（
お
金
が
も
っ
と
欲
し
い
な
ぁ
） 
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13
．
人
物
・
親
戚
関
係
・
人
間
関
係 

▼
【
赤
ん
坊
】
お
ぼ
こ 

 

●
田
中
さ
ん
ち
さ
お
ぼ
こ
生
ま
れ
た
ん
だ
ど
。
（
田
中
さ
ん
の
家
に
赤
ん
坊

が
生
ま
れ
た
そ
う
だ
） 

 

▼
【
兄
・
長
男
】
お
や
が
た 

 

●
頼
り
に
な
る
お
や
が
た
だ
ど
。
（
頼
り
に
な
る
長
男
だ
ぞ
） 

 

▼
【
縁
故
】
え
ん
つ
り 

 

●
お
ら
い
ど
あ
ん
だ
い
は
、
え
ん
つ
り
だ
よ
。
（
私
の
家
と
あ
な
た
の 

家
は
縁
故
関
係
だ
よ
） 

●
あ
そ
ご
の
息
子
、
え
ん
つ
り
頼
っ
て
就
職
す
ん
だ
ど
。
（
あ
そ
こ
の
息 

子
は
縁
故
を
頼
っ
て
就
職
す
る
ん
だ
そ
う
だ
） 

 

▼
【
お
母
さ
ん
】
お
が
ち
ゃ
ん 

 

●
お
が
ち
ゃ
ん
、
元
気
が
な
。
（
お
母
さ
ん
、
元
気
か
な
） 

●
あ
ん
だ
の
お
が
ち
ゃ
ん
、
変
わ
り
ね
ぇ
が
。
（
あ
な
た
の
お
母
さ
ん
は
、 

変
わ
り
な
い
か
） 

 

▼
【
お
母
さ
ん
】
か
っ
ち
ゃ
ん 

 

●
お
ら
い
の
か
っ
ち
ゃ
ん
、
ど
ご
さ
出
か
け
た
の
。
い
つ
も
か
っ
ち
ゃ
ん
、

忙
し
い
ひ
と
だ
が
ら
ね
。
（
お
母
さ
ん
、
ど
こ
に
出
か
け
た
の
。
い
つ
も 

忙
し
い
人
だ
か
ら
ね
） 

 

▼
【
お
じ
さ
ん
】
お
ん
つ
ぁ
ま 

●
見
て
み
ろ
、
お
ん
つ
ぁ
ま
、
か
っ
こ
い
い
い
べ
。
（
見
て
み
ろ
、
お
じ 

さ
ん
、
か
っ
こ
い
い
だ
ろ
う
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

●
あ
の
人
は
、
田
中
さ
ん
の
お
ん
つ
ぁ
ま
に
あ
だ
る
人
だ
。
（
あ
の
人
は
、

田
中
さ
ん
の
お
じ
さ
ん
に
あ
た
る
人
） 

 

▼
【
お
じ
さ
ん
】
お
ん
つ
ぁ
ん 

 

●
お
ん
つ
ぁ
ん
、
ど
ご
さ
行
ぐ
の
っ
し
ゃ
。
（
お
じ
さ
ん
、
ど
こ
に
行
く 

の
か
） 

●
あ
の
人
は
私
の
お
ん
つ
ぁ
ん
で
が
す
。（
あ
の
人
は
私
の
お
じ
さ
ん
で
す
） 

 

▼
【
（
他
人
の
）
夫
】
だ
ん
ぼ 

 
●
隣
の
だ
ん
ぼ
、
景
気
が
い
い
の
か
な
。
（
隣
の
旦
那
さ
ん
は
景
気
が
良
い 

の
か
な
） 
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▼
【
男
ど
も
】
や
ろ
め
ら 

 

●
あ
の
や
ろ
め
ら
、
毎
晩
騒
い
で
る
ん
だ
。
（
あ
の
男
ど
も
、
毎
晩
騒
い 

で
る
ん
だ
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●
や
ろ
め
ら
集
め
っ
て
う
る
せ
ぇ
ご
だ
。
（
男
ど
も
が
集
ま
っ
て
、
う
る

さ
い
こ
と
だ
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

▼
【
男
の
子
】
や
ろ
っ
こ 

※
「
や
ろ
ご
」
と
も
言
う
。 

 

●
あ
の
や
ろ
っ
こ
、
お
も
し
ろ
い
や
ろ
っ
こ
だ
。
（
あ
の
男
の
子
、
お
も
し 

ろ
い
男
の
子
だ
） 

 

▼
【
お
兄
さ
ん
】
あ
ん
つ
ぁ
ん 

 

●
あ
ん
つ
ぁ
ん
の
言
う
こ
と
は
、
確
か
だ
か
ら
な
。
（
お
兄
さ
ん
の
言
う
こ

と
は
確
か
だ
か
ら
） 

 

▼
【
お
兄
さ
ん
】
あ
ん
に
ゃ 

 

●
困
っ
た
ご
ど
あ
っ
た
ら
、
あ
ん
に
ゃ
さ
頼
め
ば
い
い
。
（
困
っ
た
こ
と 

が
あ
っ
た
ら
、
お
兄
さ
ん
に
頼
め
ば
い
い
） 

 

▼
【
お
姉
さ
ん
】
あ
ん
ね 

 

●
あ
ん
ね
、
早
く
こ
う
、
こ
っ
つ
だ
、
こ
っ
つ
だ
。
（
お
姉
さ
ん
、
早
く 

来
て
、
こ
っ
ち
だ
、
こ
っ
ち
だ
） 

 
 
 
 
 
 
 

●
あ
ん
ね
は
器
用
だ
か
ら
小
物
作
り
、
ん
め
ぇ
よ
ね
。
（
お
姉
さ
ん
は
器
用

だ
か
ら
、
小
物
作
り
が
う
ま
い
よ
ね
） 

 

▼
【
お
ば
あ
さ
ん
】
ば
ん
さ
ま 

 

●
あ
ん
た
ん
ど
ご
ば
ん
さ
ま
、
元
気
が
い
い
。
（
あ
な
た
の
所
の
お
ば
あ
さ 

ん
は
、
元
気
が
良
い
） 

 

▼
【
お
前
】
う
な 

 

●
う
な
に
は
わ
が
ん
ね
べ
。
（
お
前
に
は
わ
か
ら
な
い
だ
ろ
う
） 

 

▼
【
お
前
】
ぬ
さ 

 

●
ぬ
さ
、
そ
こ
で
何
し
て
ん
だ
。
（
お
前
、
そ
こ
で
何
を
し
て
る
の
だ
） 

 

▼
【
家
督
・
長
男
】
い
へ
も
づ 

 
●
あ
ん
だ
い
で
も
い
へ
も
づ
産
ま
れ
て
い
が
っ
た
ね
ぇ
。
（
あ
な
た
の
家
で

も
長
男
が
生
ま
れ
て
良
か
っ
た
ね
） 
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▼
【
子
ど
も
】
わ
ら
す 

 

●
今
、
わ
ら
す
少
な
く
な
っ
た
が
ら
寂
す
ぃ
い
ね
。
（
今
、
子
ど
も
が
少
な

く
な
っ
た
か
ら
寂
し
い
ね
） 

 

▼
【
子
ど
も
】
が
き
っ
こ 

 

●
が
き
っ
こ
の
く
せ
に
大
人
顔
負
け
な
こ
と
を
言
う
。
（
子
ど
も
の
く
せ 

に
大
人
顔
負
け
の
こ
と
を
言
う
） 

 

●
こ
の
頃
の
が
き
っ
こ
、
さ
っ
ぱ
り
言
う
こ
と
き
か
ね
ぇ
ね
。
（
こ
の
頃

の
子
ど
も
は
言
う
こ
と
を
き
か
な
い
ね
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

▼
【
（
他
人
の
）
妻
】
お
が
だ 

 

●
田
中
さ
ん
の
お
が
だ
だ
。
（
田
中
さ
ん
の
奥
さ
ん
だ
） 

 

▼
【
（
自
分
の
）
妻
】
が
が 

 

●
お
ら
い
の
が
が
は
、
元
気
で
が
す
。
（
私
の
妻
は
元
気
で
す
） 

 

▼
【
弟
】
し
ゃ
で
っ
こ 

 

●
お
れ
の
し
ゃ
で
っ
こ
で
が
す
。
（
私
の
弟
で
す
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

▼
【
末
っ
子
】
ば
っ
つ 

※
「
ば
っ
つ
こ
」
と
も
言
う
。 

 

●
お
ら
は
八
人
兄
弟
の
ば
っ
つ
こ
だ
。
（
私
は
八
人
兄
弟
の
末
っ
子
だ
） 

 

▼
【
曾
祖
父
母
】
お
っ
ぴ
さ
ん 

 

●
お
っ
ぴ
さ
ん
、
元
気
す
か
。（
ひ
い
お
じ
い
さ
ん
、
ひ
い
お
ば
あ
さ
ん
は
、 

元
気
で
す
か
） 

 

▼
【
分
家
】
べ
っ
か 

 

●
べ
っ
か
さ
持
っ
て
行
っ
て
こ
。
（
分
家
に
行
っ
て
こ
い
） 

 

▼
【
娘
】
あ
ね
こ 

※
「
あ
ね
っ
こ
」
と
も
言
う
。 

 

●
今
日
、
あ
ね
っ
こ
休
み
だ
か
ら
手
伝
わ
せ
ろ
。
（
今
日
は
、
娘
が
休
み
だ 

か
ら
家
の
手
伝
い
さ
せ
ろ
） 
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14
．
人
物
の
性
格
・
態
度
・
身
体
的
特
徴
・
職
業
・
特
性 

▼
【
浅
は
か
で
お
し
ゃ
べ
り
な
人
】
し
ゃ
が
ら
な
す 

 

●
あ
の
人
、
し
ゃ
な
が
ら
す
だ
が
ら
な
ぁ
。
ま
だ
何
に
も
考
え
ね
で
し
ゃ
べ

っ
て
ん
だ
お
ん
。
（
あ
の
人
は
浅
は
か
で
お
し
ゃ
べ
り
な
人
だ
か
ら
、
何

も
考
え
な
い
で
お
し
ゃ
べ
り
す
る
ん
だ
） 

 

▼
【
浅
は
か
で
間
が
抜
け
て
い
る
人
】
ほ
で
な
す 

 

●
あ
の
人
偉
そ
う
に
み
え
っ
け
ど
や
、
ほ
で
だ
す
だ
お
ん
ね
。
（
あ
の
人
は 

偉
そ
う
に
見
え
る
け
れ
ど
、
浅
は
か
で
間
が
抜
け
て
い
る
） 

 

▼
【
嘘
つ
き
・
嘘
を
つ
く
こ
と
】
う
そ
こ
ぎ 

 

●
そ
ん
な
に
う
そ
こ
ぎ
す
ん
で
ね
ぇ
ど
。
（
そ
ん
な
に
嘘
を
つ
く
ん
で
な
い 

よ
） 

●
あ
の
人
、
い
っ
つ
も
う
そ
こ
ぎ
な
ん
だ
か
ら
。
（
あ
の
人
は
、
い
つ
も
嘘 

つ
き
な
ん
だ
か
ら
） 

 

▼
【
嘘
つ
き
な
男
性
】
て
ほ
や
ろ 

 

●
あ
の
人
、
い
っ
つ
も
で
っ
け
ぇ
こ
と
ば
り
語
っ
て
、
て
ほ
や
ろ
う
だ
お
ん

な
。
（
あ
の
人
、
い
つ
も
大
き
な
こ
と
を
話
し
て
嘘
つ
き
だ
） 

 

▼
【
嘘
つ
き
・
ほ
ら
ふ
き
】
ほ
ら
こ
ぎ 

 

●
あ
の
男
、
ほ
ら
こ
ぎ
だ
が
ら
真
に
受
け
て
だ
め
だ
ぞ
。
（
あ
の
男
は
、
ほ

ら
ふ
き
だ
か
ら
、
真
に
受
け
て
は
だ
め
だ
ぞ
） 

 

●
ほ
ら
こ
ぎ
ば
り
し
て
い
っ
と
、
遊
ん
で
も
ら
え
ん
な
ぐ
な
っ
か
ら
。
（
嘘

ば
か
り
つ
い
て
い
る
と
、
遊
ん
で
も
ら
え
な
く
な
る
か
ら
） 

 

▼
【
大
食
い
】
ま
ぐ
れ
ぇ 

 

●
細
い
体
っ
こ
し
て
、
ま
ぐ
れ
ぇ
で
が
す
。
（
細
い
身
体
を
し
て
、
大
食

い
で
す
） 

●
も
ら
っ
た
お
菓
子
、
ま
ぐ
れ
ぇ
す
て
胸
焼
け
し
た
や
。
（
も
ら
っ
た
お
菓 

子
を
食
べ
過
ぎ
て
胸
焼
け
が
し
た
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▼
【
お
て
ん
ば
】
じ
ゃ
ば 

 

●
あ
の
娘
、
め
ん
こ
い
ん
だ
げ
ん
ど
、
な
ん
や
じ
ゃ
ば
だ
な
や
。（
あ
の
娘
、

か
わ
い
い
ん
だ
け
れ
ど
、
お
て
ん
ば
だ
） 

 
▼
【
金
持
ち
】
ふ
ぐ
す
ぃ 

 

●
あ
ん
だ
の
家
、
ふ
ぐ
す
い
ご
だ
や
。
（
あ
な
た
の
家
は
金
持
ち
だ
） 
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▼
【
気
が
変
わ
り
や
す
い
人
】
き
む
ぎ
や 

 

●
あ
い
づ
や
、
さ
っ
き
ど
こ
ろ
っ
と
変
わ
っ
て
、
ほ
ん
ぬ
き
む
ぎ
や
だ
な
。

（
あ
い
つ
先
と
こ
ろ
っ
と
変
わ
っ
て
本
当
に
気
が
変
わ
り
や
す
い
人
だ
） 

 

▼
【
気
が
利
く
】
き
は
す
ま
る 

 

●
あ
そ
ご
の
嫁
ご
、
き
は
す
ま
っ
と
。
（
あ
そ
こ
の
家
の
お
嫁
さ
ん
は
、
気 

が
利
く
） 

 

●
あ
の
人
は
、
き
は
す
ま
る
人
だ
っ
ち
ゃ
。（
あ
の
人
は
、
気
が
利
く
人
だ
） 

 

▼
【
気
が
ふ
れ
て
い
る
人
】
す
ん
け
た
が
り 

 

●
あ
ぁ
、
ま
だ
で
っ
け
な
声
出
す
て
、
す
ん
け
た
が
り
み
で
ぇ
だ
な
や
。（
あ 

ぁ
、
ま
た
大
き
な
声
を
出
し
て
、
気
が
ふ
れ
て
い
る
人
み
た
い
だ
） 

 

▼
【
気
性
が
は
げ
し
い
】
き
が
ね 

 

●
き
が
ね
こ
と
ば
り
言
っ
て
、
ほ
ん
と
困
っ
た
な
や
。
（
気
性
の
激
し
さ
が 

わ
か
る
こ
と
ば
か
り
言
っ
て
、
本
当
に
困
っ
た
） 

 

●
あ
の
娘
っ
こ
、
ず
い
ぶ
ん
、
き
が
ね
ご
だ
。
（
あ
の
娘
は
ず
い
ぶ
ん
気
性 

が
は
げ
し
い
こ
と
だ
） 

 
 ▼
【
気
品
が
あ
る
】
お
ぐ
れ
ぇ 

 

●
あ
の
俳
優
さ
ん
、
お
ぐ
れ
ぇ
ご
だ
。
（
あ
の
俳
優
さ
ん
は
、
気
品
が
あ 

る
こ
と
だ
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●
あ
の
人
の
振
舞
、
お
ぐ
れ
ぇ
な
ぁ
。（
あ
の
人
の
振
舞
は
気
品
が
あ
る
な
） 

 

▼
【
気
難
し
い
】
い
ん
ぴ
ん 

※
「
え
ん
ぴ
ん
」
と
も
言
う
。 

 

●
田
中
さ
ん
は
い
ん
ぴ
ん
だ
か
ら
、話
す
の
疲
れ
る
ん
だ
。（
田
中
さ
ん
は
、 

気
難
し
い
か
ら
、
お
し
ゃ
べ
り
す
る
の
に
疲
れ
る
ん
だ
） 

 

●
あ
の
人
、
い
ん
ぴ
ん
た
が
り
だ
っ
ち
ゃ
ね
。
（
あ
の
人
は
、
気
難
し
い
人 

だ
ね
） 

 

▼
【
器
量
が
悪
い
・
み
っ
と
も
な
い
】
み
だ
ぐ
な
す 

※
悪
態
に
も
使
う 

 

●
あ
の
わ
ら
す
、
鼻
ば
垂
ら
す
て
て
、
み
だ
ぐ
な
す
だ
ご
だ
。
（
あ
の
子 

ど
も
、
鼻
を
垂
ら
し
て
み
っ
と
も
な
い
こ
と
だ
） 

 

●
あ
り
が
と
う
の
一
言
も
言
わ
ね
ぇ
、
あ
の
女
ご
、
み
だ
ぐ
な
す
だ
な
や
。

（
あ
り
が
と
う
の
一
言
も
言
わ
な
い
。
あ
の
女
は
態
度
が
悪
い
） 

 

▼
【
食
い
意
地
が
張
っ
て
い
る
人
】
い
や
す
こ 
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●
あ
の
人
は
い
や
す
こ
だ
が
ら
、
何
で
も
食
う
ん
だ
。
（
あ
の
人
は
貪
り 

食
う
人
だ
か
ら
、
何
で
も
食
べ
る
ん
だ
） 

 

▼
【
口
が
軽
い
】
あ
ざ
こ
ね
ぇ 

 

●
あ
の
人
さ
言
っ
て
は
だ
め
だ
ど
。
あ
ご
さ
ね
ぇ
ん
だ
が
ら
。
（
あ
の
人
に 

言
う
の
は
だ
め
だ
ぞ
。
口
が
軽
い
ん
だ
か
ら
） 

 

▼
【
け
ち
な
人
】
い
す
ぴ
り 

●
あ
の
人
、
ほ
ん
と
に
い
す
び
り
だ
っ
ち
ゃ
ね
。
が
め
つ
い
ご
だ
。
（
あ
の 

人
、
本
当
に
け
ち
だ
か
ら
ね
、
が
め
つ
い
こ
と
だ
） 

 

▼
【
け
ち
な
人
】
す
ぴ
た
れ 

※
「
す
ぴ
た
り
」
と
も
言
う
。 

 

●
す
ぴ
た
り
お
や
じ
、
少
し
ぐ
ら
い
、
お
ご
っ
た
ら
良
い
っ
ち
ゃ
ね
ぇ
。（
け 

ち
な
お
じ
さ
ん
、
少
し
ぐ
ら
い
お
ご
っ
た
ら
良
い
の
に
ね
） 

 

●
あ
の
人
、
す
ぴ
た
れ
だ
か
ら
募
金
に
一
円
だ
っ
て
出
さ
ね
ぇ
よ
。
（
あ
の 

人
、
け
ち
だ
か
ら
募
金
に
一
円
も
出
さ
な
い
よ
） 

 

▼
【
け
ち
な
人
】
す
わ
っ
ぴ
り 

 

●
あ
の
人
、
す
わ
っ
ぴ
り
で
や
ん
だ
な
や
。
一
緒
に
食
い
さ
行
が
ん
ね
。（
あ

の
人
は
け
ち
で
嫌
だ
な
。
一
緒
に
食
べ
に
行
け
な
い
） 

 

▼
【
（
節
約
の
た
め
に
）
け
ち
な
人
】
ま
で
か
す 

 

●
あ
の
人
ま
で
か
す
だ
お
ん
ね
。
す
ん
し
ょ
残
す
べ
お
ん
。
（
あ
の
人
、
節 

約
の
た
め
に
け
ち
な
人
だ
。
財
産
を
残
す
だ
ろ
う
） 

 

▼
【
仮
病
な
ど
で
怠
け
る
人
】
た
れ
か 

 

●
あ
の
人
、
ね
く
さ
っ
て
ば
り
い
て
、
た
れ
か
だ
ご
だ
ね
。
ほ
ん
に
や
ん
だ

ぐ
な
っ
と
。
（
あ
の
人
は
怠
け
る
人
だ
ね
。
本
当
に
嫌
に
な
る
） 

 

▼
【
強
情
な
人
】
む
ん
つ
ん 

 

●
あ
の
人
、
む
ん
つ
ん
だ
が
ら
、
友
達
い
ね
ぇ
べ
お
ん
。
（
強
情
な
人
だ
か 

ら
、
友
達
が
い
な
い
だ
ろ
う
） 

 

▼
【
神
経
質
な
人
】
け
ん
の
ん
た
が
り 

 

●
何
回
も
手
洗
っ
て
、
ま
ぁ
ず
、
け
ん
の
ん
だ
が
り
だ
ご
だ
。
（
何
回
も
手 

を
洗
っ
て
、
ま
ぁ
神
経
質
な
人
だ
） 

 

▼
【
ず
ぼ
ら
】
ず
べ
ら 
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●
あ
の
人
、
ず
べ
ら
だ
か
ら
何
も
仕
事
を
頼
ま
ん
ね
で
ば
。
（
あ
の
人
は
ず 

ぼ
ら
だ
か
ら
、
何
も
仕
事
を
頼
む
こ
と
が
で
き
な
い
） 

 

▼
【
短
気
】
た
ん
ぱ
ら 

 

●
す
ぐ
た
ん
ぱ
ら
起
こ
す
ん
だ
が
ら
。
（
す
ぐ
短
気
を
起
こ
す
ん
だ
か
ら
） 

 

▼
【
慎
ま
し
い
】
ま
が
す
ぃ 

 

●
あ
の
人
、
ま
が
す
ぃ
か
ら
、
あ
ん
ま
り
誘
う
な
。
（
あ
の
人
は
、
慎
ま
し

い
か
ら
、
あ
ま
り
誘
う
な
） 

 

▼
【
で
た
ら
め
を
言
う
人
】
ら
っ
ぱ
ふ
ぎ 

 

●
あ
の
人
、
ら
っ
ぱ
ふ
ぎ
だ
が
ら
や
、
本
気
に
す
っ
と
だ
め
だ
ど
。
（
あ
の 

人
、
で
た
ら
め
を
言
う
ひ
と
だ
か
ら
、
本
気
に
す
る
と
だ
め
だ
） 

 

▼
【
と
ん
で
も
な
い
人
】
ず
ら
も
の 

 

●
あ
い
づ
な
、
ず
ら
も
の
だ
か
ら
信
用
ね
ぇ
べ
。
（
あ
い
つ
は
な
、
と
ん
で 

も
な
い
人
間
だ
か
ら
信
用
が
な
い
だ
ろ
う
） 

 
 ▼

【
怠
け
も
の
】
か
ば
ね
や
み 

 

●
あ
の
人
、
ほ
ん
に
か
ば
ね
や
み
だ
な
。
何
も
し
ね
ん
だ
お
ん
な
。
（
あ
の 

人
、
本
当
に
怠
け
者
だ
な
。
何
も
し
な
い
ん
だ
も
の
な
） 

 
 ▼

【
怠
け
も
の
】
な
ま
だ
ら 

 

●
あ
の
人
さ
何
か
頼
ん
で
も
、
な
ま
だ
ら
ば
り
し
て
や
、
ま
ぁ
ず
な
か
な
か

出
て
こ
ね
ぇ
ん
だ
ず
。（
あ
の
人
に
何
か
頼
ん
で
も
、
怠
け
て
ば
か
り
で
、

な
か
な
か
出
て
こ
な
い
ん
で
す
） 

 

▼
【
怠
け
も
の
】
や
み
ぞ
う 

 

●
あ
い
づ
は
や
み
ぞ
う
で
や
、
は
っ
ぱ
り
動
か
ね
ぇ
。
（
あ
い
つ
は
怠
け 

者
で
さ
っ
ぱ
り
動
か
な
い
） 

 

▼
【
抜
け
目
な
い
】
す
か
さ
ね 

 

●
み
ん
な
一
つ
ず
つ
な
の
に
、
二
つ
持
っ
て
行
っ
た
か
ら
す
か
さ
ね
。
（
み

ん
な
は
一
つ
ず
つ
な
の
に
、
二
つ
持
っ
て
行
っ
た
か
ら
抜
け
目
な
い
） 

 
 ▼

【
能
無
し
な
こ
と
】
の
っ
つ
ぉ 

 
●
の
っ
つ
ぉ
ば
り
つ
い
で
、
こ
の
馬
鹿
野
郎
。
（
能
無
し
な
こ
と
ば
か
り
し 

て
、
こ
の
馬
鹿
野
郎
） 
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▼
【
話
が
く
ど
い
人
】
ね
っ
こ
ほ
り 

 

●
あ
の
人
、
ね
っ
こ
ほ
り
だ
が
ら
、
話
す
の
に
く
た
び
れ
た
。
（
あ
の 

人
、
話
が
く
ど
い
か
ら
、
お
し
ゃ
べ
り
す
る
の
に
く
た
び
れ
た
） 

 

▼
【
左
利
き
】
ひ
だ
り
こ
ぎ 

 

●
ひ
だ
り
こ
ぎ
で
、
よ
ぐ
字
書
け
っ
こ
だ
。
（
利
き
手
が
左
手
で
よ
く
字 

が
書
け
る
こ
と
だ
） 

●
ひ
だ
り
こ
ぎ
だ
か
ら
、
少
し
い
ず
い
ん
だ
。
（
左
利
き
だ
か
ら
、
少
し
違

和
感
が
あ
る
ん
だ
） 

 ▼
【
ひ
ね
く
れ
る
こ
と
】
い
び
き
づ 

 

●
そ
ん
な
に
い
び
き
づ
す
ね
で
、
や
っ
て
け
ろ
や
。
（
そ
ん
な
に
ひ
ね
く
れ 

て
い
な
い
で
、
や
っ
て
く
れ
） 

 

▼
【
太
っ
た
人
】
ず
ぐ
だ
ま 

 

●
ず
ぐ
だ
ま
で
も
人
よ
り
よ
ぐ
動
ぐ
ね
。
（
太
っ
て
い
て
も
人
よ
り
よ
く
動

く
ね
） 

 

▼
【
屁
理
屈
を
こ
ね
る
人
】
り
ぐ
つ
が
た
り 

 

●
あ
の
人
や
ぁ
、
集
ま
る
た
ん
び
に
り
ぐ
づ
が
た
り
っ
て
な
ん
や
。
（
あ
の

人
は
集
ま
る
た
び
に
屁
理
屈
を
こ
ね
る
人
だ
） 

 

▼
【
物
も
ら
い
】
ほ
い
ど 

 

●
ほ
い
ど
、
あ
っ
つ
こ
っ
つ
回
っ
て
歩
い
で
っ
と
。
（
物
も
ら
い
が
あ
ち
ら 

こ
ち
ら
回
っ
て
歩
い
て
る
） 

 

▼
【
役
立
た
ず
】
ず
ぐ
だ
れ 

 

●
こ
の
ず
ぐ
だ
れ
、
ま
だ
母
ち
ゃ
ん
に
ご
っ
し
ゃ
が
っ
た
わ
。
（
こ
の
役
立

た
ず
、
ま
た
お
母
さ
ん
に
怒
ら
れ
た
） 

 
 ▼

【
役
立
た
ず
】
た
が
ら
も
の 

 

●
あ
の
家
の
娘
や
ぁ
、
た
が
ら
も
の
な
ん
だ
ど
っ
し
ゃ
。
（
あ
の
家
の
娘

は
役
立
た
ず
な
ん
だ
そ
う
だ
） 

●
こ
の
た
が
ら
も
の
、
早
ぐ
か
せ
が
え
。
（
こ
の
役
立
た
ず
、
早
く
働
け
） 

 ▼
【
痩
せ
て
い
る
人
・
痩
せ
て
い
る
様
】
が
ん
た
れ 

 

●
お
ま
ま
食
べ
ね
ぇ
が
ら
、
が
ん
た
れ
だ
。
（
ご
飯
を
食
べ
な
い
か
ら
痩 
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せ
て
い
る
） 

 
▼
【
欲
が
深
い
】
よ
が
こ
い 

 

●
何
で
も
欲
す
が
っ
て
、
よ
が
こ
い
ご
だ
が
ら
。
（
何
で
も
欲
し
が
っ
て
欲 

が
深
い
ん
だ
か
ら
） 

●
あ
の
人
は
本
当
に
よ
が
こ
い
人
だ
。（
あ
の
人
は
本
当
に
欲
が
深
い
人
だ
） 

 
 ▼

【
欲
張
り
】
よ
く
た
が
り 

 

●
あ
の
人
や
ぁ
、
よ
く
た
が
り
だ
か
ら
、
こ
こ
さ
あ
る
も
の
全
部
持
っ
て
た

ん
だ
ど
わ
。
（
あ
の
人
は
、
欲
張
り
だ
か
ら
こ
こ
に
あ
る
も
の
を
全
部
持

っ
て
い
っ
た
ん
だ
そ
う
だ
） 

 

▼
【
酔
っ
払
い
・
酔
い
ど
れ
】
よ
っ
き
り 

※
「
よ
っ
き
る
（
酔
っ
払
う
）
」 

 

●
隣
の
と
う
ち
ゃ
ん
、
ま
だ
よ
っ
き
て
来
た
。
（
隣
の
家
の
父
親
は
、
ま
た 

酔
っ
払
っ
て
き
た
） 

 
 ▼

【
弱
弱
し
い
人
】
あ
お
た
れ 

 

●
あ
ん
だ
、
何
が
あ
っ
た
の
か
。
あ
お
っ
た
れ
た
顔
し
て
っ
と
。
（
何
か
あ

っ
た
の
か
。
具
合
が
悪
そ
う
な
弱
っ
た
顔
し
て
） 

●
「
あ
い
づ
、
あ
ん
ば
い
悪
く
な
っ
た
だ
ど
」
「
あ
い
づ
は
、
あ
お
っ
た 

れ
だ
が
ら
な
」
（
「
あ
い
つ
、
具
合
が
悪
く
な
っ
た
そ
う
だ
」
「
あ 

い
つ
は
弱
弱
し
い
か
ら
な
」
） 

 

▼
【
乱
暴
者
】
き
か
ず 

 

●
ま
ぁ
ず
、
あ
の
や
ろ
っ
こ
、
き
か
ず
だ
か
ら
声
か
け
ん
な
よ
。
（
あ
の
男 

の
子
、
乱
暴
者
だ
か
ら
声
を
か
け
る
な
よ
） 

 

▼
【
利
己
主
義
】
わ
め
ぎ
り 

●
あ
の
人
、
わ
め
ぎ
り
で
ね
ぇ
、
す
か
ね
ご
だ
。
自
分
だ
け
い
き
れ
ば
え
え

ん
だ
お
ん
。
（
あ
の
人
は
、
利
己
主
義
で
好
き
で
は
な
い
。
自
分
だ
け
良

け
れ
ば
良
い
ん
だ
） 

 

▼
【
猟
師
】
て
っ
ぽ
ぶ
づ 

 

●
お
ら
の
あ
ん
つ
ぁ
ん
、
て
っ
ぽ
ぶ
づ
だ
。
（
私
の
兄
は
猟
師
だ
） 

 

▼
【
料
理
人
】
め
ん
ば
ん 

 
●
あ
の
人
、
め
ん
ば
ん
さ
ん
な
ん
だ
よ
。
（
あ
の
人
、
料
理
人
だ
な
） 
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15
．
形
状
・
サ
イ
ズ 

▼
【
大
き
い
】
で
っ
け
ぇ 

 

●
こ
ん
な
で
っ
け
ぇ
魚
釣
っ
た
の
見
た
ご
と
ね
ぇ
。
（
こ
ん
な
大
き
い
魚
を

釣
っ
た
の
見
た
こ
と
が
な
い
） 

 

▼
【
尻
が
出
で
い
る
状
態
】
た
な
け
っ
つ 

 

●
た
な
け
っ
つ
す
て
、
畑
仕
事
が
ん
ば
っ
て
ん
な
。
（
腰
を
し
っ
か
り
曲

げ
て
お
尻
を
出
張
ら
せ
て
、
畑
仕
事
、
頑
張
っ
て
る
な
） 

●
立
派
な
た
な
け
っ
つ
す
て
、
い
や
い
や
姿
良
い
ご
だ
。
（
立
派
に
尻
が
出

て
い
て
、
ス
タ
イ
ル
が
良
い
こ
と
だ
） 

 

▼
【
小
さ
い
】
ち
ゃ
っ
こ
い 

 

●
茄
子
で
も
胡
瓜
で
も
、
ち
ゃ
っ
こ
い
の
取
っ
と
ん
め
ぇ
だ
が
ら
。
（
茄
子

で
も
胡
瓜
で
も
、
小
さ
い
の
を
獲
る
と
美
味
し
い
か
ら
） 

 
 ▼

【
小
さ
い
】
め
ち
ゃ
こ
い 

 

●
め
ち
ゃ
こ
い
猫
だ
ご
だ
。
（
小
さ
い
猫
だ
） 

 

●
こ
の
鍵
、
め
ち
ゃ
こ
い
が
ら
な
ぐ
す
ん
で
ね
ぇ
ど
。
（
こ
の
鍵
、
小
さ
い 

か
ら
な
く
す
ん
で
な
い
よ
） 

 

▼
【
鼻
が
低
い
こ
と
】
は
な
び
ち
ょ 

※
「
は
な
べ
ち
ょ
」
と
も
言
う
。 

 

●
あ
の
娘
よ
う
、
め
ん
こ
い
げ
ん
ど
も
、
惜
す
ぃ
ご
と
に
は
な
べ
ち
ょ
だ

な
。
（
あ
の
娘
、
可
愛
い
け
れ
ど
、
惜
し
い
こ
と
に
鼻
が
低
い
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●
お
ら
い
の
孫
、
は
な
び
ち
ょ
だ
け
ん
ど
も
、
め
ん
こ
い
ん
だ
ど
。
（
私
の

孫
は
鼻
が
低
い
け
れ
ど
も
、
可
愛
い
ん
だ
よ
） 

 

▼
【
低
く
な
っ
て
い
る
状
態
】
く
ぼ
い 

 

●
こ
の
道
路
、
く
ぼ
い
所
あ
っ
か
ら
、
気
つ
け
ろ
。
（
こ
の
道
路
は
低
い
と 

こ
ろ
が
あ
る
か
ら
、
気
を
つ
け
ろ
） 

 

▼
【
平
た
い
】
ぺ
っ
た
ら
こ
い 

※
「
ぺ
っ
た
ら
い
」
と
も
言
う
。 

 

●
何
だ
、
こ
の
重
ね
餅
、
ぺ
っ
た
ら
い
ご
ど
。
（
な
ん
だ
、
こ
の
重
ね 

餅
、
平
た
い
こ
と
だ
） 

 

▼
【
細
長
い
】
な
が
っ
ぴ
ろ
い 

 

●
昔
の
学
校
は
、
廊
下
が
な
が
っ
ぴ
ろ
か
っ
た
お
ん
ね
。
（
昔
の
学
校
は 

廊
下
が
細
長
か
っ
た
も
の
ね
） 
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▼
【
眉
毛
や
目
が
下
が
っ
て
い
る
顔
の
こ
と
】
す
っ
ぺ
さ
が
り 

 
●
あ
の
娘
、
め
ん
こ
い
だ
げ
ん
ど
も
、
す
っ
ぺ
さ
が
り
だ
お
ん
ね
。
（
あ
の

娘
は
可
愛
い
け
れ
ど
、
目
や
眉
毛
が
下
が
っ
て
い
る
ね
） 

                

16
．
様
態
・
態
度 

▼
【
足
が
地
に
つ
い
て
い
な
い
様
】
あ
ふ
ら
と
ふ
ら 

 

●
お
ら
い
の
息
子
、
仕
事
も
す
ね
で
、
あ
ふ
ら
と
ふ
ら
す
て
っ
か
ら
、
な
じ

ょ
し
た
ら
よ
か
ん
べ
な
。
（
私
の
家
の
息
子
は
仕
事
を
し
な
い
で
、
地
に

足
が
つ
い
て
い
な
い
よ
う
だ
か
ら
、
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
だ
ろ
う
な
） 

 

▼
【
忙
し
い
様
】
て
た
ぱ
た 

 

●
人
寄
せ
あ
っ
た
か
ら
、
て
た
ぱ
た
し
て
と
っ
て
も
疲
れ
た
。
（
人
寄
せ
が

あ
っ
た
か
ら
、
忙
し
く
て
と
て
も
疲
れ
た
） 

 

▼
【
急
い
で
い
る
様
】
わ
ら
わ
ら 

●
道
草
く
わ
ね
で
わ
ら
わ
ら
行
っ
て
こ
い
よ
。
（
道
草
を
く
わ
な
い
で
、
急

い
で
行
っ
て
こ
い
よ
） 

 

▼
【
落
ち
着
き
が
な
い
様
】
ち
し
ゃ
ち
し
ゃ
す
る 

 

●
あ
の
わ
ら
す
、
教
室
の
中
で
ち
し
ゃ
ち
し
ゃ
し
て
。
（
あ
の
子
、
教
室
の

中
で
落
ち
着
き
が
な
い
） 

●
あ
の
わ
ら
す
こ
、
ち
し
ゃ
ち
し
ゃ
す
っ
か
ら
危
ね
ぇ
。
よ
ぐ
見
て
け
さ
い

よ
。
（
あ
の
子
、
落
ち
着
き
が
な
く
て
危
な
い
か
ら
、
よ
く
見
て
く
だ
さ
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い
よ
） 

 
 

 
 ▼

【
輝
く
様
】
て
ろ
て
ろ 

 

●
こ
い
づ
、
て
ろ
て
ろ
に
磨
い
で
お
げ
よ
。
（
こ
れ
を
輝
く
よ
う
に
磨
い
て

お
け
よ
） 

 

▼
【
代
わ
る
代
わ
る
】
う
っ
た
げ 

 

●
誰
に
見
せ
る
わ
け
で
も
ね
ぇ
の
に
、
あ
の
人
、
う
っ
た
げ
に
服
着
て
っ

ち
ゃ
な
や
。
（
誰
に
見
せ
る
わ
け
で
も
な
い
の
に
、
あ
の
人
は
代
わ
る

代
わ
る
服
を
着
て
い
る
ね
） 

 

 

▼
【
き
ち
ん
と
】
き
か
っ
と 

 

●
あ
の
人
は
い
っ
つ
も
き
か
っ
と
仕
事
す
る
ん
だ
よ
ね
。
（
あ
の
人
は
、
い

つ
も
き
ち
ん
と
仕
事
す
る
ん
だ
よ
ね
） 

 
 ▼

【
ぎ
っ
し
り
と
】
ぴ
つ
っ
と 

 

●
荷
物
ば
ぴ
つ
っ
と
つ
め
る
と
、
つ
ぶ
れ
っ
か
ら
気
つ
け
ろ
。
（
荷
物
を
ぎ 

っ
し
り
と
詰
め
る
と
、
つ
ぶ
れ
る
か
ら
気
を
つ
け
ろ
） 

 

▼
【
急
に
】
ぐ
い
ら 

 

●
ぐ
い
ら
立
っ
て
、
ど
ご
さ
行
ぐ
の
っ
し
ゃ
。
（
急
に
立
っ
て
、
ど
こ
か
に

行
く
の
か
） 

 

●
ぐ
い
ら
眩
暈
が
し
て
し
ま
っ
た
の
っ
し
ゃ
。
（
急
に
眩
暈
が
し
て
き
た
） 

 

▼
【
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
る
様
】
ぐ
ず
ら
っ
し
ゃ
ら 

 

●
ぐ
ず
ら
っ
し
ゃ
ら
し
ね
ぇ
で
早
ぐ
し
ろ
。
（
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
な
い
で
早 

く
し
ろ
） 

 

▼
【
ぐ
ず
ぐ
ず
】
ぐ
ず
ら
も
ず
ら 

 

●
あ
の
わ
ら
す
、
ぐ
ず
ら
も
ず
ら
し
て
仕
事
は
が
ど
ん
ね
。
（
あ
の
子
、
ぐ

ず
ぐ
ず
し
て
い
て
仕
事
が
は
か
ど
ら
な
い
） 

 

▼
【
元
気
が
な
い
様
】
べ
そ
っ
と 

 

●
何
す
た
ん
だ
か
。
お
ら
い
の
ば
あ
さ
ん
、
べ
そ
っ
と
な
っ
て
や
。
（
ど
う

し
た
ん
だ
か
、
私
の
祖
母
は
元
気
が
な
く
な
っ
た
） 

 
▼
【
心
が
浮
き
立
つ
様
】
ほ
ぎ
ほ
ぎ 

 

●
ほ
ぎ
ほ
ぎ
し
て
、
友
達
と
湯
っ
こ
さ
行
っ
た
の
っ
し
ゃ
。
（
心
が
浮
き
立



48 
 

っ
て
友
達
と
温
泉
に
行
っ
た
） 

 
▼
【
（
宴
会
や
集
会
で
）
最
後
ま
で
居
残
る
こ
と
】
す
ま
ぶ
り 

●
い
っ
つ
も
す
ま
ぶ
り
し
て
ん
だ
が
ら
。
あ
ん
ま
り
、
か
ま
う
な
よ
。
（
い

つ
も
最
後
ま
で
居
残
る
か
ら
、
あ
ま
り
か
ま
う
な
よ
） 

 

▼
【
先
を
争
う
様
】
ば
や
く
ら 

 

●
兄
弟
な
ん
だ
が
ら
ば
や
く
ら
し
て
ね
ぇ
で
、
ち
ゃ
ん
と
並
ん
で
食
え
。

（
兄
弟
で
先
を
争
う
よ
う
に
し
な
い
で
、
ち
ゃ
ん
と
並
ん
で
食
べ
ろ
） 

 

▼
【
さ
っ
ぱ
り
と
】
さ
っ
ぱ
ど 

 

●
お
か
ず
さ
っ
ぱ
ど
綺
麗
に
食
っ
て
け
ら
っ
た
。
嬉
し
い
ご
だ
。
（
お
か
ず

を
さ
っ
ぱ
り
と
綺
麗
に
食
べ
て
く
れ
た
。
嬉
し
い
） 

 

▼
【
精
一
杯
な
様
】
し
っ
ち
り 

 

●
畑
の
草
む
し
り
、
し
っ
ち
り
す
た
げ
っ
と
、
終
わ
ん
ね
ぇ
な
や
。
（
畑 

の
草
む
し
り
、
精
一
杯
し
た
け
れ
ど
終
わ
ら
な
い
） 

 ▼
【
だ
ら
し
な
い
様
】
で
れ
っ
と 

 

●
旦
那
は
横
座
で
で
れ
っ
と
し
で
る
。
（
旦
那
は
横
座
で
だ
ら
し
な
く
し
て

い
る
） 

 

▼
【
散
ら
か
っ
て
い
る
様
】
と
ど
ら
ね
ぇ 

 

●
家
の
中
、
と
ど
ら
ね
ぇ
く
て
、
人
呼
べ
ね
ぇ
ん
だ
。
（
家
の
中
が
散
ら
か

っ
て
い
て
、
人
を
呼
べ
な
い
） 

 

▼
【
丁
寧
に
扱
う
様
・
倹
約
す
る
様
子
】
ま
で 

 

●
新
し
い
靴
、
買
っ
て
も
ら
っ
た
ば
り
だ
か
ら
ま
で
に
使
え
よ
。
（
新
し
い

靴
は
、
買
っ
て
も
ら
っ
た
ば
か
り
だ
か
ら
、
丁
寧
に
使
え
よ
） 

 

▼
【
手
の
つ
け
よ
う
が
な
い
様
子
】
め
っ
た
に
ご
っ
た 

 

●
地
震
で
部
屋
中
め
っ
た
に
ご
っ
た
で
手
が
つ
け
ら
ん
ね
ぇ
。
（
地
震
で
部

屋
の
中
が
手
の
つ
け
よ
う
が
な
い
く
ら
い
の
有
様
だ
） 

 

▼
【
手
ぶ
ら
の
状
態
】
か
ら
み 

 

●
あ
の
お
ん
つ
ぁ
ん
、い
っ
つ
も
か
ら
み
で
来
ん
だ
ど
。（
あ
の
お
じ
さ
ん
、

い
つ
も
手
ぶ
ら
で
来
る
ん
だ
そ
う
だ
） 
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▼
【
手
ぶ
ら
の
状
態
】
て
ん
ぼ
ろ
げ 

 
●
あ
の
人
、
い
っ
つ
も
て
ん
ぼ
ろ
げ
で
来
る
ん
だ
か
ら
。
（
あ
の
人
は
い
つ

も
手
ぶ
ら
で
来
る
ん
だ
か
ら
） 

 

▼
【
出
来
そ
こ
な
い
】
で
そ
ぐ
ね 

＊
例
文
の
み
音
声
あ
り 

 

●
天
ぷ
ら
揚
げ
た
ら
、
で
そ
ぐ
ね
で
売
り
物
に
な
ん
ね
ぇ
。
（
天
ぷ
ら
を 

揚
げ
た
ら
、
出
来
そ
こ
な
い
で
売
り
物
に
な
ら
な
い
） 

 
 ▼

【
と
ん
ち
ん
か
ん
な
様
】
あ
っ
ぺ
と
っ
ぺ 

 

●
あ
っ
ぺ
と
っ
ぺ
で
訳
わ
が
ん
ね
ぇ
。
（
頓
珍
漢
で
訳
が
わ
か
ら
な
い
） 

 
 ▼

【
の
ろ
の
ろ
し
て
い
る
様
】
の
っ
た
く
っ
た 

 

●
の
っ
た
く
っ
た
歩
ぐ
な
、
さ
っ
さ
と
歩
げ
。
（
の
ろ
の
ろ
歩
く
な
、
さ
っ

さ
と
歩
け
） 

 

▼
【
端
数
で
あ
る
こ
と
・
不
揃
い
な
様
】
は
ん
く
た 

 

●
こ
の
ト
ラ
ン
プ
、は
ん
く
た
で
遊
ば
ん
ね
ぇ
な
ぁ
。（
こ
の
ト
ラ
ン
プ
は
、 

不
揃
い
で
遊
べ
な
い
な
） 

 
 

▼
【
一
回
り
す
る
こ
と
】
ぐ
り
っ
と 

 

●
回
覧
板
だ
か
ら
、
ぐ
り
っ
と
ま
わ
せ
よ
。
（
回
覧
板
だ
か
ら
一
回
り
す
る

よ
う
に
回
せ
よ
） 

 

●
お
ぼ
こ
、
眠
た
ぐ
で
泣
い
て
っ
か
ら
、
ぐ
り
っ
と
歩
い
で
く
っ
か
ら
。（
赤

ん
坊
が
眠
た
く
て
泣
い
て
い
る
か
ら
、
一
回
り
て
歩
い
て
く
る
か
ら
） 

 

▼
【
不
器
用
な
こ
と
】
て
ど
く
さ
れ 

 

●
お
ら
、
手
仕
事
ほ
だ
に
こ
ま
ご
い
の
、
て
ど
く
さ
れ
で
だ
め
な
ん
だ
。（
私 

は
手
仕
事
で
細
か
い
の
は
、
不
器
用
で
だ
め
な
ん
だ
） 

 

▼
【
別
々
に
】
て
ん
で
に 

 

●
喧
嘩
す
ね
ぇ
よ
う
に
、て
ん
で
に
分
げ
ろ
よ
。（
喧
嘩
し
な
い
よ
う
に
別
々 

に
分
け
る
よ
） 

 

▼
【
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
様
子
】
の
へ
っ
と 

 

●
の
へ
っ
と
す
ね
で
、
し
ゃ
き
っ
と
す
て
せ
。
（
ぼ
ん
や
り
し
て
い
な
い 

で
、
し
ゃ
き
っ
と
し
な
さ
い
） 

 

▼
【
ぼ
ん
や
り
】
う
が
っ
と
（
し
て
） 
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●
う
が
っ
と
し
て
、
財
布
忘
れ
て
き
た
。
（
ぼ
ん
や
り
し
て
い
て
、
財
布
を 

忘
れ
て
き
た
） 

 

▼
【
満
足
に
】
ろ
く
た
ま 

 

●
ろ
く
た
ま
仕
事
も
し
な
い
で
遊
ん
で
ば
り
い
る
ん
だ
が
ら
。
（
満
足
に
仕 

事
も
し
な
い
で
遊
ん
で
ば
か
り
い
る
ん
だ
か
ら
）. 

 

▼
【
醜
い
】
め
ぐ
せ 

 

●
あ
の
化
粧
、
め
ぐ
せ
ご
だ
。
（
あ
の
化
粧
は
醜
い
） 

 
 ▼

【
む
や
み
や
た
ら
】
た
だ
む
し
ょ 

 

●
あ
ん
な
に
あ
っ
た
大
根
、た
だ
む
し
ょ
け
で
や
っ
た
ん
だ
っ
ち
ゃ
わ
。（
あ

ん
な
に
あ
っ
た
大
根
を
む
や
み
や
た
ら
に
人
に
あ
げ
た
ん
だ
ね
） 

 

▼
【
も
た
も
た
し
て
遅
い
様
】
わ
さ
く
さ 

 

●
朝
の
忙
す
い
時
、
わ
さ
く
さ
し
て
邪
魔
だ
ご
だ
。
（
朝
の
忙
し
い
時
に
、

も
た
も
た
し
て
い
て
邪
魔
な
こ
と
だ
） 

 

▼
【
乱
暴
な
様
】
む
で 

 

●
仔
っ
こ
犬
、
生
ま
れ
た
ば
り
だ
が
ら
、
む
で
に
す
ん
な
よ
。
（
仔
犬
が
生 

ま
れ
た
ば
か
り
だ
か
ら
、
乱
暴
に
す
る
な
よ
） 

 

▼
【
立
派
な
様
】
り
き
っ
と
し
た 

 

●
い
や
ぁ
、
あ
そ
こ
の
家
の
息
子
は
、
り
き
っ
と
し
た
青
年
だ
な
。
（
あ
そ

こ
の
家
の
息
子
は
立
派
な
青
年
だ
な
） 

 

▼
【
わ
ざ
と
】
や
く
さ
ら 

 

●
あ
の
人
、
耳
聞
こ
え
ね
ぇ
が
ら
、
や
く
さ
ら
大
声
で
言
っ
て
や
っ
た
。（
あ

の
人
は
耳
が
聞
こ
え
な
い
か
ら
、
わ
ざ
と
大
声
で
言
っ
て
や
っ
た
） 
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17
．
味
覚
・
嗅
覚
・
触
感 

▼
【
美
味
し
い
】
ん
め
ぇ 

 

●
こ
の
お
菓
子
、
ん
め
ぇ
ご
だ
。
ど
こ
で
買
っ
た
。
（
こ
の
お
菓
子
は
美
味

し
い
。
ど
こ
で
買
っ
た
） 

 

●
今
日
の
お
か
ず
、
ん
め
ぇ
ご
っ
た
な
や
。
（
今
日
の
お
か
ず
、
美
味
し
か

っ
た
） 

 

▼
【
塩
辛
い
】
し
ょ
っ
ぺ
ぇ 

 

●
か
あ
ち
ゃ
ん
、
こ
の
味
噌
汁
、
し
ょ
っ
ぺ
ぇ
ご
だ
。
（
お
母
さ
ん
、
こ
の

味
噌
汁
、
し
ょ
っ
ぱ
い
） 

 

▼
【
き
な
臭
い
】
ひ
な
く
せ
ぇ 

 

●
何
か
燃
え
て
ん
で
ね
ぇ
の
。
ひ
な
く
せ
ぇ
ど
。
（
何
か
燃
え
て
る
の
で
は

な
い
の
。
き
な
臭
い
ぞ
） 

 

▼
【
焦
げ
臭
い
】
い
ぶ
く
せ
ぇ 

 

●
何
だ
べ
、
い
ぶ
く
せ
ぇ
ご
だ
。
ど
っ
か
燃
え
で
ん
で
ね
ぇ
の
す
か
。
（
何

だ
ろ
う
、
焦
げ
臭
い
こ
と
だ
。
ど
こ
か
燃
え
て
る
ん
で
は
な
い
で
す
か
） 

 

▼
【
硬
い
】
し
っ
か
だ
こ
い 

 

●
い
や
ぁ
、
こ
の
大
根
漬
け
や
ぁ
、
し
っ
か
だ
こ
く
て
噛
み
切
ら
ね
ぇ
ん
だ
。

（
大
根
漬
け
が
硬
く
て
噛
み
切
れ
な
い
ん
だ
） 

 

▼
【
硬
い
】
す
な
こ
い 

 

●
こ
の
沢
庵
、
す
な
こ
く
て
く
わ
ん
ね
ぇ
な
。
（
こ
の
沢
庵
は
硬
く
て
噛
み

切
れ
な
い
な
） 

 

▼
【
（
ご
飯
が
）
硬
い
】
こ
わ
っ
ぱ
す
ぃ 

 

●
こ
わ
っ
ぱ
す
ぃ
お
ま
ま
が
好
き
だ
。
（
固
め
の
ご
飯
が
好
き
だ
） 

 

▼
【
し
っ
く
り
こ
な
い
・
違
和
感
が
あ
る
】
い
ず
い 

 

●
お
ら
、
い
づ
も
の
席
で
ね
ぇ
ど
、
い
ず
い
ん
だ
。
（
い
つ
も
の
席
で
な
い

と
、
違
和
感
が
あ
る
） 

 

▼
【
湿
っ
ぽ
い
】
や
ば
っ
つ
ぃ 

 

●
い
や
ぁ
、
あ
の
赤
ん
坊
、
や
ば
っ
つ
く
て
泣
ぐ
か
ら
な
、
早
く
お
す
ぃ
め

替
え
ろ
。
（
あ
の
赤
ん
坊
、
湿
っ
ぽ
い
と
泣
く
か
ら
な
、
早
く
お
し
め
を

取
り
替
え
ろ
） 
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▼
【
冷
た
い
】
し
ゃ
っ
こ
い 

 

●
こ
の
水
、
し
ゃ
っ
こ
く
て
ん
め
ぇ
ん
な
や
。
（
こ
の
水
、
冷
た
く
て
美
味

し
い
な
） 

 
 ▼

【
冷
た
い
】
つ
ぷ
て
ぇ 

 

●
こ
の
水
、
つ
ぷ
て
ぇ
ご
だ
。
（
こ
の
水
は
冷
た
い
） 

 

▼
【
や
わ
ら
か
い
】
や
っ
こ
い 

 

●
ば
ん
つ
ぁ
ん
の
ご
飯
、
や
っ
こ
く
し
て
け
ろ
よ
。
（
お
ば
あ
さ
ん
の
ご
飯

は
、
や
わ
ら
か
く
し
て
あ
げ
て
よ
） 

 

       

18
．
感
情
・
評
価 

▼
【
い
い
加
減
な
こ
と
】
お
っ
ぐ
れ 

 

●
あ
の
人
、
会
合
に
行
っ
て
も
、
お
っ
つ
ぐ
れ
ば
か
り
言
う
が
ら
話
な
ん
か

ま
ど
ま
ん
ね
ん
だ
。
（
あ
の
人
、
会
合
に
行
っ
て
も
、
い
い
加
減
な
こ
と

ば
か
り
言
う
か
ら
、
話
が
ま
と
ま
ら
な
い
ん
だ
） 

 

▼
【
う
る
さ
い
・
や
か
ま
し
い
】
し
づ
ね 

※
「
し
ぇ
づ
ね
」
と
も
言
う
。 

 

●
わ
ら
す
達
、
家
の
う
ち
で
騒
い
で
、
し
づ
ね
ご
だ
。
（
子
ど
も
た
ち
が
家

の
中
で
騒
い
で
、
う
る
さ
い
） 

 

▼
【
（
非
常
に
）
う
る
さ
い
・
や
か
ま
し
い
】
い
げ
し
づ
ね 

 

●
な
ん
だ
っ
て
、
お
ら
い
の
孫
た
づ
、
い
げ
し
づ
ね
ぇ
ご
だ
。
（
私
の
孫
た

ち
は
非
常
に
や
か
ま
し
い
） 

 

▼
【
お
か
し
い
】
お
が
っ
つ
ね 

 

●
な
ん
だ
っ
て
、
お
が
っ
つ
ね
ぇ
ん
だ
。
あ
は
は
。
（
お
か
し
い
ね
、
あ
は

は
） 

 
●
そ
の
恰
好
、
お
が
っ
つ
ね
ぇ
な
や
。
（
そ
の
恰
好
、
お
か
し
い
ね
） 
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▼
【
惜
し
い
・
も
っ
た
い
な
い
】
い
だ
ま
す
ぃ 

 
●
そ
の
着
物
、
そ
ん
な
に
い
だ
ま
す
ぃ
の
が
。
（
そ
の
着
物
、
そ
ん
な
に
惜

し
い
の
か
） 

 

▼
【
恐
ろ
し
い
・
怖
い
】
お
っ
か
ね
ぇ 

 

●
大
っ
き
な
犬
に
吠
え
ら
れ
で
、
お
っ
か
ね
え
が
っ
た
。
（
大
き
な
犬
に
吠

え
ら
れ
て
、
恐
ろ
し
か
っ
た
） 

 

●
夕
べ
、
お
っ
か
ね
ぇ
夢
見
た
ん
だ
よ
な
。
（
夕
べ
、
怖
い
夢
を
見
た
ん
だ

よ
な
） 

 

▼
【
驚
く
】
ど
で
ん 

 

●
後
ろ
か
ら
大
っ
き
な
声
か
け
ら
れ
、
ど
で
ん
す
た
ぁ
。
（
後
ろ
か
ら
大
き

な
声
を
か
け
ら
れ
て
、
驚
い
た
） 

 

▼
【
可
愛
い
】
え
ら
す
こ
い 

 

●
あ
の
赤
ん
坊
、
え
ら
す
こ
い
な
や
。（
あ
の
赤
ん
坊
、
可
愛
い
な
） 

●
あ
の
え
ら
す
こ
い
の
、
あ
ん
だ
の
赤
ん
坊
だ
っ
て
。（
あ
ら
、
可
愛
い
子

だ
。
あ
な
た
の
赤
ん
坊
だ
っ
て
） 

 
 

▼
【
可
愛
い
】
め
ご
い 

※
「
め
ん
こ
い
」
と
も
言
う
。 

 

●
お
ら
い
の
孫
く
れ
ぇ
、め
ご
い
の
い
ね
ぇ
な
や
。（
私
の
家
の
孫
く
ら
い
、

可
愛
い
も
の
は
い
な
い
な
） 

 

▼
【
か
わ
い
そ
う
】
も
ぞ
こ
い 

 

 

●
苦
労
ば
っ
か
り
続
い
て
、
な
ん
て
も
ぞ
こ
い
ご
だ
な
。
（
苦
労
ば
か
り
続

い
て
、
か
わ
い
そ
う
だ
な
） 

 

▼
【
感
心
し
な
い
】
で
が
さ
ね
ぇ 

 

●
な
ん
だ
べ
や
。
で
が
さ
ね
ぇ
こ
だ
。
（
ど
う
だ
ろ
う
。
感
心
し
な
い
こ
と

だ
） 

 

▼
【
気
に
な
る
】
ゆ
が
す
ぃ 

 

●
遠
く
に
行
っ
た
娘
や
ぁ
、
何
し
て
い
る
ん
だ
が
、
心
配
で
お
ら
ゆ
が
す
ぃ

な
や
ぁ
。
（
遠
く
に
行
っ
た
娘
は
何
を
し
て
い
る
ん
だ
か
、
私
は
気
に
な

る
な
ぁ
） 

 
▼
【
寂
し
い
】
と
ぜ
ん 

 

●
誰
も
い
ね
ぇ
く
て
、
お
ら
と
ぜ
ん
で
寝
ら
ん
ね
か
っ
た
。
（
誰
も
い
な
い
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と
、
寂
し
く
て
眠
れ
な
か
っ
た
） 

 
▼
【
上
手
な
様
】
じ
ょ
ん
た 

 

●
あ
い
や
、
あ
ん
だ
絵
を
描
く
の
、
じ
ょ
ん
だ
ご
だ
。
（
あ
な
た
は
絵
を
描

く
の
が
上
手
だ
） 

 

▼
【
心
配
】
す
ん
ぺ 

 

●
何
も
す
ん
ぺ
い
ら
ね
ぇ
が
ら
、
待
っ
て
て
け
さ
い
ん
。
（
何
も
心
配
は
い

ら
な
い
か
ら
、
待
っ
て
て
く
だ
さ
い
） 

 

▼
【
好
か
な
い
】
え
げ
す
か
ね 

 

●
な
ん
さ
で
も
文
句
言
う
が
ら
、
ま
ず
え
げ
す
か
ね
ご
だ
。
（
何
回
で
も
文

句
を
言
う
か
ら
、
好
か
な
い
） 

 

▼
【
た
や
す
い
】
じ
ょ
さ
ね
ぇ 

 

●
こ
の
仕
事
を
す
る
の
は
、
じ
ょ
さ
ね
ぇ
な
。
（
こ
の
仕
事
を
す
る
の
は
、

た
や
す
い
な
） 

 

●
じ
ょ
さ
ね
ぐ
れ
ぇ
早
く
出
来
た
。
（
た
や
す
い
く
ら
い
早
く
出
来
た
） 

 

▼
【
た
や
す
い
・
簡
単
だ
】
や
す
こ
い 

 

 

●
こ
の
計
算
、
や
す
こ
い
な
や
。
（
こ
の
計
算
は
た
や
す
い
な
） 

 

▼
【
と
ん
で
も
な
い
】
ら
ず
も
ね
ぇ 

 

●
う
っ
か
り
す
て
ら
ず
も
ね
ぇ
ご
と
、
す
て
す
ま
っ
た
。
（
う
っ
か
り
し
て

と
ん
で
も
な
い
こ
と
を
し
て
し
ま
っ
た
） 

 
 ▼

【
恥
ず
か
し
い
】
お
し
ょ
す
ぃ 

 

●
お
し
ょ
す
ぃ
い
が
ら
人
前
さ
出
た
ぐ
ね
ぇ
。
（
恥
ず
か
し
い
か
ら
人
前
に

出
た
く
な
い
） 

 
 ▼

【
腹
が
立
つ
】
ご
せ
っ
ぱ
ら
や
げ
る 

 

●
あ
の
人
、
何
す
て
ん
だ
が
、
こ
の
忙
す
ぃ
の
に
。
ご
せ
っ
ぱ
ら
や
げ
る
。

（
あ
の
人
は
何
を
し
て
る
ん
だ
か
、
こ
の
忙
し
い
の
に
。
腹
が
立
つ
） 

 

▼
【
本
気
】
ほ
ん
こ 

 

●
そ
ん
な
ご
と
言
っ
て
、
ほ
ん
こ
が
。
（
そ
ん
な
こ
と
言
っ
て
、
本
気

か
） 

 

●
ほ
ん
こ
に
や
れ
ば
も
っ
と
で
き
る
ん
だ
よ
。
（
本
気
で
や
れ
ば
も
っ
と
で
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き
る
ん
だ
よ
） 

 
▼
【
ま
ぶ
し
い
】
ま
つ
ぽ
い 

 

●
お
で
ん
と
さ
ん
、
あ
だ
っ
て
ま
つ
ぽ
い
ご
だ
。
（
太
陽
が
あ
た
っ
て
ま
ぶ 

し
い
） 

 

▼
【
や
る
せ
な
い
】
や
っ
し
ゃ
ね 

 

●
こ
の
頃
、
力
入
ら
な
く
て
や
っ
し
ぇ
ね
ぇ
ん
だ
な
。
（
こ
の
頃
、
力
が
は

い
ら
な
く
て
や
る
せ
な
い
） 

 

▼
【
容
易
で
な
い
】
む
せ
ぇ 

 

●
畑
の
草
取
り
、
む
せ
ぇ
ご
だ
な
や
。
（
畑
の
草
取
り
は
、
容
易
で
な
い
） 

 

▼
【
楽
で
な
い
】
ゆ
る
ぐ
ね
ぇ 

 

●
頂
上
ま
で
登
る
の
は
、ゆ
る
ぐ
ね
ぇ
。（
頂
上
ま
で
登
る
の
は
楽
で
な
い
） 

 

●
こ
の
仕
事
、
ゆ
る
ぐ
ね
ぇ
な
や
。
こ
ぇ
え
ご
だ
。
（
こ
の
仕
事
は
楽
で
は

な
い
。
疲
れ
た
） 

 

▼
【
煩
わ
し
い
】
ず
ん
け
ね
ぇ 

 

●
年
と
っ
と
わ
、
何
す
ん
の
も
ず
ん
け
ね
ぇ
な
。
（
年
を
と
る
と
、
何
を
す

る
の
も
煩
わ
し
い
） 
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19
．
発
言
・
発
話
に
関
わ
る
行
為
・
活
動 

▼
【
暗
記
】
そ
ら
よ
み 

 

●
全
部
そ
ら
よ
み
し
た
ん
だ
ど
。
偉
い
ぞ
。
（
全
部
暗
記
し
た
ん
だ
そ
う 

だ
。
偉
い
ぞ
） 

 

▼
【
言
い
返
せ
な
い
こ
と
】
お
じ
ょ
も
す 

 

●
い
や
ぁ
、
あ
ん
た
の
話
に
は
お
じ
ょ
も
す
ぃ
ま
し
た
。
い
や
い
や
、
か

な
わ
ね
ぇ
。
お
じ
ょ
も
す
ぃ
た
。
（
あ
な
た
の
話
に
は
言
い
返
せ
ま
せ

ん
。
い
や
い
や
、
か
な
わ
な
い
。
降
参
し
ま
し
た
） 

 

▼
【
言
い
は
る
】
の
っ
ぱ
る 

 

●
自
分
の
考
え
ど
こ
ま
で
も
の
っ
ぱ
っ
て
通
す
か
ら
。
（
自
分
の
考
え
を
ど 

こ
ま
で
も
言
い
は
っ
て
通
す
か
ら
） 

 

▼
【
言
い
ふ
ら
す
】
は
や
す 

 

●
あ
ん
ま
り
仲
が
い
い
ど
は
や
さ
れ
る
。
（
あ
ん
ま
り
仲
が
良
い
と
言
い
ふ

ら
さ
れ
る
） 

 

▼
【
お
世
辞
】
べ
ん
ち
ゃ
ら 

 

●
あ
ん
ま
り
べ
ん
ち
ゃ
ら
言
う
な
、
信
用
な
く
す
ど
。
（
あ
ま
り
お
世
辞 

を
言
う
と
、
信
用
を
な
く
す
ぞ
） 

 

●
い
や
い
や
、
次
か
ら
次
ど
、
よ
ぐ
べ
ら
ち
ゃ
ら
、
言
え
っ
こ
だ
な
や
。（
次

か
ら
次
へ
と
、
よ
く
お
世
辞
が
言
え
る
こ
と
だ
な
） 

 

▼
【
か
ら
か
う
】
し
ず
る 

 

●
あ
ん
ま
り
し
ず
ん
な
ど
。
後
で
泣
ぐ
が
ら
や
。
（
あ
ん
ま
り
か
ら
か
う

な
。
後
で
泣
く
か
ら
） 

 

●
し
ず
ん
の
や
め
ろ
わ
、
も
ぞ
こ
い
べ
。
（
か
ら
か
う
の
は
や
め
ろ
。
か
わ

い
そ
う
だ
ろ
う
） 

 

▼
【
か
ら
か
う
・
横
か
ら
口
を
出
す
】
ち
ょ
っ
け
か
け
る 

 

●
人
の
話
さ
ち
ょ
っ
け
ば
り
か
け
て
い
る
ん
だ
が
ら
。
（
人
の
話
に
横
か
ら

口
を
出
し
て
ば
か
り
い
る
ん
だ
か
ら
） 

 

▼
【
か
ら
む
】
す
っ
か
げ
る 

 

●
な
ん
だ
べ
、
お
父
さ
ん
。
酒
を
飲
ん
で
女
の
人
さ
す
っ
か
げ
て
、
わ
が
ん 

ね
よ
。
（
お
父
さ
ん
、
酒
を
飲
ん
で
女
の
人
に
か
ら
む
の
は
だ
め
だ
よ
） 
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▼
【
口
答
え
】
つ
け
す
ご
と 

 
●
ま
あ
ず
、
あ
ん
だ
だ
ら
ば
つ
け
す
ご
と
ば
り
し
て
、
め
ん
こ
ぐ
ね
ぇ
ご
だ
。 

（
あ
な
た
は
口
答
え
ば
か
り
し
て
か
わ
い
く
な
い
） 

 

▼
【
小
言
】
よ
め
え
ご
と 

 

●
姑
母

が

が

様
は
、
よ
め
え
ご
と
を
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
言
っ
て
、お
ら
や
ん
だ
ご
だ
。 

（
姑
は
小
言
を
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
言
っ
て
、
私
は
嫌
だ
） 

 

▼
【
小
言
を
言
う
こ
と
】
ご
し
ょ
が
だ
り 

 

●
よ
ぐ
ご
し
ょ
が
だ
り
ば
り
言
っ
て
る
ば
ん
つ
ぁ
ん
だ
な
や
。
（
よ
く
小

言
ば
か
り
を
言
っ
て
い
る
婆
さ
ん
だ
な
） 

 

●
お
ら
い
の
じ
い
ち
ゃ
ん
、
い
つ
も
ご
し
ょ
か
だ
っ
て
か
ら
、
誰
も
そ
ば 

さ
行
か
ね
べ
。
（
私
の
家
の
爺
さ
ん
は
、
い
つ
も
小
言
を
言
っ
て
い
る

か
ら
、
誰
も
そ
ば
に
行
か
な
い
だ
ろ
う
） 

 

▼
【
し
つ
こ
く
追
及
す
る
こ
と
】
ご
ん
ぼ
ほ
り 

 

●
ま
あ
ず
、
あ
の
人
、
ご
ん
ぼ
ほ
り
ば
り
し
て
自
分
側
の
意
見
ば
通
す
ん
だ

お
ん
ね
。（
あ
の
人
は
し
つ
こ
く
追
及
し
て
、
自
分
の
意
見
を
通
す
ん
だ
） 

 

▼
【
冗
談
】
お
ど
げ 

 

●
い
や
ぁ
、
あ
の
人
は
お
ど
げ
語
り
で
、
お
も
し
ぇ
ご
だ
な
や
。
（
あ
の

人
は
冗
談
を
話
す
話
す
人
で
、
お
も
し
ろ
い
） 

 

▼
【
悪
口
】
ざ
ん
ぞ 

 

●
あ
の
人
、
ざ
ん
ぞ
ば
り
か
だ
っ
て
る
。
（
あ
の
人
は
、
悪
口
ば
か
り
話
し

て
い
る
） 
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20
．
飲
食
に
関
わ
る
行
為
・
活
動 

▼
【
食
べ
る
】
く
う 

 

●
お
れ
も
く
う
が
ら
寄
こ
せ
。
（
私
も
食
べ
る
か
ら
、
寄
こ
せ
） 

 

▼
【
食
べ
終
わ
る
】
く
い
げ
る 

 

●
お
客
さ
ん
来
っ
か
ら
、
早
く
く
い
げ
さ
い
。
（
お
客
さ
ん
が
来
る
か

ら
、
早
く
食
べ
終
わ
り
な
さ
い
） 

 

 

▼
【
食
べ
さ
せ
る
】
か
せ
る 

 

●
こ
い
つ
珍
す
ぃ
も
ん
だ
が
ら
、
早
ぐ
ほ
ら
み
ん
な
さ
か
せ
ろ
。
（
こ
れ
は

珍
し
い
も
の
だ
か
ら
、
早
く
ほ
ら
み
ん
な
に
食
べ
さ
せ
ろ
） 

 

▼
【
食
べ
ら
れ
な
い
】
か
ん
ね 

 

●
あ
ぁ
、
も
う
だ
め
だ
。
腹
く
っ
つ
く
て
、
も
う
か
ん
ね
わ
。
（
も
う
だ
め

だ
。
満
腹
で
も
う
食
べ
ら
れ
な
い
） 

 

▼
【
丸
飲
み
】
い
ぎ
の
み 

 

●
い
ぎ
の
み
す
っ
と
、
ひ
っ
か
け
る
よ
。
（
丸
呑
み
す
る
と
、
喉
に
ひ
っ

か
け
る
よ
） 

21
．
移
動
に
関
わ
る
行
為
・
活
動 

▼
【
行
き
会
う
】
い
じ
ゃ
う 

 

●
久
す
ぃ
ぶ
り
に
内
田
さ
ん
に
い
じ
ゃ
う
っ
て
話
し
た
や
ぁ
。
（
久
し
ぶ
り 

に
内
田
さ
ん
に
行
き
会
っ
て
、
お
し
ゃ
べ
り
し
た
） 

 

▼
【
行
こ
う
】
あ
ば
い
・
あ
ば
い
ん 

 

●
一
緒
に
あ
ば
い
ん
。
買
い
物
さ
あ
ば
い
ん
。
家
さ
ば
か
り
い
ね
で
。

（
一
緒
に
行
こ
う
。
買
い
物
に
行
こ
う
。
家
に
ば
か
り
い
な
い
で
） 

 

▼
【
追
い
越
す
】
か
っ
と
す 

 

●
運
動
会
で
、
ま
だ
田
中
に
か
っ
と
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
（
運
動
会
で
、
ま 

た
田
中
に
追
い
越
さ
れ
て
し
ま
っ
た
） 

 

▼
【
出
か
け
る
】
で
は
る 

 

●
買
物
に
で
は
て
っ
た
。
（
買
い
物
に
出
か
け
た
） 

 

▼
【
通
り
越
す
】
と
っ
こ
す 

 
●
あ
そ
こ
の
道
を
と
っ
こ
し
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
や
。
（
あ
そ
こ
の
道
を
通 

り
越
し
て
し
ま
っ
た
） 
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▼
【
通
り
過
ぎ
る
】
つ
ん
ぬ
げ
る 

 

●
ひ
と
つ
路
地
、
つ
ん
ぬ
げ
で
し
ま
っ
た
や
。
（
一
つ
路
地
を
通
り
過
ぎ
て

し
ま
っ
た
） 

 
 ▼

【
通
り
過
ぎ
る
】
と
ん
の
げ
る 

 

●
あ
や
、
な
ん
だ
や
、
買
い
物
す
る
店
、
と
ん
の
げ
て
す
ま
っ
た
わ
や
。（
買 

い
物
す
る
店
を
通
り
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
） 

 

▼
【
乗
る
】
の
さ
る 

 

●
よ
が
っ
た
ら
車
さ
の
さ
っ
て
あ
ば
い
ん
。
（
良
か
っ
た
ら
車
で
行
こ
う
） 

 

▼
【
ほ
っ
つ
き
歩
く
】
ず
る
べ
ま
わ
る 

 

●
何
す
っ
た
ん
だ
が
。
あ
の
人
、
ず
る
べ
ま
わ
っ
て
る
な
ぁ
。
（
何
し
た

ん
だ
か
。
あ
の
人
は
ほ
っ
つ
き
歩
い
て
い
る
な
） 

 

▼
【
曲
が
る
】
む
ず
る 

 

●
田
中
さ
ん
の
家
は
左
に
む
ず
っ
て
右
側
に
あ
る
っ
ち
ゃ
。
（
田
中
さ
ん
の

家
は
、
左
に
曲
が
っ
て
右
側
に
あ
る
よ
） 

22
．
心
情
・
思
考
に
関
わ
る
行
為
・
活
動 

▼
【
相
手
に
自
分
の
意
志
を
押
し
つ
け
る
こ
と
】
そ
べ
っ
こ 

 

 

●
ま
た
、
そ
べ
っ
こ
し
て
。
（
ま
た
甘
え
て
） 

 

▼
【
苛
立
っ
て
い
る
・
怒
っ
て
い
る
】
む
せ
る 

 

●
な
に
気
に
さ
わ
っ
た
ん
だ
が
、
む
せ
な
が
ら
し
ゃ
べ
っ
て
る
ぞ
。
（
何
が 

気
に
さ
わ
っ
た
の
か
、
怒
り
な
が
ら
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
ぞ
） 

 

▼
【
意
地
悪
】
い
ず
く
さ
れ 

 

●
そ
ん
な
に
い
ず
く
さ
れ
す
ん
な
。
（
そ
ん
な
に
意
地
悪
を
す
る
な
） 

 

▼
【
う
ろ
た
え
る
】
ほ
ろ
ま
ぐ 

 

●
財
布
落
ど
す
て
ほ
ろ
ま
い
だ
ん
だ
ど
。
（
財
布
を
落
と
し
て
う
ろ
た
え
た

そ
う
だ
） 

 

▼
【
怒
る
】
ご
っ
し
ゃ
ぐ 

 

●
い
や
ぁ
、
お
ら
昨
日
遅
く
帰
っ
て
や
、
親
父
さ
ん
か
ら
ご
っ
し
ゃ
が
っ 

た
や
。
（
私
は
昨
日
遅
く
帰
っ
て
、
父
親
か
ら
怒
ら
れ
た
） 
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▼
【
思
い
出
す
】
あ
じ
だ
す 

 
●
な
つ
か
す
ぃ
こ
だ
な
。
昔
の
ご
と
、
あ
ず
だ
す
た
ぁ
。
（
懐
か
し
い 

こ
と
だ
な
。
昔
の
こ
と
を
思
い
出
す
） 

 

●
ほ
う
い
え
ば
、
あ
そ
ご
さ
す
ま
っ
て
だ
の
か
。
あ
ず
だ
す
た
や
。
（
そ
う 

い
え
ば
、
あ
そ
こ
に
仕
舞
っ
た
の
か
。
思
い
出
し
た
） 

 

▼
【
知
ら
な
い
・
し
か
た
が
な
い
】
し
ゃ
ね 

 

●
な
ぁ
、
母
ち
ゃ
ん
、
ど
こ
さ
行
っ
た
が
し
ゃ
ね
が
。
（
お
母
さ
ん
、
ど
こ 

に
行
っ
た
か
知
ら
な
い
か
） 

●
あ
ぁ
、
あ
い
づ
、
ま
だ
ち
ゃ
っ
こ
い
が
ら
、
し
っ
ぺ
ぇ
し
た
っ
て
し
ゃ
ね 

っ
ち
ゃ
な
。（
あ
い
つ
は
ま
だ
小
さ
い
か
ら
、
失
敗
し
て
も
仕
方
が
な
い
） 

 

▼
【
心
配
】
す
ん
ぺ 

 

●
何
に
も
す
ん
ぺ
ぇ
い
ら
ね
え
が
ら
待
っ
て
て
け
さ
い
ん
。
（
何
も
心
配
い 

ら
な
い
か
ら
待
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
） 

 

▼
【
す
ね
る
】
む
つ
け
る 

 

●
む
つ
け
て
ば
り
い
る
と
、
仲
間
さ
入
れ
ら
れ
ね
ど
。
（
す
ね
て
ば
か
り
い

る
と
、
仲
間
に
入
れ
な
い
よ
） 

 

▼
【
駄
々
を
こ
ね
る
】
ず
ご
ね
る 

 

●
孫
、
何
が
買
っ
て
け
ね
ど
す
ぐ
に
ず
ご
ね
で
困
る
ん
で
が
す
。
（
孫
は
何 

 
 

か
買
っ
て
あ
げ
な
い
と
、
す
ぐ
に
駄
々
を
こ
ね
て
困
る
ん
で
す
） 

 
 ▼

【
調
子
に
乗
る
】
お
が
る 

●
黙
っ
て
っ
と
お
が
る
か
ら
、
途
中
で
止
め
さ
い
ん
。
（
黙
っ
て
い
る
と 

調
子
に
乗
る
か
ら
、
途
中
で
止
め
な
さ
い
） 

 

▼
【
調
子
に
乗
る
】
お
だ
づ 

 

 

●
お
だ
づ
も
っ
こ
ば
り
し
て
や
め
ろ
。
（
調
子
に
乗
っ
て
ふ
ざ
け
て
ば
か 

り
い
る
の
は
や
め
ろ
） 

 

▼
【
調
子
に
乗
せ
る
・
お
だ
て
る
】
お
が
す 

 

●
あ
ん
ま
り
お
が
す
な
。
調
子
に
乗
っ
か
ら
。
（
あ
ん
ま
り
お
だ
て
る
な
。 

調
子
に
乗
る
か
ら
） 

 
▼
【
目
で
分
量
を
量
る
こ
と
】
め
が
ん 

 

●
め
が
ん
で
こ
れ
は
十
キ
ロ
あ
る
な
。
（
目
分
量
で
は
十
キ
ロ
は
あ
る
） 
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▼
【
面
倒
く
さ
が
る
こ
と
】
い
つ
か
ん
な
ぎ 

 

●
い
つ
か
ん
な
ぎ
す
ね
で
、ち
ゃ
ん
と
し
ろ
な
。（
面
倒
く
さ
が
ら
な
い
で
、

ち
ゃ
ん
と
し
ろ
） 

 

▼
【
持
て
余
す
】
し
し
ゃ
ま
す 

 

●
畑
の
草
、
ぼ
う
ぼ
う
と
伸
び
て
す
ま
っ
て
、
一
人
で
は
し
し
ゃ
ま
す
る
な
。

（
畑
の
草
が
伸
び
て
し
ま
っ
て
、
一
人
で
は
持
て
余
す
な
） 

●
あ
ん
ま
り
物
あ
っ
て
、
整
理
す
ん
の
し
し
ゃ
ま
す
る
な
や
。
（
あ
ま
り 

に
も
物
が
あ
っ
て
、
整
理
す
る
の
は
持
て
余
す
な
） 

 
 ▼

【
忘
れ
る
】
わ
し
ぇ
る 

 

●
何
回
言
っ
て
も
、
わ
し
ぇ
る
ん
だ
が
ら
。
（
何
回
言
っ
て
も
、
忘
れ
る
ん

だ
か
ら
） 

     

23
．
労
働
（
家
事
・
農
作
業
・
就
業
）
に
関
わ
る
行
為
・
活
動 

▼
【
稲
を
乾
燥
さ
せ
る
こ
と
】
は
せ
が
け 

 

●
こ
の
頃
は
、
は
せ
が
け
し
て
っ
と
こ
ね
ぇ
な
。
（
こ
の
頃
は
、
稲
を
乾
燥

さ
せ
る
方
法
を
実
践
し
て
い
る
所
が
な
い
ね
） 

 

▼
【
乾
か
す
・
干
す
】
は
し
ゃ
が
す 

 

●
洗
濯
物
は
し
ゃ
い
だ
が
ら
お
っ
こ
め
。
（
洗
濯
物
を
乾
か
し
た
か
ら
取
り 

込
め
） 

 

▼
【
仕
事
が
は
か
ど
ら
な
い
こ
と
】
は
が
い
が
ね 

 

●
畑
仕
事
、
は
が
い
が
な
ぐ
で
困
っ
て
し
ま
っ
た
や
。
（
畑
仕
事
が
は
か
ど 

ら
な
く
て
困
っ
て
し
ま
っ
た
） 

 

▼
【
磨
り
臼
を
引
く
こ
と
】
す
る
す
ぴ
ぎ 

 

●
す
る
す
び
ぎ
す
っ
か
ら
、
手
伝
い
さ
来
て
け
ら
い
ん
。
（
磨
り
臼
で
引

く
か
ら
、
手
伝
い
に
き
て
く
だ
さ
い
） 

 
▼
【
膳
に
の
せ
る
】
つ
こ
え
る 

 

●
ほ
い
だ
ぎ
で
た
ん
ね
ぇ
が
ら
、
お
ひ
た
し
ば
も
つ
こ
え
さ
い
。
（
そ
れ
だ 
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け
で
は
足
ら
な
い
か
ら
、
お
ひ
た
し
も
膳
に
の
せ
な
さ
い
） 

 
▼
【
雑
巾
が
け
】
い
だ
め
ふ
ぎ 

 

●
い
だ
め
ふ
ぎ
す
っ
と
、
こ
こ
も
っ
と
美
す
ぃ
ぐ
な
っ
と
。
（
雑
巾
が
け
を 

す
る
と
、
こ
こ
が
も
っ
と
美
し
く
な
る
） 

 

▼
【
田
畑
を
耕
し
、
畝
を
作
る
】
う
な
う 

 

●
今
日
中
に
田
う
な
え
よ
。
（
今
日
中
に
田
畑
を
耕
し
て
畝
を
作
れ
よ
） 

 

▼
【
手
伝
い
】
お
で
っ
て 

 

●
お
で
っ
て
さ
行
っ
て
こ
う
。
（
手
伝
い
に
行
こ
う
） 

 

▼
【
夜
間
灯
を
と
も
し
て
漁
を
す
る
こ
と
】
よ
ど
ぼ
し 

 

●
今
夜
、
よ
ど
ぼ
し
し
て
魚
と
っ
て
き
た
ん
だ
。
（
今
夜
、
夜
間
灯
を
と
も
し
て

魚
を
と
って
き
た
ん
だ
） 

 

▼
【
夜
な
べ
】
よ
わ
り 

 

●
よ
わ
り
し
て
、
着
物
縫
い
上
げ
だ
。
（
夜
な
べ
を
し
て
着
物
を
縫
い
上
げ

た
） 

 

▼
【
結
い
（
人
手
を
頼
む
こ
と
）
】
よ
い
っ
こ 

 

●
農
繁
期
に
は
、
よ
い
っ
こ
し
た
。
（
農
繁
期
に
は
、
人
手
を
頼
ん
だ
） 

 

●
畑
仕
事
よ
い
っ
こ
し
ね
ど
、
一
人
で
で
き
ね
ぐ
な
っ
た
。
（
畑
仕
事
は
人

手
を
頼
ま
な
い
と
、
一
人
で
は
で
き
な
く
な
っ
た
） 

 

▼
【
結
い
返
し
（
人
手
を
借
り
る
こ
と
）
】
よ
い
な
す 

 

●
昔
は
、
田
植
え
、
よ
い
な
す
す
た
も
ん
だ
。
（
昔
は
田
植
え
で
人
手
を
借

り
た
） 

 

▼
【
郵
便
物
を
出
す
】
た
て
る 

 

●
葉
書
た
て
て
け
ろ
な
。
（
葉
書
を
出
し
て
く
れ
） 

 

●
手
紙
書
い
た
が
ら
、
た
て
て
け
ら
い
ん
。
（
手
紙
を
書
い
た
か
ら
、
出
し

て
く
だ
さ
い
） 
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24
．
睡
眠
・
休
息
に
関
わ
る
行
為
・
活
動 

▼
【
居
眠
り
】
ね
む
か
け 

 

●
ご
飯
食
っ
た
後
、
な
ん
だ
か
ね
む
か
け
し
た
く
な
る
な
ぁ
。
（
ご
飯
を
食

べ
た
後
は
、
な
ん
だ
か
居
眠
り
し
た
く
な
る
） 

 

●
車
運
転
、
ね
む
か
げ
し
て
わ
が
ん
ね
ど
。
（
車
の
運
転
で
居
眠
り
を
し
て 

は
だ
め
だ
ぞ
） 

 

▼
【
う
た
た
寝
】
き
ど
こ
ろ
ね 

 

●
そ
ん
な
所
で
き
ど
ご
ろ
ね
す
っ
と
風
邪
引
く
ど
。
（
そ
ん
な
所
で
う 

た
た
寝
す
る
と
風
邪
を
引
く
よ
） 

●
炬
燵
に
入
っ
て
、
つ
い
き
ど
ご
ろ
ね
す
て
す
ま
っ
た
。
（
炬
燵
に
入
っ 

て
、
う
た
た
寝
し
て
し
ま
っ
た
） 

 
 

●
き
ど
ご
ろ
ね
ば
り
す
っ
か
ら
風
邪
ひ
く
ん
だ
ど
。（
う
た
た
寝
ば
か
り
し 

て
い
る
か
ら
、
風
邪
を
引
く
ん
だ
よ
） 

 

 

▼
【
腰
を
降
ろ
す
こ
と
】
い
す
か
れ 

 

●
疲
れ
た
べ
、
ぼ
う
っ
と
立
っ
て
ね
で
い
す
か
れ
。
（
疲
れ
た
で
し
ょ
う
か

ら
立
っ
て
な
い
で
腰
を
お
ろ
し
な
さ
い
） 

 

▼
【
座
る
】
ね
ま
る 

 

●
ち
ょ
っ
と
あ
ん
だ
、
相
談
あ
っ
か
ら
、
こ
こ
さ
ね
ま
っ
て
け
さ
い
ん
。（
ち

ょ
っ
と
、
相
談
が
あ
る
か
ら
御
座
に
座
っ
て
く
だ
さ
い
） 

 

▼
【
暇
つ
ぶ
し
】
ひ
ま
だ
れ 

 

●
あ
の
人
来
て
、
ひ
ま
だ
れ
し
て
仕
事
は
が
い
が
ね
が
っ
た
。
（
あ
の
人
が

来
て
暇
つ
ぶ
し
し
て
、
仕
事
が
は
か
ど
ら
な
か
っ
た
） 

 

▼
【
横
に
な
る
】
な
が
ぐ
な
る 

 

●
そ
ん
な
ど
こ
さ
な
が
ぐ
な
っ
て
、
風
邪
ひ
く
よ
。
（
そ
ん
な
所
で
横
に
な 

っ
て
、
風
邪
ひ
く
よ
） 

 

▼
【
寄
り
か
か
る
】
お
っ
か
が
る 

 

●
腰
痛
ぇ
か
ら
、お
っ
か
が
る
も
の
が
あ
っ
と
い
い
な
。（
腰
が
痛
い
か
ら
、

寄
り
か
か
る
も
の
が
あ
る
と
良
い
な
） 

 

●
そ
い
つ
さ
お
っ
か
が
っ
と
、
危
ね
ぇ
ぞ
。
（
そ
れ
に
寄
り
か
か
る
と
危
な

い
ぞ
） 
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25
．
汚
損
・
破
壊
・
切
断
に
関
わ
る
行
為
・
活
動 

▼
【
折
る
】
お
っ
ち
ょ
る 

 

●
桜
の
木
、
お
っ
ち
ょ
っ
て
だ
め
だ
ど
。
（
桜
の
木
を
折
っ
て
は
だ
め
だ
） 

 

▼
【
掻
く
】
か
っ
つ
ぁ
ぐ 

 

●
虫
に
さ
さ
っ
た
ど
ご
、
痒
く
て
痒
く
て
か
っ
つ
ぁ
い
で
し
ま
っ
た
や
。 

（
虫
に
刺
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
痒
く
て
痒
く
て
、
掻
い
て
し
ま
っ
た
） 

 

▼
【
傷
を
つ
け
る
・
切
り
目
を
つ
け
る
】
き
っ
ぱ
つ
け
る 

 

●
あ
い
や
、
そ
の
手
、
何
し
た
の
、
き
っ
ぱ
つ
け
で
わ
。
（
そ
の
手
、
ど

う
し
た
の
。
傷
を
つ
け
て
） 

 

●
こ
の
袋
、
き
っ
ぱ
つ
け
て
お
く
ど
、
あ
と
楽
だ
ど
。
（
こ
の
袋
、
切
り
目 

を
つ
け
て
お
く
と
、
後
で
開
け
る
の
に
楽
だ
ぞ
） 

 

▼
【
切
る
】
ち
っ
た
ぎ
る 

 

●
も
っ
て
ね
ぇ
が
ら
や
ぁ
、
振
袖
の
袖
ば
ち
っ
た
ぎ
っ
て
訪
問
着
に
し
た
の

っ
し
ゃ
。
（
持
っ
て
な
い
か
ら
、
振
袖
の
袖
を
切
っ
て
訪
問
着
に
し
た
） 

 

▼
【
削
る
】
へ
ず
る 

 

●
鉛
筆
ば
へ
ず
っ
て
お
い
だ
が
ら
ね
。
（
鉛
筆
を
削
っ
て
お
い
た
か
ら
ね
） 

 

●
あ
や
ぁ
、
も
う
少
す
へ
ず
っ
と
か
っ
こ
い
い
ん
で
ね
ぇ
が
。
（
も
う
少
し 

削
る
と
格
好
が
良
い
の
で
は
な
い
か
） 

 

▼
【
こ
ぼ
す
】
ま
げ
る 

 

●
コ
ッ
プ
の
水
、
ま
げ
ね
よ
う
に
も
っ
て
い
が
い
ん
。
（
コ
ッ
プ
の
水
を

こ
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
持
っ
て
行
き
な
さ
い
） 

 

▼
【
壊
す
】
ぶ
っ
ち
ゃ
ぐ 

 

●
お
ら
、
母
ち
ゃ
ん
大
事
に
し
て
だ
茶
碗
ぶ
っ
ち
ゃ
い
で
し
ま
っ
た
わ
や
。 

 

（
私
は
、
お
母
さ
ん
が
大
事
に
し
て
い
た
茶
碗
を
壊
し
て
し
ま
っ
た
） 

 

▼
【
染
み
る
】
ぶ
ぢ
る 

 

●
あ
い
や
、
お
つ
ゆ
こ
ぼ
す
て
、
こ
こ
ぶ
ぢ
で
し
ま
っ
た
ん
で
ね
ぇ
が
わ
。

（
お
汁
を
こ
ぼ
し
て
、
こ
こ
に
染
み
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
） 

 

▼
【
汚
す
】
そ
ざ
す 

 
●
大
事
な
本
だ
が
ら
、
そ
ざ
す
な
よ
。
（
大
事
な
本
だ
か
ら
汚
す
な
よ
） 
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▼
【
汚
れ
る
】
ま
ぶ
れ
る 

 
●
泥
ま
ぶ
れ
に
な
っ
て
、
汚
ね
ぇ
ご
だ
。
（
泥
で
汚
れ
て
、
汚
い
こ
と
だ
） 

                 

26
．
剥
奪
・
剥
落
・
落
下
に
関
わ
る
行
為
・
活
動 

▼
【
奪
い
合
う
】
ば
や
う 

 

●
ま
た
ば
や
っ
て
泣
い
て
だ
。
（
ま
た
奪
い
合
っ
て
泣
い
て
い
た
） 

 

▼
【
（
堀
や
川
な
ど
に
）
落
ち
る
】
け
っ
ぱ
り
く
う 

 

●
釣
り
っ
こ
さ
行
っ
て
け
っ
ぱ
り
く
っ
た
。
（
釣
り
に
行
っ
て
川
に
落
ち

た
） 

 

▼
【
（
池
、
川
、
沼
な
ど
に
）
落
ち
る
】
つ
っ
ぺ
る 

 

●
い
や
い
や
、
つ
っ
ぺ
っ
ち
ま
っ
た
や
。
か
ぶ
だ
れ
し
て
。
（
い
や
い
や
、

川
に
落
ち
て
し
ま
っ
た
。
水
浸
し
だ
） 

 

▼
【
落
と
す
】
ほ
ろ
ぐ 

●
ど
こ
さ
財
布
い
っ
た
ん
だ
が
。
お
ら
、
ほ
ろ
っ
て
し
ま
っ
た
な
や
。
（
ど

こ
に
財
布
は
い
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。
私
は
落
と
し
て
し
ま
っ
た
ん
だ

な
） 

 

●
う
わ
ぁ
、
着
物
さ
泥
つ
い
た
。
早
ぐ
ほ
ろ
げ
。
（
着
物
に
泥
が
つ
い
た
。 

早
く
払
っ
て
落
と
せ
） 
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▼
【
は
が
す
】
へ
が
す 

 
●
張
り
紙
へ
が
す
て
こ
い
。
（
張
り
紙
を
は
が
し
て
こ
い
） 

 

▼
【
盗
む
】
が
め
る 

 

●
あ
そ
こ
の
畑
が
ら
大
根
が
め
っ
て
き
た
。
（
あ
そ
こ
の
畑
か
ら
大
根
を
盗

ん
で
き
た
） 

             

27
．
育
成
・
成
長
に
関
わ
る
行
為
・
活
動 

▼
【
産
む
】
な
す 

 

●
隣
の
嫁
さ
ん
、
お
ぼ
こ
な
し
た
ん
だ
と
。
（
隣
の
お
嫁
さ
ん
が
、
赤
ん
坊

を
産
ん
だ
そ
う
だ
） 

 

▼
【
老
い
る
】
と
っ
し
ょ
る 

 

●
な
ん
だ
、
何
も
す
ね
で
ほ
だ
ご
ど
し
て
っ
と
、
と
っ
し
ょ
る
よ
。
（
何
も

し
な
い
で
そ
ん
ん
な
こ
と
し
て
い
る
と
、
年
取
る
よ
） 

 

▼
【
大
き
く
な
る
】
お
が
る 

 

●
わ
ら
す
た
ち
、
お
が
る
の
早
い
な
や
ぁ
。
（
子
ど
も
た
ち
は
、
大
き
く
な

る
の
が
早
い
な
） 

 

●
す
ぃ
ば
ら
く
見
ね
う
づ
に
随
分
お
が
っ
た
ご
と
。
（
し
ば
ら
く
見
な
い
う

ち
に
大
き
く
な
っ
た
こ
と
） 

 

▼
【
成
長
が
と
ま
る
】
こ
つ
け
る 

 

●
す
ぃ
ば
ら
く
雨
降
ん
ね
ぇ
が
ら
、
こ
つ
け
て
伸
び
な
く
て
な
や
、
こ
ん
で

は
人
さ
や
ら
ん
ね
ぇ
よ
。
（
し
ば
ら
く
雨
が
降
ら
な
い
か
ら
、
成
長
が
止

ま
っ
て
伸
び
な
く
て
、
こ
れ
で
は
人
に
あ
げ
ら
れ
な
い
） 
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▼
【
成
長
が
と
ま
る
】
お
が
り
こ
つ
け
る 

 

●
い
や
ぁ
、
肥
料
、
足
ん
ね
か
っ
た
の
が
や
。
こ
の
野
菜
、
お
か
り
こ
つ
け

で
な
や
。
（
肥
料
が
足
ら
な
か
っ
た
の
か
な
。
こ
の
野
菜
の
成
長
が
止
ま

っ
た
な
） 

 

▼
【
育
て
る
】
お
が
す 

 

●
あ
ん
や
、
庭
の
花
と
か
野
菜
、
お
が
し
て
ん
だ
な
。
（
庭
の
花
と
か
野
菜 

を
育
て
て
る
ん
だ
な
） 

 

▼
【
芽
が
出
る
】
め
め
ぐ
る 

 

●
春
だ
な
、
野
菜
め
め
ぐ
っ
て
き
た
わ
。
（
春
だ
な
、
野
菜
の
芽
が
出
て 

き
た
） 

 

▼
【
芽
が
出
て
大
き
く
な
る
】
ほ
ぎ
る 

 

●
も
づ
く
さ
、
ほ
ぎ
で
っ
か
ら
取
っ
て
こ
い
。
（
ヨ
モ
ギ
の
芽
が
出
て
大
き

く
な
っ
た
か
ら
、
採
っ
て
こ
い
） 

  

28
．
対
象
に
働
き
か
け
る
行
為
・
活
動 

▼
【
勢
い
よ
く
出
す
】
つ
ん
だ
す 

 

●
つ
ん
だ
す
ん
で
ね
ぇ
、
そ
っ
と
な
。
（
勢
い
よ
く
出
す
ん
で
は
な
い
。
そ

っ
と
な
） 

 

▼
【
い
じ
る
・
触
る
】
ち
ょ
す 

 

●
珍
す
ぃ
い
か
ら
っ
て
、
ち
ょ
す
な
。
（
珍
し
い
か
ら
っ
て
、
い
じ
る
な
） 

 

▼
【
追
い
出
す
】
ぼ
ん
だ
す 

 

●
あ
そ
こ
の
家
の
嫁
さ
ん
、
ぼ
ん
だ
し
た
ん
だ
ど
。
（
あ
そ
こ
の
家
の
嫁
さ 

ん
を
追
い
出
し
た
ん
だ
そ
う
だ
） 

 

▼
【
追
い
立
て
る
】
ぶ
っ
た
ぐ
る 

 

●
あ
や
ぁ
、
あ
そ
こ
さ
い
た
雀
、
ぶ
っ
た
ぐ
っ
て
こ
い
。
（
あ
そ
こ
に
い
た 

雀
を
追
い
立
て
て
こ
い
） 

 

▼
【
追
い
払
う
】
ぶ
ぐ
る 

 
●
い
や
ぁ
、
ど
こ
の
犬
だ
が
、
早
ぐ
ぶ
ぐ
れ
、
ぶ
ぐ
れ
。（
ど
こ
の
犬
だ
か
、

早
く
追
い
払
え
） 
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▼
【
か
き
混
ぜ
る
】
か
ん
ま
じ
ぇ
る 

 

●
よ
く
っ
ど
か
ん
ま
じ
ぇ
っ
と
味
い
ぐ
な
っ
ど
。
（
よ
く
か
き
混
ぜ
る

と
、
味
が
良
く
な
る
よ
） 

 

▼
【
（
狭
い
空
間
を
）
か
き
回
す
】
あ
ざ
ぐ 

 

●
誰
だ
や
、
こ
だ
に
引
き
出
し
ん
中
、
あ
ざ
い
で
。
（
誰
だ
、
こ
ん
な
に

引
き
出
し
の
中
を
か
き
回
し
て
） 

 

▼
【
噛
み
つ
く
】
か
ぶ
づ
ぐ 

 

●
い
や
い
や
、
犬
、
急
に
お
れ
の
足
さ
急
に
か
ぶ
づ
い
て
き
た
ん
だ
ど
。

い
や
、
お
っ
か
ね
ぇ
な
や
。
（
犬
が
急
に
私
の
足
に
急
に
噛
み
つ
い
て

き
た
ん
だ
。
怖
い
） 

 

▼
【
着
物
の
腰
上
げ
を
す
る
こ
と
】
こ
っ
し
ゃ
げ 

 

●
こ
っ
し
ゃ
げ
し
た
が
ら
、
ち
ょ
う
ど
や
ん
べ
だ
な
。
（
着
物
の
腰
上
げ
を

し
た
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
良
い
具
合
（
塩
梅
）
に
な
っ
た
） 

 

▼
【
蹴
る
】
け
っ
ぱ
る 

 

●
邪
魔
な
石
が
あ
っ
た
か
ら
、
け
っ
ぱ
っ
た
。
（
邪
魔
な
石
が
あ
っ
た
か
ら 

蹴
っ
た
） 

 

▼
【
蹴
る
】
け
っ
ぱ
づ
く 

 

 

●
歩
き
な
が
ら
ボ
ー
ル
を
け
っ
ぱ
づ
く
人
い
っ
け
ど
も
、
危
ね
ぇ
ご
だ
。

（
歩
き
な
が
ら
ボ
ー
ル
を
け
る
人
が
い
る
け
れ
ど
も
、
危
な
い
こ
と
だ
） 

 

▼
【
故
意
に
後
ろ
か
ら
押
す
】
つ
ん
の
め
す 

 

●
な
ん
だ
べ
、
あ
の
人
、
お
れ
ば
つ
ん
の
め
し
て
も
ご
め
ん
も
言
わ
ね
ん

だ
か
ら
。
（
な
ん
だ
ろ
う
、
私
を
後
ろ
か
ら
押
し
て
も
、
ご
め
ん
も
言

わ
な
い
ん
だ
か
ら
） 

 

▼
【
先
に
手
を
出
す
こ
と
】
て
そ
ず
ら
す
ぃ 

 

●
あ
の
人
、
待
っ
て
ら
ん
ね
ん
だ
お
ん
ね
。
て
そ
ず
ら
す
ぃ
ご
だ
。
や
ん
だ

ぐ
な
る
ご
だ
。
（
あ
の
人
、
ま
っ
て
い
ら
れ
な
い
ん
だ
も
の
。
先
に
手
を

出
し
て
し
ま
う
こ
と
、
嫌
に
な
る
） 

 
▼
【
閉
じ
て
い
る
も
の
を
拡
げ
る
】
は
だ
げ
る 

 

●
お
ら
、
あ
の
服
欲
し
く
て
、
財
布
、
は
だ
げ
で
払
っ
た
よ
。
（
あ
の
服
が
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ほ
し
く
て
、
財
布
の
口
を
拡
げ
て
お
金
を
払
っ
た
よ
） 

 
▼
【
失
敗
す
る
】
そ
べ
ぐ
る 

 

●
ケ
ー
キ
、
作
っ
た
ん
だ
け
っ
ど
、
お
ら
そ
べ
ぐ
っ
て
し
ま
っ
た
っ
ち
ゃ
。

（
ケ
ー
キ
を
作
っ
た
け
れ
ど
も
、
失
敗
し
て
し
ま
っ
た
） 

 

▼
【
し
ゃ
ぶ
る
】
く
っ
ち
ゃ
ぶ
る 

 

●
何
だ
や
、
あ
ん
だ
、
ほ
だ
に
ま
で
に
袋
ま
で
く
っ
ち
ゃ
ぶ
っ
て
。
（
そ
ん

な
に
ま
で
袋
ま
で
し
ゃ
ぶ
っ
て
） 

 

▼
【
邪
魔
を
す
る
こ
と
】
じ
ゃ
ま
っ
ぱ
り 

 

●
い
や
い
や
針
仕
事
、
孫
来
て
、
じ
ゃ
ま
っ
ぱ
り
す
る
が
ら
、
な
か
な
か
は

か
ど
ん
ね
ぇ
ご
だ
。（
針
仕
事
を
し
て
い
る
最
中
に
孫
が
来
て
邪
魔
ば
か

り
す
る
の
で
、
仕
事
が
は
か
ど
ら
な
い
） 

 

▼
【
束
ね
る
】
ま
る
ぐ 

 

●
稲
ま
る
が
ね
し
て
ね
ぇ
ね
。
（
稲
を
束
ね
て
い
な
い
ね
） 

 

▼
【
散
ら
か
す
】
ぶ
っ
つ
ら
が
す 

 

●
喧
嘩
し
て
部
屋
中
、
ぶ
っ
つ
ら
か
し
た
ん
だ
お
ん
。
（
喧
嘩
し
て
部
屋
の

中
を
散
ら
か
し
た
ん
だ
） 

 

▼
【
つ
っ
か
え
棒
を
す
る
】
つ
っ
ぱ
り
か
る 

 

●
倒
れ
そ
う
だ
が
ら
、
つ
っ
ぱ
り
か
け
て
お
げ
。
（
倒
れ
そ
う
だ
か
ら
、
つ

っ
か
え
棒
を
し
て
お
け
） 

 

▼
【
取
り
返
し
損
ね
る
】
と
り
っ
ぱ
ぐ
る 

 

●
貸
し
た
金
を
と
り
っ
ぱ
ぐ
っ
た
。
（
貸
し
た
金
を
取
返
し
損
ね
た
） 

 

▼
【
取
り
替
え
る
】
と
っ
け
る 

 

●
服
を
よ
ご
す
た
が
ら
と
っ
け
っ
が
ら
ね
。
（
服
を
汚
し
た
か
ら
取
り
替
え

る
か
ら
ね
） 

 

▼
【
殴
り
つ
け
る
】
か
っ
く
ら
づ
け
る 

 

●
言
う
事
き
か
ね
ど
か
っ
く
ら
づ
け
っ
ぞ
。
（
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
と
、

殴
り
つ
け
る
よ
） 

 

▼
【
投
げ
つ
け
る
】
ぶ
っ
つ
け
る 
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●
他
の
人
さ
ぶ
っ
つ
け
で
わ
が
ん
ね
が
ら
ね
。
（
他
の
人
に
投
げ
つ
け
て

は
だ
め
だ
か
ら
ね
） 

 

▼
【
塗
る
】
ぬ
だ
ぐ
る 

 

●
ペ
ン
キ
ぬ
だ
ぐ
っ
た
ら
、
見
栄
え
よ
ぐ
な
っ
た
ね
。
（
ペ
ン
キ
を
塗
っ
た

ら
、
見
栄
え
が
良
く
な
っ
た
） 

 

▼
【
吐
き
出
す
】
ほ
ぎ
だ
す 

 

●
あ
さ
り
汁
を
飲
ん
で
い
た
ら
、
砂
が
混
じ
っ
て
い
た
の
で
ほ
ぎ
だ
し

た
。
（
あ
さ
り
の
み
そ
汁
を
飲
ん
で
い
た
ら
、
砂
が
混
じ
っ
て
い
た
の

で
吐
き
出
し
た
） 

 

 

▼
【
貼
る
】
ね
っ
ぱ
す 

 

●
は
が
れ
で
っ
か
ら
ね
っ
ぱ
す
て
お
け
。
（
剥
が
れ
て
い
る
か
ら
貼
っ
て
お

け
） 

 

▼
【
引
き
抜
く
】
し
ん
ぬ
ぐ 

 

●
大
根
、
大
き
く
な
っ
た
が
ら
、
し
ん
ぬ
い
で
持
っ
て
げ
。
（
大
根
が
大
き

く
な
っ
た
か
ら
、
引
き
抜
い
て
持
っ
て
い
け
） 

 

▼
【
ひ
っ
く
り
返
す
】
ひ
っ
つ
る
げ
す 

 

●
カ
レ
ー
鍋
、
ひ
っ
つ
る
げ
す
て
し
ま
っ
た
。
（
カ
レ
ー
の
鍋
を
ひ
っ
く
り

返
し
て
し
ま
っ
た
） 

 

▼
【
も
み
く
ち
ゃ
に
す
る
】
も
じ
ゃ
ぐ
る 

 

●
大
切
な
書
類
を
も
じ
ゃ
ぐ
っ
て
捨
て
て
し
ま
っ
た
。
（
大
切
な
書
類
を

も
み
く
ち
ゃ
に
し
て
捨
て
て
し
ま
っ
た
） 

 

 

▼
【
持
ち
上
げ
る
】
も
っ
ち
ゃ
げ
る 

 

●
こ
い
つ
も
、
も
っ
ち
ゃ
げ
で
け
せ
。
（
こ
れ
を
持
ち
上
げ
て
く
だ
さ
い
） 

 

▼
【
燃
や
す
】
つ
ん
む
す 

 

●
学
校
の
ス
ト
ー
ブ
で
あ
だ
っ
て
だ
ら
、
ズ
ボ
ン
つ
ん
む
す
て
す
ま
っ
た
。

（
学
校
の
ス
ト
ー
ブ
で
あ
た
っ
て
い
た
ら
、
ズ
ボ
ン
を
燃
や
し
て
し
ま
っ 

 

た
） 

●
何
つ
ん
む
す
し
て
ん
だ
が
煙
て
ご
だ
。
（
何
を
も
や
し
て
い
る
ん
だ

か
、
煙
た
い
こ
と
だ
） 
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▼
【
結
い
つ
け
る
】
ゆ
つ
け
る 

 
●
忙
す
ぃ
が
ら
、
赤
ん
坊
を
柱
さ
ゆ
つ
け
て
お
け
。
（
忙
し
い
か
ら
、
赤
ん

坊
を
柱
に
紐
で
結
い
つ
け
て
お
け
） 

 

▼
【
湯
水
に
浸
す
】
う
る
が
す 

 

●
餅
つ
く
が
ら
、
米
、
う
る
が
す
か
ら
ら
わ
。
（
餅
を
搗
く
か
ら
、
米
を
湯

水
に
浸
す
） 

 

●
汚
れ
た
が
ら
、
う
る
が
し
て
洗
う
と
い
い
。
（
汚
れ
た
ら
、
湯
水
に
浸
し

て
か
ら
洗
う
と
良
い
） 

 

▼
【
分
け
る
こ
と
】
わ
っ
ぷ 

 

●
一
つ
の
も
の
を
わ
っ
ぷ
し
て
食
え
よ
。（
一
つ
の
物
を
分
け
て
食
べ
ろ
よ
） 

       

29
．
人
間
関
係
・
社
会
生
活
に
関
わ
る
行
為
・
活
動 

▼
【
い
た
ず
ら
】
わ
っ
し
ゃ 

 

●
そ
ん
な
事
、
わ
っ
し
ゃ
し
て
だ
め
だ
ぞ
。
（
そ
ん
な
事
、
い
た
ず
ら
し
て 

は
だ
め
だ
ぞ
） 

 

▼
【
一
文
無
し
に
な
る
こ
と
】
ほ
ろ
ほ
ろ
に
な
る 

 

●
ほ
ろ
ほ
ろ
に
な
る
ま
で
飲
む
ん
す
な
。（
一
文
無
し
に
な
る
ま
で
飲
む
な
） 

 

●
仕
事
も
す
ぃ
ね
で
遊
ん
で
ば
り
い
た
ら
、
ほ
ろ
ほ
ろ
に
な
る
ぞ
。
（
仕
事

も
し
な
い
で
遊
ん
で
ば
か
り
い
た
ら
、
一
文
無
し
に
な
る
ぞ
） 

 

▼
【
お
節
介
を
や
く
】
ち
ょ
っ
け
だ
す 

 

●
ち
ょ
っ
と
ち
ょ
っ
と
今
大
事
な
話
だ
が
ら
、
ち
ょ
っ
け
だ
さ
な
い
で
け

さ
い
ん
。
（
ち
ょ
っ
と
、
ち
ょ
っ
と
、
大
事
な
話
だ
か
ら
、
お
節
介
を

や
か
な
い
で
く
だ
さ
い
） 

 

●
お
れ
ひ
と
り
で
で
ぎ
っ
が
ら
、
ち
ょ
っ
け
だ
す
な
よ
。
（
私
一
人
で
で

き
る
か
ら
、
お
節
介
を
や
く
な
よ
） 

 
▼
【
金
を
使
わ
せ
る
・
も
て
な
さ
れ
る
】
お
い
だ
み
か
け
る 

 

●
急
に
来
た
の
に
、
こ
ん
な
に
す
て
も
ら
っ
て
、
お
い
だ
み
か
げ
す
た
。（
急
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に
来
た
の
に
、
こ
ん
な
に
し
て
も
ら
っ
て
お
金
を
使
わ
せ
て
し
ま
い
ま

し
た
） 

 

●
お
昼
に
た
い
す
ぃ
た
ご
っ
つ
ぉ
に
な
っ
て
、
お
い
だ
み
か
け
す
た
。
（
お 

昼
に
大
変
ご
馳
走
に
な
っ
て
、
お
金
を
使
わ
せ
ま
し
た
） 

 

▼
【
義
理
を
果
た
す
こ
と
】
ぎ
り
す
べ 

 

●
何
か
あ
っ
た
時
は
し
ゃ
ぁ
、
顔
出
す
す
て
ぎ
り
す
べ
す
る
も
の
な
ん
だ

ど
。
（
何
か
あ
っ
た
時
は
、
顔
を
出
し
て
義
理
を
果
た
す
も
ん
な
ん

だ
） 

 

 

▼
【
だ
ら
し
な
く
す
る
こ
と
】
だ
ら
ぐ 

 

●
ま
ず
家
の
中
、
だ
ら
ぐ
し
て
っ
か
ら
、
足
の
踏
み
場
も
ね
ぇ
。
（
家
の
中 

で
だ
ら
し
な
く
し
て
い
る
か
ら
、
足
の
踏
み
場
も
な
い
） 

 

▼
【
つ
け
あ
が
る
】
ぬ
さ
ば
る 

 

●
あ
の
人
、
田
中
さ
ん
に
ぬ
さ
ば
っ
て
ば
り
い
る
ん
だ
よ
。
（
あ
の
人
、
田

中
さ
ん
に
つ
け
あ
が
っ
て
ば
か
り
い
る
ん
だ
） 

 

▼
【
出
鼻
を
折
る
】
は
な
こ
ろ
せ
め
る 

 

●
偉
そ
う
な
こ
と
言
う
が
ら
、
は
な
こ
ろ
せ
め
て
や
っ
た
。
（
偉
そ
う
な
こ

と
を
言
う
か
ら
、
出
鼻
を
折
っ
て
や
っ
た 

 

▼
【
な
す
り
つ
け
る
】
か
つ
け
る 

 

●
悪
い
事
友
達
さ
か
つ
け
る
な
。
（
悪
い
事
を
友
人
に
な
す
り
つ
け
る
な
） 

 

▼
【
入
学
す
る
】
つ
く 

 

●
今
年
か
ら
お
ら
い
の
孫
、
小
学
校
さ
つ
く
ん
だ
。
（
今
年
か
ら
、
私
の
家

の
孫
は
小
学
校
に
入
学
す
る
） 

 

▼
【
願
い
が
叶
う
】
う
げ
も
う
さ
れ
る 

 

●
あ
の
神
社
さ
お
参
り
す
っ
と
、
う
げ
も
う
さ
れ
っ
ど
。
（
あ
の
神
社
に
お

参
り
す
る
と
、
願
い
が
叶
う
） 

 

▼
【
励
ま
す
】
せ
ご
え
か
け
る 

 

●
な
ん
だ
、
友
達
、
元
気
ね
ぇ
ご
だ
。
み
ん
な
で
せ
ご
え
か
け
っ
ぺ
。
（
友

達
の
元
気
が
な
い
よ
う
だ
か
ら
み
ん
な
で
励
ま
そ
う
） 

 
 

▼
【
不
幸
】
ぶ
っ
し
ゃ
わ
せ 
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●
な
ん
だ
っ
て
、
ぶ
っ
し
ゃ
わ
せ
な
ご
と
だ
。
（
不
幸
せ
な
こ
と
だ
） 

 
▼
【
訃
報
の
知
ら
せ
・
訃
報
を
知
ら
せ
る
人
】
し
し
ゃ
せ 

 

●
あ
の
家
の
人
亡
ぐ
な
っ
た
ん
だ
ど
ね
。
あ
ん
た
、
し
し
ゃ
せ
頼
む
が
ら

ね
。
（
あ
の
家
の
人
が
亡
く
な
っ
た
そ
う
だ
。
あ
な
た
に
訃
報
の
知
ら

せ
を
頼
む
か
ら
ね
） 

 

▼
【
弁
償
す
る
】
ま
や
う 

 

●
器
壊
し
て
し
ま
っ
た
が
ら
、
ま
や
う
の
で
許
し
て
け
さ
い
ん
。
（
器
を

壊
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
、
許
し
て
く
だ
さ
い
） 

 

▼
【
土
産
を
持
た
な
い
こ
と
】
か
ら
つ
ら 

 

●
よ
く
か
ら
つ
ら
で
き
た
ご
ど
。
（
土
産
を
持
た
な
い
で
、
よ
く
来
た
な
） 

 

▼
【
無
料
で
入
場
す
る
こ
と
】
ぺ
ろ
ん
こ 

 

●
サ
ー
カ
ス
や
っ
て
る
な
。
ぺ
ろ
ん
こ
す
ん
な
よ
。
（
サ
ー
カ
ス
を
や
っ
て

い
る
な
。
無
料
で
入
場
す
る
な
よ
） 

 

▼
【
や
っ
つ
け
る
】
や
っ
ち
ゃ
め
る 

 

●
あ
い
づ
、
悪
い
事
ば
り
す
っ
か
ら
や
っ
ち
ゃ
め
っ
か
。
（
あ
い
つ
、
悪 

い
事
ば
か
り
す
る
か
ら
、
や
っ
つ
け
よ
う
か
） 

●
あ
い
づ
、
生
意
気
だ
か
ら
や
っ
ち
ゃ
め
で
や
っ
ぺ
な
。
（
あ
い
つ
、
生 

意
気
だ
か
ら
、
や
っ
つ
け
て
や
ろ
う
な
） 

 

▼
【
野
次
馬
で
人
が
集
ま
る
】
よ
っ
た
が
る 

 

●
あ
そ
こ
の
家
さ
人
が
よ
っ
た
が
っ
て
、
何
か
話
し
て
ん
だ
っ
け
よ
。
（
あ

そ
こ
の
家
に
野
次
馬
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
、
何
か
話
し
て
ん
だ
よ
） 

 

▼
【
余
計
な
世
話
】
お
ず
は
っ
ち
ゃ 

 

●
隣
の
お
ば
ち
ゃ
ん
、
お
ず
ば
っ
ち
ゃ
し
て
く
っ
か
ら
何
に
も
話
で
き
ね
。 

（
隣
の
お
ば
あ
さ
ん
は
、
余
計
な
世
話
を
し
て
く
る
か
ら
、
何
も
話
が
で
き

な
い
） 

 

▼
【
余
計
な
世
話
を
す
る
】
さ
っ
ぺ
す
る 

 

●
ま
た
さ
っ
ぺ
し
て
。
や
め
と
げ
ば
い
い
の
に
。
（
ま
た
余
計
な
世
話
を

し
て
。
や
め
て
お
け
ば
よ
い
の
に
） 

●
お
れ
一
人
で
す
っ
か
ら
さ
っ
ぺ
す
ん
な
。
（
私
一
人
で
す
る
か
ら
、
余
計

な
世
話
を
す
る
な
） 
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▼
【
呼
ぶ
】
よ
ば
る 

 

●
お
茶
飲
み
さ
田
中
さ
ん
よ
ば
っ
ぺ
。（
お
茶
飲
み
に
田
中
さ
ん
を
呼
ぼ
う
） 

 

▼
【
嫁
入
り
す
る
】
む
が
さ
る 

 

●
隣
の
娘
、
む
が
さ
っ
て
行
く
ん
だ
ど
。
（
隣
の
娘
、
嫁
に
行
く
ん
だ
そ
う

だ
） 

 
 
 

▼
【
寄
り
つ
く
】
よ
っ
て
づ
ぐ 

 

●
あ
の
人
い
っ
つ
も
、
う
ち
さ
よ
っ
て
つ
ぐ
ん
だ
。
（
あ
の
人
は
、
い
つ
も

家
に
寄
り
つ
く
ん
だ
） 

 

●
あ
そ
こ
の
家
さ
、
よ
っ
て
づ
が
な
ぐ
な
っ
た
。
（
あ
そ
こ
の
家
に
寄
り
つ

か
な
く
な
っ
た
） 

      

30
．
身
体
の
動
き
・
状
態
・
変
化 

▼
【
仰
向
け
】
あ
お
の
げ 

 

●
あ
お
の
げ
に
寝
で
天
井
見
で
み
ろ
、
何
が
見
え
る
。
（
仰
向
け
に
寝
て 

天
井
を
見
て
み
ろ
。
何
が
見
え
る
） 

 

▼
【
温
ま
る
】
ほ
ど
る 

 

●
温
泉
さ
行
っ
て
ほ
ど
る
。
（
温
泉
に
行
っ
て
温
ま
る
） 

 

▼
【
浮
か
ぶ
】
う
ぎ
る 

 

●
や
ぁ
、
水
さ
や
っ
と
う
ぎ
る
よ
う
に
な
っ
た
な
。
も
っ
と
練
習
す
っ
と
、

う
ま
く
な
っ
と
。
（
水
に
や
っ
と
浮
か
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
な
。
も
っ
と
練

習
す
る
と
、
う
ま
く
な
る
） 

 

▼
【
う
ず
く
ま
る
】
す
ぐ
だ
ま
る 

 

●
森
の
中
さ
入
っ
て
、
お
っ
き
な
木
が
お
化
け
に
見
え
て
、
す
ぐ
だ
ま
っ
て 

し
ま
っ
た
。
（
森
の
中
に
入
っ
て
大
き
な
木
が
お
化
け
に
見
え
て
、
う
ず 

く
ま
っ
て
し
ま
っ
た
） 

 

▼
【
背
負
わ
れ
る
】
お
ぶ
さ
る 
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●
寒
い
が
ら
、
歩
が
ね
で
早
ぐ
お
ぶ
さ
れ
（
寒
い
か
ら
歩
か
な
い
で
背
負
わ

れ
ろ
） 

 

▼
【
か
が
む
】
こ
ご
ま
る 

 

●
い
や
、
ひ
じ
ゃ
か
ぶ
痛
ぐ
て
こ
ご
ま
ら
ん
ね
ば
。
（
膝
が
痛
く
て
、
か

が
め
な
い
） 

 

●
急
に
腹
い
だ
ぐ
な
っ
て
、
こ
ご
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
（
急
に
腹
痛
に
な
っ 

て
、
か
が
ん
で
し
ま
っ
た
） 

 ▼
【
転
ぶ
】
ひ
っ
こ
ろ
ぶ 

 

●
わ
ぁ
急
い
で
来
た
が
ら
、
ひ
っ
こ
ろ
ん
だ
や
。
（
急
い
で
い
た
か
ら
転
ん

だ
） 

 

▼
【
倒
れ
る
】
の
め
る 

 

●
何
、
急
い
で
ん
だ
が
。
の
め
る
よ
う
に
歩
い
て
る
ね
。
（
何
を
急
い
で
い

る
の
か
。
倒
れ
る
よ
う
に
歩
い
て
い
る
ね
） 

 

▼
【
小
さ
く
な
る
・
縮
こ
ま
る
】
つ
ん
つ
こ
ま
る 

 

●
寒
く
て
つ
ん
つ
こ
ま
っ
た
。
（
寒
く
て
縮
こ
ま
る
） 

 

▼
【
つ
ま
づ
く
】
つ
ま
け
る 

 

●
転
ぶ
が
ら
、
つ
ま
け
ん
な
よ
。
（
転
ぶ
か
ら
つ
ま
づ
く
な
よ
） 

 

▼
【
手
で
鼻
を
か
む
こ
と
】
つ
か
ん
ば
な 

 

●
あ
の
人
、
歩
き
な
が
ら
つ
か
ん
ぱ
な
す
た
っ
け
よ
。
（
あ
の
人
、
歩
き
な

が
ら
手
で
鼻
を
か
ん
だ
よ
） 

 

●
誰
見
て
っ
か
わ
が
ん
ね
が
ら
、
つ
か
ん
ば
な
し
て
歩
く
な
や
。
（
誰
が
見

て
る
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
、
手
で
鼻
を
か
む
な
） 

 

▼
【
で
ん
ぐ
り
返
り
】
く
ら
ん
げ
り 

 

●
お
ら
い
の
孫
、
た
い
し
た
く
ら
ん
げ
り
じ
ょ
ん
だ
よ
。
（
私
の
家
の
孫

は
、
と
て
も
で
ん
ぐ
り
返
り
が
上
手
だ
よ
） 

 

●
あ
ん
だ
、
く
ら
ん
げ
り
、
何
回
で
き
た
の
。
（
あ
な
た
は
、
で
ん
ぐ
り 

帰
り
が
何
回
で
き
た
の
） 

 

 

▼
【
覗
く
】
ま
が
っ
て
み
る 

 
●
何
し
て
っ
か
、
ま
が
っ
て
み
ろ
。
（
何
を
し
て
い
る
の
か
、
覗
い
て
み

ろ
） 
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▼
【
入
り
込
む
】
さ
さ
る 

 

●
毎
日
お
茶
飲
み
し
て
い
て
あ
の
人
の
家
さ
さ
さ
っ
て
ば
り
い
る
。（
毎
日

お
茶
飲
み
ば
か
り
し
て
い
て
、
あ
の
人
の
家
に
入
り
込
ん
で
ば
か
り
い

る
） 

 

▼
【
腹
這
い
に
な
る
】
ぬ
だ
ば
る 

 

●
ぬ
だ
ば
っ
て
何
し
て
る
。
（
腹
這
い
に
な
っ
て
何
し
て
る
） 

 

▼
【
伏
せ
る
】
の
だ
ば
る 

 

●
の
だ
ば
っ
て
だ
め
だ
。
汚
れ
っ
か
ら
。
（
伏
せ
る
の
は
だ
め
だ
。
汚
れ
る

か
ら
） 

 

▼
【
踏
む
】
あ
が
る 

 

●
本
の
上
さ
あ
が
っ
て
わ
が
ん
ね
ぇ
。
（
本
を
踏
ん
で
は
だ
め
だ
） 

  

▼
【
へ
こ
む
】
し
し
げ
る 

 

●
缶
の
お
も
ち
ゃ
、
し
し
げ
て
い
る
所
あ
っ
て
、
も
っ
て
ね
ぇ
な
が
っ
た
な
。

（
缶
の
お
も
ち
ゃ
に
へ
こ
ん
で
い
る
所
が
あ
っ
て
、
も
っ
た
い
な
か
っ

た
な
） 

 

▼
【
目
を
閉
じ
る
】
く
っ
ち
ゃ
ぐ
る 

 

●
目
く
っ
ち
ゃ
ぐ
っ
た
ら
、目
薬
さ
さ
ん
ね
っ
ち
ゃ
や
。（
目
を
閉
じ
た
ら
、

目
薬
が
さ
さ
ら
な
い
よ
） 

 

▼
【
柔
ら
か
く
な
る
】
う
る
げ
る 

 

●
水
ち
ょ
す
っ
た
ら
、
手
の
指
う
る
げ
て
す
ま
っ
た
。
（
水
を
い
じ
っ
た 

ら
、
手
の
指
の
皮
が
柔
ら
か
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
） 

 

▼
【
よ
ろ
け
る
】
よ
ろ
ば
る 

 

●
家
の
中
で
よ
ろ
ば
っ
て
も
、
怪
我
す
っ
か
ら
気
つ
け
さ
い
ね
。
（
家
の
中 

で
よ
ろ
け
て
も
、
怪
我
を
す
る
か
ら
気
を
つ
け
な
さ
い
ね
） 
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31
．
遊
び
・
運
動 

▼
【
（
籤
や
賭
け
で
）
当
て
る
】
と
す
け
る 

※
「
と
つ
け
る
」
と
も
言
う
。 

 

●
一
銭
店
で
と
す
け
し
て
、
お
ら
一
等
賞
だ
。
（
駄
菓
子
屋
で
籤
を
し
て
、

私
は
一
等
賞
を
当
て
た
） 

●
十
円
で
何
と
す
け
ら
れ
ん
の
。（
十
円
で
何
が
当
た
る
の
） 

 
 

▼
【
お
手
玉
】
ざ
ん
め
す 

 

●
遊
び
時
間
の
ざ
ん
め
す
、
お
も
し
ぇ
が
っ
た
な
。
昔
は
ざ
ん
め
す
で
遊
ん

だ
も
ん
だ
。
（
遊
び
時
間
の
お
手
玉
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
昔
は
お
手
玉

し
て
遊
ん
だ
も
の
だ
） 

 

▼
【
お
は
じ
き
】
つ
ぼ
こ 

 

●
み
ん
な
す
て
つ
ぼ
こ
す
っ
ぺ
。
（
み
ん
な
で
、
お
は
じ
き
し
よ
う
） 

 

▼
【
か
く
れ
ん
ぼ
】
か
ぐ
れ
か
ご 

 

※
「
か
ぐ
れ
っ
こ
ま
」
「
か
ぐ
れ
ま
っ
こ
」
と
も
言
う
。 

 

●
み
ん
な
集
ま
れ
、
か
く
れ
か
ご
、
す
っ
と
う
。
（
み
ん
な
集
ま
れ
、
か 

く
れ
ん
ぼ
す
る
ぞ
） 

 
 

▼
【
駆
け
っ
こ
】
は
し
く
ら 

 

●
さ
ぁ
、
学
校
ま
で
は
し
く
ら
す
っ
ぺ
。
（
さ
ぁ
、
学
校
ま
で
駆
け
っ
こ 

し
よ
う
） 

 

●
今
日
、
運
動
会
で
は
し
く
ら
す
て
何
等
に
な
っ
た
。
（
今
日
の
運
動
会
で

駆
け
っ
こ
し
て
何
等
に
な
っ
た
） 

 

▼
【
じ
ゃ
ん
け
ん
】
え
す
け
ん 

 

●
さ
ぁ
、
み
ん
な
で
え
す
け
ん
す
て
順
番
決
め
っ
ぺ
。
（
み
ん
な
で
じ
ゃ
ん

け
ん
し
て
、
順
番
を
決
め
よ
う
） 

 

▼
【
凧
】
て
ん
ば
た 

 

●
良
い
風
吹
い
で
き
た
が
ら
、
て
ん
ば
た
揚
げ
て
こ
う
。
（
良
い
風
が
吹
い 

て
き
た
か
ら
、
凧
を
挙
げ
て
こ
い
） 

 

▼
【
土
い
じ
り
】
つ
づ
ご
ね 

 

●
子
ど
も
の
頃
、
つ
づ
ご
ね
し
て
遊
ん
だ
っ
ち
ゃ
ね
。
（
子
ど
も
の
頃
、
土

い
じ
り
を
し
て
遊
ん
だ
よ
ね
） 

 

▼
【
ま
ま
ご
と
遊
び
】
お
ま
ま
だ
っ
こ 
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●
ま
た
、
お
ま
ま
だ
っ
こ
し
て
遊
ぶ
べ
し
。
（
ま
た
お
ま
ま
ご
と
し
て
遊
ぼ 

う
ね
） 

 

▼
【
水
遊
び
】
み
ず
あ
ぶ
り 

 

●
わ
ぁ
、
暑
い
が
ら
川
さ
行
っ
て
水
あ
ぶ
り
で
も
し
て
く
っ
か
。
（
暑
い
か

ら
川
に
行
っ
て
、
水
遊
び
で
も
し
て
く
る
か
） 

 

▼
【
め
ん
こ
】
ぱ
っ
た 

 

●
こ
っ
ち
ゃ
こ
う
。
ぱ
っ
た
す
て
遊
ぶ
べ
。
（
こ
っ
ち
に
来
い
。
め
ん
こ 

し
て
遊
ぼ
う
） 

         

32
．
相
槌
・
疑
問
・
呼
び
か
け
・
ま
じ
な
い
な
ど
の
表
現 

 

▼
【
あ
の
ね
】
あ
の
ね
れ 

※
使
用
例
の
み
音
声
あ
り 

 

●
あ
の
ね
れ
、
あ
そ
こ
の
家
の
娘
っ
こ
、
今
度
嫁
ご
に
行
く
ん
だ
ど
。
（
あ

の
ね
、
あ
そ
こ
の
家
の
娘
さ
ん
。
今
度
嫁
に
行
く
ん
だ
そ
う
だ
） 

 

●
あ
の
ね
れ
、
明
日
飲
み
会
あ
る
の
知
っ
て
た
。
（
あ
の
ね
、
明
日
、
飲
み 

会
が
あ
る
の
知
っ
て
た
） 

 

▼
【
買
い
物
で
店
の
人
を
呼
ぶ
表
現
】
も
う
す 

 

●
も
う
す
、
誰
か
い
す
か
。
（
お
店
に
誰
か
、
い
ま
す
か
） 

 

▼
【
そ
う
だ
】
ん
だ 

 

●
ん
だ
ん
だ
、
そ
う
な
ん
だ
っ
て
な
。（
そ
う
そ
う
、
そ
う
な
ん
だ
っ
て
な
） 

 

▼
【
そ
う
で
す
】
そ
っ
し
ゃ 

 

●
「
あ
ん
た
の
家
で
畑
売
っ
た
ん
だ
っ
て
」
「
そ
っ
し
ゃ
、
売
っ
た
の
っ
し

ゃ
」
（
「
あ
な
た
の
家
で
畑
を
売
っ
た
ん
だ
っ
て
」
「
そ
う
で
す
、
売
っ

た
の
で
す
」
） 

 



79 
 

▼
【
そ
う
で
す
ね
】
ん
だ
ね
や 

 
●
「
天
気
、
良
ぐ
な
る
よ
う
だ
ね
」
「
ん
だ
ね
や
」
（
「
天
気
、
良
く
な
る

よ
う
だ
ね
」
「
そ
う
で
す
ね
」
） 

 

●
「
雨
ば
り
降
っ
て
、
何
ぬ
も
で
き
ね
ぇ
」
「
ん
だ
ね
や
、
寝
で
る
す
か
ね

ぇ
な
」
（
「
雨
ば
か
り
降
っ
て
、
何
に
も
で
き
な
い
」
「
そ
う
で
す
ね
、 

 

寝
て
い
る
し
か
な
い
ね
」
） 

 

▼
【
そ
う
で
す
ね
】
ん
だ
っ
ち
ゃ 

 

●
ん
だ
っ
ち
ゃ
、
お
ら
も
そ
う
思
う
が
す
。
（
そ
う
で
す
ね
、
私
も
そ
う
思

い
ま
す
） 

 

▼
【
ど
う
す
る
】
な
じ
ょ
す
る 

 

●
あ
の
話
、
な
じ
ょ
す
る
。
（
あ
の
話
、
ど
う
す
る
） 

 

▼
【
ど
う
に
も
こ
う
に
も
】
な
じ
ょ
に
も
か
じ
ょ
に
も 

 

●
あ
ん
だ
だ
ち
の
話
を
聞
い
て
も
、
な
じ
ょ
に
も
か
じ
ょ
に
も
な
ん
ね
ぇ
。

（
あ
な
た
た
ち
の
話
を
聞
い
て
も
、
ど
う
に
も
こ
う
に
も
な
ら
な
い
） 

 

▼
【
雷
や
地
震
に
遭
っ
た
時
に
唱
え
る
言
葉
】
ま
ん
ぜ
ら
ぐ 

 

●
お
れ
さ
ま
の
音
、
大
き
い
ご
だ
。
ま
ん
ぜ
ら
ぐ
、
ま
ん
ぜ
ら
ぐ
。
（
雷
の 

音
が
大
き
い
。
ま
ん
ぜ
ら
ぐ
、
ま
ん
ぜ
ら
ぐ
） 

 

▼
【
小
さ
な
子
ど
も
を
あ
や
す
言
葉
】
め
ん
こ
め
ん
こ 

 

●
め
ん
こ
め
ん
こ
だ
が
ら
、
泣
ぐ
な
。
（
め
ん
こ
、
め
ん
こ
だ
か
ら
、
泣

く
な
） 
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33
．
挨
拶 

▼
【
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
】
お
は
よ
が
す 

 

●
お
は
よ
が
す
。
今
日
も
寒
い
ご
だ
ね
や
。
（
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今 

日
も
寒
い
で
す
ね
） 

 

●
お
は
よ
が
す
。
今
日
も
良
い
天
気
だ
な
や
。
（
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
日
も
良
い
天
気
で
す
ね
） 

 

▼
【
こ
ん
ば
ん
は
】
お
ば
ん
な
り
し
た 

 

●
お
ば
ん
な
り
し
た
。
回
覧
板
、
持
っ
て
来
た
す
と
。
（
こ
ん
ば
ん
は
。
回

覧
板
、
持
っ
て
き
ま
し
た
よ
） 

 

●
お
ば
ん
な
り
し
た
。
で
は
、
お
み
ょ
う
ぬ
づ
。
（
こ
ん
ば
ん
は
。
で
は
、

ま
た
明
日
） 

 

▼
【
さ
よ
う
な
ら
】
お
み
ょ
う
ぬ
ず 

 

●
ほ
ん
で
ま
ず
、
お
み
ょ
う
ぬ
ず
。
（
そ
れ
で
は
、
さ
よ
う
な
ら
） 

 

●
今
日
も
晩
方
ま
で
、
お
茶
飲
み
す
ぃ
て
す
ま
っ
た
な
や
。
で
は
、
お
み
ょ

う
ぬ
ず
。
（
今
日
も
夕
方
ま
で
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り
し
て

し
ま
っ
た
ね
。
で
は
、
さ
よ
う
な
ら
） 
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